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の一環 として とりま とめた ものであ ります。



序

当財 団 は、 わが 国 にお け る情 報処 理産 業の 発展に 資 す るた め、 昭 和43年 以 来、 毎 年 海外に 調査 団

を派 遣 し、 アメ リカお よび ヨー ロ ッパ 諸 国に おけ る情 報 処理 関 係 の諸 問題 の実 態 を明 らかに して まい

りま した。 本年 度 は と くに公共 情 報 シ ステ ムの 現状 と将 来、 な らび に 新 しい ソ フ トウェ ア技 術 の 動 向

等 を 中心 に調 査す る ため、 ス エ ーデ ン、 イ ギ リス、 オ ラ ンダ、 ベ ル ギ ー、 フ ラ ンス、 ス イス、 イ タ リ

ー、 ア メ リカの8カ 国の22機 関に11月 、12月 に派遣 し調 査い た しま した。 こ こにそ の 結果 を と

り まとめ、 海 外 の情 報処 理 に 関心 を もた れ る方 々 の ご参 考{こ供 した い と思い ます。

なお、 本調査 実 施 に当 っ て、 ご尽 力い ただ いた 調査 団 員各位 、 ご支援、 ご 協力 をた まわ った在 日各

国大 使 館を は じめ、 調 査 訪 問先 等 関係 各 位に 対 し、 心 よ り感謝 の 意 を表 し ます。
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調 査 団 の 概 要

1.目 的

海 外 諸 国 に お け る 情 報 処 理 お よ び 情 報 処 理 産 業 に つ き、 そ の 実 態 を 調 査 す る と と もに

各 国 で の 発 展 の 背 景 と 今 後 の 動 向 を 把 握 し、 わ が 国 に お け る 情 報 処 理 お よ び 情 報 処 理 産 .

業 の 発 展 に 資 す る こ と を 目的 と す る 。

2.調 査 事 項

(1)公 共 情 報 シ ス テ ム の 現 状 と 将 来 計 画

(2)新 し い ソ フ トウ ェ ア 技 術 の 動 向

5.調 査 対 象 国

ス エ ー デ ン、 イ ギ リ ス、 オ ラ ン ダ 、 ベ ル ギ ー 、 フ ラ ン ス 、 ス イ ス、 イ タ リ ー 、 ア メ リ

カ

4.調 査 時

ヨ ー ロ ッ パ班

ア メ リ カ 班

5.調 査 機

ス エ ー デ ン

イ ギ リ ス

オ ラ ン ダ

期'

昭 和48年11月11日(日)～ 昭 和48年12月1日(土)

昭 和48年11月24日(土)～ 昭 和48年12月14日(金)

関

oTheSwedishAgencyforAdministrative

Development(SAFAD)

ス エ ー デ ン 行 政 開 発 庁

OTheCentralBoardforRealEstateData(CFD)

不 動 産 デ ー タ 本 部

OBritishAirways

英 国 航 空

oSocietyforWorIdwideInterbank

FinancialTelecommunication(SWIFT)

国 際 銀 行 間 金 融 通 信 協 会

oCivilServiceDepartment,CentralComputer

Agency

行 政 管 理 庁 中 央 コ ン ピ ュ ー タ 局

oRijnmondPublic'AuthorityOpenBaarLichaam

Rijnmond

I



ベ ル ギ

フ ラ ン

ス イ

イ タ リ

ア メ リ

ラ イ モ ン ド公 共 事 業 局 ラ イ モ ン ド大 気 汚 染 研 究 所

一 〇PublicSectorIndustryCenterIBM

IBM公 共 産 業 セ ン タ ー

スoMinisteredesPostesetTelecommunications

(P.T。T.)

フ ラ ン ス 郵 電 省

oCentreNationaldelaRechercheScientifigue

(CNRS)

CentredeDocumentation

国 立 科 学 研 究 セ ン タ ー,

ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン セ ン タ ー

oAdministrationGeneraledeL'Assistance

　
PubliqueaParis

パ リ 地 区 国 立 医 療 機 関 監 理 局

スoBattelleGenevaResearchCentre

ジ ュ ネ ー ブ パ ッ テ ル 研 究 所

一 〇IBMCentrodiRicercadiVenezia

IBMベ ニ ス 科 学 セ ン タ ー

カoBayAreaAirPolutionControlDistrict
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。B。yA,eaR・pidT・an・itDi・t・i・t(BART)

ベ イ ・エ リ ア 高 速.輸 送 局

oDun&Bradstreet。Inc

ダ ン ・ア ン ド ・ブ ラ ツ.ド ス ト リ ー ト社

ONewYorkHospita1

ニ ュ ー ヨ ー ク 病 院.

oU.S。GivilServiceCommission(CSC)

連 邦 人 事 委 員 会

oBureauofCustoms

連 邦 関 税 局

oAmericanCouncilonEducation(ACE)

ア メ リ カ 教 育 委 員 会

oG.EInformationServiceMEDINETNational

Headquarters

G.E社MEDINETサ ー ビ ス 本 部
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oXeroxComputerService(XCS)

ゼ ロ ッ ク ス ・ コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 社
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論総第1章





'

第1章 総 論

欧 洲 におけ る情 報処 理 の 現状 と動 向 につ いて の今 次 の調査 は公 共情報 処 理 シ ステ ム,社 会情報 処 理

シ ステ ム とい うべ きものを対 象 と して,前 記の 局所 を訪問,調 査 した。 これ 等 の うち あ る ものは行 政

情 報 シ ステ ム開発 の 中枢 機 構 で あ り,あ る ものは デー タバ ン ク,あ る もの は 国際 ネ ッ トワー ク。 ある

ものは環 境情 報 シス テ ムで あ り,ま た は デ]タ 伝 送 ネ ッ トワーク であ り,医 療情 報 ネ ッ トワ ー ク,も

しくは公 共 シス テ ム研究 開発 機 関 で あるが,い ずれ も ヨー ロ ッパ的 合理 主義 精 神 に貫 ぬ かれ た 活動 を

遂行 しつつ あ る といえ よ う。

以 下,各 機 関,各 シ ステ ムにつ いて,そ の特 徴 と課 題 とを略述 した が,欧 洲 にお け る公 共情報 シ ス

テ ムにつ いて ア ウ トラ インで も描 き得 てい るな らば幸 い で あ る。

11行 政 情 報 シ ス テ ム 開 発 中 枢 機 構

政治 ・社会 ・経 済 情 勢 の変転 に対 応 して,行 政 の効 率化,経 済 化 を確 保 す るた め には行政 府 各 層 に

tsけ る不断 の努 力が要請 され るが・ 行 政効 率改 善 の活 動 と して,行 政 組織(Organization)の 変

革 ・整 備 と 事 務 処 理 方 式(Methods)の 改善 ・開 発(一 般 に0&Mと 略 称 され る)と が あ る。

特 に近 時O&M活 動 の 中 で行 政情 報 シ ス テ ムの改 善 ・開発 の 占め る位置 が極 めて増 大 して い る。 スエ

ーデ ンお よび英 国 にお い てはかsる0&M推 進機構 と して非常 に強 力な 中央機 構 を設 け て そ の推進を

計 って い る。

ス エ ーデ ン政 府 の行 政 シ ステ ム の特 徴 は,行 政諸 機 関 が 内閣 ・各省 に対 して 自主 性 を保持 して お り・

各 省 はせ い ぜ い100～200名 の ス タ フフを擁 して,主 要 な ガ イ ドラ インの立案,改 革 の た めの イ

ニシ ャテ ィブの発 揮 計 画の評 価 法令 の立案 等 を任務 と して お か 日常業 務 に つ いて各機 関を 統 制

す る ことは しな レ、

ス エー デ ン政府 の 行政 組 織 は,内 閣 ・各 省 の 下 に各 省 の諮問 委 員 会,国 有 ま た は混 合 の企 業 機 関

(鉄 道,郵 便,電 信 電話 等),中 央 行政 諸機 関(こ れ に地方 管 区機 関 地 方機 関が所 属 す る),お

よび付 属 機関(文 化 施 設,研 究 所等)か ら成 って いる。近 時 ス エ ーデ ン国 にお け る政 府 活 動 の 占 め

る分野の腫 ・・非常囎 大 して・・b・196・ 年当時同国の大・N・4)職業学校碑 業生の ÷が政府活

動ないし政府鋤 緻 に入 ・たのに対し現 在は殆んど÷縦 事するようぱ ・ている.

ス エ ーデ ンにお け る一般 行 政 の構 造 的変 革 は概 ね3つ の カテ ゴ リー に分類 で きる。 そ の 第 一 は,

政府 機 関 中央本 部 の再 配置 計 画 で あ る。 企業 機 関 も含 め て中央 本 部 は殆 ん ど がス トックホルム 地 区 に

集 中 して い るが,こ の うち36事 業 所(従 業 員6,000名 以 上)を1974～1976年 中 に再 配

置 し,第 二 次計 画 と して12事 業 所(従 業 員4,000名 以上)を 再配置 す る よ う計 画 され て い る。

変革 の 第二 は・ 政 府権 限 の委 譲 ・ 相互移 管 で あ り,第 三 は・ 新規 機 関の創 設・ 分 封 であ る。 現 在 ま

での 所,環 境 関係,都 市 計 画,開 発 公 団,国 有持株 会社,投 資 銀行,技 術 開発,食 糧 管 理,消 費 者

政 策 国家 被 用者訓 練 行 政 民主 化,被 用 者管 理 等 の各機 関が 創設 され て い る。

1



0&M関 係 と して1961年 にス エー デ ン行 政 開 発 庁(SwedishAgencyforAdminiStrative

development,以 下SAFADと い う)の 改 組1969年 に 国有 コ ンサル テ ィン グ会 社1970

年 に 国立 行 政 デ ータ処 理 セ ンタ ー1973年 にデ ー タ審査 庁の 創設 が実 施 され た。

以 上 はOrganizationの 面 にお け る変 革 であ るがMethodsの 面 に おけ る変化 にはLaydire-

ctorateが 先 づ挙 げ られ よ う。 これは 中央 機 関 の執 行部 に民間 の エ キスパ ー トや,関 係 グル ープの

代表 者 を参 加 させ る制度 であ り,最 近 ます ます 普遍 的 な もの とな って来 てい る。 この ほ か,行 政 民主

化 の ため の労働 者経 営委 員 会 の ごと き"Workcounci1"が 置 か れ,ま た プ ログ ラ ム予 算制 度,長

期 戦略 計画 も例 示 で き よ う。

一般 行 政 の効 率改 善 を 目的 とす る変 革 の 提案 は,各 省 お よび 諮問委 員 会,中 央O&M機 関 と会計 検

査機 関,行 政 府 各事 業所 また は コ ンサ ル タ ン ト,も し くは政 府機 関 内 の個人 か う行 なわ れ るが,以 下

中央O&M機 構 と してのSAFADに つ い て略 述 す る。

行 政 開発 庁(SAFAD)は1961年 財務 省 の主計 総 監事 務 局 が組織 局 と合 併 した 時 中央O&M機

関 と して の現在 の地 位 を獲 得 し,1963年 コ ン ピュ ーテ ィ ング ・セ ンタ ー局を 包含 して コン ピュ ー

タの利 用 ・・調 達 の調整 機 能 を持 つ に至 った。

SAFADの 組織 は,外 部 者理 事会(laydirectorate),長 官,執 行 委 員 会(主 と して内部 ス

タ ッフ で構 成),お よび4班(調 査 ・コ ンサ ルテ ーシ ョン,教 育訓 練 計 画開 発情 報,コ ン ピュ ータ

調 達管 理)と 管 理部 門 か ら成 って い る。

活動 対 象は 調査・ 調整,サ ー ビス の3つ の主 要 な柱 を 持 って い る。 調 査 活動 は,政 府 機 関 の組 織分

析 を行 な い,そ の機 関 の プ ロ ジ ェク トの シス テ ム設計 等 に参 加す る こ とに あるが,SAFADは コ ンサ

ル タ ン トや技 法 の エ キス パー トと して行 動 す る。 調整 活 動 は特 に情 報 シス テ ムにお いて発 揮 され,現

行 シ ステ ムの分 析 評価 解 決 策 の探 究 につ いて期 待 され る訳 で あるが,こ のほ か コ ン ピュ ー タの 調達

計 画 とそ の調整 につ い て責任 を 負 って い る。 サ ー ビス活 動 に は,各 種要 員訓練 な い しEDP化 に伴 な

う訓練 プ ログ ラム の提供 を 事務 管 理(書 式 ・設備)に 関す るコ ンサル テ ィング とが あ る。

1968年,ス エ ーデ ン政 府 の必要 とす るコ ン ピュ ータを 調達 運 営す るため 中央 コ ン ピュー タ基金

が設 定 され,SAFADは 購 入 の権 限 を与 え られ,諸 機 関に賃 貸 す る。

SAFADに お いて は現 在約50の プ ロジ ェク ト(サ ブ ・プ ロ ジェク トも含 め れ ば80)が 進 め られ

て い るが,そ の大 部 分はEDP指 向 の もので あ る。それ等 の うち主要 な ものを挙 げれ ば次 の とお りである。

人 事 管 理 シ ステ ム(開 発 期 間1969-1975)

社会保 障管 理 シ ステ ム(社 会 保 険 庁 と協 同,1974年 稼 動 予定)

環 境 保 護情 報 シ ス テ ム

司法 事務 情 報 シ ス テ ム(1966-1975)

図書館 シ ステ ム

プ ログ ラ ム予 算 シス テ ム

長期 計 画 ・開発 プ ロジ ェク ト

SAFADの 要員 は現 在 約300名 で あ るが○ そ の うち略 て半分 が ア ナ リス トで ある。
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最 後 に行政 デー タ処 理国 立 デ ータ セ ンタ ー(NationalDataCenterforAdministrative

DataProcessing)に つ い て一言 した い。 当セ ンタ ーは1970年SAFADの 監督 下 に独 立 採 算

制機 関 と して設置 され,政 府 諸機 関に対 す るEDP能 力 の提供,シ ス テ ムや プ ログ ラ ム の開発保 守サ

ー ビスの 提 供
・新 規EDP設 備 の着 手を 容易 にす るため のエ キ スパ ー トの提供 のほ か,新 しいEDP

アプ リケ ーシ ョンの 開発 の促 進,高 度技 法 の開発 ・実 験 も実 施 す るが,当 セ ンタ ーは シ ス テ ム開発 に

携 わ る こ と より も,運 用 中 の シス テ ムの プ ロダ クシ ョンの責任 を 負 ってい る もの と考 え るべ きであ る。

ス エ ーデ ンのSAFADに 対 応 す るもの と して・英国 の行政 管 理 庁(CivilServiceDepart-

ment)お よびそ の内部 の中 央 コ ン ピュー タ局(CentralComputerAgency,以 下CCAと 略

称す る)が あ る。英 国行 政管 理 庁は,1968年 行政 上 の技法 の開発 と普 及 に よ り政府 活 動 の 効率 を

改 善 す るため設 立 さ れた ので あ るが,コ ン ピュ ー タ が管 理 用具 と して不 可欠 の もの と な り,ま た コン

ピュ ー タの能 力が行 政 上 の境 界 を超 えて有 効 性 を発 揮 し,か つ それ に よ って経済 性 を確保 し得 る こ と

が認 識 され るに至 った。 即 ち,コ ン ピュ ータ設備 の評価機 能,コ ン ピュー タの利 用 政策 ・ ま た0&M

活動 とそ れへ の コ ンピ ュ ータ活 用等 の各機 能 が各 省 に分 散 してい る ことは許 され ず,強 力な1つ の単

位 に集 中 され ね ば な らなか った。 こ うして,O&Mの 中央機 構 で ある行政 管 理庁 内 に1972年4月

CCAが 設立 された の で あ る。 また その 付帯 的利 益 として,コ ン ピュー タ産 業 界 とユ ーザ と して の政

府 と の コ ミュ ニケ ー シ ョン ・ライ ンの単 純化 が挙 げ られ る。 勿 論 コ ン ピュー タ産 業 の育 成支 援 は通 商

産業 省 の責任 に属 す るが,CCAは ユー ザ と して の政 府 の利 害 を産 業界 に対 して 代表 し,ま た政 府 の

購入 援助 政 策 へ の適 切 な 関心 を確保 してゆ く ことが で きるの で あ る。

い うま で もな くCCAは,コ ン ピュータシ ステ ムを政 府 行政 に適 用す る ことを 促進 し,も っ て行政

の効 率 を改 善 し・ 政 策 選 択の 巾を 拡大 す る ことを 目的 と し・ 主 と して以 下 の よ うな役 割 を行 な う。

① コ ン ピ ュータ ・ユ ー ザと して の政府 の政 策 を決定 し.各 省 の政 府政 策 と の合致 を確保 す る。

② 政 府 の コ ン ピュー タ利 用 の将 来 の方 向・ ア プ リケ ーシ ョンの探究 。

③ 各 省 か ら提案 され た設 備 を審 査 ・承認 し・ 各 省の プ ロ ジェク トを 監視 す る。

④ コ ン ピュー タ ・パ ー フ ォマ ンス,使 用 設備(CCAの 設備,民 間 コンピュー タ ・センター,専 用

コ ン ピ ュータ)に つ いて の最 も適 切 な方法 の確 保,各 省 へ の助 言 と情 報 の 提供 を行 な う。

⑤ 政 府 の コ ン ピュ ーテ ィング,プ ロジ ェク トや 設備 の管 理 のた めの標 準 の設 定 。

⑥ コ ン ピュータ シ ステ ム設 置後 の再 審査 。

⑦ ,コン ピュータ サ ー ビス の提供 と特 殊 な コン ピュータ技 術 の研 究開発 。

⑧ コ ン ピュー タ業 界 ト よぴ国 内 ・国際諸 団 体 に 関 し,ユ ーザ と して の政 府 を代 表 す る。

⑨ 政 府コ ン ピュー タ要 員 の人事 管理 ・ 訓練 等 に つい て各省 庁 に助言 す る。

CCAの 組織}(つ いて は,プ ロジ ェク ト ・サ ポ ー トサ ー ビス,政 策計 画,技 術 サ ー ビス,契 約 の4

部 門 が当初 に設 置 され た が,1973年1月 行政通 信 シス テ ムの開発促 進 の た め電気 通 信部 が,さ ら

に趣 く最近 複雑 な プ ロ ジ ェク トのた め に特 別 プ ロ ジェク ト部 が設置 され た。

CCAの ス タ ッフは,1973年3月 現 在500名 以 上 に な るが,そ の うち約290名 は 中央 コ ン

ピュータ ・セ ンタ ー に居b,残 りの うち約80名 はADPや 通信 に経験 の深 いエ ン ジニ ア や科 学者 で
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あり・ 約40名 は コ ン ピ ュー タ業 務経 験者 で あ る。 またCCAは 積 極 的 に外 部 の経 験 を借 り るこ とに

も努 力 して い る。

因 み に,英 国 の行 政 的 ・科 学 的 目的 に,20以 上 の省 庁 にお いて1972年 末 現在231台 のコ ン

ピュー タが使 用 され てお り,現 在 年平 均 約20台 の新 規 また は置換 のプ ロ ジェク トが進 め ら れて お り・

CCAは その 多 くと密接 に連携 して い る。 また各 省 庁の要 員 の 合計 は,シ ステ ム分析 ・プ ログ ラ ミン

グ に携 わ る者約3,700名,オ ペ レー シ ョ ンに携 わ る者1,700名 ・ デ ー タ準 備 に携 わ る者4,400

名 とな って い る。
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12プ ラ イ バ シ 保 護 立 法

プ ライバ シ保護 の問題 が近年 にわか に持 ち あ が って来 た が,決 して新 しい問 題 では な い。 プ ライバ

シ とい う言 葉が始 め て使 われ た の は,1890年 米国 でBrandeis&Warrenの 論 文 にお い て で あ

るとい われ るが,現 行法 体 系 の上 で もプ ライバ シ の権利 が基 本 原 則 の1つ とな ってい る といえ る ので

はな いか。 即 ち,医 師法,公 務員 法,郵 便法 公衆 電気 通 信法 に明定 され てい る ところ で あ る し・ ま

た プ ライバシ を 侵害 し得 るた め には法 律 に定 めた 手続 に よらね ばな らぬ もの と して,捜 索令状 に よる

捜索 ・ 逮捕 令 状 に よる逮捕 が ある し,ま た教 育基 本法,国 勢調査法 等 もプ ライバ シの権利 の制限 立法

とい うことが で き よ う。

最 近,新 しくプ ラ イバ シの権利 が問題 と な って来 た のは,い うま で もな く社 会 の あらゆ る分 野 に コ

ン ピュー タが利 用 され るに及 び新 しい 問題 が発 生 して来 た から にほか な ら な い。 即 ち,コ ン ピュー タ

を使 用 したADPに より・

① 大 量 の情 報 を収集 し,処 理 し得 る

② 更新 を行 ない,ア ク セスを 拡大 す る

③ 長期 間 蓄積 さ れ,ア クセ ス を可 能 と し,ま た検 索 が容 易 で ある

④ 蓄積 が高度 に集 中化 され得 る よ うにな り,あ る特定 の事 実 を発見 す る ことが大変 容 易 で あ る

⑤ 比 較,分 類 区 分 が 容 易 で あ る

⑥ 情 報 の交換 や,個 々の ソース か ら結 果 を持 ち寄 るこ とが容 易 で あ る

等 の事実 が認 識 され るに至 った か ら で あ る。 さら に・ コ ン ピュー タのフア ィルか ら取 り出 され た情 報

は,そ れ に反 す る証 拠 が上 って もそれ こそ真 実 の本 人 の像 だ と思 われ が ち で ある こ と,デ ー タが 本 物

か 偽物 か,常 に誤 りな くプ ログ ラムされ て い るか,コ ン ピュー タが常 に誤 りな く操作 され て い るか 等

コン ピュータ に ょ るプ ライバ シ の脅威 が 唱え られ る よ うにな って来 た。

この よ うな プ ラ イバ シの脅 威 に対 して,そ の保 護方策 と して,法 律的 には現 行 法 に よる救 済策 と新

規立 法 に よ る保護 が あ り・ 他方 技 術 的 方策 と して,コ ン ピュー タ メー カに よる各 種保 護装置 の 付加 と

ユー ザ に よ る予防 策 な ら び にACMの 倫 理 綱領 に み る ごと き,関 係 者 の道 徳 性へ の依 存 とが あ る。

新立 法 に よ る保 護 につ い ては,こ れ まで に も米 国 カ リフ ォル ニ ア州でデ ータ監 視法 案 が提 案 され た

が未 成立 に終 って お り,カ ナ ダ にお い て も成立 に至 ら なか った と伝え られ て い る。

しか るに1973年5月 スエ ー デ ン にお いて,一 国 の法律 と して は始 め て プ ライバシ保護 法 が成 立

した 。 デ ー タ法(DataAct)が これ で ある。

以 下 同 国 にお け る新 立 法 に つ い て簡 記 した い。

先 づ,プ ラ イバシ の権利 とは如 何 な る概 念 であろ うか。 「プ ラ イバシ とは,孤 独 の権利,家 族 ・友

人 のサ ークル,仲 間 との親密 な接 触 の権 利,外 部 者 との関 係 にお け る匿名性 と距離 を お く権 利 」 と い

われ,ま た 「個人 が本 来 そ の人 に属 す る ことを支配 す る権 利を い い,個 人 を と りま く社 会 的空 間,過

去 の記 憶,会 話,肉 体 ・ イメ ー ジに も及 ぶ」 と言 われ て い る。 また 「他 か らの干 渉 を受 け ない個 人 の

権 利」 と要 約 され てい るが・ 「individual〆righttobeleftalone」 とい う英 語 句 は極 め

て 示唆 的 で あ る。他 方 他 か ら干 渉 を受 け ない権 利 は絶対 的 では あ り得 ない 。共 同体 の必 要 に よって 制
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限 され る ことが あ る ことは い うま で もな い。

スエ ーデ ン にお い て は,プ ライバ シ の権 利を 厳 密 に定義 しない し・ そ の制 限 も明確 に規 定 してい な

い。 国 に よ り・時代 に より,ま た民衆 の集 団 に より見解 が相違 す る もので あ り・ 明確 に,決 定 的 に・

詳細 に規 定す る ことはで きな い と して い る。 しか しな が ら以 下 の よ うな ガイ ドラ インを設 けて い る。

① 個 人 の状態 に関す るす べ て の情 報 は プ ラ イバ シ に関係 す る。

② 別 の 目的 に情報 が使 用 さ れ る可能 性 が あれ ば,脅 威 と感 じて よい。

③ 個人 の情報 が・権 限 あ る特 定 の官 庁 のみ に あ るか ど うか,そ の個人 と接 触 した人 達 のみ が持 っ

て いる 加 情報 を 欲 しが る誰 に で も入 手 し得 るか ど うか は重大 な問 題 で ある。

④ 特 にデ リケー トな 性質 の事項 即 ち罪,判 決 内容,予 防拘 留,意 見 態 度 の発 表(特 に政 治 ・宗

教問題 につ い て),個 人 の評 定 判 断,個 人 財産 に関す る事実 等 で ある。

また スエー デ ン にお け る立法 の背景 も見 の がす ことは で きな い。 ス エ ーデ ン では1766年 以 来 官

庁 文書 の 公開 の原 則が確 立 され てteり,秘 密保 護法(SecrecyACt)に よる例外(国 際 関係 犯 罪

訴 追 医 療行 為,社 会 福 地 財 産 上の利 害)を 除 いて,官 庁文 書 に一般 公 衆の 自 由ア クセ スが認 め ら

れ てお り,個 人 の公 平 の確保,官 庁当 局へ の信 頼 の確 保 社会 的論 争 の基 礎 とす る ことか 目指 され て

い る。 しか る にパ ン チ カー ド,デ ィス ク等 が文 書 と看倣 され る に至 って,公 開 の原 則 は骨抜 き とな る

恐 れ が あ り,一 般 公衆 が 必要 な情 報 を確 保 す る こ とが困難 とな る。 この よ うな公 開 の原 則 の貫徹 とプ

ラ イバ シの保 護 とい う矛 盾す る両 側 面 を 調整 す る必 要 が あ った とされ てい る。

スエ ーデン ・デ ー タ法 は公 私 の両 セ ク タ ーに亘 って詳 細 な規 制 を規 定 してい る蕊 その概 要 は以 下

の通 りで あ る。

1)デ ー タ審査 庁(DatalnspectionBoard)の 設置

① 個人 情 報(Personallnformation)を 蓄 積 する レジス タ(PersonalRegister)

を設 置 し,保 持 す る には デ ー タ審査 庁 の許可 を受 けね ば な らない 。

② 許 可内 容 は,レ ジス タの 目的,蓄 積 され る個人情 報,計 画 され て い る処理 ア ウ トプ ッ トの

種 類 で あ る。

③ デ ータ の収 集 の態 様 使 用す る機 器,処 理形 態に つ いて必 要 な 命令発 出。

④ 命令 の変 更,許 可 の取 消の権 限付 与。

⑤ 構 内 立入,文 書 査 閲 コン ピ ュー タ操作 命 令 の権 限付 与。

2)蓄 積 す る ことを認め られ な い情 報

① 犯 罪 の嫌 疑,有 罪判 決,刑 期 終了

② 児童福 祉法,禁 酒法,精 神 病 留置 治 療 に関 す る法 律・知 恵 遅れ 者 の保 護 に 関す る法律 ・反 社

会的 患者 の措 置 に関 す る法 律,外 国人 法等 に ょり強 制的行 為 を 受 け また は受 け てい るとい う

事実 の情 報

③ 健 康 状 態 ア ル コー ル 中毒等 の治 療 を受け,ま たは 社 会救 済 を受 け,ま た は受 けて い る事 実

に つい て の情 報

④ 政 治的,宗 教 的 信条 に 関す る情 報
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たN'し,③ 乃至 ③ につ い て は・法 令 によ り情 報 を 主管 す る責を 負 う機 関 また は特別 の理 由が あ

る場合 は この限 りでな く・ ④ につ いて は,特 別 の理 由が あ る場 合お よび団 体 が そ の構 成員 につ い

て保 持 す る場 合は この 限 りで はない。

3)パ ー ソナ ル ・レ ジス タ取扱 責任 者 の義務

① 情 報 の正 確性 の確認,訂 正 必 要 な場 合 の削 除 の義務

② レジス タ の 目的 か らみ て,不 完 全 とみ な され る情 報を完 全 にす る義 務

③ 関係 個人 か ら要 求 あ った場 合,当 該人 に そ の値 入情 報 を通 報 す る義務

④ 本 法 に違 反 して情 報 がADPに 使用 され る と推定 され ると きは,個 人 情報 を 引 出す こ とO禁

止

⑤ パー ソナル ・レ ジス タの保 持 を 中止 した時 は デ ータ審 査 庁 に通知 し,そ の指示 を受 け る こと

⑥ レ ジス タか ら ある個 人 の個人 環 境 につ いて知 り得 た こ とを漏 らす こ との禁止

4)司 法 ま た は行政 上 の 目的 のた め に使 用 され て い る情 報 は,読 む ことの で きる形 で 関連 フ ア イル

ル に付 加 されね ば な らな い。

5)刑 罰 と損 害 賠償

① 本 法 に基 づ く許 可 を得 な い でパ ー ソナ ル ・レジス タを 設置 ・保 持 した者,デ ー タ審 査 庁 の発

出 した命 令 に違 反 した 者,等 に対 して 罰金 また は1年 以 下 の懲 役 に 処せ られ る。

② 権 限 な く・ レ ジス タに ア クセ ス して情 報 を不 当 に変改 し,抹 消 し,蓄 積 す る者 は,デ ー タ侵

害 罪 と して罰金 も し くは2年 以 下の懲 役 に処 せ られ る。

③ 取 扱責 任 者 がデ ー タ審査 庁 の 構 内立入,文 書 へ のア ク セ スを 認め な い とき・ デ ータ審 査 庁へ

の通 報せ ね ば なら ぬ こ とを怠 った と きは,罰 金 を科 され る。

④ パ ー ソナル'レ ジス タ に登録 され てい る者 が・誤 った情 報 の蓄積 に よ り損 害 を受 け た と きは,

取扱 責任者 は損害 賠 償 の責 を負 う。

上 述 の よ うに,ス エ ーデ ン の デー タ法 は極 め て徹 底的 で あ り,誠に画期 的 な立法 とい え るが,特 に北

欧諸 国にお け るご と く,近 隣 諸 国 と緊密 な国際 交 流 の行 な われ てい る地域 で は問 題 が残 る とい え よ う。

即 ち個人 情 報 を 国外 に蓄積 し・ そ こか ら情 報 を受 け取 ってス エ ーデ ンで利 用 す る こ とを防 ぐこ とに は

困難 が あ る。 ス エ ーデ ン政府 の委 員 会 で,外 国 に蓄積 され る と推 定 され る情 報 の収集 ・配 布 を 禁止 す

る規 則 を つ くるぺ きだ との論 が あ った とい うが・ それ に して も国外へ の逃 避 を決 定的 に止 める こ とは

で きな い。 国 際的 合意 が 成立 し,各 国 が同様 趣 旨の立 法化 に よ って のみ 解 決 され得 る こ とで あろ う。
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13公 共 情報 シス テ ムの 諸 特 徴

i31汎 省 庁 的性格

先 づ第 一 に 注 目 しなけ れば な ら ない こ とは シス テ ムの 汎省 庁的 とい うか マル チデ パ ー トメン タルな

性 格 であ る。 元 来社 会 は一つ の有 機 的総 体 で あ って,財 政 産 業 経済,労 働,厚 生,法 務,警 察 ・教

育等 の各 庁の 管轄 は夫 々,一 つ の総 体か らあ る事 項を 抽象 して 政府 の各 部 門 に分 け られ た もの で ある。

人 口が増 大 し,社 会 活動 が大規 模 化,複 雑化 す る につれ て,社 会総 体 を全 体 と して対 象 と した行 政 シ

ス テ ムの運 営 は人 力を超 え る こと とな って分 割 され て来 た もので あろ う。 しか しな が ら各 部 門 が独 立

して 閉鎖的 に活動 す る ことは 不都 合な ので あ って,相 互 の関連 性 の見 極 め とそ の定 量化 の問 題 が従 来

の 行 政 シ ステ ム にお け る大 きな課 題 で あ った と思 わ れ る。

コ ン ピ ュー タの 出現 とコ ミュ ニケー シ ョン の発 達 は この よ うな課題 を解 決 す るた め の有 望 な ツール

と考 え られ る よ うに な り,汎 省庁 的 行政 情報 シス テ ムの萌芽 が出現 す る に至 った。 スエ ーデ ンのSAF

AD,英 国のCCAの 活 動 目標 の大 きな柱 が これ で あ るこ とは い うま で もな い。 ス エーーーデ ンの 不動 産

デ ータバ ン ク がそ の具 体的 な シス テ ム の1例 で あ る。 同シ ステ ムは財産 デー タ ベー ス と土 地 デ ー タベ

ースか ら構成 され るが,そ れ 等の 中 に は,財 産 の名称,地 域 ・ す べて の調 査 測定値,起 源,計 画 と規

制,課 税情 報 建 築物 法,自 然 保 護法,環 境 コ ン トロー ル法 等 に ょ る制限 お よび所有 権 地役 権,抵

当権 各 種法 律行 為 の各 記録 が包 含 され て お り・ そ の利 用 者 も財産 登 記事 務 所・ 土 地登 記 事務所 財

産単 位 組織 事 務 所,郡 役 所 市 町 村,さ ら には金 融 機 関・保 険 会社 そ の他 もろ もろの 利 用者 と な っ

てい る。 ま た シス テ ム に対す る責任 分 野 も分 か れ て い る。 即 ち異 な るデ ー タベ ース に入 力 され る情 報

は,そ の発 生す るみ な も とで 直接 に収 集 され,入 力・up-dateに 対 する責任 は・現 行 の法 律 に基 づ

く関係 登 記 所 に あ り,開 発 運 営主 体 で あ るCentralBoardforRealEstateDataは 技術 シ

ス テ ムの管 理 と運 営 に つい て責任 を負 うこ ととな って い る。 このシ ステ ムが他 の郡,最 終的 に は全 国

に拡張 され る で あろ うが,全 国 の登 記所 は,勿 論 自分 の部 分 につ い てのみ 責任 を負 い,ア ク セス はデ

ー タバ ン クの 全情 報 に可能 と されて い る。

132経 済 性の追 求

第二 は経 済 性 の追 究 で あ る。 スエ ーデ ンお よび英 国 の開 発機 関 の調整機 能 として,最 低 コス トで の

EDPの 調 達,不 利 益 な ア プ リケ ーシ ョン ・設 備 の 削除,現 行シ ス テ ム との 差引勘 定 に ょ る評 価等 が

あるが,Bealestatedatabankシ ステ ム で は,開 発長期 計 画 にお い て1件 当 りの トラ ンザク

シ ョンの コ ス トを推 定 してお り,厳 密 な コス ト計 算 の もとに システ ム開 発 を進 め て い る。 ま たパ リ地

区Assistancepubliqueの 統轄機 構 の中 のServiced'etudeetdetraiternentde

l'infomatiqueは パ リ地 区 の病 院37,共 通 倉 庫10,診 察 所60,tsよ ぴ 管理監 督 の 中枢i業務

に コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビスを 提供 してい るが,自 主 的予 算で 賄 われ ・ その経 費 は各 ユ ーザ に配 布'請

求 され る体 制を と って い る。 同 サ ー ビス の中心 機 能 は,入 院患者 につ いて個 々の カ ー ドに,入 院 か ら

退院 ま で のす べ ての諸情 報(患 者 の動作,治 療 行為 等)が 記録 され,病 院 の端末機 か らコ ン ピ ュータ
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に入 力 され,複 雑 な入 院 費用 の計 算を行 な うことに ある。 現 在 シ ステ ムを さら に高 度化 して医学 技 術

の 自動 化(薬 品 の 自動 調合,検 査液 の 自動 調合,自 動 診断),患 者 の モ ニ タ リング等 に発展 させ る計

画 を して い るが,ア プ リケ ーシ ョンの選択 に当 って は,収 益 性 の確保 を指標 と して い る こと も付 言 す

る 必要 が あろ う。

t33オ ンラ イ ン化 の発 展

第 三の特 徴 は・ 公 共情 報 シス テ ムに限 った こ とで は ない が,オ ン ライ ン化へ の強 い傾 向を看 て とる

こ とが で き る。 前述 のRealestatedatabankシ ス テ ム では,ス トック ホル ムの北約180Kmの 小 都

市 工 ー プ レ にコン ピュー タ ・セ ンタ ー を設 け てい るが,将 来 ス エーデ ン全 国 に拡 張 され て も全 国 の各

登 記所 の端 末が エー ブ レの セ ンター とオ ン ライン で接 続 され るこ ととな っお り,パ リ地 区Assis{ance

publiqueのSETIの シス テム で は27の 病 院 が オ ン ライ ンで接続 され,そ の規模 はベ ッ ド数 で

は 全体 の56%に 相 当 す る。1975年 ま で には全病 院 が オ ン ライン化 され る計 画 で あ る。 ラ イモ ン

ド大 気 汚染 監 視 シ ス テ ムでは マル チプ レク サ チャ ネル を通 して31の 亜硫酸 ガス監 視 装置 がphil-

ips社 製P9201コ ン ピュー タに接続 され て い る。 コ ン ピ ュー タは1分 毎 に監視 装置 に質 問 を発 し,

各 計 測個所 か ら送 られ て来 るデ ータ の毎 時平 均 値 を確 定す る。 ま た風 向デ ー タ もパル ス 信号 の形 で 測

候 所か ら中 央 制御 室 に送 られ て・ 毎時SO2測 定値 と照 合 され る。 このシ ステ ムが稼動 開 始 して最 初

の1年 半 に25回 の警報 が発 せ られ た が・ そ の結 果工 場 側 の反 応,シ ステ ムの性能 の両面 に亘 って良

い答 が 出て い る。 このシ ス テム に よ り工 場要 員 に よ り発 見 され な か った非効 率 的燃 焼 装置 や公害 防止

の不完 全 な装置 等 が発見 され,大 気 汚染 の緩 和 のみ で な く,そ の 工場 に とって も非常 な経 費節 減 と も

な って い る とい う。 このほ か・ 警 察情 報 シ ステ ム,自 動 車 登録 シス テ ム,職 業 紹介 シス テ ム、一 般 社

会保 険,パ ス ポ ー トチ ェ ッキ ン グシ ステ ム等オ ン ライ ン化 は盛行 を極 め て い るが,世 界 的 な 情報 ネ ッ

トワー ク シ ステ ムの例 と してBritishAirwaysとSocietyforWorldwideInterbank

FinancialTelecommunieation(SWIFT)の 両 シ ステ ムが あ る。

前者 のBAコ ン ピュータ シス テ ムは 世界 で も最 大 級 の シス テ ムで あ るが・ 適 用 業 務 が 極 め て 多 岐

にわた り(座 席予 約・ 運賃 計 算 ・航空 券発行,運 行 コ ン トロー ル,フ ライ トスケ ジユ リング,乗 員 配

置計 画 財務 計 算 ・ そ の他 各 種計 算 に及ぶ),高 度 かつ 汎用 のア プ リケー シ ョンパ ッケ ー ジ を 実 用

化 し(こ れ らの パ ッケ ー ジは全世 界30余 のL－ ザ に提供 され てBAの 大 きな収 入 源 とな ってい る)

さ らに全 世界400都 市 と空 港を結 ん だ極 め て大規 模 な 国際 シ ステ ムで あ る。BAの コ ミュ ニ ケー シ

ョンシ ス テ ムは・全 世 界 に亘 る電信 回 線 システ ム・ 電 話網 ・ デ ー タ通 信 シ ステ ム(2,000台 以 上 の

端 末機 が稼動 し回 線は2,400b/stsよ び9,600b/sを 併 用),ま た全 世界 の空 港 に無 線通 信 シス

テ ム・ 閉 回路 テ レ ビ等 各種 通 信 シス テ ム・ 航空 機運 行通 信 シ ステ ム とか ら構 成 され てい る。

SWIFTは 銀 行 間の 国 際的支 払 送金,計 算 書 そ の他 の メ ッセ ー ジを送 受信 す る国 際 間専用 デ ー タ通

信 シ ス テ ムで あ る。・現 在 ヨー ロ ッパ13ケ 国 に カナダ,ア メ リカを加 え て約250行 が参 加 を決 定 し

て い る。実 際 に稼 動 を始 め るの は1976年 初頭 と予想 され て い る。SWIFTは 加 盟銀 行 を 株主 とす

る非 営 利 団 体 と し てベル ギ ー法 に基 づい て設 立 され た。 本 シス テム の構 成 では,ア ムス テル ダ ム と
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ブ リ ュ ッセ ル に ス イ ッチ ン グ ・セ ン タ ー と コ ン セ ン トレ ー タ を 設 置 し・ そ の他 ヨ ー ロ ッパ11ケ 国 の

主 要 都 市 お よ び モ ン ト リ オ ール,ニ ュ ー ヨ ー ク の13ケ 所 に コ ン セ ン トレ ー タ が 設 置 さ れ る。 各 ス イ

ッチ ン グ セ ン タ ー 間 あ る い は コ ン セ ン トレ 一 夕 間 の 回 線 は 当 初 全 二 重4,800b/sで あ る が,将 来 ト

ラ フ ィ ック 量 が 増 大 す れ ば9,600b/sに 高 速 化 す る こ と も考 え ら れ て い る。 本 シ ス テ ム は 基 本 的

に は ス トア ・ア ン ド ・フ ォワ ー ド ・ス イ ッ チ ン グ シ ス テ ム で あ る。

t34情 報 ネ ッ トワ ー クの統合 化

第 四 に は 上述 の よ うな個 別 シ ス テ ム のオ ン ライン化 が発 達す る に伴 い・ ユ ーザ と して の政府 内部

にお け る通 信 システ ムの統合 化 が計 画 さ れ,推 進 され ると と もに,パ ブ リ ック ・デ ータ通 信 ネ ッ トワ

ー クの建 設 が進 め られ るの も必然 の要 請 で あ る。 英 国の ポス ト・オ フ ィス は つ とにパ ケ ッ ト ●メ ッセ

ー ジ交 換 シス テ ム の研 究を 進 め て来 た が,1975年 には実 験 的 なPacketSwitchingService

を開 始 す る予 定 であ り,1977年 に は専 用 デ ジタル ・ネ ソ トワーク を導入 し,1978年 には回 線 交

換 デ ジ タル ・パ ブ リ ック ネ ッ トワー クを 開始 した い と してい る。 さらに1980年 代 に は,電 話 交換

網 をPCMに ょるデ ジタル交換 網 と して,デ ジタル デ ー タ通 信 との統 合網 と したい と考 えられ てい る。

フ ラ ンスPTTに おい ては,現 在 の公 衆 電 話網 を 補完 し,新 しい コン ピュ ータ ア プ リケ ーシ ョン

を実行 す る可 能性 を提 供 す るため,ま た将来 のデ ジ タル伝 送網 の前段 階 と して ・1972年 初 めか ら
ノ

CADUCEE伝 送網 が 開始 され た 。CADUCEEは,電 話 形 の 伝送 網 で あ り,モ デ ムを 選択 す る こと

に よ って,4,800b/も,さ ら に は9,600b/Sが 可能 で ある。以 上 は遠 距離 の場 合 で あ るが,パ リ
ノ

市 内で は50Kb/sも 可能 とな る。CADUCEEの 構 成 は,自 動交 換機1台(パ リ),集 線 装置14

台(リ ール,ボ ル ドー,マ ル セ ーユ,ス トラス ブー ル等 の14都 市),と な って い る。 現在 加 入 利用
ノ

者 は204社 で あ るカ～3年 後 には2,000社 に増 加 す る もの と予 想 され て い る。CADUCEEは ・

リオ ン に交換 機 を1台 増 設 す る予 定 で あ るが,本 シス テ ムは・ あ くまで も補完 的 ・ あ るいは利 用者 の

利 用特 性 ・トラフ ィ ック特性 を調査 す るの が主 目的 で あ って長 期 間使 用 す る予 定 はな い 。1980年
ノ

～1985年 に は テ レ ックス,デ ー タ通 信,画 像通 信 等 を 統合 したH肌MES交 換 網 に発展 させ る

ノ

計 画 で ある。 しか しHELMESの 前段 階 に パ ケ ッ ト交換 網 を ワ ン ク ッシ ョン建 設 す る こと となろ うと

予 想 され て い る。1990年 ～2000年 には,電 話網 を含 め た統 合網 が実 現 す る こ ととな ろ う。

●

135国 際 協 力

第 五 には 国際 協 力の 必要性 につい て述 べ てお きた い。SWIFTの ご とき も勿論 国 際協 力 に よって

効 率 の 高 い一 つ の情報 シ ステ ム の形 成で あるが,国 際分 業 に よ って相互 に情 報 を交 換 す る必 要 の ある

こ とで あ る。 パ リのCentreNationaldelaRechercheScientifiqueのCentrede

Documentationは フ ランス 国内お よび諸 外 国 の技術 者,科 学者,教 授,医 師・ 産 業 家・ 学生 等研

究 に携 わ る人 達 に研 究 お よび活 動 に 必要 な科 学 的,技 術 的 専 門文献 を提 供 す る機 関で あ る。 現 在 数学

生 命科 学,地 球科 学 お よび 技 術の領 域 の世 界 中 の図書,定 期刊 行 物・ 各種 論文 を分 析 整 理 し定期報

告 書 を編集 出 版 して い る。年 間 の整 理文 献 件 数 は100・OOO件 に及 ぶ が・ 文献 に使 用 されて い る言語
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も多 岐 に亘 り,英 語 約40%,ロ シ ア語20%・ フ ランス語,ド イツ語 各 々.15～20%,そ の他 日

本 語,サ ラエボ語,ク ロア チア吾 等 とな ってい る。協 力機 関 と しては,約40の 国 内諸 機 関を始 め と

して,ISO,FID,ユ ネス コ・EECド キ ュ メンテ ーシ ョン委 員会,国 際科 学 連 合評 議 会 等 の国 際

機 関,西 独 ・ボ ー ラン ド ・ル ーマ ニア ・イタ リー等 の外 国機 関 が ある。 利 用者 は本 セ ン タ ーの文 献 の

提供 を受 け る こ とがで きる のは い うま で もな い カ㍉CNRSと 交換 の合 意 に達 してい る国 内,国 外 の

300に 及 ぶ 図書 館 ま た は ドキ ュメン テ ー シ ョン ・セ ンター の収蔵 文献 を コ ピーの形 で入手 で きる の

で ある。 また 文 献 提供 サ ー ビス の顧 客 の65%は 海 外 の加入 者 で ある ことは 注 目すべ きで あ る。 超 大

な文 献 の分 析整 理 には,莫 大 な経 費 を投ぜ ね ば な らぬ(CNRSに お いては 料金 収 入 に よって回収

・れ・のは評 過ぎない)・ とはいう・でも姻 ㍉ 最 も調達困歎 のは朝 家のマン ・パワーであ

る(現 在CNRSで は年延5(防 人 を動員 してい る)。 国際 間 で文献 整理 の作業 が 重複 しな い よ うにす

る と ともに・ 国際 間 の文 献交 換 が 円滑 に行 なわれ るよ う,地 域 的 協力 が実 現 さ れ る よ う国 際 協 力 が強

く望 まれ て い る。 特 に 日仏 間 の国際 協 力 が要 望 され てい る ことを付言 してお きた い。
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14公 共 シ ス テ ム 研 究 開 発 機 関'

IBMPublicSectorIndustryCenter,BattelleGenevaResearchC .entreま デ

よぴIBMScientificCenterは いつれ も主 と して公 共情 報 シ ステ ムの研 究 開 発 機 関で あ り・

先 端的 かつ高 度 な研 究 開発 に従 事 してい る点 は 同様 で ある が,そ のR&Dの 目的 は全 く異 な っ てい る。

BattelleCentreは 所謂 シン ク タ ンクの 典型的 な もの で,そ の主 要 活動 はContractrese-

archに ょ り政 府機 関,産 業 界 に研 究 サ ー ビス を提供 す るこ とに あ る。 セ ン タ ーは契 約 に よ り委託 者

か ら必 要経 費 の支払 を受 け る代 わ りに,研 究結果,付 随 したパ テ ン トは委 託 老 に属 す る こと とな り,

また プロ ジ ェク トは秘 密性 が多 くな る こ とか ら,担 当 研 究所 か らBattelle組 織 内 の他 の研 究 所へ

の研究 内 容 の連 絡 も原 則 と して行 な われ な い。 い うまで もな く当セ ンタ ーの研 究所 はイ ンタ ーデ ィシ

プ リナ リ,マ ル チ デ ィシ ブ リナ リな性 格 を 持 ってい るが,応 用 経済部 門へ の支 援 を強化 する に応 じて,

そ の性格 の価値 はま す ます大 き くな ってい る。

他 方IBMPublicSectorIndustryCenterはIBMWorldTradeCorporation

の 直轄 組織 で あ り・IBMの 営業 組織 の1つ で ある。IBMIndustryCenterはFinance

(本 部 在 ロ ン ドン),PublicSector(以 下PS。 ブ リュ ッセル),ma皿facturing(ミ ュ

ンヘ ン),Process(パ リ),Distribution流 通(パ リ)の 各 セ ンタ ー に分 かれて い るが,コ

ン ピュータ利 用 の あ らゆ る分 野 を網 羅 して種 々のIBM製 品 の企 画,特 に ソフ トウェアの研 究 開発,

教 育,セ ー ルス の直 接 サ ポー ト等 の諸活 動 を通 じてWTC指 揮 下 にあ る諸 機 構 を支援 して い るの で あ

る。PS担 当 の 当 セ ンタ ー の対 象範 囲 は政府,地 方 公共 団体,教 育,医 療,公 益 事業 郵 政 ・電 気通

信,運 輸等 極 め て多 方面 にお よび・ ま た たた とえ ば 政府 関係 セ ンタ ーの活 動 態様 も,諸 計 画 の 立案 ・

業 種別 ニ ーズ の調 査 と製品へ の反映 ・ ア プ リケ ーシ ョンの 開発,商 品 ・サ ー ビス活 動 の サポ ー ト,教

育(顧 客 ・社内 ス タ ッフ向 け),セ ール ス の直接支 援 等 多岐 に亘 って い る。Battelle研 究 所 が各

々独 立 閉鎖 的 で あ るの に対 し,IBMIndustryCenter所 属 の各 セ ンタ ーのR&Dの 成果 ・経

験,各 種情報 はIBM全 組 織 の共通 財産,共 有 武器 で あ り,IBMの 世 界政 策 の 強 力な支 柱 とな って

い る。

IndustryCenterの 活動 が 営業 的 戦術 的 な もの とは いいな が らWTCの 主 要 市場 であ るヨ ー ロ

ッパの主 要 国の 各都 市 に分 散設 置 され て 地域 社会 対 策 も配 慮 され て い るが,イ タ リー のVenice・

Bari,PisaのIBMScientificCenterは 地 域へ の協 力を主 目的 と した戦略 的施 設 とい う

こ とが で き よ う。ScientificCenterVak・ け る研 究 成 果,研 究方 法 の 開発 は勿論IBM全 組織 の

共通 財産 と して営業 部 門 に も活 用 され る には違 い な い で あろ うが,直 接 目的 は営業 活動 の 支 援 に はな

い。Veniceの 科 学 セ ンターは イタ リーのNationalResearchCouncilと 提携 して,Venice

に どの よ うな意 味 の貢献 が 可能 か が検 討 され,Veniceが 直面 して い る問 題はphysicalな 問題 ・

都 市計 画 の 問題,社 会経済 の 問題 を含 ん だ総 合的 な もの で あ るこ とが認 識 され た。 しか しさ し迫 った

問題 と してphysica1な 問題 に研 究 を しぼ る こ と とな ったが・ これ に は3つ の側面 が考 え られ た。 ア

ドリア海 の海 水 に よる洪 水,近 くの工業 地 帯 にお け る用水 の 汲み上 げに よる地 盤 沈下,同 じ く工 業地

帯 に ょる大 気 ・水 の汚染 であ る。1970年 研 究 活動 を 開始 して以 来,現 在 ま での所,前2者 につ い
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ては予 測モ デル に ょ り ある程 度 の予 測 可能 の段 階 に至 って,必 要な対 策 を講 じ得 る状 態 とな り・最 後

の 問題 は最 近研 究 を始 めた テ ーマ で ある所 か ら世界各 地 の科 学セ ンタ ー と共同 して研 究 され てい る。

上述 の よ うに,IBMの 両機 関が,IBMと い う巨大 企業 で あるが故 にな し得 る所 で あ ると いえ よ

うが・地 域 社 会へ の寄 与,地 域 社会 との関係改 善 に努 力す る高 度 な戦略 的 ポ リシ ーは注 目す る必 要 が

あろ う。

次 に関心 の対象 とな った 点 はD3機 関 の スタ ッフ構 成 で ある。 ブ リュ ッセル のPSIndustry

Centerの ス タ ッフは英 国人,ベ ル ギー人,フ ラ ンス 人,そ の他 イン ド人,日 本人 を含 む 各 国人 か ら

構 成 され て 世界 中 の知 能 を 結集 してお り,Battelle研 究所,Venice科 学 セ ン ター の ス タ ッフ は

それ ぞれ ス イス人 ・ イタ リー人 を主体 と して当該 地 域の知 能 を 活 用 して い る。 この よ うに地 域 社 会 に

貢献 しつつ ・ 各 民族 の 個性 と独創 性 を発 揮 させ てい る点 は併 せ て 注 目され て しか るべ きで あろ う。
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論各第2章





第2章 各 論

2.1ス エ ー デ ン 政 府 に お け る コ ン ピ ュ ー タ 行 政

調 査 先:TheSwedishAgencyforAdministrativeDevelopment(SAFAD)

所 在 地:S-10313Stockholm,Sweden

Te108-220860

調 査 期 日:1973年11月12日(月)

面 接 者:Mr. .SvenMoberg

Mr.PerSvenonius

(HeadolfDepartment)

Mr.BjδrnEdsta

Mr.ThomasOsvald

ココ
Mr.BoSvard

(DeputyHeadofDivision)

Mr.Nils-OlofWall

(HeadofDivision)

Mr.FredrikTrotzig

Mr.IngarPalmlund

(HeadofSection)

調 査 員:篠 崎,石 崎,鈴 木 ・小 関,小 野

211概 要

SAFAD(TheSwedishAgencyforAclministrativeDevelopment)はO&M

(Organization&Methods)を つ か さ ど る 中 央政 府 の 行 政 機 関 で あ る。

ス エ ー デ ン の 内 閣,行 政 機 関 は 外 国 の 場 合 と異 って い る。
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図2-1Ministerialrulevs.theSwedishsystemofgOvemment

図2-1の 左 側 は通 常 の外 国 の例 で あ り,右 側 は スエ ーデ ンの例 で あ る。 外 国 の場 合 には 内閣,各

省,行 政機 関 に直接 指 示 し行政 管 理 上 の責任 を有 す るが,ス エ ーデ ン の場 合 には各 省 は行 政機 関 に対

し日常 業務 に つ いて 指示 を行 なわ ず,行 政機 関 に行 政 管 理 上 の責 任 を委 譲 してい る。

CivilServiceに 対 す る機 構 は図2-2の 通 り である。
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図2-2に お いてCentralAgencyと して のSAFADはSAFAD本 体,国 立行 政 デ ー タ処理 セ ン

ター(NationalDataCenterforAdministrativeDataProcessing)デ ータ審 査 庁 の3つ の組

織 よ りな っ てL・る。State-ownedandmixedcompaniesは 日本 でい えば寛 々公 社的性 格 を有 す る。

Committees議 会 と外 部機 関 の代 表 者か らな る委 員会 で その規 模は大 き くltな い。

SAFADの 目的は行 政 面 の合 理化 が主 目的 で あ るが,そ の他 に以 下 の機 能 を 果 す。

① 長期 計 画 の策定 と行 政分 野 の調整

② 約80に のぼ る研 究開 発 プ ロジ ェク トの推 進

③ 年 間150に もな る苦 情 の処理

④ 開発 要 員 の訓 練

⑤ 行 政 手 法 の開発

⑥ 簡 素化,節 約化 のた め の助 言 と情 報 の提 供

⑦ コン ピュ ータの調 達 と利 用 の調整

⑧ 政 府機 関の コ ン ピュ ータ資 金 の管 理(そ の ため に5億 ク ロー ネ準備 され て い る)

SAFADは 大蔵 省 に属 し,3,000万 ク ロー ネの予 算 と300入 の人 か ら な って い る。

SAFADの 組織を もっ と くわ し く見 る と,図2-3の よ うにな って い る。

Lay

Directorate

Director-

General

E≡xecutive

Committe

lnvestiga・EducationPlanning,Compurer

tlonandandTrainingDevelop-Procure.

Consulta-mentandment

tionlnforma-Administra・

tiρntion

Functiongroups{staff-electedbodiesthatprimarilydiscusspolicymattersinthe

followingareas,amongothers:planningandcoordination,investigationsandsub・)

missions,trainingandinformarion

図2-30rganizationofSAFAD

SAFADは 上層部 に,laydirectorate(民 間ん 関 係官 庁 の代 表 者か らな る理 事会)が あ り,

議長 と してagencyの 長官 が な ってい る。 そ の他 の役 員 は,議 会,大 蔵省 会計 検 査 院,企 業 等 の代

表 で ある。ExecutiveCommitteeは ・ 勧告 ・ 情 報 の提供 な どを行 な うが,SAFADの 職員,各 部

門 の長,管 財人・ 特 別 の場 合,SAFADの 職員 と関係 省 庁 の長 とか らな って い る。

SAFADは 約80も の プ ロジ ェク トを持 って い るが,そ の主 な ものは,例 え ば,法 制面 で は プ ライ

一17一



バ シ保 護 の問 題,国 民の健 康管 理 の問題,こ れ は健 康保 険 と の結 び 付 きを意 味 しそれ の合 理化 を はか

る 乙とが 目的で あ る。以 前 は,国 立 病 院 に対す る情 報 処 理 を行 な って いた が,さ ら に進 め て外 来 患 者

に対 す るきめ の細 かい サ ー ビス(い つ,何 時 に来院 すれば よい か な ど)を 行な うよ うに して い る。 労

働 市場 の面 で は,失 業 者 に どの よ うな情報 を与 え るか とい った,労 働 市場 に 関 する行政 と情 報処 理 を

行 な って い る。 さ ら に県 を対 象 と した 相互 の企 画 に対 す る援 助 ・教 育 関係 と して は,図 書 館 の文献 の

サ ー ビス,研 究 者,学 者 に どの よ うな文 献 力～ ど の図 書 館 に あ るか とい う文献 検 索を 提供 してい る。

環 境分野 で は,現 在 情 報 を収集 中 で開発 中で あ る。 さ らに,行 政 処 理 の方法 の研 究 を して い る。 例

えば,書 類 の手 続 きを ど うい うふ うに合 理化,簡 素 化 す るか,そ の書 き方,形 式 等 の研 究 ある い は

室 内装 置 の研究,即 ち,電 話 に よる コ ミ ュニ ケ ーシ ョン の 方法 とか で ある。 現 在12の 大 き な役 所 を

地方 に移 して いる。 それ ば 地域 に関係 な く行 政 が 円滑 に行 な われ る よ うにす るため で ある。 概 して

合 理化 を すす め ると人 間 その ものを 忘 れ が ちにな って しま うが,短 期 的 でな く長 期 的 視 野 で計 画 を進

め て い る。

SAFADの プ ロ ジェ ク トの基 本 は,も っとも基 礎 的 な段 階 に と どめ実 施 は各部 門 に まか せ て い る。

212詳 論

(1)デ ー タ ー法 とプ ライバ シ

1973年5'月,コ ン ピュー タ処 理 と プ ライバ シ に関 す るデ ー タ法 が で きた 。 そ の法律 に基づ きデ

ー タ審 査庁 が設 置 され,こ の法 律 が遵 守 され て い るか ど うか監 査 され る。 ス エ ーデ ンで は1766年

以来,印 刷,公 表 の 自由 が認 め られて い る。 従 って 一般 公衆 が 官庁 文書 の閲 覧,公 表 は 自由 にで きる

こ とにな っ てい る。 しか し,国 際 関係 に属 す る問 題 犯 罪 訴追 の場 合 な ど僅 か の例 外は 勿論 あ る。

機 密法 は,ま た,個 人 の プ ライ バシ の保 護 のた め に,公 開の原 則の例 外を規 定 して い る。例 えば ・医

療上 の問題,社 会福 祉,財 産 上 の利 益 な どで あ る。 通常 文 書 と同様 に・ 磁気 テ ー プ・ パ ン チ'カ ー ド・

磁 気 デ ィス ク も文書 と同 じ扱 い にな った。

コン ピュー タ の使 用 が一 つ の問 題 を提起 す る。 例 えば,公 共機 関が,コ ン ピュー タ処理 の た め に私

企業 を使 った場 合 で ある。TVス ク リー ンの技 術(デ ィス プ レイ装置)が 使 われ て いな い と・各 個 人

の情 報 は プ リン ター にょ り打 出され,人 目 にさら され る こに な り,情 報 を秘 密 に保 つ ことは一層 困難

にな る。 しか も・ 一方ADPに よる記録 は,普 通 に は,コ ン ピ ュー タに っ いて特 殊な 能 力 を も った人

を必 要 と し,公 開 の原則 が有 名無 実 とな って しま う。

しか し,ADPの 技術 は 大 量 の個 人情 報 を 蓄積 す る技 術 の進 歩 に ょ りプ ライ バシ の侵害 の危 険性

を併せ も って い る。大 量 の人 達 の こま かい 記録 の蓄 積 を 可能 に した し,こ れ らの情報 を照 合・ 比較

抽 出な ど,ま った く機 械的 に処 理が で きるの で あ る。 した が って公 共機 関で こ の よ うな 加工 が不能 の

よ うに規 制 して も,私 企業 力S公 的 機 関 が集 めた 情報 を,私 的 に処理 す る ことは公 開 の原 則か ら可能

で あ る。

機 密 法 の強 化 は公 開 の原 則を 骨抜 きに して しま った。

デ ー タ法 は スエ ーデ ンが最 初 とい うわ け では な いが,公 共機 関私企 業 におけ るコン ピ ュー タの使 用
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の規 制 とい う点 で画期 的 な も ので ある。 この法 律 に より前述 の よ うにデ ータ審 査庁(datainspectim

board)が 設置 され た。

デ ー タ審 査庁 は,個 人登 録簿 の設置,維 持 の認可 を与 え る。但 し国王,ま た は,国 会 の決 定 に従 い

設置 され た もの は除 く。 また,あ る特別 の理 由があ る場 合は認 可 は一 定期 間 にな る こ とが あ る。

登 録 簿取 扱責任 者 は,不 正 確 な個 人情 報 を 訂正 し登録 簿の 内容 を個 人 に通 知 す る義務 が あ り情 報 訂

正 の 要求 が あ った場 合,関 係 者 の通 告 に よ り訂 正 し,そ の旨を受 取人 に通告 す る義 務を 有 す る。ま た・

個人 登録 簿 の保持 を中止 した場 合 は デ ー タ審査 庁 に通知 し,そ の指示 を 待つ 必要 が あ る。 もち ろん・

登録 簿取 扱責 任者 は,職 掌 柄知 り得 た個 人 環境 につ いて 権限 な しに漏 らす こと はで き ない。

デ ータ法 に違 反 した場 合 の罰 則 は罰 金 また は一年 以 下 の懲 役 が科 せ られ る。 また,権 限 な しに 情報

を改 変 す るか抹 消 した場 合に は,刑 法 で 罰せ られ る場 合 を除 き,デ ータ侵 害罪 に問 われ,罰 金 また は

2年 以下 の懲役 に処 せ られ る。 誤 った情 報 を蓄積 した ため,損 害 を こ うむ った 個人 は賠 償 を受 け る権

利 を 有 す る。

デ ータ法 につ いて は2.1.3デ ータ法 を参照 して いた だ きた い。

② コ ンピュ ータ使 用 と一 括 購入 の調 整

コン ピュー タ システ ムの 調 整 の 目的 は 次 の通 りであ る。

OEDP能 力 の調 整,よ り高 度 の利 用技 術 の達成,要 求 に即応 したEDP能 力 の拡 張

o所 要EDP装 置 の最 低 価格 での調 達

OEDPに 不適 な ア プ リケ ーシ ョンや 設備 の排 除

o行 政 情報 システ ムの調 整(主 と して アプ リケー シ ョン面か ら見た)

(a)コ ン ピ ュータ の調達 と利 用 技術 の 調 整

ス エ ーデ ン中央 政 府に はEDPの 調 達 を調整 す る役 所 が2つ あ る。

即 ちSAFADとFRI(theNationalInstituteofDefenceorganizationandManagement)

であ る。SAFADは,ス エ ーデ ン政 府 の コン ピュー タの調達 と利 用 技術 の調 整 に1963年 以来 行

なって来 ている。そ して1965年 か らは 中央 の コン ピュ ータ基 金 の運 営 に も関 係 してい る。FRIは

SAFADと 提 携 して,ス エ ーデ ン軍 隊の コ ン ピュ ータの調達 と利用 技 術 の調 整 を行 な って い る。

基 金 制度 を とると,コ ン ピ ュータ シス テ ム(ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウェア等)の 調 達 は一括 化 され る。

EDP経 費の財 政 面 の余 裕 お よび抑 制,全 体 の調 達 の調整 は政 府(大 蔵 省)に よ って行 なわれ る。

㈲ コ ン ピ ュータ基 金 の運 営

コン ピュー タ基 金 は

。1965年,1968年 の議会 の決議 に よ り,1965年7月1日 か ら,小 規 模 な形 式 でス

タ ー トし,1969年7月1日 か ら拡大 され た。

o

o

o

研 究 お よび よ り高 度 の 教 育 の た め の コ ン ピ ュ ー タ も対 象 と す る(1965年7月1日 以 来)

す べ て のnortradinggover㎜entagencyの コ ン ピ ュ ー タ も対 象 で あ る(1969年7

月1日 以 来)

tradingagencyお よび 公 社 の コ ン ピ ュ ー タ は 除 外 す る。
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。 二種 類の基 金 に分 け られ る

一般 行政 のた めの コ ン ピュータ

軍隊 のた め の コ ン ピ ュータ

oコ ン ピ ュー タ取得 の ための 資 金 の準備

。 購 入 費 用,税 金,運 賃 ・保 険,導 入諸 経 費 な ど

o公 社の コン ピ ュータの保 有 量 調査 ・

基金 は次 の仕組 にな って いる。

non-tradingageneyは コン ピ ュー タ取 得 の為 の 出資金 を も って い ない。

civilgovernmentagencyは,必 要 な コ ン ピュ ータ能 力をSAFADに 連 絡す る,また軍 の場 合 は

FRIに よっ て決 め られ る。

SAFADとFRIは,ニ ー ズの検 査 と調 整 をは か る。

SAFADとFRIは,実 際 の 会計 年 度 のた め に基 金 にかわ る必 要 な 出資 金を 政 府(財 務 省 と国 防省)

に要 請 す る。 同 時 に2年 先 に調 達 のた め に,必 要 量 の装 置 を発注 す る許 可 を も要 請す る。

実 際 の会計 年 度 のた め に基 金 の投 資許可 が議 会 に よ り表 決 され る。 そ して次 年か ら政 府 が装置 を発注

す る権 限 を与 え る。SAFADとFRIの 投 資許 可へ の関与 は,6年 間 にわ た る投 資計 画 を も含 ん で い

る。

各 購 入 は政 府(財 務 省)に 決 定 され,SAFADま た はFRIの 提 案 に より,定 め られ た 目的(代 理店,

価 格 ・ 製 造業 者)の ため の準備 を行 な うこ と,お よび基 金を通 じて コン ピ ュー タを購 入 す るこ との権

限 をSAFADに 与 え る。

SAFADは コン ユ一 夕装 置 を取 得 す る。

も しコ ン ピ ュー タ装 置 が購 入 とい う ことな らば,コ ン ピュー タを設置 した 省 庁 に賃貸 す る こ とに な る。

賃貸 しの場 合 には ・必 要経 費 は基 金 を通 じて供給 され,導 入 した 官庁 か ら の料金 が基 金 に払 い戻 され

る。 レン タル の場 合 は導入 官 庁 か ら メー カ ーに直接 支払 らわれ る。

(c)購 入 プ ロセス

官 庁 の ため の装置 の購 入 は,通 常 次 の よ うに行 な われ る。

SAFADは コン ピュー タシス テ ム,ハ ー ドウェ ア,ソ フ トウェア等 につ い てそ の必 要性 を 明 らか に し

たagencyの 作 る(導 入 官 庁 の)仕 様 書 作 成 に協 力す る。SAFADは,そ の仕様 書 を コン ピュー タ装

置 の 供給 者 に送 付 し,意 見 を求 め る。

提 出 された 意見 書 は,agency或 はSAFADとagency共 同 で検 討 され ・ も っと も適 した装 置 が推

薦 され る。SAFADの 局 ぱ 政 府 の承 認 を得 る ことを条 件 に装置 の取 得 を決 め る。

ハ ー ドウェア と共 に提供 され る ソフ トウ ェアは ハ ー ドウ ェア と同 じ よ うに購 入 され る。通 常・ ベ ー

シ ックな ソフ トウェア は 導入 の ハ ー ドウ ェア と共 に購 入 され る。

ほ とん どのア プ リケー シ ョン ソフ トウェア は 自家 製 で あ る。 外部 の ア プ リケ ー シ ョン ソフ トウェア の

購入 を管 理 す る確 た る手 続 きは な い。通 常・ それ はユ ーザ であ るagenCyが 直 接 取得 す る。

(SAFADがEDPプ ロ ジェ ク トの 開 発 責任 者で ある場 合 はSAFADが)
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④ その他 の調整 事項

コ ン ピュー タ基 金 の管 理者 と してSAFADは 現行 の デ ー タ処理 システ ムの最適 化 の責任 を もって い

る。 現行 装 置 の使用 は・ 新 しい装置 へ の ニ ーズが 評価 され る時・ 重 要な パ ラメー タ とな る。 現行 装置

の使 用 は ・年 間 調査 に よ り・ つね に吟 味 され・管 理 され る。 装置 に必 要 な互 換 性 は,集 中 評価方 式 に

よ り顧 慮 さ れて お り保証 され てい る。

SAFADは 装 置 に関 して の提案,交 換,設 置 換 え な どの イ ニシ ャテ ィブを とる。

SAFADとFRIは 種 々の問 題 に 関連 して,広 汎な 助 言を行 な う機能 を有 してい る。 即 ち,情 報 処 理

の た め の 組織構 成,人 事,導 入,EDP設 備 の計 画 な どで あ る。

SAFADはEDP分 野 での 国際標 準化 活 動 に加わ り貢 献 している。

SAFADは 中 央サ ー ビス局 のDAFAを 監 督 す る。

科 学計 算 の た め に,1965年 以 来,五 個所 の地 域大 学 の コン ピュ ータ セ ンタ ーが あ る。 このセ ン タ

ーはcentralboard(STUD)に よ り調整 され てい る
。

DAFA・STUDコ ン ピュータ セ ンタ ーの年 間予 算 は各 々1,000万 ドル で あ る。

(3)デ ー タ ・コ ミュ ニ ケー シ ョン ・ネ ットワーク の考察

オン ・ラ イン ・システ ムの概 要 につ い て説 明す る。

タ ー ミ ナ ル ●

'

モ

デ

ム

.r
モ

デ

ム

CPU

端 末装 置 と しては デ ィス プ レ イ装置 また は タ イプ ライタ ーを多 く使 ってい る。

ω 自動 車 登録 番号 シス テム

現 在 オ ン ラ イ ン ・シ ステ ムで は 自動 車 の登 録番 号(運 転番 号,自 動 車 番号)シ ス テ ムが最大 のア

プ リケ ーシ ョンで あ る。 この シス テ ムは235の ター ミナル を持 ち,1972年 春 か ら稼 動 し始 めた。

235

30

回 線 はmulti-drop方 式 を 用 い タ ー ミナ ル は デ ィス プ レ イ装 置 と プ リン タ 一-le使 用 して い る。

CPUはUNIVACのU-1106・ タ ー ミナ ル と してSKANSAABを 使 用 して お り,こ の シ ス テ ム

の セ ン タ ー は1年 半 前 よ りス ト ック ホ ル ム よ り オ レ ブ ロ市 に移 した 。
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㈲ 一般 保険 シ ステ ム

最初 は一 般 厚生 年 金 に 関 して,次 い で医 療保 険 に も適用 され た。 シス テ ム構 成 は,30の デ ィス プ

レ イ,CPUと して・・ネ ウェルH-6000,SKANSAAB700の ター ミナ ルが100台,multi-

drop方 式 で あ る。 将来30の デ ィス プ レ イは500に,100の タ ー ミナ ルは800に 増 設 す る計 画

を もって い る。

(c)警 察 デ ータ シス テム

1968年 よ りCPUに ハ ネ ウェル の機械 を使 って い るが,現 在 これ をUNIVAC1110に 置 き換

え る こ とを考 え てい る。 タ ー ミナル にテ レ ックス400台 を使 ってい る。 テVッ クスは 一般 のテ レ ッ

クス回 線 を使 い,テ レ ック ス と他 との連 絡 は電 話 で してい る。 こ の400の テ レ ックス は今 後 は300

の デ ィス プ レ イにす る予 定 で あ る。 この うちプ リン タ ーは175台 で ある。 自動 車 登録 システ ムと連

結 してい る。

プ リ ン タ ー

175台

120個 所 に 分 布

コ ソセ ン トレ一 夕

PDP11/20

PPSCPU

UNIVAC1110

＼
＼

＼

スクシンテ

台004

50ボ ー

回 線

DAFAIBM

SIV,KVS

BRN

CBR/CKRUNIVAC

stem

RSV

CPR-System
SAAB

現 在 使 用 コ ス トを安 くす るた め の ネ ッ トワ ーク を開 発 中 で,こ れ に よれ ば 一 般 保 険 シス テ ム,警 察

シス テ ム,自 動 車 登録 シ ス テ ムを総 合 した もの とな り,74年 中 にはテ ス トが 開始 で きる予定 で あ る。
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(4)ア プ リケ ーシ ョン

次 の二 つ の ア プ リケ ーシ ョンにつ いて の報告 であ る。

① 法 律分 野

② 環 境管理

(a)法 律 分野 にお け るア プ リケ ーシ ョン

犯 罪行 為 を ど こ迄追 跡 で きるか とい う問 題 の解決 と犯 罪行 為 の増 加 に対 処 す るた め に警察 ・ 法 廷 関

係 で コ ン ピ ュータが 使 われ て い る。年 間250万 の犯罪報 告 が あ り,こ の 内訳 で は軽犯 罪 が 多 く,

75万 の駐 車違 反 が あ る。 コ ン ピ ュー タシス テ ムは駐 車違 反 に適 用 され,効 果 が あが って い る。 駐 車

違 反者 にパ ンチ カ三 ドが渡 され る。 罰 金をす ぐ払 え ば犯 罪記 録簿 には記 載 され な い。 そ の他 の軽 犯 罪
ロ

(た とえば,信 号無 視 な ど30万 件)の 場 合 で も駐 車違 反 と同 じよ うにパ ンチ カー ドが渡 され る。 罰

金 は大体200ク ロー ネ(最 高)程 度 で あ る。 軽犯'罪は裁判 とは 無 関係 に処 理 して し2っ て い る。

犯 罪登録

前 科

地 方'監獄

登 録

ア ル コ ーール 患 者'

犯 罪 者

中央 書 察 登録 30万

犯 罪 登 録 18万

監 獄 登録12万
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他 の部 門 との 関連 が あ るが,1966年 に始 った法 律分 野 の情報 シ ス テ ムは,1970年 代 には充実

した姿 にな る予 定 であ る。

現 在 ・80の 刑 務所 ・70のOpenな 刑 務 所(塀 の ない刑務 所)が あ り,囚 人 の看 護・保 護財政 管

理,行 政管 理 に力 を入 れて い る。 ・

コ ン ピ ュータシ ステ ムのた め の登録 簿 は次 の三種 があ る。

① 追 加式登 録 簿 服役 者 の全部 の情報,登 録 は 出所後5年 間'

② オ ン ・ラ イン ・登 録簿 … … 現 時 点 でお きてい る情報,120の タ ー ミナ ルを つけ る予 定 。

3,000"-5,000件/日 の処 理能 力 を もつ。

③ 社会 看護 の た めの登録 簿

Sentences

ReportsFromthe

LocalAdministration

Comulative

Register

ON-LINE

Register

to

SeveralPublic

Agencies

ReportstotheRegiollal

AndLocalAdministration

ReportFromtheCentral

BureanofStatistics

そ の他 に犯 罪 に関係 してpassportcheckingSystemカ{あ り・ 飛行 場 とオン ラ イン で接 続 され

て い てパスポ ー トの写真 はマ イク ロ ・ス コー プで見 られ るよ うにな ってい る。

法 律 問題 の コ ン ピュー タ化 は,5～6年 前 よ り問題 に され,研 究は 始 ま って いる。 まず・法 律 関係

事 項(立 法提 案者 名 な ど)索 引 集 を コ ン ピュー タ で出力 す るため にIBMのATSを 使 って い る。 判例

検 索 は未 だ完全 な もの とは い い難 い。

(5)環 境分 野 にお け るアプ リケ ー シ ョン

1969年,国 会 の 中 に委 員 会 を結 成 し,環 境 問 題 にEDPを 適 用す る こ との可能 性 につ い て検 討
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が 始 ま った。 収集 すべ き情 報 は,例 えば 薬 剤,物 質等 の毒性 な どで ある。

肥 料
化学 用 品

た れ 流 し

排 出

自 然 環 境 サ イ ク ル

企 業 は政 府 に登録 して許 可 を貰 う必要 が あ る。許 可 の 条件 と して,排 水・ 排気 な どの環 境状 況 の報

告 義務 が課 せ られ る。 自動 警告 シス テ ムは有 して い な い。

労 働 市場,職 場 にお け る環 境安全 につ いて の調 査,衛 生 管理 も含 め て研 究 す る予定 で あ る。

開 発 に800～1,000万 ク ロー ネ5年 を 要 した。

2t3ス エ ーデ ン.デ ー タ法(仮 訳)

デ ー タ法(1973年5月11日)

(総 則)

第1節

この法 律 にお い て 「個 人 情報 」 とは,あ る個人 に関連 した情 報を い い・ 「個 人登 録 簿」 とは・ 自

動 デ ー タ処理方 法 に よ って処 理 され,か つ それ に よって 関係 個 人を 特定 で きる個人 情報 を包 含 して

い る あら ゆ る登録 簿 ま た はそ の他 の あ らゆ る調 書をい い,「 登 録済 個人 」 とは・ そ の個 人情 報 が個

人登 録 簿 に登 録 の対 象 とな った個人 をい い・ 「登 録 簿取 扱 責任 者」 とは,登 録 簿 の処 理 を任 さ れ て

自動 デ ータ処 理 の実 行 を主 管 す る あら ゆる者 を い う。

(許 可等)

第2節

個 人登 録 簿 は,デ ー タ審 査 庁 の許 可 な く して設置 また は保 持 す る ことが で きな い。

本 節第1項 は,国 王 また は 国会 の 決定 に従 い設置 され た個人 登録 簿 には適 用 され な い。 た だ し・
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これ ら の決 定 の な され る前 にデ ータ審査 庁の意 見 を き くこ とを要 す る。

第3節

第5お よび 第6節 に よ って定 め られ た 規 則を妥 当 に遵 守 して もなお,個 人 の プ ライバ シの不 当 な

侵害 が発 生 す ると推 定す べ き事 由の な い と きは,デ ー タ審査 庁は個 人登 録 簿 を設 置 しかつ保 持 す る

ことの許 可 を与 えね ば な らな い。

不 当 な侵 害 が発生 す るか ど うか の 鑑定 に当 って は・登 録 簿に包 含 され る よう意 図 され てい る個 人

情 報 の種類 と量,お よび登 録 の対 象 と して意 図 され て い る個 人 か ら 申立 て られ ま たは期 待 され て い

る当 該登録 簿 に対す る取 扱 い方 に対 して特 別 の 注意 が払 われ る ことを要 す る。

第4節

何 人 と云 え ども,罪 を犯 した との 嫌疑 を受 け てい る。 または 有 罪 を宣 告 され てい る。 あ るい は 罪

の判 決 通 り勤 め上 げ,ま た は罪 に よ るその他 の 結果 を蒙 った,あ るい は 「児 童福 祉法 」,「 禁 酒 法」,

「病 症 に よ る精 神病 留置 治療 の規定 に関 す る法 律 」,「 知 恵遅 れ の者 の法 護 に関す る法 律 」,「 公

衆 に危害 を及 ぼす反 社 会的 患者 の措置 に関 す る法律 」あ るいは 「外 国人 法 」 に もとつ く強 制的 行為

を受 け また は受 けてい る,と 云 う情報 を包含 す る個人 登録 簿 を設置 しか つ保 持 す る こ との許 可 は,

法 令 に よ りか か る情報 の登 録 を主 管 す る責 を負 う機 関 以 外の 者に対 して は,特 別 の理 由 があ る場 合

を除 き,与 え られ る ことは な い 。 また,何 人 かの 疾病 または健 康 状態 に関 す る情 報,何 人 か が社会

救済,ア ル コ ール 中毒 そ の他 の治 療 を受 け,ま た は 「児 童福 祉法 」 また は 「外 国人 法 」 の処置 の対

象 と な ってい るとい う情報 を 包含 す る個 人 登録 簿 を設置 しか つ保 持 す る こ との許可 は,法 令 に よ り

か か る情報 を主 管 す る責 を負 う機 関以 外 の者 に対 しては,特 別 の理 由が あ る場合 を除 き,与 え られ

る ことは ない 。何 人 かの政 治 的 また は 宗教 的信 条 に 関す る情報 を包含 す る個 人 登録 簿 を設置 しか つ

保 持 す る ことの許 可 は,特 別 の理 由が あ る場 合 に限 り与 え られ る。 しか しな が ら,こ れ は,団 体 が

自己 の構成 員 に つい て保 持 しよ うとす る値 入 登録 簿 には 適用 され な い。

第5節

個 人登 録 簿 を設置 し,保 持 す るこ との許 可 を与 え る に当 って,デ ー タ審査 庁 は,登 録 簿の 目的 と

包 含 され るこ とにな ってい る個人 情 報 につい て命 令 を発 す る こ とを 要す る。 特別 の理 由が あ る場 合,

許 可 は一 定 の期 間 に制限 され る こ とが ある。

第6節

個 人情 報 を 設置 し,保 持す る許 可 を与 え るに当 って,デ ー タ審 査 庁は,プ ライバ シ の不 当な侵 害

の危 険 を防1とす るに必 要 とす る限度 で,以 下 に 関 する命 令 を発す るこ と要 す る。

1・ 個人 登録 簿 へ の情報 の収 集

2,自 動 デ ー タ処理 の実 行

3.技 術 的機 器

4.自 動 デ ータ 処理 を通 じて なされ る個人 情報 の 加工

5.影 響 を受 ける個 人 へ の通 報

6.如 何 なる個人 情 報 が アク セス され る ことを許 す か
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7.個 人情報の他の者への供与とそれの別の使用

8.情 報の保持…と選択

9.管 理と安全

個人情報の供与に関する命令は,「 新聞の自由に関する法律」にもとつく官庁の義務を制限する

ものではない。

第7節

データ審査庁が命令を発するについての義務について第5fitsよ ぴ第6節 に述べられていること

は・国王または国会により命令が与えられなかった場合,第2節 第2項 に掲げる個人情報にも適用

される。'

(登 録簿取扱責任者の義務)

第8節

個人登録簿中の個人情報が不正確であると疑 うべき理由があるときは,登 録簿取扱責任者は遅滞

なく情報の正確性を確認 し,か つ必要ならばそれを訂正し,ま たは登録簿から情報を削除するため

に必要な処置を取ることを要する。

訂正されまたは削除される情報の一部が当該登録済個人 とは別の者に手渡されたときは,登 録簿

取扱責任者は当該登録済個人の要求により,訂 正または削除について受取人に通告 しなければなら

ない。特別の理由がある場合,デ ータ審査庁は登録簿取扱責任者の通告義務を免除することができ

る。

第9節

登録簿の目的にかんがみて,不 完全 とみなすべき個人情報が個人登録簿中にある場合,ま たは個

人の記録を構成する個人登録簿中に・登録簿の目的からみて,そ の中に含まれて しかるぺきである

と考えられる個人に関する情報が包含されていない場合,登 録簿取扱責任者は必要な事項を補足せ

ねばならない。不完全のゆえにプライバシの不当な侵害,ま たは権利の喪失の危険を引き起すおそ

れのある場合,か かる補足追加は常時行われ ることを要する。

第10節

登録済個人の要求にもとづき・登録簿取扱責任者は,可 及的速かに,登 録簿中の当該登録済個人

に関する個人情報を当該人に通報せねばならない。登録済個人に上述にょり通報された場合は,

12ケ 月以内は,新 たに当該人に情報を通報する必要はない。

本節第1項 に関する通報は無料でなされることを要する。特別の事由のある場合,デ ータ審査庁

は個人情報の種類によっては有料とすることを許可することができる。

本節第1項 の規定は・法令または主官庁の決定に従い登録済個人に提供され ることを要 しない情

報には適用されない。

第11節

情報が・本法に違反 して自動データ処理に使用されると推定される事由があるときは,個 人登録

簿中の個人情報は引 き出すことを禁ずる。個人情報が海外で自動データ処理に使用されると信ずぺ
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き事 由が ある と きは,事 前 にデ ータ審 査 庁 の許 可 を得 な けれ ば,情 報 を引 き出す ことを禁 ず る こと

がで きる。 引 き出 して も,プ ライ バシ の不 当侵 害 を引 き起 さな い と信ず べ き根拠 が あ ると きは,デ

ー タ審 査 庁 はそ の引 き出 しを許 可 し得 る
。 個人 情報 の主務 官 庁 から の引 き出 しの禁 止 に関 して は・

「公 文書取 得 権 の 制限 に関す る法 律 」 に もとつ く規 則 で定 め る。.

第12節

登録 簿 取扱 責 任者 が個人 登録 簿 の保 持 を中止 した場 合,デ ータ審 査 庁 に通 知 せね ばな らな い。 デ

ー タ審査 庁 は
,当 該 登録 簿 の取 り扱 い方 法 に つい て 指示 す る こ とを要 す る。

第13節

登 録簿取 扱 責任者 また は個 人 登録 簿 に 関与 す る他 の何 人 も,あ る個 人 の個 人環 境 につ い て登 録簿

か ら知 り得 た こ とを権 限 もな しに漏 らす こ とは で き ない 。

第6節 また は第18節 に よ って ・個 人 情報 の受取 人 が他 へ転 送 す る権利 を制限 す る よ うに定 め ら

れ た 命令 に も とつ いて個 人情 報 が 引 き出され た場 合,受 取 人 ま た は自 己の行 動範 囲 で情報 を取 り扱

った いかな る者 も,あ る個人 の個人 的 環 境 につ い て知 り得た こ とを権 限 もな しに漏 らす こ とは でき

な い。

第14節

司法 また は行 政 上の 手続 きの 目的 のた め に主務 官庁 に よって使 用 され てい る自動 デ ー タ処理 記 録

か らの情 報 は,読 む こ とので き る形 で 関連 フ ァイル に付加 されね ば な らな い。 ただ し,特 別 の理 由

が あ る場 合 は この限 りでない。

(監 督 等)

第15節

自動 デ ータ処理 が プ ライ バ シの不 当 な侵 害 を引 き起 す こ とのな い よ うに監督 す る ことは,デ ータ

審 査 庁 が行 な う。 監督 は,必 要 の程 度 を超 え て大 きな 費 用 ま た は大 きな不都 合 が 引 き起 こされ る

こ との な い よ う行 な われ な け れば な らない 。

第16節

監督 の 目的 のた め,デ ー タ審査 庁 は,自 動 デ ー タ処 理が 実行 され,あ るい は 自動 デ ー タ処理 用 コ

ン ピュータ また は機 器 また は記録 が保 管 さ れて い る構 内へ の立 入 り を認 め られ る。 さら に デ ータ審

査庁 は,自 動 デ ー タ処 理 にか か わ る文書 を査 閲 レ か つ コ ン ピ ュー タを 操作 す るた め の手 配 を 行 な

わ せ る ことが で き る。

第17節

登録 簿取扱 責任者 は,デ ー タ審 査 庁 が 監督 のた めに 要求 す る 自動 デー タ処 理 に関 す る情報 お よび

事 項を 審査 庁 に 提 供せ ねば な ら ない。 本件 は,登 録 簿取 扱 責任 者 に代 わ って個 人情報 を 取 り扱 う何

人 に も適用 さ れ る。

第18節

プ ライバ ンに 関す る不 当 な侵害 が,個 人 登録 簿 の保 持 に よ って引 き起 され て い る時・ も し くはか

か る侵 害 が起 ると信 ず べ き事 由が あ ると き,デ ータ審 査 庁 は必 要 な 限度 にお いて・ 以 前 に発 せ られ
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た 命令 を変 更 しまたは第5節 お よび 第6節 に掲 げ る種類 の新 しい命 令 を 発す ることが で き る。第2節

第2項 に掲 げ る登 録 簿 につ い て は,デ ータ審 査庁 は,国 王 また は 国会 に ょ って定め られた 決定 に反

しな い場 合 に限 り・ そ の手 続 を進 め る ことがで き る。 プ ラ イバ シの不 当な 侵害 に対 す る保 護 が他 の

方 法 に よって は得 られ な い場 合,当 該庁 は す でに与 え た許 可 を取 り消す こ とが で きる。

第19節

本 法 に もとつ く許 可 また は監督 に 関す る事務 を デー タ審 査庁 にお い て取 り扱 った老 は,何 人 も,

ある個 人の個 人 的 環境 また は職 業上,業 務 上 の秘 密 につ いて知 り得 た ことを権 限 な く漏 らす こと

は で きな い。

(刑 罰 と損 害 等)

第20節

故 意 また は過失 に よ り

1.許 可 が必 要 で ある に もか か わら ず,本 法 に もとつ く許 可 を得 な い で,個 人登録 簿 を設 置 また は

保持 し,

2.第5節 ・ 第6節 ま た は第18節 に従 って発 出 され た命 令 に違 反 し,

3.第11節 に違 反 して個 人情 報 を 引 き出 し,

4.第12節 ま た は第13節 の規 定 に違反 し,

5.第10節 に述 べ られ た通 知義 務 を果 す に当 って誤 った情 報 を与 え,

6.第17節 に掲 げ る場 合 にお いて誤 った情 報 を与え,あ るい は,

7.第19節 の規定 に違 反 する者 は,罰 金 ま た は1年 以 内 の懲 役 に 処せ られ る。

第13節 ま たは第19節 に対 す る違 反 に対 す る公権 力 の訴追 は,被 害 者 が要求 し,ま たは訴 追 が

公 共 の福 祉 に必要 で あ ると きにの み,開 始 され る。

第21節

権 限 な く して,自 動 デ ータ処理 用 記 録 にア ク セス を行 な ㌦ 情 報 を不 当 に変改 しまた は抹 消 し,

も しくは登 録 簿 に情報 を蓄積 す る者 は何人 も・犯 罪 が刑法 に よ って劃せ られ る場 合 を除 き,デ ー タ

侵 害罪 と して罰金 を科 し,ま た は2年 以 内 の懲 役 に処 す る。

前項 に掲 げる罪 を企 図 また は準備 した ときは,刑 法 第23章 に従 い 罰す る。違 反 が,完 成 して も

軽 微 とみ な され る とき は,前 項 に よ る罪を 免 れ る こ とが で き る。

第22節

許 可 を必要 とす る に もか かわ らず,許 可 な く個 人 登 録簿 を設 置 しまた は保 持 して いる と きは,当

該 登録 簿 は廃 棄 され る。 ただ し廃 棄 す るこ とが,明 白 に不合 理 でな い場 合 に限 るもの とす る。

第23節

個 人登 録 簿 が誤 った情 報 を蓄積 して い るた め・ 登録 済個人 が損 害 を こ うむ る ときは,登 録簿取 扱

責任者 は損 害 の賠 償 の責を 負 う。 損 害 が引 き起 された か ど うか を判断 しか つ賠償 額 を評 価す るに当

って は,こ うむ った損 害 に併 せ て 純粋 に金銭 的 意義 とは別 の他 の状 況 も検 討 され ね ば なら ない。
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第24節

登録 簿 取扱 責任 者 ま たは それ に代 わ って個 人登録 簿 を管 理す る者 が第16節 に よる構 内 また は文

書 へ のア ク セス を認 め るこ とに手 落 ちが あ り・ ある いは第17節 に よる通 報を 与 え るこ とに手 落 ち

が あ る とき,デ ータ審 査庁 は罰 金 を科 す こ とが で きる。 登録 簿 取扱 責 任者 が第8節,第g節 また は

第10節 に も とつ く義 務 を 履行 しな い と き も同様 とす る。

第25節

デ ー タ審 査 庁 の決定 に対 す る上告 は,内 閣 に 提 出 され,法 務長 官が 公益 を擁護 す るた めに上 告 で

きる。

(経 過規 定)

(以 下省 略)

資 料 一 覧

1.OrganizationandmethodsintheSwedishnationalgovernment

2.LaborMarketAdministrationinSweden

3.STATLIGADATORER1973(STATE-MANAGEDCOMPUTERS)

4.ReportonaDelphistudy

(i㎡omation,documentationandmedia)
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22ス エ ーデ ンに おけ る土 地デ ー タバ ン クの 開 発

調 査 先:TheCentra1BoardforRealEstateData

所 在 地:NorraSlottsgatan,6,(ヨavle,Sweden

面 接 場 所:Planverket(TheNationalBoardofUrbanPlanning)

Hantverkergatan25,5tr,Stockholm

調 査 期 日:1973年11月13日(火)

面 接 者 ≡Mr.AllanFlood(headofadministrativedivision)

Mr.StureHallstrom(headofthetechnicaldivision)

Mr.OlofWastesson(headofthedevelopmentdivision)

Mr・BengtRystedt(deputyhead)

調 査 員:篠 崎,石 崎,鈴 木,小 関,小 野'

221概 要

スエ ー デ ン にお け る不 動産 デー タ は財 産登 記 簿 と土地 登 記簿 の2種 類 の登 記 で行 な われ てい る。'

財 産登 記簿 はい くつ か の街 区 をま.とめ た地 域区 分 の概念 で とらえた もの であ り,こ れ には行 政地域,

起 源,住 所・ 大 きさ・位 置・ 計 画,規 制 課 税 のた め の評 価額,住 宅 の状 況・ 土 地利 用等 が記録 され

て い る。

土地 登 録簿 は 土地 の 所有権 に基 づ く地域 区 分 で と らえた もの で あ りこれ には土 地 所有権,借 地 権 ・

抵 当権 等 が記 録 され て い る。

これ らの登 記簿 は長 年 に亘 って帳 簿形 式 で人 手 に よって行 なわれ て きた が非 常 に複 雑 でか つ膨 大 な

もの であ る。 この よ うな こ とか ら人 件 費 と事務 処 理時 間 の節 約 とい う目的 で1968年 と1970年

の国会 で これ まで の登 記方法 を改善 す る とい う提 案 が採択 され た。 即 ちADPに ょるデ ータ バ ンク を

確 立 し統 一 して管理 す ると い うことで ある。 た だ し,こ の実 施 の進 め方 と しては まず実 験 を行 な いそ

れ を基 礎 に して初 期 の デー タバ ン ク システ ムを作 りこれ に改 良を 加え て最 終 的 な もの にす るとい うこ

と まで決 定 された 。 この国会 の決 定 に基づ い て この仕事 に携 わ る機 関 と して設立 され た のがThe

CentralBoardforRealEstateData(CFD)で あ りこれ は法務 省 に属 す る国 家機 関 で ある。

こ の機 関 はス トックホル ムか ら北 約180Kmの 所 に位置 した ウプサ ラ郡 の地 理 的 中心 に相 当 す るGA

VLE(図2-4参 照)に あ る。 この よ うに国 の中心 よ り遠 く離れ た 所 に設置 した 理 由 と して は ス エ

ー デン にお い て は この よ うに新 た に設立 され る政 府 の機 関を地方 に分散 しよ うとい う政 策 が あ り,こ

れ に ょる もので ある。

またGAVLEが 選 定 され た理 由 と して は実 験 シス テ ムお よび初 期 の シス テ ムの対 象 と して ウプ サ

ラ郡 が選定 され た こと も理 由 の一 つ で ある。

この機 関 に よ りデ ー タバ ン クに 関 す る検 討が なされ 国会 の決 定 に基 づ き実 験 段階 を経 て現在 デ ータ

バ ンク シ ス テ ム1が 作 成 され て い る。 この シス テムは ウプサ ラ郡 を実験 場 と した もの で あ り1974
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年半 ば には ウプサ ラ郡全 体 の サ ー ビスを 行 な うよ うに な るだ ろ う。 この システ ム に使 用 され てい るコ

ン ピュータ はIBM370/155で 土 地情 報 の登 録 はkeytoDisk方 式 に よりIBM3270CRTタ

ー ミナルに よ って行 なわ れて い る
。 この システ ムが稼動 す る と次 に デ ータ バ ンク シ ステ ム 皿の開発 が

開始 され ウ プサ ラ郡以 外 に も広 げ られ ス エー デ ン全 土 に 渉 って通 信 回線 で連 絡 され大 デ ー タバ ンク と

して働 く よ うにな る。 なお デ ー タバ ンク の利 用 者 と して は不動 産 につ いて の行 政 組織 は現 行 の ま ま と

し事務 作 業 を合 理化 す る とい うことか ら考 え て当然 で あ るが土地 登記 事務 所 ・財産 登 記 事務 所,財 産

単 位 組 織事務 所(測 量 等 を担 当 して い る所),郡 役 所,市 町村 等 の 自治 体,銀 行,保 険 会社(こ れ は

商売 用 にタ ー ミナル を設置 して使 用 す る)等 が ある。 こ の関係 につ いて は図2・-5を 参照 され た い。

o

邊

◎CFDは ス トック ホル ムの 北 約180㎞ の と こ ろ に

あ る 町GAVLEに あ る 。

図2-4CFDの 地 理 的 位 置
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Dataproducers:

Propertyregister

authorltles

st息teowned24

刑me]pal37

L8nd

eonsolidatlon

st8teownedU7

municipal42

●

●

Property

register

Land

register

/
■

＼

(注)数 字は機関 の数を示す。

Landregister

authorities

100

Dataconsumersl

Countyadministratlons

Agentsoftheadministration

Municipa旦ities

Banks.insuranceagenciesete

Thepublic

図2-5'土 地 デ ータ バ ンク プ ロジ ェク トの関連 機関

222詳 論

スエ ーデ ン にお け る土 地 デ ータ バ ン クシス テ ムはCFDに お いて計 画,検 討,実 施 され て い る。 こ

の デ ー タバ ン クは スエ ーデ ンにお け る国家 的 なデ ータバ ン クの3大 要 素(人 間 に関 す るデ ー タバ ンク,

企 業 に 関す るデ ータ バ ンク,不 動産 に関 す る デ ータバ ンク)の 一 つ に相 当 す るもので非 常 に重 要 な位 置 を

を 占め て い る。

この機 関お よびデ ー タバ ンク シス テ ムにつ いて 記述 す る と次 の ご と くで ある。,

Cl}ス エ ー デ ン土 地 デ ー タバ ン クプ ロジ ェク トの背 景 と 目的

ス エ ー デ ンにお け る不動 産 デ ータ は2種 類 の登 記 簿 に記録 され てい る,即 ち

財 産登 記 簿
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土地 登 記簿

で あ る。

財産 登 記簿 は,他 の情 報 と と もに財産 に関 す る名 称 地域 お よびす べて の調 査 測定 値 の記録 を

載せ てい る登 記簿 で あ る。 ス エー デ ンの全 財産 は単 位 毎 に区 割 され 不動 産 と 呼ば れ土 地調 査 測量

で輪 郭 が描 かれ てい る。 一 つ の不 動産 は区割 と呼 ばれ る一 つ また は多 くの地 区 か らな って い る。

登 記 の方 法 に は2種 類 あ り一 つ は1908年 に始 め られ た地 方 の登 記 で,も う一 つは1917年

に始 め られ た市 街 用 の登 記 で ある。 これ らの2つ の異 った システ ムの存在 は主 と してそ の当時 に

存在 した分 割 の方法 と課 税 の 相違 に よる もの で ある。技 術 的 には登 記簿 は非 常 に大 きな帳 簿 で あ

り,扱 い難 く,書 き込 み は手 作業 で 行 なわ れ る。

土地 登 記簿 は他 の情報 とと もに所 有権,地 役 権,抵 当権 お よび法律 行 為 が記 録 され て い る登記

簿 で あ る。 不 動産 に 関す るデ ー タを登 載 して い るその他 の重 要 な登 記 簿 も存在 す る こと も譲 る必

要 が ある。即 ち,課 税 目的 の情 報 は 住 民お よび課 税 調査 台帳 に 記録 され て お りそれ は郡 役 所が保

管 してい る。 一

以 上 の よ うな形 態で 不動 産 が管 理 され て いた がそれ が1964年 に法 務大 臣が 財産 登 記 システ

ムを改 善 す る方 法 の調 査 を 財産登 記 委 員 会 に指示 し1966年 の終 りに報告 書 が提 出 され た。

委 員 会 の提案 は1968年 に政 府tsよ ぴ議 会 に よって採択 され た。 そ して この委 員 会は7月1

日,TheCentralBoardforRealEstateData(CFD)に 改組 され た 。(図2-6参

照)

Expert

9「ouP

-
`
1

図2-6CFDの 組 織 図
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1969年3月 法務 大 臣に任 命 され た登 記委 員 会 は官報 でADPが 土地 登 記簿 の 分野 で利 用 さ

れ るべ きで あ る と提 案 してい る。 この提案 は1970年 に政 府お よび議 会 で採 択 されADPベ ー

ス の情 報 シ ステ ム(土 地 デ ー タ バ ンク シス テ ム)開 発 作業 が 開始 され た 。 そ して そ の責任 はす べ

てCFDに ある。

1968年 と1970年 の議 会 に よ って決定 され た土 地デ ー タバ ン ク プ ロジ ェク トに関 す る内

容 は 次 の もので あ る。

ONew,uniformandcentralizedpropertyandlandregistersaretobe

constructedfortheentirecountry

○

○

○

○

(2)デ ータ バ ンク シス テ ム1

(a)発 展 の概 要

CFDは1970年 以来 ウ プサ ラ郡 で議 会 の決定 に基 づ き土地 デ ー タバ ンクを 実験 して きた。

現在 実 験地 域 は55,000の 不動 産 を包 含 して い る。1973年 秋 に は同地 域 の システ ム実行

テ ス トを含 む 進ん だ活動 とな ろ う。 そ して さらに ウ プサ ラ郡 全地 域 に 拡大 され 約10万 を扱 う

こと にな ろ う。

以 上 の実 験作 業 か ら の経験 を もとにCFDは 初 期 デ ーBバ ンク シス テ ム(デ ー一夕 バン ク シス

テ ム1)を 提案 し1973年3月 に議 会 で承認 され た。 システ ム1は1974年 半 ば には全 サ

ー ビスを提 供 す る こ と とな ろ う
。 この シス テ ムは長 期計 画 に よ り次 第 に拡 張 され1976年 に

は80万 の 不動産 情報 を包む こ と とな ろ う。 そ して現在 の登記 係(郡 役 所)も 将 来 は登 記簿 の

内容 とそ の維 持 につ い て彼等 の 部分 につ い てのみ 責任 を負 うこと とな り技 術 シス テ ムの管 理 と

運 営 にっ い てはCFDと 共存 して 責任 を負 うこ ととなろ う。 即 ち 土地 デ ー タバ ンクで は各 登記

係 は全 国 の登 記簿 の うち の 自分 の部分 につ いて のみ責任 を負 うが デ ー タバ ン クの利 用 と して は

全 情 報 を利 用で きる よ うにな ろ う。

(口 内容

デ ー タバ ン ク システ ム1は 財 産登 記 簿 と土地 登 記簿 の2つ から 成 って い る。 そ して 夫 々の内

容 は次 の ご とくで ある。

1.財 産 登 記簿

。 主 レ ジス タ:名 称 所属 行 政地 域,調 査 測 定 値,抵 当 権 起 源,街 路,地 域,権 利 と義 務

(地 役 権)・ 計 画 と規 則・ 課 税 情報・ 評価 性 コー ド・建物 条 件 利用

。 座 標 レ ジス タ:不 動産 ・ 付 属財 産 の 中心 点お よび 建物 の座 標(地 図形 式 で)

・ 規 則 レジス タ(計 画 レジス タ):題 目,物 理 的計 画,規 則 の記 録 名称,所 属 行 政 地区 ・発

EDPwillbeutilizedforsystemconversionandcontlnuousoperation

Acentralcomputerinstallationwillbeused

Thelocationofallpropertyunitswillbedeterminedbythecoordinate

method

Experimentalworkshouldprecedethereformstart
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効 の時期,計 画 の 内容 と範 囲,計 画 範 囲の 不動 産 区画 の情報

。 都 市区 画 レジス タ:計 画 用地 に分割 され て い る区割 の情 報(名 称 所属 郡 等)

o住 所 レジス タ:街 路 住宅 情報(で きな い と きは 位置 住所)

2.土 地 登 記簿

所 有権 登 記,借 地権 抵 当権 ・公 正証 書 に関す るデ ー タ

そ の他 多 数 の情 報 が含 まれ て い る。

(c)統 一 名 称 シ ステ ム

これ ま で の登 記簿 は地方 用 登 記 と市 街用 登 記 の2つ に な って いたた め,非 常 に異 った 名称 が

存 在 し登 記 にた ず さわ る人 々に非 常 な不 便を 感 じさせ て いた。 そ こで,こ の 土地 デ ー タバ ン ク

プ ロジ ェ ク トと並 行 してNationalLandSurveyBoardで そ の 名称 の統一 化 が な され て い

る。

㈹ ア クセス

ブ ロ ックの名 前,敷 地 の名称 住 所,計 画,現 在 の 名称 等不 動産 に関 す る名 称がす べて検 索

キー に な りこれ に よりア ク セスす る。 そ の アク セ スはオ ン ラ インに よりタ ー ミナ ルか ら中央 の

コン ピュ ータ にで きる。 この端 末 に はIBM3270が 使用 され デ ィス プ レ イに より財 産登 記

簿 と土 地 登 記簿 を 即座 に見 る ことが で きまたIBM2740ロ ー カルプ リンタ ー装置 に よ り印

刷す る こと もで きる。 また これ らの 装置 は役 所 の みで は な く・銀 行,保 険会 社 に も設 置 して商

売 用 と して使 用 で きる よ うにな って い る。

(e)シ ス テ ムの構 成

実 験 シ ステ ムにお い てはIBM360/50が 使 用 されIMSのVersionIが 使 われ た。

デ ータベ ース シ ステ ム1の1973年10月1日 現在 の シス テ ム構 成 は 図2-7の 通 りで あ

りIMSのVersionllが 使わ れ かつ 端未 はIBM3270,2740が 使わ れ て いる。 これ が

1976年 に は図2-8の 通 りに な りター ミナ ル ネ ッ トワー ク と して も図2-9の よ うに拡張

され るだ ろ う。 ちなみ に記憶容 量 につ いて み る と現在 不動 産1件 当 りの情 報 に600Byte使

用 して お りウプ サ ラ郡 全体 で10万 件 ある ので6千 万Byte必 要 で あ る。 また ス エ ーデ ン全体

を カ バ ーす る と370万 件 に及 ぶ の で22億2千 万Byte必 要 にな る。

■
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図2-7 デ ー タ バ ン ク シ ス テ ム1の コ ン ピ ュ ー タ構 成

(1973年10月1日 現 在)
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図2-8 デ ー タ バ ン ク シ ス テ ム1の コ ン ピュ ー タ 構 成

(1976年7月1日 予 定)
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図2-9デ ー タ バ ン ク シ ス テ ム1の タ ー ミ ナ ル ネ ソ トワ ー ク

倒 登 記簿 とデ ー タベ ースの 関係

登 記簿 は相互 に交 信 で き る多 数 の デ ー タベ ー スか らな って い る。 その 関係 を図 に示 す と図2

-10と 図2-11の よ うに な る
。

lk
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略 号説 明'

R

R

R

R

B

B

J

S

K

I

N

P

F

BaSB…

BasF_

BasKv…

BasB…

BasM…

RuralReg速ter

UrbanRegister

CoordinateRegister

'L
andRegister

NameRegister

Population正 ㎏gister

PropertyRegister

plandatabase・

propertydatabase

Blockdatabase

Namedatabase

Intermediatestoragedatabase

㎏)プ ログ ラ ムの種類

デ ー タ バン ク の情 報 を検 索 す るた めデ ータ バン ク シス テ ム1は 多数 の オ ンラ イ ンプ ロ グ ラム

(例 え ばデ ィス プ レ イあ るい は プ リン タ ータ ー ミナル を用 いてユ ーザ と コン ピュー タが 直接 対

話 す るた め の もの)や,ま た 登 記簿 は多 数 のデ ー タベ ース か らな って い る のでそ れ らの違 った

デ ータを効 果 的 に検 索す る ため の プ ログ ラム等 が存 在 す る。 それ ら の主 な ものは次 の よ うな も

の であ る。

oVISA

oSTAM

oADR

oPLAN

oKVART

oBEST

不動産に情報を与える。

不動産の歴史的発展の図を作成

現在の不動産名称を与えるために使用

BASPか らの情報を与えるために使用

BASKvか らの情報を与えるために使用

抜奉ずるために使用

ま た 登 記 簿 の 更 新 の た め の プ ロ グ ラ ム も あ り基 本 的 に は 次 の ご と き もの で あ る。

・oinitiation

oincluding/changing/excludingofdata

oprintingofdiarysheetandcontrolsheet

oconfirmation

ophysicalupdating

(h)タ イ ムテ ー ブ ル

実 験 デ ー タ バ ン ク は1974年 半 ば ま で 続 き・ つ い で デ ー タ バ ン ク シ ス テ ム1に 置 き 換 え ら

れ る 。
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デ ータ バ ン クシス テ ム1の 経験 は全 国 シス テ ム(シ ステ ム ∬)形 成 の基 礎 とな るだ ろ うし,か

つ シ ステ ム 皿のた め のデー タ機 器 の仕 様 を作 成す るも と とな ろ う。

そ して シス テ ム 皿で最 終 的 に実 行 され る プ ロジ ェク トを 遂行 す る方法 が提案 され議 会 に提 出さ

れ そ して この シス テ ム 皿が承 認 され実 行 に移 るだ ろ う。

この提案 は あくまで も最 も経 済 的 な そ して い くつか の代替 シス テ ムを検 討 した もの を基 礎 と し

て作 られ る だ ろ う。

シ ス テム 皿は1978年 か ら1979年 度 にオ ペ レ ーシ ョン に入 る計 画で あ る。1980年 な

い し81年 頃 には このシ ス テ ムに より土 地 デ ー タバ ンク はス ウェ ー デ ンの全 不動 産 情 報を蓄 積 す

る だ ろ う。 そ の時 点 では370万 件 に お よぶ 。(図2-12参 照)

ω 費用

1973年 と74年 度 には4,800万 クロ ー ネで あ るが全 体 と して は予 測 で きな い。

シス テ ム1実 施 コ ス ト

・ 書式変更,デ ー タ収集,処 理,名 称改 革,座 標 レ ジス タ,レ ジス タ の補充,管 理 ……

2,360万 ク ロー ネ

。 オペ レーシ ョン コ ス ト(74/75)・ 一 ・870万 ク ロー ネ

(75/76)… …1,300万 ク ロー ネ

これ は1975年7月1日 迄 に 不動産1件 当年23.87ク ロー ネ

1976年10月1日 迄 に不動 産1件 当年17.07ク ロー ネ

1196口97・1
t97L 197219;3197` 【9751976

1--19・ ・1

`

`'E
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sy8t■mlnUPP●sla
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Otherdeveloロmentwork

図2-12土 地 デ ー タバ ンク システ ムの長 期計 画 図
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と予 想 した もので ある。

シス テ ムllで は1件 当 りコス5は 顕 著 に減少 す るだ ろ う。そ の理由 と して は シス テ ム1に おけ

る より も トランザ ク シ ョンの頻 度 が少 な くな るで あろ う。

また技術 的 効率 が強 化 され る こと も理 由 の一 つで ある。

(」)座 標 レ ジス タ

不動産 の位置 付 は座 標方 式(CoordinateMethod)に ょ って行 なわ れ て お りこ の方 式 に よ

って登録 して い る。

これ は特 定 な地 理上 の位置 で あ る。 このシ ス テ ムではX座 標(赤 道 か ら計 算 され る)とY座 標

(大 西 洋 の ある線 か ら計 算 され る)で 可能 にされ る。

す べ て の不動産 はCFDで 地域 と建 物 の中心 点 の座標 が 与え られ る。 地 域 が3,000m以 下 で建

物1つ を含 む場 合 は建 物の 中心 点1つ が登録 され る。

座 標 レジス タは 現在6郡(完 全 に開発 された と きの登 記 の30%)で 成 って い る。

座 標 レ ジス タ に関す る各 種 のア プ リケー シ ョンはCFDで 作 成 され た。 プ ログ ラ ムは任 意 に選

ん だ 多角 形 の,あ るい は行政 地 域 の 中 の不動産 の 選択 を 可能 にす る。

この種 の プ ログ ラムは 不動 産形 成 と実 施計 画 に利 用 され る土地 所有 者 の各 種 の リス トを作 成 す

るため に用 いられ る。 ま た地方 の不動 産 の価格 リス ト・街 路 リス ト・不動 産 お よび そ の附属 財産

と所在 地 リス トも作 成 で きる。

ま た統計 のた め の基礎 に もな る。 不動 産名 称 と個 人番 号 とを連携 させ て,た とえば 課税 と住 民

台帳 と座標 レジス タ を連携 させ て集 合 キー と して用 い るこ と もで きる。

資 料 一 覧

TheswedishLandDataBankproject

TheLandDataBank"DataBankSystem1'
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23英 国 航空 の コン ビ'ユ一 夕利 用 シ ステ ム

調 査 先:BritishAimays

所 在 地:GroupManagementServiceDept,BritishAirwaysBoard

SpeedbirdHouseP.0.Box10HounslowMiddlesexTW62JA,

London

Tel.01-897-5289

調 査 期 日:1973年11月15日(木)

面 接 者:Mr.MalcolmKDillingham

(GroupComputerServicesMarketingManager)

調 査 員 篠 崎,石 崎,鈴 木,小 関,小 野

23t概 要

英 国 航空 コ ン ピュー タ ・シス テ ムは ・BOAC(英 国 海外 航 空)とBEA(英 欧 航空)の 統 合に

よ って,世 界 で も最 大級 の コン ピュー タ ・シス テ ム と な ってい るが,そ の システ ムは,た ん に技 術

的 に も高 い水準 に ある とい うこ とだ けで は な く・次 の よ うな諸 点 にお いて も特 徴 を持 って い る。

{1)第 一 に,適 用業務 が ・極 めて 多岐 にわ た って い る こ とが あげ られ る。

例 え ば,旅 客 の座 席予 約 シ ス テ ムか ら始 ま って・航 空運 賃 の計 算,航 空 券 の発行,出 発 便 のコ ン

トロール,貨 物便 の コン トロール,フ ライ トの スケ ジ ュー リング,乗 員配置 計 画,収 支計 算,財 務

計 画,機 材 ・部品 の在庫 管 理 保守 計 画,機 材 有効 利 用計 画 な ど,事 務計 算,技 術計 算か ら計 画 ・

意志 決定分 野 にい た る まで,コ ン ピ ュー タ化 の対 象分 野 が極 め て広 い範 囲 にわた ってい るこ とで あ

る。

(2)第 二 に,IPARS,MAXIPARSな どに代 表 され る よ うな,か な りに高度 で汎 用 的 なア プ リ

ケ ー シ ョン ・パ ッケ ージを完 成 して実 用 に供 してい る ことで あ る。

しか も,こ れ ら は1960年 代 の半 ば 頃 から 約1,000manyearの マ ンパ ワー を投 入 し て,

PARS→IPARS→MAXIPARSと 何 回 もの レベ ル ・ア ップを重 ね な が ら完 成 した もので あ り,

その 間 にす で に6年 余 の実 績 を有 して い るため,今 や完 全 に安定 した シ ステ ム とな って い る こと も

大 きな 強み で あろ う。

(3}第 三 は,上 記 の特 徴 と も関連す る こ とで あ るが,プ ログ ラムが完 全 に汎 用 化 され安 定 化 して い る

こ とから,こ れ らの プログ ラ ムな い しは コ ン ピュー タ ・サ ー ビス が全 世 界 の30余 のユ ーザ に 提供

さ れて,1967年 以 降 の6年 間 だけ で も約473万 ポ ン ドの収入 を あげ て,コ ン ピュ ータ部 門 が

一 つ の大 きな収入 源 とな ってい る ことで ある。

(4)第 四 には,プ ロジ ェク ト ・マ ネ ジ メン ト,ス ケ ジ ュール 管 理」 コス ト ・コ ン トロール,ド キ ュメ

ンテ イシ ョンな ど,コ ン ピュー タ ・シス テ ムに 関連 す る各 種 の管 理 面 で も最 高の 水準を 行 ってお り,

そ の点 で も学 ぶぺ き点 が非 常 に多い こと で あ る。
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(5)最 後 に,こ の シス テ ムが全 世界 の400都 市 と空 港 を結 ん だ極 め て大 規 模 な 国際 シス テ ム で あ

る うえ・.航空業 とい う性 質上 シス テ ムの安 全{生 バ ック ア ップ'対策24時 間稼 働 な どの 点 で も

十 分 な注 意が払 れ て いる こ とが あげ られ よ う。

232

{1)

b}

①

詳 論

システム構成

稼働 中 の シ ス テ ム

BOADICEAHouse(London空 港)

。IBM360/65Computer×4台

。FerrantiArgus400BComputer×35台

・Ferrantidisplaytermina1×786台'

。Incoterrndisplaytermina1×143台

。kleinschmidtprintertermina1×205台

②WestLondonAirTerminal

。UNIVAC494Computer×3台

(1975年 迄 にIBM370(168)に 代 替 予 定)

。Unisettermina1×510台

。Uniscopedisplaytermina1×260台

。BunkerRamodisplaytermina1×71台

。FerrantiArgus400BComputer×3台

・Ferrantidisplayteminal×48台

。Cossordisplayteminal×44台

③BEALINEHouse(Ruislip)

。ICL1904AComputer×1台

oDECSystem10Computer×1台

。DECon-1inetemina1×13台

。ICL1904AComputer×1台

④CargoWarehouse(London空 港)ト
。FerrantiArgus500Computer×2台

制 発 注 中 の シ ス テ ム

①BOADICEAHouse(London空 港)

・IBM370/168Computer×2台

・FerrantiArgus700Computer×17台

・Ferrantidisplaytermina1×615台

②EngineeringBase(London空 港)
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。ICL1906SComputer×1台

(c)今 後の計 画

以 上 の コ ン ピュ ータ ・シス テ ムは,現 在5つ の セン ターに 分 かれ て稼 働 中で あ るが,向 う3年

以 内位 に,LondOn空 港 内 の2つ の主 セ ン タ ーに統 合 す る計 画 を 持 ってい る。 この うち1つ のセ

ン タ ー はIBM中 心」他 の1つ はICLが 中心 となる予 定 で あ る。

㈲ システ ムの稼働 状況

① 以上 のシス テ ムの うち,リ ア ル ・タ イ ム業 務 に関 して は,現 在1日 に1,000,000件,1秒 間

に15～20件 を 処 理 して タ ー ミナ ル の利 用 可能 率 は99.4%に 達 して お り・ほ ぼ 当初 の 目標通

りの利 用状 況 とな ってい る。

バ ッチ業務 に関 して は,必 要 な諸報 告 や統計 を タイ ミングを失 す る ことな く関係 者 に提供 す る

確 率 の 目標 を96%に お い て いる。 しか しな が ら,IBM関 係 につ い ては ほぼ この 目標 を達 成 し

た が,ICL関 係 は機 器 能 力 の不足 のた めに 必 ず しも 目標 を達 成 で きてい ない。

② そ の他 の各 シス テ ムの稼 働 状況 につ いて は・表2-1か ら表2-4を 参照 され た い。

(2)BOADICEAシ ステ ムの ソフ トウエ ア

(a)BOADICEAシ ステ ム の構成 ♪

現 在英 国 航空 が 日常業 務 に利 用 中 の シス テ ムは,BOADICEASystemと 呼 ばれ て,次 の よ

うな サ ブ ・シス テ ムか ら構 成 され て い る。

①

②

③

④

⑤

⑥

㈲

BOADICEA座 席予 約 シ ステ ムMAXIPARS

BOADICEA搭 乗 ・運 航業 務 シス テ ム

BOADICEAメ ッセ ー ジ交換 シ ステ ム

BOADICEA運 賃 計 算な らび に航 空券発 行 シス テ ム

BOADICEAホ テル 予 約 システ ム

BOADICEA海 上 運 送 シス テ ム

MAXIPARS

以上 の中 で も・ 座 席予 約 シス テ ムを 中心 に使わ れて い るMAXIPARSは,1968年 頃か ら

実 際 に使 用 され て 多 くの実 績 を あ げて い る。

MAXIPARSは,当 初IBMが 米 国航空会 社用 に開 発 したPARSを ベ ース に・ 英 国航空 が

IBM社 と協 力 して 国際 仕 様 にま で発 展 させ たIPARSが 母 体 と な ってい る。 そ の後 英 国航 空 で

は,さ ら に50人/年 の マ ン ・パ ワーをか け てIPARSを レベ ル ・ア ップ し,MAXIPARSと 改

称 した が,通 算すれ ば全 部 で300人/年 の マ ンパ ワ ーを か けて い る。

現在英 国航空 の シ ステ ム は,合 併 後 まだ 日が浅 い こ と もあ り,BOAC(海 外 航 空部 門を 担 当)

はBOADICEA・BEA(英 国内 と欧 州部 門を担 当)はBEACgNの2本 立 の シス テ ムに な って

い るので・1975～76年 頃 ま でに は機 種 もIBMに 統一 ソフ トウエ アはMAXIpARSを

さ らに レベ ル ・ア ップ したBARBシ ステ ムを完 成 させ る予 定 で い る。

一46一



.

表2-1 英 国 航 空BOADICEAシ ス テ ム のAvailability

BR/TISH/URWAYS

GROUPMANAGEMENTSERVICES

BOADICEACPU/TCUREAL-TIREAVAIMBILITY

Page1-4

0PERAT】NCSMf51八RY

Availability

%ofe/。 。f
plarmed168hrs

99.3
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98.8

ENDINC22973

outages

2-56づ0

0.026.0
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6.526.6

1.019.0
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ノ
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一47一



表2-2 英 国 航 空BEACONASRSProjectのAvailability

81il∫77S〃 ノ11∫?Wン4}ノISI,agc2-4
L

GRρUPMANAGEMENTSERVIC圧iSopiこRへTINcsuユisじ 、RYwEEKEM,1Nc22
.g.73

..

BEACONASRSPROJECT
9

.

「
Availability NllmhCrofoUし こ)9CS T《)t.`)1

%・f

phnned

%。f

16shド ざ
1 2-4 5づ0 〉ラ0

minutes

lOSし

CurrentWeek

CPU 99.96 99.68 2 1 O 0 4

Averagoper・T℃U 一 一 命 一 一 一 －

Local 一 一 0.2 O.2 O O 1

Remote 一

」

一 0.1 0.5 0.4 O.1 8
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』Y
cartodaLe(wceklyaverage)

.

CPU 99.71 99.04 O 0 0 0 O
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Local 一 一 一 一 一 二 －
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7
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「

AverageperRemoteCRT 一 一 一 一 一 一 57.9

.

BEACONPALCPROJECT
層

「
■ 「

Availability Numberofoutages Tota1
-

%of
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%of
168hrs

1 2-4 5つ0 >50
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Current・ ▼eek『.
■

.

CPU 99.64 99.96 2 1 0 o 4
9.

AverageperTCU
一 一 1.7 O.4 1.7 O 29

AverageperCRT 一 一 一 一 一 一 32.9'

・`

Yeartodate(weeklyaverage)

CPU.・ 99.73 99.0 O 0 0 O O

AverageperTCU 一 一 一 一 ⇔ 一 －

AverageperCRT 一 一 ← 一 ← 一 102.7
.

・

.

「

,

7

㊨
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表2-3 英 国 航 空BEACONFICOProjectのAvailability

BA,∫rJ「SHA/RVVAys

GROUPMANAGEmENT
.SERVICES

BEACOIF五COPROJECT

Currcnし'.Veok

CPU

AverageperTCU

AvcrageperCRT

Ycartod・1しe(weeklyaverage)

CPU

AverageperTCU

AverageperCRT

BEACONCALCPROJECT

CPU

AverageperTCU

AverageperCRT

Yeartodate(weeklyaverage)

CPU

AyerageperT◎U

AverageperCRT

PageIS-4
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99.95
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99.55
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表2-4 英 国 航 空 貨 物 コ ン トロ ー ル ・シ ス テ ム のAvailability
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(3}コ ミュニ ケー シ ョン ・シス テ ム

(a}コ ミュニ ケーシ ョン ・シスデ ム の種 類

英 国航 空 の コ ミ ュニ ケ ー シ ョン ・システ ムは,大 き く分 け て次 の6つ の シス テ ムから 構成 され

て い る。

① 電 信 回線 システ ム

このシス テ ムは,英 国 航空 自体 の通 信 システ ムと,共 同通 信会 社 で あるSITA提 供 の通 信 シ

ス テ ム とが結 合 され て,ヨ ー ロ ッパだけ でな く全 世 界 を網 羅 した ネ ッ トワー ク にな
って い る

(75ボ ー ・シス テ ム)。 図2-13参 照 。

② 電 話網

電話 に 関 しては,当 然 の ことなが らPABX交 換 シス テ ムのほか,自 動 呼 出方式 や直接 ダ イヤ

ル方式 も採用 され てい る。

百 ■● ■■ ●-240(}恒 口}Llles

Til.eCXAPHrcL'N£s

図2-130UTLINEOFBRITISHAIRWAYSTELEGRAPHIC

COMMUNICATIONSNETWORK

③ デー タ通 信 と端末 シ ステ ム

デ ータ通信 シス テ ム の構 成 は,図2-14の よ うにな ってお り,各 支店 にお かれ た端末 装 置 は,

最 高9,600B/Sま での 高速 回 線装 置 を通 して コ ン ピ ュー タ とや りと りが で きる よ うにな って い

る。BOAC(海 外 航 空)部 門 とBEA(英 ・欧 航空)部 門 とを あわせ てす で に2,000台 以上 の リ
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アル 。タ イム ・シ ステ ム用 端 末機 が稼 働 中 で あ り,回 線 につ い て は2,400B/Sお よび9,600

B/Sが 併 用 され て い る。 ,

④ 無 線通 信 システ ム

現 在 全世 界 の空 港 に,超 長 波HFSSB地 対 空通 信 シス テ ムや50のVHFシ ス テ ムが配 置 さ

れ て い るが,将 来 はさ ら に75の 地対 地VHF通 信 シ ステ ムが増 設 され る予定 で あ る◇

⑤ 各 種 エ レク トロニ クス通 信 シ ステ ム

これ には,コ ン ピュ ータ と直結 した 空港 で の案内 用 の閉 回路 テ レ ビ ・システ ムや・ そ の他諸 々

の エレ ク トロニ ック通 信 シス テ ムが含 まれ る。

↓/

-
び

　じ

㎜＼

∨

㌣

/1＼

■ELL:、cい

第2-14図BRITISHAIRWAYSDATATRANSMISSIONNETWORK

asitwillbebymid1975

⑥ 航 空機運 航 通信 シ ステ ム

航 空機 の運 航上 必 要 な諸 情報 の通 信 シ ス テ ム

(口 通 信 システ ム費用

以上 の諸 通 信 シ ス テ ムのた め の費 用 は,概 路 次の よ うにな って い る。

電 信 シス テム3.4百 万 ポ ン ド

電話網1・3

デー タ通 信お よびコ ン ピ ュータ端末 シス テ ム1・8
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1

、'】

無線通信システム.2

エ レク トロ ニクス 通信 シス テ ム.1

航空機運航通信システム.1

(計)6.9

側 要員計 画と予算

これ らのシス テ ム運 営 のた め の要 員や 運 営予 算 は,次 の よ うにか な り大規 模 の もの と な って い る。

(a}シ ス テ ム運 営のた め の全要 員数 お よび全予 算 の 内訳

(ス タ ッフ数)(業 務)(1973～74予 算)

348名 コ ン ピュー タ関連 開発 業務1.5百 万 ボ ン ド

(シ ス テ ム ・エ ン ジ ニア とプ ログ ラマー)
:

589コ ン ピ ュ ー タ ・オ ペ レ ー シ ョ ン5.1

563通 信 関 係6.9

320コ ンサ ルタ ン トお よびサ ー ビス業務1.2

(小 計)(14.7)

コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス に よ る収 入 △1.1

(1820)(合 計)(13・6)

(b)コ ンサ ル タン トお よびサ ー ビス業 務 の内訳

(ス タ ッフ 数)(業 務)(91973～74予 算)

129業 務 サ ー ビス519

50オ ペ レー シ ョンズ ・リサ ーチ190

2人 事管理関係7

3組 織 管 理7

30会 計387

106ト レ イ二一お よび 補助 員86

(320)(合 計)(1,210)

(5)適 用業 務

英 国 航 空 の コン ピュー タ 関係業 務 は・ 前述 の よ うに極 め て多岐 に わた ってい るの が特 徴で あ る が,

その 中 の主 な ものにつ い て紹 介 す れ ば次 の通 りで あ る。

㈲ 乗客 サー ビス ・シス テ ム

乗客 サ ー ビス 関係 で は,乗 客 へ の セ ール スの 開始 か ら最 終旅 行地 到着 まで の全 プ ロセス が コン

ピュー タ化 の対 象 とな って い る。

現在 すで に5大 陸 の400都 市 と空港 とを結 ん だ ネ ッ トワークが完 成ず み で あ る。 この うち,

英 国,ヨ ー ロ ッパ,北 米 な どの空港 やオ フ ィス は9,600B/Sの 高速 回 線で つ な がれ て い るが オ

1975年 の夏 まで には,さ ら に アフ リカ,オ ース トラ リア,極 東地 区 な どに も延長 され る計 画

に な っ て い る。
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① 座席 予 約 シス テ ム

座席 予 約 に関 しては,た ん に英 国航 空 の全 フ ライ トの詳 細 情報 だ け では な く,可 能 な限 り他 社

の フ ライ トの時刻 表 や座 席 情 報な ど も記録 さ れて い る。

これ らの情 報 に は,各 乗客 の フル ・ネー ム,住 所,電 話,航 空券 の 明細,行 先情報,特 別 食,

座 席 に関 する要 望 な どの 情報 は もち ろん の こ と,旅 行 の全 行程 に 関す る情報 が含 まれ てい る。場

合 によ っては,1ダ ース以 上 の他 社航 空会 社 の20～30便 に も及 ぶ接 続 フ ライ トの情 報 な ども

入 ってい る。

また,た ん に航 空機 だ け では な く,船 舶 の寄 港地,ホ テル,旅 行,車 の傭 車な どの情 報 も入れ

ら れ る よ うにな ってい る。

② 運賃計 算お よび 航空券 の発行

現在 す で に航 空運賃 の計 算 か ら航空券 の発 行 ま でが 自動 化 の対 象 にな ってい るが,そ の 目的 は,

顧 客 サ ー ビス は もちろん の こと,長 期 的な収 支計 算 シス テ ムお よび監 査 シ ステ ムの確 立 と も関連

を持 って いる。

③ 搭 乗 ・運航 業務 の コ ン トロール

乗客 の チ ェ ック ・イ ンか ら荷物 の計 量 ・ さらに これ らを総 合 した航 空機 の重量計 算 ま でが・ コ

ン ピュー タ化 の対 象 に な ってい る。

また,個 々の 乗客 ごとの特 別食 や特別 席,病 人情 報 付 添 人 な しの未 成年 乗客 な どに関す る諸

情 報 も記録 され る。

これ らの情報 は,す べ て航 空機 材の有 効 利用 の た め に活用 され て い る。

④ メ ッセ ー ジ交 換

全 世 界 に張 りめ ぐらされ た通 信 回線網 は,夏 場 の旅 行 シ ーズ ンに は,1972年 の実 績 で1日 平

均700,000メ ッセー ジ以 上 を処 理 中 で ある。

(b)貨 物 の コ ン トロール

ロ ン ドン空 港 内 の 英国航 空 倉庫 の貨 物 は,リ ア ル ・タ イム ・コ ン ピュ ータ ・シス テ ムに よって

コン トロール され て い る。

各倉 庫 を使用 予 定 の全 貨物 の情 報 は,リ アル ・タ イム ・シ ス テ ム用 の タ ーミナ ルを通 じて即座

に コン ピ ュータ ・シス テ ム にイ ンプ ッ トされ,各 倉 庫 のキ ャパ シテ ィなどを考 慮 しなが ら・ コ ン

ピュータ で貨 物 の流 れ が コ ン トロール されて い る。

さ ら に,関 税 局 や航 空局 のた めに英 国 デ ー タ ・プ ロセ ス ・サ ー ビスが請 負い,ロ ン ドン空港 の

輸 入業 務 を扱 うLACESリ アル ・タ イ ム ・シス テ ム の運用 面で も,英 国航 空 は中心 的 な 役割 を

果 た してい る。

(c)運 航 業 務

① 運 航業 務管 理
'

毎 日の航 空機 の運 航 を リアル ・タ イムに コン トロール し・ モ ニ タ ーす る システ ムで あ る。 現在

110台 の航 空機 と1,300名 の乗 務 員を 対象 に,1日 平 均500便 が この シス テ ムで コ ン トロ
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一ル され て い る
。

② 運 航計 画

気 象 庁の コン ピュー タか ら流 れ る気 象情報 を参考 に しな が ら,大 西 洋 と カ リブ海 を 航行 す る全

英 国航 空 の フ ライ トに対 して,24時 間を カバ ー した最適 の航空 機 運航計 画が作 られ る。

③ 乗務 員計 画

10週 間先 まで の 乗務 員 の勤 務予 定 や ポ ジシ ョン ご との業務 上 の 必要条 件 が コン ピュー タで管

理 され る。

そ のほ か,あ る機種 のパ イ ロ ッ トを他 の機 種 のパ イ ロ ッ トに転換 す るため の再 教 育 な どにつ い

て も,費 用 ・効 果 面 で の シ ミュ レ ーシ ョン が可 能 で ある。

{由 財 務 ・統 計 業務

① 会 計計 算業 務

乗客 ・貨物 ・航 空郵 便 等 の業 務 の収 支計 算の た め に,毎 日各 フ ライ ト関係 の書 類 が コ ン ピ ュー

タ処 理 され る。 他 のエ ー ジ ェン トや航 空会 社 との収支計 算 も,も ち ろん そ の対 象 と な って い る。

1972年 度 で,25,000枚 の航 空券10,000枚 の 乗客 記録 な どが処理 され た が,こ れ らか ら

の全 収入 は480百 万 ポ ン ドで あ った。

② 諸統計 事務

これ らの諸 デ ー タは・ す ぺて コ ン ピ ュータの デ ータ ・バ ン クに入れ られて2年 間保 存 され るカ～

今 後の 英 国航 空 の計画,予 算 市 場 調査,納 税業 務 な どに 活用 され てい る。 中 で も,デ ータ'バ

ン クの利 用 に 関 して は・ ユ ーザ か らの随時 の要 求 に応 じて,24時 間以 内 に新 しい プ ログ ラムが

簡単 に作成 で きる よ うにな って い る。

(e)給 与'人 事関係 業 務

1つ の人 事情報 デ ータ ・バンク を利 用 して,給 与計 算 要 員関 連 の諸 分析,年 金 関係 業務 な ど

が 総合 的 に処 理 され る。

とく に・ 年 金関 係 では ・ 従業 員 や その扶 養 家族 の死亡 時 まで の全記 録 が保存 さ れ る よ うに な っ

てい る こと は もち ろん 、年 金 プア ン ドの資産 運 用 管理 面 の分 析 シス テ ム も コン ピュータ化 され て

.い る。

(f)技 術計 算業務

① 在 庫 管 理

航空 機関 連 の 消耗部 品等 約400,000点(48百 万 ポ ン ド)の 在 庫管理 が,コ ン ピュー タで行

な われ てい る。 この場 合 も,オ ペ レー シ ョンズ ・リサ ーチ の手法 に ょ って,適 正 在庫 量 や部 品 の

発 注時 期 が コン トロール され る ようにな って い る。

② 機 材管 理

航空 機そ の もの の保 守管 理 に も,コ ン ピ ュータ が使 われ る。 これ ぱCAAの 法 的 規制 に応 え

るだ け でな く,航 空機 の オ ーバー ホー ル時 期 の計 算な どに も必要 で ある。 現 在 は,デ ー タ の大 半

はオ ン ・ラ イン ・ペ ース で収 集 され,そ の数 は45,000点 に も及 ん でい る が,1976年 ～77
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年 頃に は1.000,000点 を 超 え る見 込 み で あ る。

③ 機 材発 注 準備

コ ンコ ル ドや ロ ッキ ー ド1011等 の これ か ら購 入 す る新機 種 に必 要な在 庫部 品や 消耗品 の数

量 ・費 用な どを オ ペ レ ーシ ョン ・リサ ーチ手 法を 使 っ て計 算 す る。

④ 航空 機保 守計 画

ここで は,航 空機 のオ ーバ ー ・ホ ール計 画 な どが扱 われ る。

⑤ 計 画業 務

英国 航 空 で は,す で に50名 のスタ ッフに よって数 多 くのORモ デル が 開発 され てtsり,計 画

担 当セ ク シ ョン が コン ピュー タ と 「会 話」 モ ー ドで種 々の解析 を 行 な って,い ろ い ろ の問 題 につ

い て代替 案 の検 討 や最適 解 の発 見 な ど に利 用 中で あ り,そ の 中に は例 え ば 次 の よ うな業 務 が あげ

られ る。

イ 航 空時刻 表 の作 成

隔地 間の運 航時 間,空 港 の 乗継 時 間等 を細か く計 算 して,最 適 の 時刻表 を作 成'

ロ 航空 機有 効 利 用計 画

で き るだ け少 ない航 空機 の移動 ま た は稼 働で業 務 を 円滑 に運 用 す るた め の計 画

ハ 要員 計画

各 空 港 ご とに,全 航空 機 の出発 ・到着 時 刻 を分析,必 要 な地 上 勤務 員 そ の他 の要 員数 を算 定

し・ 最適 の勤務 態様 モ デル を作 成 す る。

二 収益荷 重 の計 算

気 象 庁 か らの気 象条 件 も加味 して,各 航 路 ご とに最適 の収益 荷 重 を計 算,航 行時 間 や燃 料 消

費 量 を計 算

ホ 計 画 案 の評 価

各 航 空機 の機種 ご との収入 お よびサ ー ビス 費 用を計 算 諸計 画 の評価 に役 立 て る。

へ 予 算 業 務

各 部 門 ごとや各 ル ー トご とに全 フ ライ トの収 入 ・費用 を計 算 ・全 社 あ るい は部門 別 の予 算計

画 を作 成'

⑥ コン ピ ュータ ・サ ー ビス業 務

英 国航 空 では,自 社 で開 発 した 各種 の プ ログ ラムや ノウ ・ハ ウを たん に社 内 で利 用 す るだ け で

な く・積 極 的 に他 社 の航 空 関連 コ ンピ ュー タ業 務 を受 託 して・次 の よ うな収 益 を あげて い る。

(a)1967～1973年 の コ ン ピ ュータ ・サ ー ビス に よる収入

1967～68345.4千 ボ ン ド

68～69459,3

69～70802.2

70～71904.3

71～721,033.0
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72～73 1,187.9

(計) (4,732.1)

⑥ サ ー ビス提供 先

これ ら のコ ン ピ ュータ 関連 諸 サ ー ビスを提 供 中 の先 は,表2-5の 通 りであ る。

表2-5COMPUTERSERVICESCUSTOMERLIST

AerL・ingus

AirIndia

AirNewZealand

AmericanExpress

B・nq・ ・d・P・ ・i・etd・bP。y、B。 、

BraathensSAFE(Norway)

BritishCaledonianAirways

BrltlshGovernment-CiVilServiceDepartment

BritishGovernment-HomeOffice

CathayPacifficAirways

Cunard

CyprusAirwayS

EastAfricanAirways

EasternAirlines

ElAl

GhanaAirwayS

GulfAIr

HldrOService

IBM

Indian.Airlines

InternationalTelegraph&Telephones(ITT)

KLM

MSA

NigerianAirways

PakistanInternationalAirlines

PanAmerlcan

Qantas

RankXerox(Sweden)
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SouthAfricanAirways

StrandHotels

Swissalr

TAP

TWA

UnitedAirLines

Vasp

資 料 一 覧

1.ComputinginBritishAirwaysOct,1973

2.TheBOADICEASYSTEMDec,1972

・
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2.4国 際 間銀 行 デ ー タ通 信 シ ステ ム(SWIFT)

調,査 先

所 在 地

調査期日

面 接 者

調 査 員

Inter-BankResearchOrganization

MoorHouse,LondonWaIlLondonEC2Y5ET

Te101-628-3070

1973年11月16日(金)

Mr。S。A.Evans

(SystemsConsuhant)

Mr。D。Balmforth

(SWIFTU。K。Coordinator)

Mr。J。1・arge

(AssociateSystemsConsuいant)

篠 崎,石 崎,鈴 木,小 関,小 野

2.4.1概 要

(1)SWIFTの 概要

SWIFT(SocietyforWorldwideInterbankFinancialTeleco-

mmumication)シ ステ ムは,「 国際 間専 斥デー タ通 信 シ ス テム 」 を創設 す る ことに よ り,

銀行 の 国 際的な 支払 送 金,計 算 書,そ の他 の メ ッセ ージ を加 入銀 行間 で 送受 信す るシ ステ ム で あ

る。

(2)SWIFT計 画の 経緯 と現 状

この 計 画は,1970年 に 当初 ヨー ロッパの36銀 行が 中 心 とな って研 究 を 開始 し,現 在 は ヨ

一 口 ッパ ユ3カ 国 にカ ナダ,ア メ リカを加 えて,約250行 の参 加 が決定 してい る。

実際 に稼 働 を始 め るの は1976年 初 頭 頃 と予想 され,シ ス テム稼 働 後 は全 世 界に ネ ッ トワー

ク を拡 大 し,日 本 の銀 行の 加 盟 も 可能 に な る予定で あ る。

(3)SWIFTの 意 義 と規 模

1980年 に は1日 平 均26万 件(1秒 間に23～35件)の メ ッ セー ジ を処 理 し よ うとす る

一 大 国 際ネ ッ トワー クの 完 成に より,こ の シ ステ ムが,銀 行 間の 外 国為替 取 引 のス ピー ド ・ア ッ

プ,正 確 性 の 向上,標 準 化,コ ス ト ・ダ ウ ンな どに もた らす メ リッ トは 極め て 大 きい もの が あ る

とい え よ う。

(4)SWIFTのIBRO

SWIFTは,加 盟銀 行 を株 主 とす る非 営利 団 体 として ベ ル ギー法に 基づ いて 設立 され た が(会

長 はオ ラ ンダ ・ア ルグ マ イネ銀 行 の チーフ ・ゼネ ラ ル ・マネジ ャー),暫 定 的に イギ リスの

Inter-BankResearchOrganizationの 中に 事 務局が お かれ,同 協 会理 事の
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CharlesRead氏 が ゼ ネ ラ ル ・マ ネ ジ ャ ー と して,と り ま と め の 任 に 当 た って い る。

2.4.2詳 論

(1)SWIFTの 目的 と意義

SWIFTシ ス テム の 目的 と意 義 は,大 きく分 けて 次の5点 に 集 約 され よ う。

(a)通 信 の 迅速 化

まず この シス テムで は,従 来 は かな りの時 間や 日数 を要 した 国際 間 の 外 国為替 取 引に おいて

大 半の メ ッ セー ジが1分 もか か らない で 処理 で き るよ うにな る点が あ げ られ る。

各 メ ッセー ジ には,そ れ ぞれ 優 先 度が 与え られ,最 悪 の 場合 で も次 の よ うな時 間 帯の 保証が ・

で き る よ うにあ らか じめ デ ザ イ ンされ て いる。

優 先度15分 以 内に送 信 完 了

優 先 度220分 以 内 に 送信 完 了

優 先度360分 以 内に送 信 完 了

万 一 システ ムに 障害が 発生 し,上 記時 間内に 送 信が で きな くな った よ うな場 合に は,改 め て

送 信 依頼 銀 行に連 絡 し指示 を仰 ぐが,場 合 に よ って 送信 銀 行 はそ の メ ッ セー ジを取 り消 して,

他 の 手段(電 報 ・テ レック ス ・電 話 な ど)で 別途 に 送信 す る こと も可能 で あ る。

現在 世 界各 国 の銀 行 間で,毎 日膨 大 な量 の国 際間 支払 ・送金 ・取立 な どの メ ッセー ジが 授 受

され てい るが,そ の うち20%は テ レッ クス,80%が 郵 便で 処理 され てい ると推 定 されて い

る。 郵便 に よ る場合 は,配 達 まで に数 日ない し1週 間前 後 を 要す るのが 普通 で あ ろ うか ら,こ

れ らの メ ッセー ジの 大 半が 数秒 ない しは 数10分 で 処理 で き る こ とにな れ ば,そ の 時間 短縮 の

もた らす メ リッ トは 極 め て大 きい もの があ る とい え よ う。

(b)確 実性 の 向上

従 来 は人間が 一 々マ ニ ュ アル ・ベ ース で 処理 して い た こ とが,コ ンピュー タ化 され る こ とに

よ って,よ り事 務処 理が 正 確に な る ことが あげ られ る。 例 え ば,郵 便の 配送 に ともな う トラブ

ルや メ ッセー ジの フォ ー マ ッ ト・チェ ック な ど,シ ス テム 的牽 制 機能 に よる正 確性 の向上 な ど

が それ で あ る。

(c)勘 定 照 合の 容易化

現在 世 界各 国 の銀 行 間で 送受 され る支 払明細 書 は,項 目や桔 式が 極 めて 不統 一 であ る うえ に

事 務量 も膨 大な た め,勘 定 の照 合 には 平 均 して3～4週 間 もの 日時 を 要 してい るの が通 例 で あ

る。 例 え ば,送 信 銀 行か らの支 払 送金 の 依頼 は,ニ ョー ヨー クな ど にあ る受信 銀 行 の特 定店 に

設 け られた 送信 銀 行 の 預 り金 勘定 か ら引き 落 とされ るが,現 状 は,上 記の よ うに 様式 ・項 目等

が ま った く不統 一 で あ る ことか ら,後 日支払 銀行 か ら送 付 され る支 払 明細 書 と送 信銀 行側 の決

済 勘定 との記録 の 照 合 に,膨 大 な 事務 負担 を余儀 な く され てい るのが 現状 で あ る。

これ らがSWIFTシ ス テム を通 じて,す べ て コ ン ビL－ 夕 で処 理 可能 な様 式(Computer

ReadabIeForm)に 統 一 され,梧 準 化 が進iむことに なれ は,勘 定照 合事 務 はい ち じる し
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く負担 が軽 減 し,事 務処理 も ス ピー ド・ア ップ され る ことに な るで あ ろ う。

(d}通 信 コス トの切 り下 げ

SWIFT
.・の 経費 は,基 本 的に は回 線費 用(FixedConnectionCharges)な ど

固 定的 な 部分 と,.1通 信 ご との度 数料(AperMessageCharge)と か ら成 り立 って

い るが,1980年 の1日 平 均260,000件 を処 理す る時 点 での コス トは,1通 信 当 た り20

セ ン ト以 下の費 用 を 目標 と して い る。

将 来 加 盟行や 通 信 量が 増 えれ ば さらに この コス トは 安 くな る こ とが 予想 され るか ら,従 来の

よ うな 外 国向け 航 空 郵 便費 用や 膨大 な 勘定 照 合事 務に 要 する 人件費 を考 えれ ば,大 幅な コス ト

・ダ ウ ンとい うこ とがで き よ う
。

(e}付 随 的 効果

SWIFTの 事 務 局で は,以 上 のほか にも,例 えば次 の よ うな メ リッ トをあ げ てい る。

① ミニ ・コ ン ビュー一夕に よ るStore&Forward方 式 を採 用 してい るた め,送 信 銀 行

は,受 信銀 行 の タ ー ミナ ルの 繁閑 状 態に 関 係な く送信 がで き る。

② 前 述 の よ うに,至 急 メ ッセー ジの送信 の 遅れが 出た 場合 には,遅 滞 な く送信 銀 行 にそ の 旨

連 絡 され る。

③6カ 所 まで の一 斉 送信 機 能(MultipleAddressing)が あ る。

④ 一定 期間 内の情 報検 索 が 可能 で あ る。

例 え ば

o過 去10日 間以 内 のメ ッセー-i7……30秒 以 内に 検索 可能

010日 以 前 の メ ッセ ージ30分 以 内1こ検索 可能

⑤ 各 国 間の 時 差を 考 慮24時 間 フル に利 用 し うる ことを前 提 に シ ス テムが つ くられ て い る。

(2)SWIFTの 経緯

以上 の よ うな 目的 と意 義 を持 つ 国 際間 メ ッセージ ・ス イ ッチ ング ・シス テムの 概 念は,当 初 ヨ

ー ロ ッパ の銀 行か ら提 案が あ り
,1970年12月 フ ラ ンクフル ト ・アム ・マイ ンの会 議で 初め

て検 討 され た。 この会議 に は,ベ ル ギー,フ ラ ンス,西 ドイ ツ,イ ギ リス,イ タ リア,オ ラ ンダ

お よび ア メ リカ の7カ 国 か ら36名 の代 表者 が 参加 した。

この 会議で 運 営 委員 会が 組 織 され た結 果12の コ ンサ ル タ ン ト会社 な どに,本 シス テ ムの 設 計

に 関す る提案 を依 頼 した。1971年3月 には12社 を さ らに5社 に しぽ り検討 を加 えた のち,

最 終的 に は 同5月 に イ ギ リスの ロジカ社(ロ サ ンゼル スの プ ラ ンニ ング ・リサ ー チ社 の子 会 社)

に117,600ド ル の契 約が 与え られ た 。

その 後22名 の理 事 の椅 子 をめ ぐって会 議が 紛 糾 し,一 時 は参 加加 入 銀 行か らの 会 員権 小 切 手

を返送 す る まで の事 態に お ち い ったが,定 款 を一 部改定 す る ことに よ り,よ うや く1973年5

月3日 ベ ル ギ ー法に 基づ く非 営利 団体 と して 正 式の 認可 を受 け る まで に こぎつ け た もの で あ る。

現在SWIFTの 理事 会や 運営 委 員会 が,ロ ジカ社 と共 同で,約30の 業 者 に つ いて 機種 を検

討 中で あ る。 お そ ら く当初 契約 高が 約6百 万 ドル に もな る最 終 サプ ラ イヤ ーの 決定 は,遅 く とも
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1974年 初 頭 まで には行 なわれ る もの と思 われ る。

(3)シ ス テムの 概要

(a}対 象 業務

①SWIFTの 対 象 業 務は,上 述 の よ うに,国 際間 銀 行業 務に 関連 した 支払 送金,計 算 書

その他 の メ ッ セー ジ交 換に 限 定 され てお り,現 在 の とこ ろ決 済機 能 を有 してい な い。 した

が って,メ ッセー ジ もテ キ ス トの フ ォ ー マ ッ ト・チ ェ ックを行 な った の ち相手 銀 行 に届け

る だけ で,内 容 に関 す る統 計 な ど も一 切 と らない予 定 で あ る。

事務 局 で も,SWIFTはDataCenterで はな く,MessageSwltchlng

Centerに す ぎ ない と明 言 して い る。 しか し,こ の点 は,国 際 決済 銀 行(BIS)の 機

能 な どとど うか らみ合 わせ るべ きか とい う ような 問題 を含 め て,今 後 の 検討 課題 といえ よ

う。

② 第 二 の問題 点 は,SWIFTの 加盟 行 で あ って も,相 互 に 送信 で き る相 手先 は コル レス

先 銀行 に限 られ てい る点で,1973年4月 に ス ター トした わが 国 の全 国銀行 デ ータ 通信

シ ステ ムが,加 盟行 金 店舗 との 自由な オー プ ン ・コル レスに して い る こ とと大 きな 相異 を

見 せ てい る。 この 点 も将来 のSWIFTに 課せ られ た大 きな 課題 とい って よいで あ ろ う。

(b)シ ス テムの構 成

① 本 シ ス テム の構成 は 図2-15の 通 りで,当 初 は,オ ラ ンダ の アム ス テルダ ム とベ ル ギ

ーの ブ ラ ッ セル に ス イ ッチ ング ・セ ンタ ー と コン セ ン トレ一夕 を設 置す る ほか,ヘ ル シ ン

キ,ス トッ クホ ルム,オ ス ロー コペ ン ハー ゲ ン,ロ ン ドン,フ ラ ンク フル ト,パ リ,ル

ク セ ンブ ルグ,ウ ィー ン,チ ュー リッ ヒ,ミ ラ ノ,モ ン トリオー ル,ニ ュー ヨー クの13

カ所 に コ ンセ ン トレー タが 設置 され る。各 銀行 は,最 寄 りの コ ンセ ン トレー タを 通 じて 自
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図2-15TheS.W.1.F.T、Network
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行 システ ム と接続 す る よ うに な って い る。

スイ ッ チ ング ・セ ンタ ーは,当 初上 記 の2カ 所 で あ るが,将 来 は3ま たは それ以 上 の 拡張

も予想 され て い る。

② 本 シ ステ ムは,基 本的 に ス トア ・ア ン ド・フォ ワー ド ・ス イ ッチ ング ・シ ステ ム を採 って

お り,コ ンセ ン トレ一夕は ミニ ・コンピュー タ を ベー ス としてい る。 また 各 ター ミナ ルは,

ス イ ッチ ング ・.セ ンター に直接 で もまた コ ンセ ン トレ一夕 を通 してで も接続 可 能な よ うにな

って い る。

③ 各 ス イ ッチ ング ・セ ンタ ー間 あ るい は コンセ ン トレ一夕 との間 の 通 信は,当 初 フル ・デュー

プ レックスの4.800B/S・ ライ ンで接 続 され るが,将 来 トラフ ィッ ク量が 増 えれ ば9,600

B/Sに ス ピー ド・ア ップす るこ とも考 え られ て い る(図2-16)。

④ これ らの 回線 は各 国 に また が る国際 専 用線の た め,関 係各 国のPTT(郵 政省)が 合 議 し

た結 果,通 常 回線 使 用料 に20%の 付 加料 金 を課 した 上 で認 め る こ とに合 意が な され て い る。
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図2-16NetworkBlockDiagram

(c)デ ータ量

SWIFTシ ステ ムが 処 理す べ き トラフ ィ ック量 に つい て は,各 加盟 行 で慎 重な 予測 が な さ

れ た結 果 年間 約8%の 伸 率で1980年 に は1日 約260,000件 の処 理が 必 要で あ ると の見
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通 しに 達 した。 これ は,時 間 当た りに 直す と1秒 間23件 の処理 に 相 当 し,さ らに1985年

に、は これ が1秒 間35件 に 達 す る見 込 みで あ る。

(d)タ ー ミナル

コ ンセ ン トレ一 夕 と接 続 され るべ きター ミナ ルは,コ ンセ ン トレー タ との イ ンタ ー フ ェイ ス

が とれ る限 り,参 加行 は次の よ うな タ ー ミナル の 中か ら自 由に選 べ るよ うに な って い る
。

① 公 衆 テ レッ ク ス ・ター ミナル

テ レッ クス経 由の メ ッ セー ジは,CCITTNa2(ボ ー)5レ ベ ル'コ ー ドで 送信 され る

が,コ ンセ ン トレ一 夕 は,こ の コー ドと本SWIFTネ ッ トワークの 標 準 コー ドで あ るISO-

7コ ー ドとの変 換 を行 な う。

② 専 用 テ レプ リンタ ー ・タ ー ミナ ル

本 ター ミナ ルの最 小 構 成 は,半 二 重方 式 の1台 の送 ・受 兼 用 キー ・ボー ド ・プ リ ンターで'

も よいが,で きれ は送 ・受別 々の送 ・受信 機 を設 置す る方が 望 ましい とSWIFTで は 勧告

してい る。

③ 磁 気 テー プ送 ・受 信 用 ター ミナ ル

送 受信 の デー タ量 の 多い 銀 行は,磁 気 テ ープ 装置 とコ ンセ ン トレ一 夕 とを専用 線 でつ な い

で,メ ッセー ジ交換 を 行 な うことが 可能 であ る。 ただ し,こ の場 合 も テ レプ リンタ ーの 場合

と同様,バ ック
、・ア ップ と送 受信 の 並行 作業 の ため に、 送 ・受 信 それ ぞれ 別の 磁気 テ ープ ・

ユニ ッ トを設け る こ とが 勧め られ てい る。

また,磁 気 テ ー プ装 置 だけ で な く,デ ータの ロッ ギ ングや 警 報 メ ッセー ジの受信 のた あに

テ レプ リ ンタ ーをあ わせ て設 置す る ことが 要 求 され てい る。

④ コ ン ピュー タ とコ ンセ ン トレ一夕 との 直結

オ ン ・ライ ン ・シ ステ ムを使 用 中の 銀行 にっ い て は,自 行の コ ンピュー タ とSWIFTの

コ ンセ ン トレ一 夕 との直 結 も可能で あ る。

⑤ ター ミナル ・コ ン トロー ラ

銀 行 に よ っては,各 端 末 機 を,タ ー ミナル ・コ ン トロー ラ を通 して コ ンセ ン トレ一 夕`こ接

続す る こ と もで き る よ うに な ってい る。

これ に よ って,複 数 の ター ミナル を持 つ 銀 行に とっ て は,回 線 コス トの節 約,暗 号や セ キ

ュ リテ ィ ・チェ ックな どの処 理 を事 前 に行 なわ せ る こ とが で きる こ とや
,タ ー ミナ ル機種選

択時 の 自由 度 が増加 す る な ど メ リッ トが あ げ られ よう。

(4)SWIFTの 運 営

SWIFTの 株 式 資 本 は,加 入銀 行が 保有 し,各 行 の保 有 株数 は,全 トラフィ ック に対 す る各 ・

銀 行 の比 率 に基 づい て 決定 され る(毎 年 更 新)。 加 入銀 行 は,最 低で も1株 の議 決 権 は持 つ よ う

にな って い る。

.株主総 会 は毎 年開 催 され るが,年 次総 会 の間 は22名 の理 事会 がSWIFTの 運 営 管理 を行な

う。
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総 出 資 金 は1,000,000米 ドルで あ るが,他 に15百 万 ドル の借 入が 予定 され て い る。

(5)SWIFTの 今 後 の 計画 とB本 の 参加 問 題

(a)今 後 の 実施 スケ ジ=一 ル ・

1974年 初 め

1975年 終 り

1976年4月

1977年 終 り

1978年 以 降

日本 の 参加 問題

シス テム 構成 機 種 ・メ ーカ ーの決定

ア ム ステ ルダ ム と ブ ラ ッセルの セ ンター を結 合

イギ リスの 銀 行 を 対象に本 シス テムの 試行 を開始

ヨー ロ ッパ13カ 国 お よび カナダ,ア メ リカ の 約250行 を 結合

日本 を含 む諸 外国に本 システ ムを拡 大

(b}

わ が 国 の参加 につ い て は,SWIFTの 定 款第8条 で,「 会 員 と同 種の 業 務 を営 み,ま た 国

際 金融 メ ッセー ジの 送信 を行 な うもの と理 事 会が認定 したい か な る組織 体 で も,本 シ ス テムへ

の 入 会 が認 め られ る 」と して い るの で,ま ず 問題は ない 筈で あ る。

SWIFTの 事務 局 で も,日 本 な どを 含 め る とな れば,そ の 交渉 や シス テ ム ・デ ザ イ ンの や

り直 しな どにか な りの 日時 を 要す る こ と とな り,ス ター トが 遅 れ て しま う。 何 は ともあ れ,当

初 か らの加盟 行 として も,ス タ ー ト時期 を これ以 上遅 らせ る こ とな く,一 刻 も 早く運 用 を開 始

した し・とい うのが 共 通 の願 いで あ る。 本 来加 盟行 が増 え る ことは,量 産 メ リッ トが 期 待 で きて

経 済的 に も プ ラスで あ る うえ,極 東 と の取 引を有す る 銀行 に とって もメ リッ トが 大 きい の で,

将 来的 に はぜ ひ 日本に も入 って もらい たい とい ってい る。

資 料 一 覧
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2.5英 国行 政 管 理 庁 中央 コ ン ピ ュー タ局 の コン ピュー タ行 政

調 査 先

所 在 地

調査期日

面 接 者

調 査 員

CivilServiceDepartment2

CentralComputerAgency

RiverWalkHouse157-61Millbank,

LondonSWIP4RT,England

1973年11月16日(金)

Mr。Jordan

Mr。Meadows

Mr.Coppack

Mr。Paton

Mr.Thompson

篠 崎,石 崎,鈴 木,小 僕 ㌧ 小 野

2.5.1概 要

(1)設 立 の 背 景

CentralComputerAgency(CCA)の 取扱 う範 囲は 中央官 庁の みで,地 方 自

治体 の有 す る大学,病 院 等 の コン ビ=一一タ業 務 は所 管外 で あ る。CCAは 政 府内で の コ ン ピュ

ー タ 利 用の 中心 的機 能 を 果たす た めに1972年4月 に 設 置 され た。OCAが 設 置 され る 迄は

この機 能 は各 省 が負 担 していた 。例 え ば,コ ン ピュ ータ機 器 の評 価,テ ス トは 通 商産業 省 の技

術 援 助室,政 府 の コン ピ ュータ政 策,利 用 に関 しての助 言は 政 府 または 外部,プ ロジ ェク ト開

発,管 理 はCivilServiceの 管 理(コ ン ピ ュー タ)局 が また財政 面 は大 蔵 省,設 備 の調 達

は王 室調 達 庁 が当 ってい た。

こ こ10年 間に,商 業,工 業,科 学,社 会,環 境 問 題に 政府 の 影響 が大 き くな り,そ の ため

行 政.ヒ,管 理 上 の技 法の 開発,普 及 に よ り政 府 自 身の 効率 を 高め る必 要が生 じて 来 た。 そ の結

果1968年 にCivilServiceDepartment(CSD)が 発足 した。 その時 に はす

で に コ ン ピュー タは管 理 の 手段 と して 重要 に な ってお り,さ らに 進 んだ シ ステ ムー リアル ・

タ イ ム処 理 とか デ ー タ ・パ ンクで ある とか 一 が 行政 サー ビスの 向上に よ り一 層 貢献す る こ と

が わ か っ てい た。 そ して,コ ンピュー タの 能 力は 現在 の行 政 上の 境 界 を こえて,有 効性 と経 済

性 とを 増大 した ため,コ ン ピュー タ利 用の 総 合化 のた め に 一つの 強 力な組 織 が 必 要 とな った。

そ して 生 れた の がCCAで あ る。

(2)産 業 へ の 援 助

コ ン ピュー タ ・ユ ー ザ としての 政府 の 利 害 と コ ンピュー タ産業 界の利 害 の独 立性 を守 る ため

当Agencyに は産業 界へ の援助 は含 まれ ていな い 。 それ は通 商 産業省 が 行 な う。 しか し,政

府 の購 入援 助政 策 への 適 切 なる 指導 は あ る。
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ハ ー ドウェ ア分野で の 政策 は次 の通 りで あ る。

①ICLか ら単独 入札 に よ る大 型 コ ンピ ュータの購 入

② 互 換性 を考 慮す る必 要があ る場合 は,特 定 供給 者 の単独 入 札に よる。

③ そ の他 の 場合 は,競 争入 札に よるが,可 能 な場 合は英 国 メー カ を少 く とも1シ ス テ ム含む も

の とす る。

④ 評 価上 の メ リッ トに つい て,契 約 を厳 格に 審査 す る こ と。

(3)組 織 上の 位 置づけ

この 機 撲 を大 きなユ ー ザ と して の省 と一緒 に す るこ とは,国 内産 業 と中央政 府 との 利 害 の 対立

の 問題 を 引 き起 し好 ま しく ない 。む しろ大 蔵省 とか,CSDの よ うな 省 と新組 織 を編成 す る こと

の 方 が 利点 が多 い。 それ は,こ の よ うな省 の責 任は 現 に中央 政 府全 体 に 拡が ってい るか らで あ る。

一方の 案 と して
,政 策,計 画,機 能 を執行 機能 と分 離 して,独 立 した省 にす る こ とも考 え られ た。

しか し,急 速に 発達 し,か つ 重 要な コン ピュー タ界 に おい て,政 府決 定 と執 行 とを分 離 しな い こ

とに も十分 な る 理由が あ った。CSDの よ うな 中央 省庁 に 十 分総 合 され た機 関 が正 当な アプ ロー

チの よ うに 思わ れ たので あ る。 効 率に 撰する 責 任に 加 え,一 般 にCSDは,政 府省 庁の 組織,そ

れ らの 境 界に また が る広 範 な 問題 に 昌ξ保 して くるの で あ る。そ れ は また,O&MやORと い った

集 中 した管 理運 営 サー ビス も提 供 してい るので あ る。 さ らに は,各 省 行政 支 出 とか 人的 資 源 の要

求 に関 して 中 心 的な権 限 を行使 して い る。 当機 関 は この機 能領域 に まさ に 合致 して お り,そ れ 故

CSDの 一部 に な るこ とが 決定 したの で あ る。

(4)役 割 と目標

当機 僕の 役割 は 行政 効率 の 促進 とは ばひろい 政 策選 択 を 目標 に政 府行 政 に コ ンピュー タ シ ス テ

ムを適 用す る ことにあ る。 目標 は次 の通 りで あ る。

(a}コ ンピュ ー タ政策

① コ ン ピュ ータ ユー ザ と して の政府 の 政 策の 決定

② コンピュータ'ハ ー ドウエ ア・ ソ フ トウエ アお よび コ ン ピュー タ 利 用につ い て各 省 が政 府 の

政 策 と合致 す る こ とを確 保す る。

(b}コ ンピュ ータ の計 画

政府 の コ ンピュ ータ利 用 の将 来の 方 向,ア プ リケー シ ョンの分 野 を探 求す る こ と。

(c)財 政 上 の承 認

コ ンピュ ー タお よび 付 属機器`こつい ての 支 出権 限 を与 え る前 に,提 案 され た設 備が 次 の 条件

を満 足す る よ うに 各省 の プ ロジ ェク トを 監視 す る こと。

① 技術 的に 実 行可 能で あ る こと。

② 中央 政府 政 策に 合致 す る こと。

③ 当該 の省 に よって,ま た はそ の省 の ため に提 供 され る サー ビス の質 を低 下 させな い こ と。

④ 差 引勘定 の便益 が なけ れ ば,割 引 き現金 フ ロー ベ ースで 評価 して 置 き換わ る前の シス テ ム

よ りも費用 がか か らな い こと。
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(d)コ ン ピュ ータ プ ロジェ ク トにつ い て

① コ ン ピュー タ能 力に 対す る各省 の 要求 が,次 の方 法の うち最 も適 当な 方 法 を満た して いる

か を確 実に す る こと。

イ。そ の省 の現 在の 設備 の 予備 能 力 でよ い

ロ。CCA自 身 の設 備 で よい

ハ 。民 間 セ ンタ ーが よい

二.専 用設備 が よい

② 特定 の 要求 に応 じて,お よび コ ン ピュー タの最善 の 使 用 を促 進 す る通常 業 務 として,政 府

各 省 に コ ン ピュータ の あ らゆ る面 につ い ての助 言 と情 報 を提 供す る こ と。

③ 政 府の コ ンピ ューテ ィ ン グ,お よびプ ロ ジェ ク ト設 備 管理 の ため の スタ ンダ ー ドを設定 す

る こと。

④ 各省 と協 力 し,か つ 外部 コ ンサル タ ン トの援 助 を得 て,コ ン ピュー タ システ ムが 妥 当 な も

のか ど うか,お よび 次 の 目的 の ため に設 置後 の 再審査 を 促進 す る こ と。

イ。 シ ステ ムが 支 出認 可の 基 礎 と され た コ ス トエフ ェ クテ ィ ブネス の水 準 を達 成 し たか ど う

か を 立証 す る こ と

ロ。 シス テ ムを 改善 す るた めに 必要 な 行動 を起 す こと

パ 特別 の アプ リケー シ ョンの 利益,不 利益を 確認 す る こと

(e),コ ン ピュー タサー ビス

政 府 各 省や他 の公 共部 門団 体 に対 し・ 購 入 ・試 験 を含 め て・ 集 中して最 も よ くオペ レー トさ

れ た コン ピュー タサ ー ビス を提供 す る こ と。

(f}議 決

議決 やPESC目 的 の ため コ ン ピュ ー タ,付 属 機器 の支 出につ いて の全 般 的 見積 りを作 るこ

とに よ り,必 要 な財 政 上の準 備 が コ ン ピュー タの要 求 に対 して な され て い る よう確保す る こ と。

(g)高 度 な技術

各省 の諮 問に応 え て,政 府 の コ ン ピュー タプ ロジ ェク トや 設備 の効 率や 有 効性 を改善す るた

め,特 殊 の コン ピュー タ技術 を探 求す る こ と。

(h)代 表.

産業 お よび国 内 ・国 際諸 団体 に関連 して コ ン ピ ュータ ユ ーザ と して 政 府 を代表す る こと。

(の 人 事 管 理,人 的 資源

政府 コ ン ピュー タ要 員の 人事 管 理,人 的資 源,訓 練 要請 お よび 給 与構造 に つ いて 中央 省 庁に

助言す る こと。

(j)経 済性 と効率

当機 関の 業務 を妥 当な経済 性 と効率 をもっ て行 な うこ と。

'イ
。各 省 が経済 的 限界 内で 自身 の ス タ ッ フの熟練 と専 門技術 を 強化す る よ う奨 励す る こ と。

ロ。 当 機 関と 各省 が製 品 お よびサ ー ビスに おい てcivilserviceの 資 源 に代 替 可能な
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効 率 と経済 性 とを提 供で き る商用 外部 機 関 を利 用す る ことを奨 励す る こ と。

ハ。 当機 関の熟 練 ・専 門 技術 が そ の基 本的 な業 務 に充 分で あ るこ とを 確保 す る こ と。

2.5.2詳 論

(1)コ ン ピ ュータ使 用の現 況

中央 政 府(地 方 自治体,国 営企 業,大 学 病 院 を除い て)の コ ン ピュー タ の使 用状 況 は以 下 の

通 りで あ る。

(a)ハ ー ドウェ アにつ いて

設 置 され てい る コ ンピュ ー タ総数 は約270台,金 額 に して 約9,000万 ポ ン ドで あ る。 今後

6年 の あい だ に機械 は ます ます 大型化 す るた め 台数 は 約230台 に 減 少す る もの と予 想 され て

い るが,逆 に 金 額 は1億5,400万 ポ ン ドに 上昇 す るで あ ろ う。 能 力は2倍 以 上 にな る 筈で あ る。

(b}ソ フ トウェ アにつ い て

COBOLの よ うな ハ イ レベル 言語 の使 用 傾 向が続 き,ご く僅 か の新 しい プ ログ ラムが ロー

レベル 言語 で 書 かれ てい る状 態で あ る。

(2)ADPシ ス テム の例

中央政 府全体 の コ ン ビ=・一一タ能 力の約50%は 国 防の 要請 に使わ れ てい る。 残 りが各 省 の ため

の もの で あ る。 各省 の デー タ処 理の ニ ー ズは それぞ れ の 目的 に応 じて 導 入 した各 省 の コ ン ピュー

タに よ り大部 分 が処 理 され てい る現状 で あ る。 この状 態は将来 と も 実質 的 変化 はす る こ とな く続

くで あ ろ う。 コ ン ピュータの 使 用 は ます ます 増大 し,それ と併 行して い くっ かの オ ンライ ン システ

ムが 開発 され る予定 であ る。 よ り重 要な 官庁 のADPシ ステ ムの い くつ か を以 下に 説明 す る。

(a)官 庁 統 計

中央 統 計 局は政 府 の統 計 の 調整 の 責 を 負い,統 計応 用 面にお け る コン ピュー タ使 用に 関 して

各 省庁 に 助 言 を与 える。 ケ

産業 統 計局 は 通 商産業 省の 一部局 で あ る。 こ こは,生 産,流 通 の セ ンサ スを もとに 産業 統 計

の シス テム の 開発 の責 を負 って い る。 中央 商業 レジスタ ーが将 来設 置され る ことが見 込 まれ る。

人 口 セ ンサ ス調査 局は 社 会統 計作成 の 責 を もつ 。 大半 の官 公庁が それ ぞ れ の 機 能に 関 す る統 計

の作 成に コ ンピュー タを使 ってい る。

(b)SocialServiceApPlications

コン ピュ ー タは社会 保障 の 分野`こす で に 積 極的 に使 われ てお り,諸 計 画 は こ こ10年 間 の コ

ン ピ ュー タの 可能性 を開 発す べ く着 々 と進行 中で あ る。

4つ の イ ンス トレー シ ョンが あ る。

①GraduatedRecordsBranch,Newcastle .x,ノ
こ こで は 約3,500万 人 の 記録 を 保 有 し て お り,現 在 主 と し て,GraduatedNationa'1

1nsuranceの 掛 金 の 記録 と か,Statepensionに 関 係 し て,雇 用 者 の 所 得 の 記

録 とか,受 益 評 価 とか あ る い は 年 金 な ど の 資 格 審 査 な ど の 業 務 を 行 な っ て い る。 設 置 コ ン ビ
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ユ 一 夕 は3台 のICL1906Aで 約220億 字 の フ ァ イルが あ り,こ の ファ イルに1日

5万 件 の照 会 が あ る。

②ADPBranch,Newcastle

こ こで の業 務 は流 動的 で ビュ ー ロー と して 活動 してい る。

業 務 の 一例 を あげ ると,も っ とも大 きな もの は退 職者,未 亡 人の 年 金支 給で 約600万

人 の対 象 者 がい る。

年 金 支給簿 ま たは 年金 チェ ック で 発行 し郵 便 局で 現金 化 す る。 年 金 チ ェ ックは1日 約1

万件,年 金支 給 簿は1日 約10万 件 発 行 され る。

次 に大 きな 業 務は 家族 手 当附 加金 の 支給 事 務で あ る。 コ ン ピュ ータ ファ イルに は400

万 以 上 の家族 の レコー ドが 含 まれ て お り,1週 約10万 件 の支 給 簿が 発 行 され る。 そ の他

に,当 省 の 約7万 名の スタ ッフ の給 与 計算,人 事記録 も行 なっ てい る。

③ReadingComputereenter

パ イ ロッ ト計画 として失 業 保 険の 計 算業 務 を 行な って い る。ICL1904,1906

を共 用 し,各 職 業 紹 介所か らの テ レタ イプに よ りデ ー タを収 集,分 散 す る。 この計 画が う

ま くい った ので 全域 的 に 拡げ900の 地 方 事 務所 と2つ の コ ン ピュ ータ セ ンタ ー(レ デ ィ

ング と リブィン グス トン)を 結ぶ 予定で あ る。 この 計画 に 要す る費 用は,タ ー ミナル 装 置

を含 め て約450万 ポ ン ドが 見 込 まれ,約2,0・OO人 の職 業紹 介所 ス タ ッ フが 節 約 で き る 予

定で あ る。

そ の 他 に,レ デ ィ ングセ ンタ ーで は,療 養 手 当の 支給,工 場 災害 に よ る傷害 手 当 の支 給

な どを実 験 してい る。

④FyldeComputerCenter,Fleetwood

こ こで は看 護 婦や 医療 機 関従 事 者 の保 険額 の レコ ー ドを保管 してい る。

(c)内 国税 収 入

内国税 収入 はス コッ トラ ン ドで はコ ン ピ ュー タに よ り税 の 査定,徴 収 が ルー チ ン ワー ク と

して行 なわ れ てい る。 ロ ン ドン地 区 で の徴 収 業 務は コン ピュー タで 行 なわれ てい る。 政 府 は,

1977～78年 の 個 人税の 新 し い 計画 の導 入 を サ ポーFす べ く大き な コ ン ビa－ 夕 シス テム

の 開発 に没 頭 してい る。 それ は徴 税 業 務 の機 械化 を さ らに 進め て3個 所 の大 きな コ ンピュ ー

タセ ンター に よ り,全 国的規 模 の もの に な る。

TaxCreditコ ン ピュ ータ シ ス テム はバ ッチ処理 か ら,多 数 の ロー カル ター ミナル か

らの オ ンラ イ ンに よる応 答 機能 を 含 めて 開発 され る予定 で あ る。

(d)DepartmentofNationalSavings

貯 金 省 は二つ の 大 きな コ ン ピューータ セ ン ター を開発 してい る。来 年,早 々に はICLシ ス

テ ム4/72コ ンピュー タ シス テ ムがLythamに 導 入 され る 予定で あ り,延 べ1億8,000

万 の証 書 を含 め て2,000万 人の 保 険 証書 所 持人 の 記録 を 機械1ヒす るつ もりで あ る。 コン ピュ

ータ は貯 蓄証 明 書,'稼 い だ ら貯 蓄へ'計 画 に 関係 して の処 理 を行 な う筈で あ る。
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グ ラス ゴーでは,同 じ ような シス テムが2,000万 人 の銀 行 預 金口座 の機 械化 を始め るべ くす で

に導 入 され て お り,二 番 目の コン ピュー タ シス テ ムが 来年 の春 に導 入 され る 筈で あ る。

イ ンプ ッ ト量 は この プ ロジェ ク トでは 特に 重 要で22,000の 郵 便局 か ら 日に300,000件 受け

つけ,400人 の 人 が デー タの準 備 のた め に雇 われ て い る。 将 来の 開発 には 磁気 テー プか ら磁 気

ディ スク(DASD)に メ イ ン ・ファイ ルの 変 更 を考 え てい る。

(e)関 税 と消 費税

世 界の 主な 航 空 会社,船 運 会社 と共 同 して 関税 と消費 税 の シ ステ ムは ヒース ロー(ロ ン ドン

空港)で リア ルタ イムの コ ン ピュ ー タ処 理で 行 なわ れ てい る。・この シ ステム は2台 のICLシ

ス テム4/72コ ン ピュ ータが使 われ,関 税 書 類の 処 理 と 同じ ように 輸 入物 品の 在 庫 調整 の 処

理 を 行な ってい る。

担 当省 は,新 しい 附加 価値税(ValueAddedTax)を 処 理す る た めに197.3年4月

に 新 しい シス テム を導 入 した。 この シス テム は,2年 半 の期 日を 要して 計画,設 計,導 入 が 実

施 された。 切 迫 した タ イ ムテ ーブ ルに よ り制約 を余 儀 な く され たが,メ イ ンフ ァ イル にDAS

Dを 使 う等,非 常 に複 雑 な システ ムを作 成 した。

(f)'DepartmentofEmployment

労働 省で は,コ ンピュー タに よる求 職業 務 の可 能性 を テス トす る た め,1974年 後 半に パ イ『

ロ ッ ト計 画を稼 動 させ るべ く着 々 と開 発を進 め てい る状 態で あ る。最 初は,ロ ン ドンの イース

5エ ン ドの9個 所 の支局 が70台 以 上の 表 示 端末 を使 ってOCAに オ ンラ イ ンで 結ば れ る 予定

で あ り,も し成 功すれ ば,計 画はGreaterLonon地 区に さ らに 可能な ら ばそれ 以 上 の地

区 に拡張 され る だろ う。

(9)Ci・ilS・ ・viceDep・ ・tment(CSD)

CSD自 身は,PRISM(PersonnelRecordandInformationSystem

forManagement)の 開 発中で あ る。1969年 に 始 ま ったが,1974年 の 終 り迄に

は9～10の 官庁 コンピ ュ ータに集 中 して い る50万 人の 行政 官(non-industrial

staff)の 総合 され た支払,個 人記録 を作 る こ とが 目的で あ る。 この総 合 レコー ドの サ ブセ

ッ トは チェシ ン トンに あるCSD所 有 の デュ アル コ ン ピュ ータ に より集中 的に 処 理 され る 予定

で あ り,そ こで は,人 事 管 理 のあ らゆ る面で の情 報の 提供 を考 慮 しつ つ マ ンパ ワー 計 画に 使用

され る ことに な ってい る。1974年 以 降に は 開発努 力 は管理 面 に よ り効 率 的に 役 立つ サー ビ

ス を提 供す る た め の個 人 レコー ドの拡 張に 向け られ る だろ う。CentralPersonal

Recordは 要 求 に対 し遠 隔 地の 表示 装 置か らす 早 く応 答 で き るよ う総合 的 な イ ンバ ー デ ッ ド

フ ァイ ルに構 成 され てい る。

(h)DepartmentofEnvironment

環 境 省 は 自動車 車検,登 録,100以 上の 地方 税 務所 か らの 運転 免 許証 交 付 を行 な うた め,、

ス ワ ンシー に大 きな コ ン ピュー タシ ステ ム を開 発 中であ る。3台 のICLシ ス テ ム4コ ンピュ

ータが 使 われ る。 実 際 の業 務 施行 はす でに 始 ってい るが,1977年 迄は 完全 な姿 には な らな
`
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い 。 そ の頃 には,2,300万 以 上の 運 転免許 証,3,000万 以 上の車 検が あ ると 予想 され る。 そ の

作 業 は 自動 車犯 罪 等に 関係 して 警 察に よる メイ ン ・フ ァイ ルの作 成 の 要請 を 促進 させ るで あ ろ

う。 注 目す べ き点 は この プ ロジ ェ ク トの 開発 過程 の 管理 のた め にPERTを 使 ってい る ことで

あ る。

(り その他 の システ ム

王室 調達 庁 は政府 の 出版 物 を扱 ってお り,こ の仕 事 に全 面的 に コ ン ピュー タ を使 う ことを 計

画 してい る。 そ の うち プ リン ト作 業 のい くっか に は,コ ン ピュー タ に よ るタイ プ ・セ ッテ ィ ン

グ法 をす で に使 って い る。 法律 関係 の コン ピュ ータ の使用 は,英 国 で は まだ制 約が あ る。 若干

の 実験や研 究は され て はい た。 しか し,コ ン ピュー タで 法令 を探 す とい う よ うな 直接 的な 応 用

は まだで あ る(HMSOで は,法 令 の リプ リン トに コ ンピュ ータ に よる タ イプ ・セ ッテ ィ ン

グ法 を使 って は い るが)。 コ ン ピュ ータに よ り土地 の 取 引に 撰 して の 抵 当 権な どの 検 索 を まも

な く始 め る予定 で あ る。

教育,科 学省 は退 職 手 当を 目的 に 教 師の レ コー ドを コ ンピュー タで 処 理 し教 育統 計 の作 成 に

装 置を 積極 的に 使 って い る。

(4)ネ ッ トワー ク とそ の他 の 問題

(a)NetworksanddataCommunications

英 国の郵 政省 の将 来 計 画で もあ る。 過去,広 い範 囲 に わた って 研究 を して 来た。1968年

調査 が 行 なわれ,技 術 的 検討 が 行な われ た,そ れ に よる と

1975年5月:実 験的 なPacketSwitchService開 始

1977年:leaseddigitaldatanetworkの 導入

1978年:circuitswitcheddigitalnetwork開 業

1980年 代:全 国 を カバ ーす る 予定

とな ってい る。

今 日の デ ータ サ ー ビスは アナ ログ 方式で あ って,こ の サー ビスは 多 くの 人 を 満足 させて きた

が 今 後 はデ ィジ タル方 式 にす る 予定 で ある。

稼動 中の ネ ッ トワー クは英 国で は多 ぐは ない がBritishAirways(英 国 航空)の

もの が代 表 的な もの で あ る。 現 在,開 発 中 の ネ ッ トワー クはい くつ か ある。 例え ば,警 察の ネ

ッ トワー クが あ る。 このシ ステ ムは リアル タ イムで 働 らき犯 罪経 歴,盗 難車 の 調査,矢 線 人

運転失 格な どのIRを 行な うもの で,1974年 は100タ ー ミナ ル,5年 後に は1,000タ

ー ミナ ルに する 予定 で あ る。

環境 問題 では,コ ン ピュー タ は あ まり使 われ てい な いが,WaterPollution

Researchで は汚 染 計画,工 場か らの排 水,流 れ の状 況等 を コ ン ピュ ー タ を使 った数 学モ デ

ルで 解 明 してい る。 将 来,環 境 部門 で コ ンピュ ータ の使用 を増 やす こ と を考 え て い る。

(b)プ ライバ シ

現 在 は プラ イバ シの 立 法 はな いが,昨 年 政 府の 。Younger'委 員 会 が民 間企 業 の デ ータ
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バ ンク,プ ラ イバ シの 調査 を行 な った。 そ の調 査 結果が 近 々 の うちに白 書 と して報 告 され る筈

で ある。

(c)CPUの 選 定

各省 とCCAと 共 同で選 定 す る。ICLは 特 に大 型 プ ロジェ ク トで 優 先権 が 与え られ,適 当

な機 種 がな い 時 に はICL以 外 に も機会 が 与 え られ る。 小 型 プ ロジェ ク トで は この 限 りで は な

い。

中央 省庁 で は 台数 で70%以 上ICL

価格 で75%〃

英 国全体 で は 台数で48%〃

価格 で43%"

機 種選 定に はGibsonMix,ProcessMix等 は 単純 なの で,時 々数 機 種のbench

marktestを 行 なってい る。SCERTも た まに 使 用 して い る。

資 料 一 覧

1.COMPUTERSINSUPPORTOFTHESOCIALSERVICES

2.ImplicationsofusingModular

Programming(EvaluationofProgrammingandSystems

Techniques)
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2.6オ ランダ ライ モ ン ド地 区 の 大気 汚 染監 視 シ ステ ム

調 査 先

所 在 地

調査期日

面 接 者

調 査 員

RijnmondPubいcAuthority

OpenBaarLichaamRijnmond

I〈antoorRilnmond,Rotteldum,Vasteland

Netherland

1973年11月19日(月)

Mr.MGoumans(RilnmondAuthorityDepr・

EnvironmentCare)

篠 崎,石 崎 鈴 木,小 関,小 野

96/104,

of

2.2.1概 要

RijnmondPublicAuthorityは ・オラ ンダで の最 初 の地 方行 政組 織 で あ る。 この 組織

は1964年11月26日 に 法律 に 基づ い て設 立 され た もの で あ り ライモ ン ド地 区に あ る23の 役

所(地 方 自治体)を 統 轄す るた め と,そ れ らの 利害 を 調整 す るため で あ る。

この ライ モ ン ド地 区(図2-17,図2-18,図2--19参 照)に は オ ラ ンダの 第2の 都 市で

ある ロッテ ル ダムが あり,こ の 町 は 年 間 出 入 船 舶 総 トン数 の点 で 世 界最 大級 の港 を持 ってい る。

ライモ ン ド地 区 は ライ ン河 の 河 口の 北 と南 の 部分 に 相 当し,Meuse運 河 とNieurwe運 河の

合 流 点 に あた り こ こに は港 湾施 設 と工場 群 が集 中 して お り,石 油 精製 施 設(全 体 で1億2千 万 トソ

の 精 製 を してい る。 オ ラ ンダのた め に使 用 され る石 油は この うちの2千 万 トンで 残 りの1億 トンは

西欧 諸国 へ の輸 出用で あ る),化 学 工場,造 船 所,金 属 工芸 企業 等が 存 在 して い る非常 に 高 度に工

業化 され た 地域で あ る。 そ して この 運河 地 帯に は100万 人 強 の人 々が 住ん で お り こ この 住 宅地は

この 重 工業化 に伴 って発生 す る公 害(大 気 汚 染 と騒 音)に 悩 まされ てい る。

この よ うに 港が あ り工 場が あ りそれ らが複 雑 にか らみ あ って い るた めそ れ らを管轄 してい る各省

が 複雑 に 関 係 してい るわ け で あ る。 これ らの 複 雑化 した 仕事 を うま く調 整す る機 僕乏 してで きた の

が この組織 で あ りこ こで は全 うイモ ン ド地区 の 実 行 計画 の 立案,そ の 計画 を 実施す るた めの 手段 と

す るす べて の政 策 の調整,港 湾 開発,工 業化,輸 送,リ ク リエー シ ョン,大 気 汚 染 の監視 と防止,

騒 音 の防 止,廃 棄物 処理 等 の仕 事 をや ってい る。

この機 関 に おけ る活動 と して は主 な もの を あげ ると

1.経 済 モデ ルの 開発

これは 労働 市 場の需 要 予測,環 境 衛生,住 宅,国 内輸 送 シ ステ ム等の 政策 お よび評 価 等に 利

用 。

2,交 通 と輸 送 の問題

3.実 行 計画 の立 案

4.環 境 衛生 の 問題
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が ある。

特 に この うち4の 問 題 につ い ては 特に 力を入れ てい る。 その 理 由 と して は高度 に 工業化 され た地

帯 で ある この ライ モ ン ド地区 に おい て は大 気汚 染 と騒音(工 場お よ び 自動車 等)が 著 しく,住 民 の

苦情 が 非常 に 多い た めで あ る。

この ために 電 話 に よ る苦情 処理 を 行な う機 僕TheOentralControlRoomfor

MeasuringairandnoisePo川ution(GMRK)が1965年 に 設 立 さ れ 昼

夜 苦情 を受 付け てい る。 そ して 携帯 無線 電 話器 を持 った 監視 員が常 時 巡 回 し,苦 情 が 発生 する とそ

の 場所 に 行 き発生 源 の 原因 を調べ そ の 原 因を 発見す る と発生 源 に 警 告す る とい う方 法 に よ り処 理 を

行 な ってい る。

ちな みに 騒 音に 関 す る基準 に つい て のべ ると,住 宅地 に おけ る夜間 にお け る基 準 は40db,昼

間は50db,ま た オ フ ィ ース街 にお け る 夜間 の基 準 は45db,昼 間 は55dbで ある。・これ は

特 に 法令化 された もの で はな く大体 の基 準で あるが これに よ り警告 を行 な って い る。

電 話連 絡 に よる処理 だけ では な くコ ン ピュ ータに よ る自 動監視 ネ ッ トワー クに よ り悪臭 と大気 汚

染の 監視 を行 ない 防 止 につ とめてい る。 これ は ライモ ン ド地 区 の31の 地点 にSampling

Stationを 置 き,こ こに亜硫 酸 ガス を検出 す る検 出器 を設 置 しSchiedamに あ るセ ン トラル

コン トロール ・ル ー ムの コ ンピュ ータ に毎分 の検 出結果 を送 り,そ れ を も とに コ ンピ ュ ータで は毎 時

の 平 均の値 を 出 しそれ が あ る量 を越 えた と きに 警報 を出 す ように してい る。 な お その 毎時 の 測定 結

果 の 平均値 を その 附近 の工 場 等に 知 らせ 大気 汚 染の 防止 に つ とめてい る。

特 に 注 目に値 す るの は,こ の ライ モ ン ド地区 では地 方 自治体 を超越 した機 関が 種 々の地 方行政 当

局 の 要請 に応 じて 運営 され てい る。 そ の機 関が この 組織 で あ る。 も う一つ は この 機 関の汚 染研 究所

の 所 長で あ るL.A。Clarenburg博 士 に よ って開 発考 案 され たSO2モ ニ ター 数 決定の 数 学 モ

デ ルを利 用 し,測 定 時 刻,風 向 そ して観 測 点 の配 置状 況 等の 条件 とは独 立 した,一 連の 重 要な統 計

チー タ を入手 し得 る よ うに してい る ことで あ る。
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2.2.2詳 論

(1)ラ イ モ ン ド地区 と公 害

ラ イモ ン ド地 区 は図2-19の ご とく ライ ン河の 河 口の 南岸 と北 岸 一帯 い わゆ るMeuse運 河

とNieuwe運 河 と よばれ る部分 の 周辺で その 面積 は150,000エ ーカ,こ の面積 は全 オ ラ ンダ

の2%弱 に あた る。 また人 口は前 に も述べ たが 全 オ ラ ンダ の8%に あた る100万 人で 多 くの 大

製 油所 や化 学工 場な どが 存 在す る港 を持 ってい る。 この 港 は非 常 に深 い とい うこ と等か ら大船 舶

の 出入 りがで きる(10万 トンク ラス の船 も楽 に 出入 りが で き る)大 港湾 で あ る。 この よ うな 大

港か つ 非常 に 高度 に発 達 した 工業 地帯 の た め各 種 の工 場が 林 立 しそ こに は多数 の 悪 臭 を放つ 物 質

や,空 気 を汚 染 す る物 質(SO2,CO,Ox,NO,N(h,Br2,Hq等)お よび騒 音が 発 生 し住 民

は これ らに悩 ま され てい る。 この公 害に よる住民 の 苦情が1960年 頃か ら発生 し始め 増 大の 一

途 をた ど ってい る。

(2)公 害対 策

この よ うな 苦情 が 非常 に多 くな りかっ 公 害 も増 大 した ため1965年RijnmondPublic

AuthorityがCMRI〈 を設 立 した。 これ がComplaintsoffice即 ち 苦清 処理 機 関で

あ る。

も う一 つ はSamplingofficeで これ は汚 染の 標本抽 出 をや り警告 を発 しよ う とい うも

ので あ る。

(a)苦 情 処理

苦情処 理 は電 話 に よる方 法 を とった。 この 電話 は昼 夜受 付 け その 苦情 が 受付 け られ ると,携

帯 無線 電 話器 を備 え た 自動車 で 常 時巡 回 して い る監視 員 を 苦情が 発生 した 地点 に急 行 させ,公

害 の発 生 源 を探索 し原 因 を究明 す る。 そ して その 発生 源 をつ き とめ 警 告 を行 な う。 この 過程 を

ふ んで 苦 情処 理 を実施 してい る。

監視 員 はSchiedamに 約100名 お り この 人達が 常 時巡 回 してい る。 また これ らの 人達 は

常 時noiselevelの 測定 やairpollutionの 測 定 も行 な ってい る。

1965年 に は年 間7,200件 の苦情 が あ っ'た。 これ が1970年 に は 約20,000件 に 達 し非

常 に増 加 して い る。

(b)Samplingoffice

これ は ライ モ ン ド地区 の数10ケ 所 に 汚 染サ ンプ リング ・ス テー シ ョンを置 き これ に コ ン ピ

ュー タを接 続 して 汚染 状 況 を監視 しよ うとい うもので 大気 汚染 監視 システ ム といわ れ る もので

ある。 まず 大 気汚 染防 止 策 に どんな ものが あ るか とい うこ とか ら考 え てみ る と汚染物 質 の 放 出

を 予防 する こ とが 最良 の方 法で ある。 この 方法 とし ては工 場施 設 内や 自動車 のエ ンジ ンの 排気

ガス燃 焼 設備 の設 計 変更 が あげ られ る。 しか し これ だ け で はすべ て の 大気 汚 染 は防 止 で きない 。

根 本的 な解 決策 は安 定 した気 象 状 態が 続 く期 間 中汚染 物 質の排 出を 予防 し,か つ その よ うな気

象 状態 が 変化 す る まで汚 染 活 動 を一時 停止 す る ことで あ る。

これ を可 能に す る方 法 として は産業 廃棄 物 は 大気 の安 定期 に 蓄積 してお き,風 や 垂 直気 流が
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発生 した時 に 放 出す る方 法 と気 象 状態 が安定 してい る期間に は イオ ウ含 有率 の 低 い燃 料 を 使用

す る こ とで ある。

しか しそ れに は この 汚染 の状 態を 知 る必 要が あ りその状 態 を 監視 す る 必要 が あ る。で は 監視

を どの よ うにす るか。 全 汚 染物 質 は等 し く気 象 条件 に よる影響 を受 け 安定大 気 の もとで は これ

らの物 質は 発生 地域 内 の地 表近 くに停 滞 した ま まとな る。

従 っ て 監視 目的 上汚 染物 の 一 つを選 んで トレーサ ー(追 跡対象)に す る。 工 場の 燃 焼 過程 か

ら生 成 物 質 として最 も一 般的 で あり 自動車 か らは排 出 され な い とい う意味 も あ って トレーサ ー

と して 亜硫酸 ガス(SO2)が 選 定 され てい る。 ラ イモ ン ドに おい て は この 亜 硫酸 ガス を探 知

す る 装置 を地 理的 な 考慮 を 加え た う え あ らゆ る風向に マ ッチす る よ う分 散 させ て31ケ 所 に配

置 してい る(図2-20参 照)。

この うち8つ は特に 汚 染発 生 源の 風 下 に配 置 され てい る。 これ がサ ンプ リン グス テー シ ョン

で ある。 そ して ここか らSchiedamの セ ン トラル ・コン トロー ル ・ル ー ムに設 置 され てい

る コ ン ピュ ータ と 電話 回線 で接 続 し大気汚 染 の 監視 を行 ない その 汚染 量が あ る 量 を オー バ ー し

た 時 にそ の 発生 源の工 場 等 に警告 を発す る 。 そ の警告 に従 わず3カ 月 後 に おい て も まだ オー バ

ー してい る時は操 業停 止 の 措置 もとれ る。

//
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図2-20ラ イ モ ン ドのSO2監 視 シス テ ム の31ケ 所 の 各 サ ン ブ リン グ ス テ ーシ ョン
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(3)大 気 汚 染監視 シ ステ ム

(a)ハ ー ドウ ェアお よび ソフ トウ ェ ア

ラ イモ ン ドにお け る大気 汚染 監 視 シ ス テムの ハ ー ドウェ ア構 成につ い て 述べ る とPhilips

社 製P9201コ ン ピュー タ を使 用 し記 憶 容 量は12K語,16ビ ッ トの コ ア 。メモ リーで リア

ル タ イム操 作 の可 能な シス テムで ある。 この コ ンピュー タは マ ルチプ レク サ チ ャネ ル を通 して

Philips社 製のMTT(マ ル チ ・ トー ン ・テ レス ーパ ー ビジ ョン)デ ー タ伝 送 装 置の 二次

部 分 に 接続 され て い る。 この デ ータ 伝 送装 置の 一次 部分 はPhilips社 製 の亜 硫酸 ガス

(SO2)監 視 装 置(こ の 装 置は クー ロ ン測定 に 基礎 を 置いて お り,亜 硫 酸 ガ スは 臭 素 を連 続

して 滴定 して計 測す る仕組 に な ってい る)に 接 続 され てい る。 そ して この ネ ッ トワー クで は リ

ー ス電話 回線 が 各観 測 装 置(31サ ンプ リング ・ス テ ーシ ョン)と コ ン ピュ ー タ間の 情 報 伝達

を受 け持 ってい る。

この コン ピュー タ に接 続 され て い る汎 用 周辺 機 器類 に は リアルタ イ ムデ ー タ表示 用 ロギ ング

・タ イプ ラ イタ ー,目 盛 り検 査値 お よ びエ ラー をプ リン トす る ための 対 話型 タ イ プラ イ タ ー,

そ して高 速 度紙 テー プパ ンチ,高 速度 紙 テ ープ リー ダ,さ らに サ ンプ リ ング区域 の リア ル タイ

ム 監視 を遂 行す る測定 点 の地 形的 な デ ィス プ レイ等が 含 まれ てい る。 次 に ソフ トウ ェアで ある

が31地 点か らのSO2測 定 信 号 は直 接 マル チプ レクサ の ゲー トを通 して 走査 され 各々11チ

ャ ネル を持 つ3っ の グル ープ に 分け られ た の ち コ ンピュー タ'■プ ログ ラム に従 って 定 期的 に コ

ン ピュ ータに 送 られ る。 計数値 は信 号 毎(即 ちSO2検 出 装 置や テス ト ・イ ンプ ッ ト毎)に 蓄

積 され る。 即ち,コ ン ピュー タは1分 毎にSO2監 視 装 置 に質 問 を発 し,各 計 測 個所 か ら送 ら

れ て く るデ ー タの毎 時 平均 値 を 確定 す る。 即 ちSO2濃 度の 平 均値 は 毎時 間 測定 点 毎 に 計算

され,そ の毎 時 平 均値 は,即 時観 測 用 に タ イプ ライタ ーで 印刷 され ると同 時に,傾 向調 査 用の

オ ンラ イ ン処 理 に 回す た め紙 テ ープに パ ンチ ア ウ トされ る。風 向 デ ータ も また パ ル ス信 号の 形

で 測 候所か らセ ン トラル ・コ ン トロー ル ・ルー ムに 送 られ る。 コ ン ピュ ータ は これ らの デー タ

を 記憶 した のち1時 間 以 上の 間隔で ま とめ る。 そ して これ らの 一連 の デ ータ は毎時 のSO2測

定 値 と照 合す る際 に使 用 され る。

各測 定 点毎 のSO2濃 度 の平 均値 は互 に 相異 な った 様相 を呈 す る こ とに な ろ うし,相 互比 較

に は 向か ない もの とな ろ う。 さ らに 同一 地点 で連 続 して測 定 され た毎 時平 均値 も相互 比 較の 対

象 とは な らない 。 この 理 由 として 第一 に 平 均風 向の変化 は汚染 物質 主 要 発生 源 にあ って 設 置 さ

れ た サ ンプ リングス テー シ ョンの 相対 的 位 置 をず らせ る作 用 を持 ってい る こ とで あ り,第 二 に

日中お よび 季節 的 な大気 安 定性 に もた らす 変動,そ して 家庭 暖 房の よ うな住民 の生 活傾 向 等が

平 均汚 染 濃 度に 一 つの 体 系的な 変化 を もた らす もの と考 え られ るか らで あ る。

これ らの 理 由か ら毎時 の平均 値 は3つ の 指 標で 分類 され る。 その 一つ は 地 点に 関す る もので

1～33ま た次 の 一 つ は風 向に 関す る もの で コンパ スの8分 円に従 って 分割 され た1～8で,

一 定 しない 風 に は0を
,測 定 失 敗 には9を あて る。 そ して最 後 は時 刻に 関 す る もの で毎 時 を単

位 と した0～23の 数値 指 標で あ る。 さ らに各 指 標に 分 類 され た毎 時平 均値 はそれ 自身 の平 均
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値 との 関連 か らも考 慮 され る。 即ち 同 一 地点 の 同一 風向 の同一 時刻 の基準 に よ り決定 され た 毎

時 平均 値 の平均 が これ に相 当す る。 これに より換算 値 △が 与え られ,『これ は 内部比 較 を可 能 に

す る。 即 ち警告 発 生 に役 立つ。 これ を式で 表わ す と

Cijk-Cijk
△ijk= と な る 。

Cijk

oijkは 地 点i,風 向j,時 刻kに 測定 され たso2濃 度 でcijkは 同 じ地点i,同 じ

風向j,同 じ時 刻kに お ける最 近3ケ 月 間の 全Cijkの 平均SO2濃 度 数値 で あ る。

この 計数 方式 の大 きな 利点 は,換 算値 が平 均 し得 るこ とで ある。 地 理的,地 形 的要 因は 実 際

上 除去 され,そ の ため 地域 平均 換算 値 は大気 の安 定性 に よ って のみ影 響 を受け る ことに な る。

そ して 種 々 の産業 に よ る放出率 は統 計的に 長期 間 に 亘 るか ら大気 汚 染 濃度 は 一つ の気 象 学的 パ

ラメ ー タに 転 換 され る厳 密な 予 報が可 能 とな ろ う。 そ の 結 果関 係値Cは 特定 の 時刻,風 向 の も

とで の特 定 監 視装 置 の代 表 値 と見 な され る こ とに な り,換 算 値 △は 観 測用 に検 出 され る。

さ らに8つ の 最 高値 △が選 択 され それ らの 平均 値 は初 期 条 件設 定 に よる上 限値 と対比 され る。

この数 値 は この 機 関のL.A.Glarenburg博 士 に よ って換算 され た も ので,あ る統 計的な

兆 候 を示 してい る。 この 数値 が 基準 をオーバ ー した場 合 「内部 的 」な 大気 汚 染 警報が 発令 され

る。 また 目に 見え る も の と して もプ リン トア ウ トされ る ことにな って お り夜間で コ ン ピュ ータ

ルー ムが 無 人 の 場合 は オ ペ レータ は電 話に より この 警報 を受け る ことにな って い る。

エ ラーや 失 敗の チ ェ ック ・プ ログ ラムは,メ インプ ログ ラムや イ ン プ ッ トの キー ボー ドを保

護す るた め に 記憶保 存 され てい る。 ま た異常 デ ータ(異 常に 高い また は低 い)は 平 均値Cの 計

算か らは除 外 され る。

また,13時 間毎 にSO2検 出 装置用 目盛 調整 プロ グ ラムが 動作 され る。 こ こ で13時 間

を選定 した 理 由は 必然 的 な 監視の 中 断が 常に違 った時 刻 に な る よ うに した ためで あ る 。 目盛 調

整 プ ロ グ ラム の実 行の た め,コ ン ピュー タ は命令 シ グナ ル を送 出 し,こ の 信 号が 目盛 調整 サ イ

クル の間 全SO2検 出 装 置へ の デ ータ伝 送 を司 ど るMTTシ ス テ ムに 直結 され る よ うに な っ て

い る。

(b)セ ン トラル ・コン トロー ル ・ルー ム

SO2検 出装 置か ら受信 した データ は汚 染状 況 を 計 算す るた めに オ ンラ イ ン処 理 され る。 こ

の 数値が 設定 基準 を オーバ ー した 場合 はまず 「内部的 」な汚染 注 意 報が コ ン ピュー タに よ り発

令 され る。 この 「内部 的 」な 注意 報が 出 る とセ ン トラル ・コン トロー ル ・ル ーム の オ ペ レー タ

はそ の 地域 の天 気 予報 を問合せ る。 それ に よ り返 っ て来 る情 報が少 な くと も6時 間,そ の 時の

気象 条 件が 続 く ことを 予測 してい る時 は,廃 出時 に そ の中で も悪 臭 の ある化 学 混 合 物の値 が 許

容 し得ぬ レベ ルに 迄 達す る ことが 予想 され る。 そ の ため煙 類 の放 出 はす ぐにで も削 減す る必 要

が あ る。 その た め 「外部 的 」な 警報が その 地域 の工 場 群に通 報 され る。

あ らか じめ 定 め られ た警報 段 階に従 い,各 関連 工 場 は 調整行 動 を起 す こ ととな る。 そ こで 警
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告 発令 後3ヶ 月後 にお い て もそ の 警告 に従 わ ない ときは操 業停 止 を行 なわ せ る権限 も この機 関

は持 ってい るが これ まで その よう な処 置 に至 った もの は ない。 これ を 行 な うに は停止 期 間 中の

賠 償問 題等 非常 にむ つか しい問 題 があ るため であ る。

(c)効 果

この シ ステ ムが 稼動 開 始 して最 初の1年 半 に25回 の 警報 が 発せ られた が そ の結 果工 場側 の

反 応お よ び シ ステ ムの性 能の 両 面 に亘 って良 い答が 出てい る。

各部へ 警報が 発 令 され る毎 に地 域 住民 の 電 話に よる苦 情 は著 しく減 少 してい る。 また この シ

ス テ ム設 置前 に測 定 され たSO2濃 度 の数値 と1969年 と1970年 の 両 年 の平 均 濃度 を比

較す る とその値 は 半減 してい る。

また この シ ステ ムに よ り著 し くひ どい 大気 汚染 発生 源 が 幾度 も検 出 され た。 それ に より工場

要 員に よ り発 見 されて い な い 非効率 的 な 燃焼 装 置や,公 害防 止 の 不 完全 な 装置 等が 発 見 され 大

気 汚 染度 の緩 和 のみで はな くそ の 工 場 に とって は非 常 な経 費節 減 ともな っ てい る。 ま た この機

関 より各 種の 大気 汚 染 に 関す る 情 報が もた らされ るた め工 場等 の 要 員の 汚 染 問題に 対 す る態度

も大 き く転 換 され た。
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cloudsofperniciousfumesandsoot,Ifeltanewman

7.Precisionofatmosphericsamplingforairpollution

levelsincitiesandinindustrialareas

&airpollutioncontrolasystemtopredictunfavourable

weatherconditions

9.Milieubelastingdoorstank

10.AirPolIutionMeasurementasaToolforPracticalPolicy

andControlStrategy・
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2.71BM公 共 産 業 セ ン ター の活 動 状 況

調 査 先

所 在 地

調査期日

面 接 者

調 査 員

IBMPublicSectorIndustryCenter

Avenue「LoUise149-1050BrusselsBe19ium

Te1。02-38-83-30

1973年11月20日(火)

Mr。TadaoMori

(PlanningManager)

Mr.BrunoStockinger

(DevelopmentManager,GovernmentIndustryCepter)

Mr.RoyDavis

(Developersditto)

Mr.M.vonZuben

(PIanning/RequirementManager,Education/

ResearchIndustry)

Mr.MohanRao

(PIanning/RequirementManager,PublicUtility/

.PTTIndustry)

Mr.JohnWebb

(Planning/RequirementManager,Surface/

TransportationIndustry)

篠 崎,石 崎,鈴 木 小 関,小 野

2.Z1概 要

(1)PublicSector

IBMPublicSectorは,形 式 上 はIBM-Belgiumの 中 に あ る が,機 能 的 に は

IBMWorldTradeCorporationの 直 轄 の 組 織 で あ る 。 具 体 的 に は,パ リのIB

MEuropeanHeadquarterの 指 揮 を 受け て,種 々 の 製 品 企 画,研 究,開 発 教育,

セ ー ル ス 活 動 の サ ポー トな ど を 行 な っ て い る 。

(2)諸 活 動 の 特 徴,

ζ のPublicSectorの 諸 活 動 の 特 徴 を あ げ れ は,次 の よ うな 点 が あ げ られ よ う。

第 一 に,ひ と 口 にPublicSectorと い っ て も,そ の 対 象 範 囲 は,政 府 ・地 方 公 共 団 体,

教 育,医 療,公 共 企 業 体 郵 政,運 輸 等 極 め て 多 方 面 に 及 ん で い る こ と と,そ れ ぞ れ の 分 野 で の

ア プ リケ ー シ ョ ン も ま た 多 岐 に わ た っ て い る こ と で あ る。'

第 二 に,官 公 庁,特 に 地 方 自 治 体 向 け の ビ ジ ネ ス ・グ ー ムGAME(GovernmentAide
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forManagementEducation)や,英 国IBMとTeessideCountyと 共 同 で

開 発 したFinancialPlanningModelに 見 られ る よ うに,得 意 の ソフ トウェア技術

を生 か して各 種の モ デ ルを積 極 的 に 開発,ユ ーザ に提 供 して,マ ネ ジメ ン トの 理解 や 教育,各 種

の 予測や シ ミュ レー シ ョ ンにや くだ て てい る ことで あ る。

第 三 に は,パ リの 電 力 ・ガ ス会社,英 国の サ ウザ ン ・ガス ・ボー ド,シ カ ゴの水 道局,ニ ュー

ヨー クの電 力会社,ラ ウヘ ンブル グの電 力共 同コ ン トロール ・システ ム,貨 物 運送 シ ステ ム,リ

バ プ ールの コ ンテ ナー ・コ ンFロ ー ル ・シス テ ムな ど,全 世 界の 各地で,IBM社 の サ ポー トす

る シス テムが 現 実に使 わ れ て,い ず れ も 実用面 で大 きな 実績 を あげてい る ことで ある。

第 四に は,バ スに セ ンサー をつ けて,ト ラフィ ック ・コ ン トロー ル を行 な うバ ス ・コ ン トロー

ノレ・システ ムや,パ ー ソネ ル ・ラ ピッ ド ・ トラ ンジ ッ ト ・シ ステム など,今 後の 市街 地交 通 シス

テム な どの 開発 に積 極的 に 取 り組 ん でい る こ とに も見 られ る ように,未 来の シス テ ムに対 して も

たえず 時代 を先 取 り して 開発 を進 め てい る ことで あろ う。

2:Z2詳 論

(1)IBMWorldTradeeorporationの 業 種 別 組 織

IBM社 の 海 外 事 業 部 門 で あ るWorldTradeCorporationは 図2-2ユ の よ うな

形 で 業 種 別 に 分 か れ て,そ れ ぞ れ の 専 門 分 野 ご と の 研 究 ・開 発,サ ポー トの 体 制 を 採 って い る。

(2)IBMPublicSector

(a)PublicSectorの 組 織 」

図2-22の よ うに,PublicSectorの 大 半 は ブ ラ ッ セル に あ る が,医 療 関 係 は ス エ

ー デ ンの ウ プ サ ラ大 学 が 実 験 大 学 と な っ て い る た め ス トッ ク ホ ル ム に ,ま た 航 空 関 係 は 英 国 航

空 と の 関 係 で ロ ン ドン に セ ン タ ー が お か れ て い る。

(Paris)(M`nehen)(㎞sterd・m) (Psris) (London) (Brussels)

図2-211BM・WTC・lndustries組 織 図
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中央 ・地方官公庁
()(軍 関 係)●寮 ・荊防導

図2-221BMPublicSectorの 組 織

{b)Government&ServicesIndustryCenter

本 セ ンタ ーの業務 と 目的 は次 の よ うにな ってい る

① 諸 計画 の立 案

・セ ンタ ーの 諸 活動 に対 する2年 間の 短期 計画 の 立案

・同7年 間の 長期 ・戦略 的 計画 の 立 案

② 業 種 別ニ ーズ の調 査 と製 品へ の 反映'

③ ア プ リケー シ ョ ンの 開発

・発表 ず み製品 を主 体 とす る 新 しい アプ リケー シ ョ ンの 開 発

・発表 予 定の新 製 品 に 関する新 しい アプ リケー シ ョ ンの開発

④ 商品 お よび サ ー ビス活動 の サ ポー ト

PLM(製 品 開発 部門)やMSP(販 売部 門)の 要請 に応 じて,各 種 商品や も ろ もろ のサ

ー ビス活 動 の サ ポー トを する ほか
,業 界 の 市場調 査,将 来 の 需 要動 向 の 予測 な ども行 な う。

⑤ 教 育

トップ ・マ ネ ジメ ン トを 初 め とす る もろもろ の 層 の顧客 教 育や,社 内の 人材 ・技術 教 育 を

行 な う。

⑥ セー ル スの直 接 支援

他 社 との競 合 が激 しい ビッグ ・プ ロジェ ク トにっい ては,現 場か らの要 請 に応 じて,プ ロ

ポー ザル の作 成 な ど を手 伝 う。

(3)官 公庁 向け の諸 サ ー ビス と活 動

(a)顧 客 教育 用の ビジネ ス ・ゲ ーム ・モデル

一85一



PubIicSectorで は,官 公 庁 関 係 の トッ プ や ミ ドル ・マ ネ ジ メ ン トの 教 育 向 け に

GAME(GovernmentAideforManagementEducation)と 呼 ばれ るシ

ミュ レ ー シ ョ ン ・モ デ ル を 開 発 し て 実 用 に 供 し て い る 。

①GAMEの 概 要

Deci!ionAids

Decisions(Sim1」1atlon

＼ 正ブies)
Bi-yearlyReports

図2-231BMのGAME

ゲ ームの仕 組 みは,ま ず図2-24の よ うに,受 講 者 の グル ー プをい くつか の地域(region)

別 に分 け て,そ れ ぞ れ の グルー プか ら市 長や 区 長を 選ば せ る。

図2-24GAMEのRegion
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次に,い くっ か の制 限条 件 を与 えなが ら,そ の 中で いか にす れば住 民 の 最大 の 満 足度 を得

られ るか とい う競 争 を行 な うわけ で あ る。 ゲ ームの 期 間 と して は,通 常2年 が 選 ば れ る。

② 住民 の満 足度,制 限条件,諸 政策

・住民 の満 足 度を 表わ す基 準 と して は.例 えば,当 該 地域へ の住 民 や 産業 の移 入が,従 前に

く らべ て どれ 位増加 したか とい うζとで 示 され る。

・それぞ れ の 市長や 区長 が 採 り うる政策 変数 と して は,産 業誘 致 のた めの 補 助 金,事 業 税 率,

鉄 道や 道 路 ・電 力 ・ガ スな どの公共 施 設の 建 設,住 民税 率,年 金,医 療 保 険,各 種 の リク

リエー シ ョン施 設,住 宅建 築,電 車 ・バ スな どの公 共 輸送手段,教 育投 資 な どが あげ られ

るc,

・一 方,政 策 を進 め るに あた っては,ゲ ー ム ・リー ダ ーがゲ ー ムの進 行状 況 を見 な が ら,中

央官庁 に よる公 定 歩 合や 国税 の税率,公 債の 発行 額等の 諸条 件 を随 時 変更 し,そ れ に 対 す

る各 地 方自治 体の 対応 策 を競 うこ とがで き る よ うにな ってい る。

・ゲ ー ムの 参加 者 は,必 要 に応 じて,住 民 の所 得階 層,年 令や 学歴 別の構 成 な どの諸 デ ータ

を随 時検 索す る こと がで き る。

③ ゲー ムの 利 用状 況

この モ デルは,現 在DOS-Versionで ス カ ンジ ナ ビア諸 国 を中心 に利 用 され てい る

が,1974年4月 か らはOS-Versionで も使 用 可能 の 予定 で ある。

(b)テ ィ ー サイ ド財 政 計画 モデ ル

① テ ィー サ イ ド財政 計 画 モデル の概 要

この モ デル は,IBMの 英国 サイ エ ンティ フ ィ ック ・セ ンター と人口400,000人 位 を有

す るテ ィー サ イ ド地 区 とが 共 同 して 開 発 した 財 政 計画 モ デルで あ る。

② モ デルの 目的

イ.10,'15,20年 とい った 長期 の 財政 上の収 支 計画の 立案

ロ.そ の間 の人 口,雇 用,住 宅事 情 な どの 変化 とそ の影響 の 予測

ハ.も ろ もろ の政 策 変数 を動か して み る ことに よる 代替 案の比 較 検討

二。財 政 収 支 を バ ラ ンス させ る ため の最 適 の税 率の 決定

③ モデ ルの 効 果

イ.外 的諸 条 件の 変化 が 財政 計画に 及ぼ す影 響 の 予測

ロ.数 多 くの政 策 代 替案 の検 討

ハ.資 本投 資や 歳 入 計 画の 評価

二.諸 計画 の 迅速 かつ 統 一 的な 評価

(4)教 育お よび研 究 機 関に 対す る サ ー ビス と活動

(a)教 育 ・研究 面で の コ ン ピュ ー タ利 用の 概況

oま ず 教育 お よび研 究 開発分 野で の コ ン ピュ ー タ利 用は,表2-6の よ うに,管 理 ・研 究 ・

教 育の3つ の分 野に 大別で き よ う。

一87一



‥
、

.

表2-6教 育 ・研 究 関 係 コ ン ビ=一 夕 ・ア プ リケ ー シ ョ ン(1)

EDUCATIONINDUSTRYAPPLICATIONS

ModesofIrnplementation
Applicable

Sectors

WorkInter-Sensor

ElE2E3BatchRJESta.activeBase

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

.
X

X

X

X

X

Appいcation

ADMINISTRATION

StudentRecords

Admissions

Scheduling

Rogistration

StudentRecord

Attendance

GradeReport'ing

StudentSupport

Housing

FinancialAid

Counseling

StudentPlacement

FinancialAdministration

PPBS/Budgeting

GeneralLedger

Purchasing/=Accts、payable

AccountReceivable

AdministrationSimulation

ResourccAdministration

Persorlnel

Payroll

SupPliesInventory

EquipmentInventory

FacilitiesManagement

VehicleScheduling

Library

ACquisitions

Cataloging

Circulation

SerialsControl

LibraryInfo.Retrieval
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表2-6教 育 ・研 究 関 係 コ ン ピ ュ ー タ ・ア プ リケ ー シ ョ ン(2)

Education IndustryApplications(Continued)

Applicable
SectorsModesof

APPIication

RESEARCH

Computing/Statistics

Researc』hSimulation

ProcessControl

DataACquisition

LabAutomation

DesignGraphics

ResearchInfo。Retrieval

ProjectAdministration

INSTRUCTION

DPEducation

Concepts

Operation

Programming

ComputerScience

ProblemSolving/Simulation

ProblemSolving

Sjmulation

ComputerAssistedInst川ction

DrillandPractice

Tutorial

ComputerManagedInstruction

DiagnosisandPrescription

TestPreparation

TestScoring/Analysis

EIE2E3BatchRJE

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

Implementation

WorkInter-Sensor

Sta。activeBase

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

O教 育 ・研究 機 関 にお け る コ ン ピュー タ 利用は,当 初複 雑 な科 学技 術 計 算な ど,大 学 や研 究

機 関 の教 授や 研 究者 を中 心に 始 ま った。 表2-6の よう に,教 育機 関の レベ ル をE1(高 等)

E2(中 等),E3(初 等)の3段 階 に 分 けて見 てみ る と,米 国や カナ ダは すで にE1の

80%の 大 学 におい て,プ ロ グ ラム言 語 の開発 な どコ ン ピュー タ ・サ イエ ンス や,プ ロブ レ

ム ・ソル ビングの 分 野で コ ン ピュータ が活 用 され てい る。
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反 面大 学や 研 究所 の事 務 管 理 面で は,比 較 的進 ん でい る アメ リカや カナ ダで さえ20～50

%の 機関が コン ピ ュー タ を利 用してい るにす ぎず,今 後 は こ・の 方 面 での ア プ リケー シ ョンの 開

発を 進め ること が重 要 課題 とな って い る。 ・

前 者の 研 究開 発 面で の利 用が,教 授や 研究 者 中心 の コ ンピ ュー タ の分 散利 用で あ るの に 対 し

て,後 者 は コ ンピ ュータ の集 中的 利 用 とい うこ とが で きよ う。

(b)教 育 ・研 究に おけ る諸 管理 事務

o現 在 教師 は 平均 して20%の 時 間 を管理 面につ い や してい るが,こ の 負担 を極 力 軽減 し,

よ り本 来の 教 育 活動 に 専念 させ る ことが そのね らい で あ る。

oこ の 分野 で は,表2-6の ように

① 学生 の入 学 ・成 績 等 の諸 記録 の 管理

② 学生 の住 居 ・奨学 金 等の 管 理

③ 学校 と財政 の 管理

④ 教 職 員や 教育施 設の 管理

⑤ 図 書館 管理

な どに,コ ン ピュー タが 使 われ てい る。

(c)研 究 開発 業務

この 分野 で は,表2-6の ように,複 雑な 技術 計算 や シ ミュ レー シ ョン,プ ロ セス$r胸,実

験 の オー トメ化,図 形 処理 や 設 計計算,科 学技術 情 報の 検 索,プ ロジェ ク ト管理 な どに コ ン ピ

ュ ータが 使 われ てい る。

(d)教 育 技 法

コ ン ピュー タは,教 育技 術 の 分野で も,教 師 の 生産性 を上 げ,学 生の理 解 を 深め 学 習効 果 を

ス ピー ド ・ア ップす るた めに 役立 ってい る。 例 え ば,コ ン ピュー タの プ ログ ラムや ハ ー ドウエ

ア な ど コン ピュ ー タ自身 の 教 育は もち ろん の こ と,複 雑 な問 題 の 解や シ ミュ レー シ ョン,コ ン

ピュー タ を使 った 個 別学 習,試 験 問題 の作成 や 採 点,職 業 人 の 再 教育,身 体障 害 者の 訓練 な ど

が その1例 で あ る。

(5)公 共 企業 体 お よび通信 関係

(a)公 共 企業 体 にお け る コ ン ピュ ー タ利 用

① 電 力 ・ガ ス ・水道 な ど公共 企 業体 に おけ るコ ンピュ ータ利 用 も

O顧 客 サ ー ビス

o企 業 体 自身 の諸 管 理 事務

O施 設 ・資 材 等 の 管理

o技 術 計算

o現 場 作業(配 管 工事 な どの オ ペ レー-orヨ ン)

など 広範囲 にわ た って い る。

② コ ン ピュー タ利 用の 態 様は,し だい に 従来 の パ ッ チ処 理 中 心型 か ら,デ ータ ・ベー ス を中

一90一



心 とす るオ ン ・ラ イ ン方式 に移 行 しつ つ ある(図2--25)。

請 求書 関係 事務 メ ータ ーの 自動 読 取

顧 客 情 報 ファ イル

(CIF*)
営業所の諸活動

工 場 関 係 企 画 ・立 案

*CustomerInformationFiIe

図2-25公 共 企 業 体 に お け るCIS(顧 客 情 報 シ ス テ ム)

現 在 世 界 の 公 共 企 業 体 で は,IBMの シ ス テ ム を 使 っ て,30～50の シ ス テ ム が 稼 働 中

で あ る。

中 で も,フ ラ ン ス のEDF(Electrjcit6deFrance)とGDF(Gazde

France)の 顧 客 情 報 シ ス テ ム(CustomerInformationSystem)は,IB

Mの2260型CRTデ ィ ス プ レ イ を使 い,19百 万 人 もの 顧 客 情 報 を 処 理 し て い る こ とで

有 名 で あ る 。

③ シ ス テ ム の 実 例

oシ カ ゴ 水 道 局 で は,プ ロ セ ス ・コ ン ピ ュ ー タ を使 っ て,水 道 添 加 物 の 量 の 決 定 な ど1日

10億 ガ ロ ンの 水 処 理 を 実 施 中 で あ る。

oル ク セ ン ブ ル グ のSEBES(SyndicatdesEauxduBarraged'Esch・

sur-Sure)で は,約3,000の モ ニ タ リ ン グ 。ポ イ ン トで の 自 動 監 視 シ ス テ ム に コ ン

ピ ュ ー タ が 使 わ れ て い る。

oSt.Gallen市(人 口10万 人)の ガス ・水 道 局 で は,・IBMの1800プ ロ セヌ ・

コ ン ピ ュ ー タ を 使 っ て,1日 に70,000立 方 米 の 水 道 と,ガ ス 関 係 の モニ タ リ ン グ処 理 を

実 施 中 で あ る 。

oニ ュ ー ヨ ー ク の 電 力 会 社 で は,20,000メ ガ ・ワ ッ トの 電 力 処 理 を コ ン ピュ ー タで 実 施

中

oイ ラ ンの テ ヘ ラ ン市 で は,2 ,000メ ガ ・ワ ッFの 電 力処 理 中

Oラ ウ ヘ ン ブ ル グ に あ る フ ラ ンス,イ タ リー,ド イ ツ,ス イ ス な ど を 対 象 と す る 共 同 電 カ
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会 社EGLで も,コ ン ピ ュ ー タ に よ る電 力 処 理 を 行 な っ て い る。

o英 国 の サ ウ ザ ン ・ガ ス ・ボ ー ドで は,IBMの1800プ ロ セ ス ・コ ン ピ ュ ー タ を使 い ・

約150の デ ー タ ・ポ イ ン トか ら デ ー タ を 集 め て,リ ア ル ・タ イ ム ・コ ンFロ ー ル ・シ ス

テ ム を 実 施 中 で あ る(図2-26お よ び 図2-27)。

図2-26 英 国SouthernGasBoardに お け る

Grid'ControlSystem
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(b)郵 政 お よび電信 ・電 話僕 係

郵政 お よ び電信 ・電 話関 係 の主 要 な アプ リケ ー シ ョ ンに は,次 の3つ が あ る。

① 電 話 関係(図2--28お よび 図2-29)

・ 顧客 サー ビス

・ 諸 管理 業務

・ 業 務の オペ レー シ ョ ンお よび 技術 計 算

・ 料 金計 算 のた め のデ ー タ収 集

② 郵 政事 務 関係

・ 郵 政業 務 全般 の 管理

・ デ ータ収 集

・ 郵 便業 務

・ ネ ッ トワー ク ・シ ミュ レー シ ョ ン
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図2-28電 話 シ ス テ ム に お け る コ ン ピ ュ ー タ利 用 シ ス テ ム
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TRAFFIC
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CALL
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COMMUNlCATION
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CAしL・

B【LLING

NETWORKMANAGEMENT

図2-29電 話 シ ス テ ム に お け る ネ ソ ト ワー ク ・マ ネ ジ メ ン ト

③POST・GIRO関 係

ヨー ロ ッパ諸 国で は,古 くか らGIROシ ス テム と呼 ばれ る振 替 制度 が あ り,近 年銀 行 の

BankGIROシ ステ ム と激 しい 競 争 を行 な って い る。 このGIROシ ス テ ムに あ って も,

コ ンピュ ータ はOCRと 共 に大 き な 役割 を示 してい る(図2-30)。
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tapes&sortingofdata

Soutingot

documents

envelOPハng

図2-30POST・GIROシ ス テ ム に お け る 日常 処 理 シス テ ム

(6)鉄 道 ・運輸 業 務

鉄道 ・運 輸 業界 で も,コ ンピュー タは しだい に その 利 用範 囲 を 拡げ てい る。

(a)鉄 道

鉄 道 関 係の コ ンピュ ータ ・アプ リケー シ ョ ンに は,次 の よ うな ものが ある。

イ.貨 車 の コ ン トロー ル

米 国で は,貨 車 の1日 平均利 用時 間は2時 間 にす ぎ な い とい われ てお り,そ れ だ け に貨

車 の稼 働 率 の ア ップ は,業 界 の最大 の課 題 とな ってい る。 そ の ため,貨 車 の編 成,貨 物や

行先 の コ ン トロー ル,場 合に よって は,貨 物 の市 況 の変 化 を見 な が ら急拠,貨 車 の行先 を

変 更 す るな どの作 業 が,コ ン ビ=一 夕で 行 なわ れ てい る。 英 国鉄 道で 約40,000台 の 貨車

の コ ン ビュー一夕 ・コ ン トロー ルを行 な ってい るな どは,そ の1例 で あ る。

ロ.ト ラフ ィ ック ・コ ン トロー ル

時 刻 表 の作 成や,市 街 地 での トラフ ィ ック ・コ ン トロールで あ る。 特 に 西独 や フ ラ ンス

で は,図2-31の よ うに,市 街地 を通 る鉄道 路 線 にっ い て,コ ンピュ ー タで交 通信 号を

制御 して,単 位路 線 当た りの トラ フィ ッ ク量 をい かに 上げ るか の研 究 を行 な ってい る 。

ハ 。 座席 予約 システ ム

ニ.乗 車 券の発 行

ホ.メ ッセー ジ ・ス イ ッチ ング

へ。飛 行 機便 との接 続 な ど旅 行業 務全 般

一96一



図2-3i市 街地 の トラ フィ ソク ・コ ン トロール ・シス テ ム

ト。 自動料 金 収集 シス テ ム

METROや 英 国鉄 道 と共 同 研究 中

(b)都 市交 通

都 市交 通 の 面で は,地 下鉄 や バ スの トラフ ィ ック ・コ ン トロール ・シス テ ムの ほか,今 後 の

方 向 と して,パ ー ソナ ル ・ラ ピ ッ ド ・ トラ ンジ ッ ト ・シス テムの 研究 が盛 ん にな りっ つ あ る。

2,3人 か ら10人 位の デ ィマ ン ド ・バ スの 自動 運行 シ ステ ムに は,コ ン ピュー タ は 不 可欠の 存

在で あ る。

(c}ト ラック 運送 システ ム

トラ ック運 送業 務に 関 して,ト ラ ックや 貨物の 所 在 情 報,料 金 計算,効 果的 な 輸送 経路 の 決

定 な どの コ ン ピュ ー タ化 が,ア メ リカで も ヨー ロッパで もす で に 実施 段 階 に入 ってい る

(図2-32)。

(d)海 上 運送業 務

船 舶に 小型 の コ ンピュ ータ を積み 込 み,貨 物 の積載 量に 応 じて最 も経済 的 な航 行速 度 を決 定

した り,衝 突 防止 の た めや最 短 コー スでの 航 海路 の 決定 を 行 な うシス テ ムで あ る。最 近IBM

社で は,汎 用 のソ フ トウ ェ ア ・パ ッケー ジ を発 表 した 。
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LocalDistribution

Depot

図2-32ト ラ ック運 送業 務 システ ム

(e)港 湾 管理

① コンテナ ー ・コ ン トロール ・シ ス テム

す でに 英国 の リバ プ ールで は,ビ デ オ ・デ ィス プ レイ ・システ ム を使 っての コ ンテ ナー

・コ ン トロー ル ・シ ステ ム を実施 中で ある
。

② 港湾 業 務の コ ン ピュ ータ化

港湾 局,船 主 荷主,船 積 代 行 業者 は,い ずれ も 同一の 貨物 に つい て共 通 の関 心 を持 っ

てい る。 そ の ため,西 独 な どを 中心に,輸 送貨 物の 単 一デ ー タ ・ベ ース ・シス テム をつ く

り,オ ン ・ライ ン ・タ ー ミナル を通 じて リアル ・タ イムに アク セスで きる システ ム を 開発

中で ある。

③ 船積 関係 手続 や書 類の 標準化

世 界各 国 の船 会社 の 船積 手 続や ドキュメ ン トの 様式 は現在 いずれ も ば らば らで あ るため,

英 国が 中心 とな って,統 一 された コ ンピュー タ ・フ ォ ーマ ッ トに 改正 す る こ とを 目下研 究

中で ある。

資 料 一 覧

1.CustomerInformationSystematElectricit6deFrance

andGazdeFrance(Dec.1972)

(IBMApplicationBrief)

2.SouthernGasBoardgasGridControlwiththeIBM1800

(IBMApplicationBrief)
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28フ ラ ンス 郵電 省 に おけ る デ ー タ伝送 網
　

(CADUCEE)

　

ラ

田

」

E

日

R

P

-
ETs

称

INI

略

M

(

先査読
ロ タ

POSTESETTELECOMMUNICATIONS

所 在 地:20.AVDESEGUR,PARIS

調 査 期 日:1973年11月22日(木)

面 接 者MR.GILBERTDENNERY

　 じ 　 　 　
INGENIEURGENERALDESTELECOMMUNICATION

甲|l
CHARGEDELASOUS-DIRECTIONTELEINFORMATIQUE

ロ ペ ぐ

ETRESEAUXSPECIALISES,

ハ

MR.EDMONDGUERIN

　 く

SOUS-DIREcTIONDELATELEINFORMATIQUE
ll'l

ETDESBESEAUXSPECIALISES.

調 査 員 篠 崎,石 崎.鈴 木,小 関,小 野。

281概 要

1971年 第2次PLANCALCUL計 画 が5カ 年 の 期間 を もって 開始 され た。 これ は,米 国

の企 業 に よって 占有 され た フ ランス の コン ピ ュー タ業 界 の国 産振興 計 画 で あ る。 この推 進母 体 は,

1966年 に設 立 された,C.1、1(COMPAGNIEINTERNATIONALPour

1lINFORMATIQUE)で あり,フ ラ ンス政府 の強 力 な援助 を得 て,ハ ー ドお・よび ソ フ トの開

発 に力 を注 い でい るこ とは 周知の 通 りで ある。

一 方
,デ ー タ伝送 サ ー ビス 面の 不満 足 を改 善 す る必要性 と,新 しい ア ブ リケー『シ ・ン(シ ス テ ム

間 の相互 通信,デ ー タ ・バ ンク のた め の視覚 端末,大 規模 端末 を必 要 とす る経営 管 理業 務処 理 の た

め の タイ ム シェア リン グサー ビス)等 々 を実 行す る可能性 を 提供 す る こ とに よ り遠 隔情 報処 理 を振
ロ

興 す るた め,ま た将 来 のデ ジタル 伝送 網 の 前段階 として,1972年 初頭 よ りCADUCEE伝 送網

が開 始 され た。

電 気 通 信総 局 と国立 電 気通 信研 究所(CNET)が 共 同 で 設計 を行 ない,電 気 通 信 産業 会 社

(CIT)が 交換機 の製造 を担 当 し,精 密 機器 工業 組合,(AOIP)が 操作卓 の製 造 を担当 した 。

現 在,金 融 関係 業 者,石 油 関係 業者,鉄 鋼業 者,電 子計 算機 セ ンター,食 料関 係 業 者,出 版業 者,
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硝子 工芸業 者,デ パー ト.気 象庁 等204社 の加 入 利 用者 が ある が,3年 後に は,2,000社 に増

加 す る もの と関係 者 は予想 してい る。

282詳 論
　

(1)CADUCEE伝 送網 の 基本 原 則
　

CADUCEEは 電話 形 の 伝送網 で ある。

電 話網 は,ア ナ グ ロ信号(約3,000ヘ ル ソ周波 数 帯)を 伝播 す る.ため の もので あ り,電 話交 換

網 の端 末機 器 は,人 間で あ るオ ペ レー タに よ り操作 され るよ う造 られ てお り,遠 隔 情 報処 理 におけ

る自動作 業 には適 してな いが,現 在 の遠 隔情 報 処理 の実施 に適 応 させ ざ るを得 ない 。 デ ィジ タル情

報 をア ナ グ ロの 電話 チ ャ ンネル に適 応 す る機 能 は モデ ムに よ って行 な うが,モ デ ムは利 用 者 の選択

に まか され てい る。

回線 の両 端木 間 は,す べ て4線 式回 線 網構 成 とな ってお りそ のす べ て が,自 動 交 換機(又 は 集線

装 置)と 接 続 され 同時2重 通 信 が可能 で ある。

現 在,自 動 交換 機 は,ク ロスバCP400型1台 がパ リに設置 され て い るが,1974年 内 に リ

オ ンに1台 が増 設 され る予 定 で ある。 地 方 の加入 者 は,経 済 的 に有 利 と考 え られ る,集 線,分 配 装

置 に集束 され る場合 が多 い。

通 常の電 話 回線 では1,…B/saで の 伝送 が可能 で あ るが(特 性 の悪 場 合 は …B/sEer)
　

CADUCEEは 高性 能 の回 線 を利 用 す る こ とに よ り,4,800B/Sま で が可能 とな る。 さ らに高

性 能 の モデ ム を使 肘 るこ とvaよ り ・,…B/Sの 伝 送 が可能 とな る.以 上は遠eneeの σIJで,・・リ

市内 は,50KB/Sも 可能 で あ る。(図2-33)

自動 交換 機 の 周囲約30Km幅 以 内 は,ペ ース ・バ ン ドに よる 伝送 に よ り72KB/Sの デ ジ タル 伝

送 が可能 で ある。

交換網

テレ ノクス 電 話 CADUCピE
CADUCピE

ヘ ース バ ン ド

専用線

20060012002,4004、8009.600 48.000 72.000 Bit/SEC

電信 電話 回線 べ ー ス パ ノ ド接 続 広 帯 域

一ー ー ー 一

ぐ

図2-33既 設網 とCADUCEEの 伝送 速 度比較 図

ロ

端末 とCADUCEE間 の信号 の交換 は,操 作 卓 の 介在 に よって行 な われ る。 操作 卓 は キ ー ボー

トのダ イヤル に よる手作業 と自動 処 理 とが可能 で ある.後 者 の場合,操 作 卓 と端 末 との イ ンタ ーフ

ェ イス は,CC「TTV25の 勧 告 の回線 を利 用す る。

交換 と信 号 の時 間は 短 く.一 連 の 自動接 続 に5秒 で あ り,自 動呼 出 しの場 合 ダ イヤル に要す る時

間 は500msで あ る。
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(2)

リ ー ル

フンス

鷺
トラスフ九グ

図2-34CADUCEE伝 送網 の交 換接 続 図

ロ

CADUCEEの 構 成

自 動 交 換 器1台(パ リ)

集 線 装 置14台(リ ー ル,ル ー ア ン,ラ ン ス,ナ ン ト,ボ ル ドー.ト ウル ー ズ,

オ ル レア ン,ク レル モ ン ー フ エ ラ ン,マ ル セ ー ユ,リ ヨン,グ ル

ノ ー ブ ル,ニ ー ス,ナ ン シ ー,ス トラ ゥ ス ブ ル グ の 都 市 に 設 置)

通 常 加 入 線1.600LINE

大量トラ1イツ欝:::器1}
・噸 の・のは・ン巴 一・唯 蹴
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自動 愛
機

＼
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動
交換機

＼rB

地 方セ ンタ ー

＼(将 来拡張 の場合)/
＼/

＼/、 〔

線

置

集

装 丁
集線装置動作
可能範囲

鶏Nl・2

＼

＼
TC＼

図2-35自 動交 換機
,集 線装 置 関 係 図

コ

(3)CADUCEE技 術 上 の問 題
ロ

CADUCEE伝 送網 の加 入 者 には.次 の特 殊 端末 設 備が設置 され る。

も

操作 卓 －CADUCEE網 へ の接 続 と 自動 交換機,端 末 磯 間 の信号 の 交換 を行 な うが,自 動

応答装 置 が内蔵 され,自 動 番号 呼 出 しも可能 で あ る。(短 縮 ダ イヤ ル に よる呼 出 しを採 用 し,加 入
　

者 の好評 を得 てい る)。 さ らにCADUCEE独 特 の付 帯機 能 が付 加 され て い る。 端 末 設 備 を一

時的 に閉 塞 状態 にす る機 能(例 え ば保 守 のた め).ま た呼 び 出 され て いる加 入 者 が応答 不能 の と き
　 ロ

は,そ の状 況(話 し中 か,閉 塞 中 か)を 表示 す る機能,遠 距離 保守 装 置(Telemaintence)

操作卓 が 自動 交換機 か ら発 信 され た特 殊 信号 を受信 した とき,端 末 装 置 を閉 塞 す る機 能,お ・よび 局

か ら回 線特 性 を測 定す る機 能 等 が内 蔵 されて い る。

電 話機 一(付 加 装置)オ ペ レータ 相 互間 の通 話 を行 な う。

交換 機 一 パ リに設置 され た 自動 交換 機 は,ク ロスバOP400型 の交 換機 で ある。 接続動 作

は テ レ 。クス 型 で,2段 接 続 原理 を用 い て いる,接 続 網 は端末 か ら端 末 まで4線 式 で,電 話網 の交

換 局 と同 じで ある。

一102一



漏 話 に より.信 号 がそ 通 され てい る通 信 を妨 害 す るの をさけ るた め,デ ー タ信 号 用 と交換 信 号 用

の線 を分 離 して使 用 してい る。

(4)料 金形態

ロ

課 金装 置 と トラ フ ィック観測 装 置 は特 別 な研 究対 象 で あ った。CADUCEE伝 送網建 設 の動機

の一 つ は,デ ー タ伝送 の トラフ ィック特 性 に関 す る情報 を収集 す る こ とで あ った た め,ト ラ フイ ッ

　

ク観測 装 置 は,自 動交換 装 置 の 中 で主要 な部分 を占め てい る。課 金装 置 はCADUCEE伝 送網 専

用 に設 置 され る もの で ある か ら,両 者 を合 せ た通 信 に関 す るす べて の情 報 を記録 し,次 に これ を 自

動処 理 に よ り.必 要 な情 報 を取 り出す こ とに した。

課 金装置 は,テ レ ックス の装 置 と同 じ で,料 金票,(実 際 は,磁 気テ ー プに 記録 され る)に よっ

て 集め られ る。

情 報 は,次 の 目的 をも ってい る。(閉 塞 され た通 信 に関ず る情 報 を早 く把 握 す る こと に よ り)自

動 交換 機 の 直接 保 守 ・課 金お・よび統 計的 目的 に よ る トラフィ ック観 損iL

この ため.料 金票 には,課 金 の ため に必 要 な,よ り多 くの情 報 が含 葦れ て い なけ れ ばな らない
。

発 信者,受 信 者 の番 号,開 始 か ら終 了 まで の時 刻 はい うに及 ばず.通 信 が行 なわれ た装 置 とそ の

状 態,ま た放 棄 され た 通信 に至 る まで,記 録 され る必 要 が ある。

さ らに,経 済 的 にみ て有 利 な ことは,長 距離回 線 を集 束す る ことで あ って,こ の方法 に よ って接

続 さ れ る各加 入者 は.自 動 交換 機 へ特 殊 接続 され る こ とに より経済 的 利 益 を得 る こ とにな る。 この

目的 で,次 の 特性 の集線装 置 の開 発 が行 な われ た。

加 入 者 容 量=40

集 線 比=乃,20回 線 に集束 ・

回 線 構 成 数=通 信 用4線,信 号 用2線,接 続 制 御用1線 の計7線 構成

集 線装置 は,純 粋 に トランス ・ベ ア ラン トで あって,長 距 離 伝送回 線 に使 用 され る。

自動 交 換機 の 入 力回路 には分 配装 置 が設置 され る。

表2-7料 金

。設 置 料 1,000フ ラ ン/回 線

。加 入 料

加 入 局 リ ー ル

ル ー ア ン

一

フ ン ス

ナ ン ト

ボ ル ド ー

ト ウ ル ー ズ

オ ル レ ア ン

ク レル モ ン フ エ ラ ン
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マ ル セ ー ユ

リ ヨ ン

グ ル ノ ー ブ ル

ニ ー ス

ナ ン シ ー

ス トラ ス プ ル グ

回線当たり月間加入料 (単 位 フ ラン)

最 短 加 入 距 離 5㎞ 以 内 5～10 10～20 20～35 35㎞ 以 上

普 通 回 線 465.5 581 815.5 1.050・ 1,165.5

受 信 専 用 350 465.5 700 934.5 1050,

最短加入距離は,加 入者 と最短加入局 との距離をいう。

加入料は接続の物理的差異による区別はない。

接続時間料金

6秒 毎に登算,但 し1分 に満たない時は1分 を最低 とする。

距離は,通 信 した両端未聞の直線距離

距 離 別分 当 り料 金(単 位 サ ンチ ー ム)

距離 Φ)

(㎞)
喧0 50<D≦100一 100<D≦150 150Φ ≦200 200<D≦ 乏50一 250<D≦300 》300

1分 当 料金 14 28 42 56 70 84 98

1分当たり通信時間による値引率

日

時間帯
労 働 日 土 曜 日 日曜,祝 祭 日

8時 ～19時 1 0.6 0.2

19時 ～24時

6時 ～8時

0.6 0.6 0.2

o時 ～6時 0.2 0.2 0.2

モ デ ム 料(PTTに よ り提 供,設 置 保 守 さ れ る 場 合)

設 置 料770フ ラ ン

月 間 使 用 料

2.…B/S350フ ラ ン

4・8・ ・B/S5g5フ ラ ン

245フ フ ン・.… 一・・19,…%(ベ ー ス バ ン ド)
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(5)交 換網 の将来 計画
ト

CADUCEEに つ い ては,1974年 リオ ンに交換 機 を1台 増 設 の予 定 で ある が長 期間 使 用す る

予 定は ない。
　

1980～85年 にかけ て,多 重 目的 を もつHELMES交 換網 に拡 張 す る予 定で ある。 テ レ ック

ス.情 報 通信,画 像通 信等 を統合 した交 換 網 に発 展 させ る予 定 で ある。

ホ

HELMESの 前段 階 にPACET交 換網 を1ク ッシ ョン設 定す る予 定 であ る。

　 ト

CADUCEEを 通 じ,加 入 利 用 者 の状況 を把 握 し,PACKETHELMESに 活用 す る。

　
なお・,1,990～2,000年 に は,現 状 通 信網(電 話網,電 信網,シ ク ラー ド等)とHELMES

を統合 した一 大統 合 デ ィジ タル 網へ と拡 大 す る予 定 で ある。

資 料 一 覧
リ コ

oLERESEAUCADUCEE
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29フ ラ ンス に お け る科学 文 献 専 用 ドキ ュメ ンテ ー シ ョ ンセ ン ター

(CNRS)

調 査 先:

所 在 地

調 査 期 日

面 接 者

調 査 員.

CENTREDEDOCUMENTATION

CENTRENATIONAI.DELARECHERCHE

SCIENTIFIQUE(略 称C.N.R.S)

20.RUEBOYER,PARIS20EMEFRANCE

1973年ll月22日(木)

MR.D'OLIER

DIRECTEUR-ADJOINTDUCENTREDEDOCUMENTAT-

ION

MADAMEDUSOULIER

ll

REDACTEURENCHEFDEBULLETINSIGNALETIQUE

MR.BUFFET

　
RESPONSABLEDEsERvICEINFORMATIQUE

　

MADEMOISELLESALLE

ト

RESPONSABLEDESERVICEDIFFUSIONETPROM-

OTION

篠 崎,石 崎,鈴 木,小 関,小 野

291概 要

フ ランス政府 より,資 金的 な援助 を与 え られ てい るCNRSの 目的 は ,7ラ ンスお・よび諸 外 国 の

専 門家,技 術者.教 授,医 師.産 業 家,研 究 員,学 生等 の研 究 に たず さわ る人達 に,研 究お・よび活

動 の追 究 に必 要 な科 学 的,技 術的 専門 の ドキ ュ メンテ ー シ ・ンを 提供す る に ある。

1939年 科 学的 専 門 図書 館 の管 理 よ り端 を発 し,以 降 専 門図 書 を分 析 整理 し,定 期報告 書 と し

ての編集 出版 へ と活 動分 野 を拡 大 してい る。 また,定 期報 告 書 の 出版 の み では な く,数 学,生 命 科

学,地 球科 学お よび技 術 の領域 内 の 世界 中 の ドキ ュメ ンテ ー シ ・ン をま とめ なお・して いる。

現 在,図 書館 の 収集文 献 の種 類 と数量 は次 の通 りで あるが年 々100.000件 に及ぶ増 加 が ある。

定 期刊 行物15,889件

この中 には,フ ラ ンス 国内お・よび 外 国 の権 威 ある科学 雑 誌 が ある。

言 語別 には,英 語 一 約40%,ロ シ ア語 一20%,フ ラ ンス 語 一15%～20%,ド ィ ッ語 一

15%>20%,日 本 語 サ ラエ ボ語 ク ロアチア語等 を含 む その他 の 言語15%～20%で あ る。

各 種 論 文42.400件

CNR,Sは,各 種博 士 論 文 の法律 上の寄 贈場 所 と して指 定 を受 け てい る。

会 議 報 告書12,450件
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技 術報告 書1,000件

著 書35,000件

外 にオ リジナ ル文献1,000万 件

等 で ある。

年 間100.000件 の文献 の整理 処 理 を行 ない,定 期報 告 書 「BulletinSignaletiq-

ue」 と して 定期的 に発 行 して い るが,1971年 よ り写 植 に よる 自動 出版 の シス テ ムPASCAL

を採 用 した。

この よ うに,数 多い文 献 整理 の た め に,フ ランス国内 は勿 論 諸外国 の 専門家 の人 々や,関 係 省庁

の協 力 を得 て い る。 協 力 を得 てい る機 関 は 次 の通 りで ある。

(国 際 機 関)

UNISIST－ ユ ネ ス コ と科学 者連 盟国 際 諮問委員 会

ISO－ 国 際標 準 化機 構

ICSU・AB－ 国際科 学 連合 評 議 会,分 析 要約 事務 所

FID－ 国際 ドキ ュメ ン テー シ ョン連合

CIDST-EECの 科 学,技 術,情 報 ドキ ュメ ン テー シ ・ン委 員 会

(国 内機関)

文 部 省

厚 生 省

郵 政 省

科 学 技 術開 発庁

原 子 エ ネ ルギ ー開発 庁

(研 究機 関)

地 質 学,鉱 山学 研 究所

バ ス トウル 研 究所

熔 接 研 究所

フ ランス 水質 研 究協 会

フ ランス.ガ ス産業 技 術協 会

フ ランス 標準 化 協 会

等 で あ り,他 に外国 の機 関 として,西 独,ボ ー ラン ド,ル ーマ ニア,イ タ リー に各 々1機 関 が ある。

CNRSの 内 部機 構 は次 の通 りであ る。

担 当 と担 当範 囲

ドキ=メ ンテ ー シ ・ン セン ター(定 期報 告書 と出版,情 報 の湖反 射 探索SDI)

物 理 学 一(純 粋,応 用)
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●

化 学 一(純 粋,応 用)

生 命 科 学 一(生 物学,薬 理 学.医 学,農 業 科 学)

地 球 科 学 一(地 球 科学)

工 学 一(技 術お・よび 運輸,公 害,エ ネル ギ ー,治 金学 等 の イ ン ターデ ィス プ リ

ナ リー の領域)

PASCALシ ス テム の採 用 に よ って,ド キ=メ ンテ ー シsン セ ン ター が提供す る情 報 は,そ の

範 囲 と質 が拡 大 した。
コ

BulletinSignaletiqueの 自動出版 と情 報 の選択 頒 布 が可能 とな った。 この方法 は,

文 献 の分析 時 に附 され るキ ー ワー ドに よ って,所 与 の首 題 を扱 っ てい る論 文,原 稿等 の参 照文 を磁

気 テ ー プ よ り抽 出 す る方法 で ある。 磁 気 テ ープ は,年 間予 約 の形式 で頒 布 され ドキ ュメ ンテ ー シ 。

ン に広 範 な要求 を も って い る諸 々の ドキ ュメンテ ー シ ・ンセ ン ター,研 究所,専 門家 等 の コ ン ピ ュ

ー タを通 じて利 用 され てい る
。

図書 館 の閲 覧 室 は,一 般 に開放 され てい る。

月曜～ 金曜13時 ～19時

土 曜14時 ～1g時

また,文 献 の注 文 は,CNRSと 交換 の 合意 に達 してい る フ ランス国 内,国 外 の300に 及ぶ,

図書館 また は ドキ ュメンテ ー シ ・ン セン ターの 収 蔵文 献 を コ ピー の形 で入 手 が 出来 る。 コピー は注

文 に応 じ,あ らゆ る フ ォーマ ッ トで.紙,マ イ ク ロ フィ ッシ ュ(ISOA6105×148imn)

マイ ク ロフ ィル ムで作 る こ とが出来 る。

要 求 に よる翻 訳 は,あ らゆ る言語 で文献 翻訳 が出来,特 定 の言語(ド イ ツ語,英 語,ロ シア 諸等)

は,テ ー プ レ コーダ ー テ ー プ上へ,口 頭 に よる翻訳 が出来 る。

292詳 論

(1)PASCALシ ス テ ム ペ
PASCALと は,「 文 献 自動 選 択 自動 編 集 応 用 プ ロ グ ラ ム 」 「ProgrammeApplique　

alaSelectionetlaCo聖pilationAutomatiquedelaLitter-

　

ature」 の頭文 字 か ら名 ずけ られ た。1971年 以 来 写 植 に よ る。Signaletiqueの 自動編

集,自 動印 刷 に採 用 し,以 降,入 力能 力 を拡 大 し,目 下研 究 中 のPASCAL-3に お いて サー ビ

スの 数 と頻度 を多様 化 して,シ ステ ムの拡 張 をは か って い る。

ドキ ュメ ンテ ー シ ・ンセ ン ターの 目的 は,前 述 した通 り,科 学技 術 に関す る情 報 のみ を全般 にわ

た り,百 科 辞 典 的 に カバ ー しよ う とす る もの で,あ らゆ る分野 を カバー す る もの では な い。 これ が

現 行 シス テ ムの中 ではユ ニ ーク な もの とな ってい る。

(2)シ ス テ ムの拡張

フ ラン ス での.情 報 伝送 網の拡 張 に伴 ない,本 システ ムの適応 分野,関 連機 関の拡 張 が 今 後の

CNRSの 課題 とな ってい る。 これ には,デ ー タ ・ペ ース にお・け るハ イ レベル の分 類 の 基礎 をなす
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「INPUT-PLAN」 とい う,ICSU・ABの 研 究 が,CNRSの 関心 事 で ある。

(3)INPUT

色)情 報 源

博 士 論文 や技 術 論 文,ま たDGRST(科 学技 術研 究総 代 表 部)と 契 約 に よ り進 め られ て いる

研 究 に対す る論 文 等 と.セ ンター で受 理 す る12,000の 定 期刊 行物 の内 か ら約8、000が 図書

室 よ り提 供 され る。 フ ランス特 許庁 か らは.フ ラン ス にお け るす べ て の特 許 出願 の ア ブス トラク

トが提供 され,ま た国内,国 外 の 諸 団体(約30団 体)か ら文献 が提供 され る。

㈲ 項 目の内容

各 々文献 の 目録 は,UNISIST/ICSU・ABの マニ ュア ルに 定 め られ てい るルール に従 っ

て作 られ る。

著 者 名,所 属 団体,原 題 名(必 要 に より仏語訳 が付 され る。)文 献 の使 用言 語,種 類 とPA-

SCALシ ス テ ムに て適 用 され る,分 類 コー ド,デ ィス ク リプ ター一お・よび リン クが入 力 され る。

(c)デ ー タ入 力

入 力デ ー タは.通 常 の ワー ク シー トか ら,穿 孔 テ ープ を径 て,日 々入 力 され る。 拡 張 キ ャラ

ク ター セ ッ トには,ロ ー マ字,ア ル フ ァベ ットと共 に数学 式お・よび 記 号,化 学 記 号 も含 まれ,サ

ブス ク リプ ト.ス ーパ ース ク リプ トを も表 示 出来 る。 目録 作 りは,項 目の 内容 の作 業時 に検討 さ

れ たル ール に従 っ てい るの で,訂 正 手 続,印 刷 上の コンス タン トの挿入 お・よび他 の システ ムか ら

フ ァイル 上へ入 力す る方法 が簡素 化 され て いる。

④ 情 報 の蓄 積

大 容量 フ ァイル の瀕 反的 探 索 の問 題 と.大 容 量 フ ァイル へ の アク セ スの問題 は,CNRSの 運

用 上の大 きな問題 点 で ある。特 にCNRSは,文 献 を百 科辞 典的 に カバ ー しよ うとす る性格 か ら,

イ ンデ キ シ ングや 自然言 語 の信頼 性 と,大 容 量 フ ァイル の問題 が 重 要視 され る。

文献 の要約,参 照 事 項 は,フ ァイル 上に収録 され,定 期報 告 書 として 出版 され る。 リス トア ッ

プされ た原文 献 の大 部 分 は,セ ンター の図 書館 に て閲覧 出来 る しパ リ図書 館 との間 に設 置 され た

ネ ッ トワー ク に よ り,セ ン ター を通 じ入 手 す る こ とが 出来 る。

(4)処 理 とサ ー ビス

(a)区 分 け と定 期報告 書 の編集

収 集 され た,デ ー タは訂 正 され,プ ール に毎 日無差 別 に貯 え られ る。 月 に一 回,プ ール に貯 え

られ た文献 はす べ て引 き出 され,所 属 す る部門 に振 り分 け が行 な はれ て,部 門 別項 目が付 され る。

必要 に応 じ項 目は2っ 以 上 の題 目に重 複 し て分類 され る。 次 に分 類 コー ドに従 って の区分 け と,

題 目の挿 入 が行 な われ る。 か く して発 行 号 の写真 植字 の準 備 が と との う。

⑥ イ ンデ ック ス

定期 報告 書 には すべ て,著 者 と主題 の インデ ック スが付 され てい る。 イ ンデ ック スは,3段 階

イ ンデ ック スで,リ ン ク に よって作 られ てお・り,リ アル ア クセ ス語句(シ ンタ グム)で あ る。 イ

ンデ ック スは年 々累積 され る。
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(c)情 報 の選 択,頒 布,SDI(SelectiveDisseminationofInform_

ation)

PASCALの 磁 気 テ ー プは,同 一 デ ータ エン トリー か ら作 り出 され て,い くっ かの 手順 で

SDIに 利 用 さ れ る 。 頒 布 の頻 度 は,PASCAL導 入以 来 急激 に増 加 し,周 期 も',月 間 か ら

隔週 に,さ らに週単 位 に短 縮 され よ う。

磁 気 テ ー プは,PASCALの フ ォーマ 。 トで 提供 可 能 で あり,1974年 には,

UNISIST/ICSU・ABフ ォー マ ッ ト(縮 減 した キ ャラク ター セ ッ ト)で 可能 で あ る。

但)ハ ー ドウエア

処 理 段階 に応 じた,異 な るハ ー ドウ ェア ・ユニ ッ トがPASCAL処 理(BATCH処 理)に

使 用 され て い る。

デ ー ター の入 カ ー 拡 張,キ ャラク ター セ ッ トキ ーボー ド

区 分 とイ ンデ ックス処 理 －SIEMENS4004/35

1BM360/30

写 植 －DIGISET

LINOTRON505

SDI処 理 －IBM370/165

オ ン ライ ン によ る入 力 は,近 い将 来 の 実現 は考 へ られ ない が,光 学 によ る走 査技 術 は,検 討 さ

れっつ ある。 これ が実 現 す れ ば,シ ステ ムコス トを大 巾 に削減す るこ とが出来 る。

φ)財 政.料 金

当 セ ン ター はCNRSの 一 部分 で あ りCNRSは 教 育 省 の監 督下 に あるが,顧 客 の65%を 海

外 に もってい る。 瀕 反的 探 索 に よるサ ー ビス を除 い て,す べ て予約 購読 方式 であ る。

一般的 に は
,次 の料 金 を適 用す る。

。基 本 科

。利 権 科

。頒 布 され た項 目数 に対応 す る料 金

磁 気 テ ー プでの情 報 頒 布 の権 利 は.特 殊 な契約 を締結 して ある場合 を除 き(BRGM等),

CNRSが 持 って い る。

個 別お・よび グル ープ プ ロ フ ァイ ル の料 金は,3段 階 の 質問 の後 で課せ られ る。 従 って質問 は,

3っ に至 るま で に調 整す る こ とが 出来 る。 料 金は,一 般 の セ ン ター と同 じよ うに3つ の フ ァク タ

ー で あ る
。 固 定料 金,質 問 の複雑 さ.解 答の数 に応 じて課せ られ る。 実 際 の作 業 に要す る費 用 の

万一%相 当額 が 請求 さ れ る との こ とで あ る。

(5)ネ ッ トワー クか ら見 たCNRSの 位 置

(a)PASCALに 対 す る ニーズ

PASCALを 規定 す る主 要 な 基準 は,一一ー一方 で は処 理 され る文 献 の引 き続 く増 大 で あ り(現 在

50万 文献 に対 し要員 約150名)他 方で は ネ ッ トワーク数 の増 大 であ る。
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(b)文 献 の 処 理 単 位,PASCALの 基盤

文 献 の 増 大 と 数 多 くの ネ ッ トワー ク に対 処 す る た めCNRSは,「B'ulletirSignal－
フ

etique」 の担 当 セク シ ・ンの数 を増 加 せ ね ば な らなか った。(lg73年 には50)

これ 等 の セク シ 。ンは.ネ ッ トワーク関 係者 とある プ ロ フ ァイル 上のせ まい分野 を担 当す る も

の で ある。

そ れ故,大 別す る2種 類 の ユ ーザ をは っ き り限 定す る強 い 要請 が ある。 特 に彼等 が 提起 す る イ

ンデ ック ス作 りの問題 を とり上げ る時 に痛 切 に感 じる問 題 で ある。

この問題 に対 処 し よ うとす る な らば,文 献 ファイル/シ ソー ラス と して二 重 語 に よる文献 処 理

ユ ニ ッ トの 数 を出来 る限 り少 くす る よ うに努 力す る こ とで ある
。CNRSは,2種 類 の ユニ ッ ト,

純 粋科 学(生 物 学,化 学 … …)と 応 用科 学(工 学 ……)と に区 分 す る こ とにな ろ う。

(c)イ ンデ ックス づけ の レベル

3段 階 で の イ ンデ クゼ ー シ ョンがPASCALの3処 理 段階 に対 応 してい る。

マ イ ク ロ ・イ ンデ クゼ ー シ 。ンは項 目 を集め各 ユ ニ ッ トに表 わす
。 そ の エ レメ ン トは,全 ユニ

ッ トに共通 である。

中 間 インデ ク ゼー シ ・ンは,文 献 処 理 ユ ニ ッ ト全 部 に固 有の もの で あ り,SDIに は特 に役立

つで あ ろ う。

マイ ク ロ インデ ク ゼ ー シ 。ンは,特 定分野 での,実 験 プ ロセ ス等 の 重要 な 要素 を指 してい て
,

これ は 朔反 探 索 のた め 中間 イン デク ゼー シ ・ン と併 用 して使 用 され る。

(6)期 待 され る効 果

ω オ ー トマテ イ ック イ ンデ キ シング の研 究

人 工言語 か らのイ ンデ キ シング の可能 性 を研 究す る こ とは,時 代 遅 れ だ と考 え る人は 多 い が,

この研 究は近 い 将来 に文献 記 述 を改 善 す るためのみな らず,長 期的 に はオ ー トマテ イ ック イ ンデ キ

シ ング に通 じる メ カニ ズ ムの研 究 に とって も基本 的 な もの と考 え られ る
。

(b)NON-CNRSデ ー タの入 力

NON-CNRSデ ー タの入 力 は,パ ッケー ジ再編 成 の問 題 に類 似 した問題 で 、一 万 で は異 な

るシス テ ム で目録 を作 る こ と(既 に参 照 マ ニュ アル では 達成 され てい る)お ・よび他 方で は ,同 質

の文献 記述 のため の手 続 きの開 発 とを要求 す る もの で,記 述 モー ド間 の適 合性特 に分類 とイン デ

クゼ ー シ ・ン間 の適 合性 の重 要 さが出 て来 るゆえん で ある。

(c)製 品多様 化

新 しい 報告 書,新 しい分 野 をカバ ーす る マク ロ'プ ロフ ァイルの刊 行 も分野,イ ンデ ック ス タ

イ プ拾 よび ア プ リケー シ ョンの イ ンデ ック ス分野 の よ うな,あ るパ ラメー タ を定義 す る とい う簡

一単な ことに な るで あろ う。

これ らはデ ー タベ ース入 力 か ら独立 で あ りか つ新 しい 報告 書,マ ク ロフ ァイル 用 の新 しい専 門

家 を 要求 す る こ とは ない。 使 命 遂行型 機 関 分野 の 惹 き起 こす 諸問題 に対 して も.弾 力性 の あ る解

決 策が この様 に して発 見 され 得 る ので ある。
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以 上は.い くつか の ユ ー ザ・・+ネッ ト ワー クを相 互連 絡 す る こ とに内 在す る問題 を 提起 し,か

っ 誰 に も知 られ てい るデ ー タ処 理技 術 を説 明す る とい うよ りはむ しろ解 決 策を示 唆 し よ うと した

もの で ある。

フ ランス内段 階蛤 よび 国際 的 段階 でCNRSは ネ ッ トワー ク間 の 交換 に関 して有 利 な地位 を占

め てい る。 純粋 科 学,応 用 科 学お・よび各 種 技 術の全 分 野 のた め の ドキ ュメ ンテ ー シ ョン生産 者 と

しての役 割 か ら,使 命 遂 行型 の ネ プ トワー ク でお・くれ て出 て来 た問題 を解決 す る義務 を負 って い

る。 これは そ の開 発 にお・い て制約 的 プア ク タ である が これ らの サ ー ビス に 期待 され る もの が何 で

あるか を知 る こ とが重 要 な ことだ と思 う。

ロ

「Signaletique」 の 利 用 法

ドキ ュ メ ン テ ー シ ・ン セ ン タ ー は 書 誌 学 上 の記 述 原 理 を完 成 し,報 告 書 「BulletinSi-　
gnaletique」 の 出 版 の た め の 表 現 ル ー ル を 定 め た。 これ は,UNISIST/ICSU・AB

の レ コ メ ンデ ー シ ョン をP.A.S.C.A.Lシ ス テ ム に 適 用 し た も の で あ る。

表 題_.

説 明 要 約 一→

.番 号 著 者 所 属

↓'↓ ↓

34-101-699.BUFFET(P.」.(Cent.Doc.C.N.R.S.Paris).

A燃 ㌔蹴 蠕 思
,聚S翻 舗 麗 ㍑驚 ご(、972),。。2,._論 文の参照

79-82・ 番 号

Descriptiong6neraledusystさmePASCAL(ProgrammeAppli-

qu6査1aS壱lectionethlaCompilationAutomatiquedelaLitt6ra-
ture).Sourcesd'information:15pOOp6riodiqugsreg

.usblabiblio-thequeduCNRS
,analyscsfoprniesparlescentresdedocumenta-

tonsectoriels,brevetsfournispar1'INPI.Traitementsintorma-

tquesdiversrCalis6sapaltird'unesaisieunique:photocomposi-

t?nduBulle亨mSignal6tique,tridessignalements,constitution

d'index,constitutiond'unstockdocumentaire,diffusions61ective .

ξroduits:!.ulletinsignal壱tique、indexannuels,bandesmagn6-t
lques,pTo川s,reeherchesr6trospectives,reproduetions .Dansle

domainemdustriel.unecoOp6rationavecdiversorganismesest

realis壱epourP61eCtrotechmqueetl'61ectronique,1am色tallurgie,

la
.soudpre・1'壱nergie・1'energienucleaire,lesnuisances,lesindus.tri
eschimiques,lespolymeres,1estransports.

目次 は,系 統 的 に分 類 され た情 報か ら,識 別 符 号 に よ り検 索 され 細 目に表示 され る。

03.Sy8t6m6sdo四mentaires

A・Aspccts96neraux

B.Systさmesdocumentairessp6cialis6s

O4.Sourceed,information

A・Documentsprimaires

OLAspcctsgeneraux
O2・Collecteetacquisition

O3・Dt・scription

O4,Stockage

O
V
Q
∨

1

1

0

0

0
0

1

2

2
2

2
2
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階 層 的 アル フ ァベ ッ ト項 目の イ ンデ 。ク スは,識 別符 号 に照応 さ.れ参 照 を容 易 にす る。

Fichier
Ban3瓢9惚

er,327。.
Ba8edonn6e

Saisiedenn(…e,2988,
、Structurefichier

,3815.O
e8tion伺chier

BanquedOnn《 …e,2987.

Fichierin6dical,Progranunesi-

mulation,29S4.

Protectioninformation,2989、

StructUt・eflchier

Connpressioninformation,2986.

Filtrag6.

F"t「部 躍t隠1
,e,。 、、。,、。,ay。n-

nenlent.2961.

交 換 され た 目次 の イン デ ックス は,キ ー ワー ドに よ って参照 番 号へ 直 接 ア ク セス で き る。

`nformation
.BanquedonnEe,Nl▼6亀un息tlonal

・Systemedocumentalreauto【natlque
,P▲SC▲ 【りCNRS

・.・ ■ ・ ■ ◆..・.・ ■ ■ ● ● ● ● ■ ■ ▼..・.

・Systemedocumentair硲automatique

.Lang畠 冨onatuオ ●1
●Troncature

....・.… ◆ ■ ■ ■ ● ● ■ ■ ● ■ ■ ■...

■

・

●

Indu6trie600.

`ndu8tri●687.
`ndu8tr`6Coopdr"tion.i#rat)ce,699.

㊨.....・ ■..,..・....….■ ■ ・ ● ■ ■ ● ● ■ ● ■ ● ●....

PASCALCNRS,lndustrie,C白operation,France,699.
P●emul●ttr●8Aideindexatien,Formulationquestion.785.

.・.`.,......・ ・ ■ ■ ● ■..

8y■t6modOCumont8ir6automatiquo

8ysthm●dOCum●ntaireautomatiqu●

Syetbm●decum●ntaireautomatiqu●

…..… 令 ・.・ ◆ ■ ● ● ● ■ ・

DARC.Chimi●,Code,698,
PASCAL.CNRS.Industr▲e,Cooperation.
France.690,

Marquetubrique.URSS,L加ga8●docu－

`

アル フ ァベ ッ トに よ る著 者 イ ンデ ックスは,識 別 符号 に照 応す る。

BOI,(J..M.VAN) ,534.BO《
、}KSTEIN(A。),625 .B《

一)R轟1AN(L,),850 .}SOUI)RE
AU(Aり,657 .BUCI

'IANAN(」
.Rゆ,674.B

U〈al《1・'ANI)(ハ1 .1{.),64().BUFF
E1'(Pゆ,699.

BUI・IR(L.R.),578 .

'.. '◆ ・ ・
…...

VANBOL(J .-MJ,53.4.V
.、,NDYKE(V .J.},826.V
ASILEVSKIJ(A .L.),700.
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倹 素 結 果

① →C1001634_10Ll42ADOC:TP_DU5819

② →DATENBANKENIMTECHNISCFENBEREICHVON

INDUSTRIEBETRIEBEN

③ →BANCuESDEDCNNEESDANsLEDcMAINETECHNIQUE

DESENTREPRISESINDUSTRIELLES

④

⑤

→AHRENS(F .)//KONSTANZ

→WERKSTATTSTECH.,Z .INDUSTR.FERTIG._DTSCH._

1972_62_NO6_PA352-355_BIllREF.↑

↑ ↑ ↑ ↑ ・・ ↑ ⑥

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

NATURESETSOURCESDESDONNEESTECHNIQUES

DANSUNEENTREPRISEINDUSTRIELLE .CONCEPTION

ETREALI8ATIOND!UNEBANQUEDESCONNEES.

EXEMPLESD!APPLICATICN:ETABLISSEMENTDE
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210 パ リ地 区 国立 医 療機 関 にお け る コ ン ピュ ー タ共 同利 用

調 査 先

地

日

者

在

醐

接

所

謂

面

調 査 員'

　 　 ロ

AdministrationGeneraledeLAssistancePublique

ロ

aParis

3,AvenueVictoria75.Paris・4eme.France

1973年ll月23日(金)

Mr.BonnetRoger(DirecteurduS.E.T.1)

Mr.TavernierPhilippe(DirecteurduDepartement)

Mr.ColombaniSextus(Programmeur)

篠 崎,石 崎,鈴 木,小 関,小 野

21Ql概 要

ロロ
パ リ地 区 にお・け る 国立 医 療 機 関 の 統 轄 は ,こ のAdministrationGeneralede

ロ

L'AssistancePubliqueaParisが 行 な ってい る。 この組 織 が設立 され た 由来 とそ

の機 能は次 の ご ときで あ り,そ れ が 今 日まで 引継 がれ てい る。 即 ち今 よ り100年 位 前帝 制 下 に フ

ラン スにお・い て集 収化 が行 な われ パ リ地区 も一 つ の集権 制 が取 られ た。 そ の時 にパ リ地 区 の大病 院

も集権 化 され 一 つ の経営 下 に入 った。 この時 にそ の統轄 機 構 と して設立 され たの が当組 織 で ある。

この 組織 が現 在 パ リ地区 にお・い て厚 生省 と大学病 院 セ ンタ ーの間 に入 って医 療関係 に関 す る各種 の

業務 を実 施 して い る。 この よ うな組 織 は フ ランス にお・い ては リオ ン とマ ル セ ーユ に も存 在す る。 そ

の他 の地 区即 ち地 方 は厚 生 省 が直 轄 してい る。 これ を図 示 す る と図2-36の ご と くで ある。 フ ラ

ンス にお け る大病 院 はす べ て 大学 と関係 を持 ちそれ を大 学病 院 セン ター と呼 ん でい る。 それ で これ

らの公 立病院 が この組 織 の中 に入 ってい るの で この組 織 では治療 は勿論 の こ と医師 の養 成 も行 な っ

てい る。

一115 一



地 域 病 院

一しン タ ー

大 学 病院

セ ン ター

1地 域 病 院 セ ン,タ ー の ベ ッ ト数

2,000～4,000

DirectionGeneralde

L'AssistancePublique

大学 病 院

セ ン ター

こ の 組 織 と似 た

組 織 が リ オ ソ,

マ ル セ ー ユ に も

あ る

大 学 病 院

セ ン ター … … 独立 採 算 性

パ リ地 区 全 体 の ベ ッ ト数

45)OOO

図2-36A.P.の 機 能 図

ま た この組 織 の役割 と しては各 病院 の 専 門化(そ のた めの専 門 的 な医 師 の配 分),医 療 技 術 の開

発.最 新医 療技 術の導 入,行 政 事務 の合 理化 な どが あり重 要 な 役割 を荷 な ってい る。 ただ し この組

織 は あ くまで も公 立病 院 の み の統轄 で私立 病院 や診 療所 は 管轄 外 で ある。

しか し,複 雑 な治療 を要 す る病 気 め患 者,治 療費 の支払 い が で き ない患者 は私立病 院 や診療 所 か

ら廻 され る こと もあ り.こ の場 合 は との組 織 で は受 け 入 れ なけ れば な らない義 務 が ある。 以 上の よ

うにパ リ地 区 の公 立病 院 の統 轄 に あ た る とい うこ と もあ り この組 織の理 事 長 をパ リ県知 事 が兼 任 し

てい る。

現 在 この組 織 の職 員数 は約7万 人 でそ の うち医 師 は1万5千 人 占め年間45万 人 の入 院患 者 を扱

い常時2万5千 人 の入 院 患 者の 治療 に あた ってい る。 外来 患 者 を含 め る と年 間250万 人の治 療 を

行 な ってい る。 以 上 が この組 織 の全 貌 で あるが次 に この組 織 の 中 に あ る情 報 セ ン ター にっい て述 べ

るo

情 報 セン ターS.E.T.1(Serviced{etudesetdetraitementde

llinformation)が1953年 にで きた。(図2-37.図2-38参 照)こ れは この組 織 の

7万 人の 給与 計算 と医療 費 の計 算(社 会 保証 制度 の複雑 さか ら くる 料金 計算 の複 雑 さ)をPCSに

よ って処理 す る。 即 ち情 報処 理 を集 中化 し これ を経 営管理 に役 立 てる とと もに医 師,看 護婦 の行 政

事 務 を軽 減 す る目的 を持 って い る。 それ が病院 全体 の行 政事 務 の合 理 化,そ の他 診 療関係 に役 立 て
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る各 種 の シス テ ム の研 究.お ・よび コン ピ ュー タの導入 へ と拡大 され て きた。 この情 報 セ ン ター をこ

の組 織 の管 轄 下 に あ る病院 が利 用 す るわけ で ある がそれ らの利 用 に供 す るシス テ ムの拡 大 の方 向 と

して は,あ る一 つの病 院 をモ デル と して選 び そ こで実 験 し,そ の結果 を見 て他 のす べ て の病 院 に適

用す る とい う方法 を とってい る。 このセ ンター にお・いて 開発 した システ ムの主 な ものに次 の もの が

あるが,そ の詳 細 は次項 にて述 べ る。リ ト
1.GAMM(Gestionadministrativeetmedicaledesmalades)

患 者 の 医 学 的 行 政 的 管 理 シス テ ム ロ じ
2.DISC(Dossiersindividuelsdesantecentralises)

個 人健 康記録 集 中 化 シス テ ム

この情 報 セ ンター にお い て計 画 中 の もの と して次 の ものが あ る。

1.医 学 技術 の 自動 化

薬 品 の 自動調 合,検 査 液 の 自動 調 合,自 動 診断

2.モ ニ タ リング の問題

危 篤患 者 の脈 拍 や血 圧 の管理,ガ ン患 者 の アイ ソ トー プの投 与 等

この セ ン ター にお・い ては以 上の よ うな開発お・よび病院 へ の適 用 のほ か に医療 にお・け る情 報処 理 の

重 要性 の啓 蒙,養 成指 導 を行 な ってい る。 この理 由 と しては各 病院 の労 働 者 の%が 何 らか の形 で コ

ン ピ ュー タ に情 報 を与 え る立 場 に あ る人達 で あるか らで ある。
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研究部長
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患者管理

研 究 所

人事管理

!一 、
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装置
、 ノ
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GAMMの 水 平 的 発 展

自然的行為

ト レ ・一 ス 許 可

外来診察

給 食

生 化 学

分担額管理

医療要員管理

公 訴
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共通倉庫
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鳶理焼 討

予 備
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図2-37S.E.T.Lジ ョ ブ組 織 表(1973年1月1日 現 在)
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9/oo
10

5

60 g667686970717273

S・E・T・1予 算 1972年 に おけ る負 荷

(1973年 当 初 予算)

%

33

46.

21

IOO

費仲人

費斜材

費品耗消

GAMM

入 院 費

共 通 倉 庫

人 事 管 理

管 理 統 計

デ ー タ 入 力

医 療 統 計
rの.促,

(時 間)

3400

3100

.4800

4300

1800

1800

1300

800

S.E.T.1の 支援 したすぺての仕`舞は現実

の 費用 と して評価 され,収 人が支出に 見合

うよ うにユーザに請求 される。

図2-38S.E.T.1.予 算(病 院 予 算 に対 比 して の)

(単 位0/00)

23700
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前述 の とお・りこの組 織 はパ リ地 区 の公 立病 院 の統 轄 に 当 って い る。 そ こで この組 織 に入 って い る

病 院 が この情 報 セ ン ター を利 用 してい る わげ で あ るがそ の数 は50病 院 ある。 そ の うち27の 病 院

が セ ンター の コン ピ ュー タ と専 用 回 線 にて接続 され オ ン ライ ンで コ ン ピ ュー タ を利用 してい る。 そ

の規模 はベ ッ ト数で 全体 の56%に 相 当す る。 全病院 がオ ン ライ ン化 され るの は1975年 始 め で

ある。 、

なお・この セ ンター に設 置 され てい る コン ピ ュー タはIBM370/145が2台 でDuplex

で利用 し通 常1台 は バ ッチ処 理 を他 の1台 は遠 隔用 に利用 してい る。

遠 隔用 は4,800ボ ー半二 重方 式 で接 続 され情 報 は リモ ー トバ ッチ 方式 に て処 理 され る。 各 病院

か らセ ン ターへ のデ ー タの伝送 は,朝.昼,夜 と分 割 し時 間 帯 を定 め て行 な ってい る。

(図2-39参 照)

21Q2詳 論

(1)S,E.T.1.の 概 要

1、953年AssistancePublique(以 下A.P.と い う)の 統計 計 算業務 に対 す る

PCStr-一 ビス が ヴ ォー ジ ュ広 場 か ら100π 離れ た ミ二 一 ム通 りで開 始 さ れ.そ の業 務 の うち,

共 通 倉庫 と医 療統計 業 務 は 今 日も引継 がれ て い る。

当 時技 術者10名,予 算1,400万 旧 フ ラン で あ った。

現 在 のS.E.T.Lが ヴ ィク トリア ・アベ ニ ュに移 った の は1965年 で ある が各病 院 に設置 さ

れ た 周辺 端末 装置 も含 め て現 在(1973年)総 予 算 は2,800万 フ ランで あ リスタ 。フ数 は250

名 で ある。 この うち80名 が情 報 処理 関係 即 ちエ ンジ ニア,ア ナ リス ト,プ ログ ラマの専 門 家 で あ

る。

S.E.T.1.はA.P.の 総 務 部 に付 属 して いる が 自主 的 予算 で賄 われ,経 費 は ユー ザ に請求 さ

れ る。

S.E.T.1.の 任務 は病院 の経 営,共 通 倉庫,A.P.の 中 枢 サー ビス を確 保 す るこ とで あ る。

A.P.は1973年 現 在 で は37の 施 設群,10倉 庫,・60の 診 療所(こ の うち5つ は地 方 に あ

る)を カバ ー し予算 は投 資,営 業 費 用 と もで40億 フ ラン,対 象職員 約7万 名,患 者 数45万 人,

入院 延 人 日1,300万,含 外来250万 人,医 療行 為2,000万 件 以 上 を数 え る。

現 在 執 られ てい る政 策 は医療 な らび に事 務 の総 合管 理 の実 現 で,こ れ に当 っ ては一 つ の病 院 をモ
`

デ ル に と り実 験 を行 な っ た の ち に 全 施 設 に拡 張 す る とい う方 法 で シス テ ム 化 を行 な う こ と で あ る。

ア ブ リ ケ ー シ 。.ンに っ い て は 実 現 性 と 収 益 性 に最 大 の 指標 を 与 え て こ れ が最 良 の もの を優 先 的 に と

り あ げ る。

S.E.T.1.の 設 備 と 、し て はIBM製 品 がPCSに 引 継 い で 使 用 さ れ て い る 。 即 ち1401コ ン

ビ=.一 一タ に つ い で1410,360/20が,そ して1410は360/402台 に,っ い で

36・0/40と360/50に 替 り1972年10月 以 降 は 図2-40に 示 す 構 成 のIBM370

/1452台 が 使 用 され て い る 。 そ の 利 用 方 法 は 前 述 の ご と きDuplex方 式 で あ る。
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図2-39遠 隔 情 報 処 理 の 発 展
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図2-40SETIの コ ン ピ ュー タ 構 成(1973年 当 初 現 在)
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なおプ ログ ラム の本数 は約700本 で ある。

(2)各 種業 務 につ い て(図2--41参 照)

色)人 事 管 理

これ はA.P.の 職 員約7万 名 の職 員 フ ァイル の維持,昇 進,管 理,給 与,計 算.会 計 計 算,

数 多の 統計 業務 を毎 月実 施 して い る.

医療 要員 の 人事管 理 は現 在 プ ロ ミ ラ ミング 中舌 あ る。 他 方 要員 の 日常管 理 も実 施 され てい る。

これ は各 人 の出 勤,欠 勤 の予 定計画 を示 す表 を作成 す る ようコン ピ ュー タに要求す る と配 置 シ

ス テ ムが作動 し病院 の入 口 に備え つけ られ た個 人別 バ ッチ読取 機 に よ って予定 外 欠 勤 を確 認 した

　
うえ所 属 長の端 末 に要 員 の最適 配置 につ い ての状 況 を即 時 に表 示 す る。 、 .、

(b)倉 庫 管 理

SE.T.1.は 共 通倉 庫特 に中 央薬 局 の倉 庫管 理 を支援 してい る。 病 院 の注 文 は毎 日 コ ン ビ=

一 夕か ら転 送 され る
。 それ は,引 渡され るべ き順 序 に薬 の品 目が示 され てい る払 出 伝票 で ある。

これ には 薬棚 の 指 定 まで して ある。

物理 的お よび 会計 上の 在庫 高,調 達 と払 出等 は すべ て コ ン ピュー タの管理 下 にお か れ て い る。

ま た各 医療 サ ー ビスの た め,最 も高 額 の薬 剤の 消費量 を グ ラ フ化 して 出力 す る。

病院 にお・け る倉庫 管理 と して在 庫,払 出.購 入 管 理 を1973年 か らSaint-Antoine

病 院 で行 われ よ う。

㊤)会 計 管 理

統 合 の進 展 にっ いてA.P.の 会計 は大 部分 が各種 の経営 部門 に関係 して くる。 会計 分 析 も部

分的 に行 なわ れ てい る。 予算.経 理 の機械 化 も予 算編 成 の支 援 の機械 化 と同 様 に研 究 中 で ある。

(d)経 営 管 理

この分 野 で は2つ の重 要 な オベ レー シ 。ンが あ る。

① 医 療 サ ー ビスお・よび医 療技 術サ ー ビス実 績 表 の作成

これ は四 半 期毎 に部局 の 活動 の一 定 量 の指 標や代 表 的な比率 を部局 長 に 提供す る もので 同

一専 門 部局 か ら見 本 と して選 ばれ た あ るサ ー ビスの実 績 と比較 す る もので ある
。

(表2-8参 照)

② 経 営 基 準

これ は3ケ 月毎 に各 病院 長 に各 予 算単 位職 場 で消 費 され た経 費 の状況 とこれ に対 す る同一

時 期 におSげる 施療活 動 の 状況 とを 提供 す る もの で ある。 多 くの病院 間 の原 価 比較 に連 結 され

た この情 報 は病 院等 施療 施設 の 長 が将来 の経 営 を改 善 す るた めに役 立 て る も ので あ る。

(e)そ の他 の 各 種 ジ ・プ

① 生 産 部 門 の総 合 フ ァイ ル業務

これ はA.P.の 経 営 単 位 の比 較 表 であ る。

② 看 護婦 試 験

順位 づけ と任 命 の推せ ん
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③ ベ リ県分 但 額計算

④ .各 種 科学 的作 業

新 しい病院 概 念 の 援助

⑤ 医 療 材料 フ ァイル

(3)GAMM

病 院経 営 の%は 人件 費 で あ り勤 務時 間 の%は 患 者 に関 す る情 報 の人 手 に よる処理 の仕事 に 占め ら

れ て い る。

従 って この情 報の 人手 に よる処 理 に病 院経 費 の約25%(あ る調査 に よれ ば30%)を 占 める こ

と にな る。 これ ら情 報処 理 の大 部分 は デ ー タの コ ピー.配 布,集 め直 し,転 送,分 類 等 で殆 ん ど 自

動 化 可能 な もので ある。 図2-42はGAMMシ ス テ ム を図 式化 した もの で あ る。

シス テ ムの本来 の 目的 は入院 患 者 個 々に専 属 の穿孔 カー ド(番 号 が穿 孔 され,名 前 が印 刷 された

もの)上 で入院(ま たは督 促)以 来 の諸情 報(患 者 の動作,医 療 行為 の要請,治 療行 為等)を 把握

す る こ とで ある。

把握 され る情報 の種類 に よ って(た とえ ば退院 の予 定,低 脂 肪 食事 の 要求,呼 吸器 の検 査)看 護

婦 長,看 護 婦,助 手 また は技 手 が マス ク(も しくはグ リ。 ド)を 使 用 して,自 分 で カー ドに穿孔 す

る。'即ち現 場 にお・いて い くつ か の マ スク を取扱 って穿孔 す るPortacard方 式 で ある。ーカー

ドは(メ ッセンジ ャー も し くは気 送管 に よ って)日 に数回 集 め られ病 院 の 端末 機 に持 ち込 まれ セ ン

ターの コン ピ ュー タ に送 られ 処理 され る。 次 い で コン ピ ュータ は ロ ー カル の端 末 機 上に病 院 の運 用

に 必要 な多数 の文書(32通 りの種 々の文 書)を 編 集 す る。 これ らの文 書 は本 質 的 には,施 設毎 の

あるい は病院 全般 に必 要 な督 促 患 者 名,現 在 の患者ち 退院 患 者名,各 種 の検 査 を受け て い る患 者 名

等 の氏 名 表 で あ る。 与000ベ ットを持 つ病 院 では1日 当 り約5,000の カー ドが で き.こ れ が処

理 に よ って端末 機 に20,000行 の印刷 をす る。 この20.000行 とい うもの が看 護婦 に と って節

約 で き た 仕 事 と 時 間 を示 す もの で あ り,A.P.の13,000名 の看護 婦 は これ によ って患 者 の

世 話等 に益 々専念 で きるの で ある。 そ の他 の利 点 と して エ ラー が大 巾 に減 少 した こ と ,登 録 され な

い医療 行 為 が大 巾 に減少 した こ と,病 院活 動 が よ り精 密 に記録 され る よ うにな った ことで ある
.

GAMMシ ス テ ム を遂 行 す る ため に 収集 された情 報 に よ り,コ ン ピ ュTタ で処理 す るため 大変 複

雑 な入 院 費 の請求 書計 算 や,そ の他 の計算,統 計 業務(特 に原 価)に 不 可欠 のデ ー タが容 易 に得 ら

れ る。GAMMの 行 な われ て い ない病院 で は従 来通 り に手数 料 用 紙,病 室 使 用 書,各 種明細 書 に書

き込 む ことを続 け てい るが これ らは カー ドにパ ンチ され,こ れ によ り入院 費 が計 算 され てい る。

(4)GAMMの 発 展 と医療 用 化

旬 地 理的発 展

GAMMは1973年 当初 には救 急病 床 の 半分 に当 る12の 病院 で実 施 され てい る が1g74

年 に は救 急 施設 の全 部 を カバ ーす る こと にな ろ う。

(b)給 食 シス テム'"

この ア プ リケー シ ・ンはLonisManrier病 院 の発 足 に当 っ て献 立配 膳 システ ムに よ って
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拡張 す る よ う要望 され てお・り,こ れ に よ り患者 に メニ ュを選択 させ る こ とがで きる。 注文 は医 師

の定 めた 規則 を表 わす マ ス ク を通 して穿 孔 カ ー ドに穿孔 され る。 コ ン ピュー タは 準備 す べ き皿 ピ

料理場 へ 供給 され るべ き食 料 品 お よび献 立 計画 を作成 す る'。

(c)本 来 の活 動

発 足 に当 って考 慮 され た点 は キ ー ワー ドや係 数 で な く医療 の性 質 に従 って実 行 され た行 為 を把

握す る こ とで ある。 サ ー ビス実行 の マス クは検 査 や処 理 を明確 に し,精 密 に分 析 され た行 為 の統

計 を得 るの に役立 つ。

病 状 の統計 も近 くGAMMの 枠 内 で作成 され よ う。　
(d)TRACE(Tempsreelpourlesadmiss・ionset.consultations

externes)(入 院 許可 と外来 診察 の リアル タイ ム化)

これ の開 発 はNecker小 児病院 で実現 の途 上 に ある。

① 入 院 許 可

端末 機 が受 付 事 務所 と事務 局 に 設置 され る こ とに な る。 入 院許 可 の手 続 は簡 素化 され る。

病院 で の カー ド穿孔 は廃止 され患 者 の動 静 は リアル タ イム で記録 され病 床 での処 置法 を即 座

に織 る ことが で き る よ うにな る。

② 外 来 診 察

各 病院 の端末 は応待 中央 窓 口 に設置 され患者 はそ こで所 定 の記 入用 紙 に記入 させ られ る。

そ れ に基 づ き回付 表 が端末 で出力 され 施療 部門 に処 置 が指示 され る。 患者 は処 置終 了 後窓 口

に起 る と処 置 は端 末へ 通 知 され患 者へ の請求処 理 がな され る。 この シ ステ ムで は患 者は 自分

が支 払 わなけ れ ば な らない もの だけ(保 険 等 の補 助 は 除 く)を 支払 う方式 を と って い る。 事

実 コ ン ピュー タは会 計 と手 数 料計算 と同様,社 会保険 の補 充計 算 書 も作 成す るため,こ の機

械 化 の場合 は 乃の 支払事 務 が簡 素 化 され る。,
、

(e)生 化 学 研 究 所

こ こでの ア プ リケ ーシ ・ンは情 報代 表 部 とD.O.M.1と の協力 の も とにSaint-Louis

病 院 で実現 され つSあ る。

これ に よ って 標本 の 選 定,分 析装 置 の出 力,手 作 業 の結 果(小 さ なキー ボー ドに よ っ、て)を 直

接 把握 し,デ ー タの有 効 性 を コン トロール し,偏 差 を指摘 し結 果 を計 算 訂正 し,緊 急 に必 要 な も

のは 編集 出 力す る。 ここの コン ピ ュータ は患 者 管理 フ ァイル にア ク セス し,生 化学 の最 終 の 一連

の結果 にア ク セス す るた めS.E.T.1の コン ビ=一 夕に接 続 され るだろ う。 こう して病 院 の

大 規模端末 が患 者 の生物 学 的 側 面 の履歴 を含 む表 の形式 で結果 を印 刷 す る こ とにな るだ ろ う。

(f)放 射 線 診断

Saint-Louis病 院 にお・いて始 め られ て い る研 究 で放 射 線診 断 報告 書 を作 成す るため に貢

献 す るもの で あ る。

'端末 の デ
ィス プレ イが成 句 の構 成 部分 を表示 し,そ の中 か ら放 射 線 学 者 が検査 した陰 画 に対 応

す る成 句 を選 択 し,そ の あ とで端末 が プ ログ ラム に よ り報 告書 を印 刷す る。
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㈲ 血 液 学

この分 野 にお・け る高度 の技 法 を研 究 す るた め作 業 グル ー プが組 織 され た。

⑤ 医 療情 報処理 にお・け るそ の他 の ア プ リケー シ ・ン観察 のた めの運 営 集中化 システ ム がA.P.

の70の 施設 で利 用 され てい る。 これ らの 施設 の医療 記録 は医学 記録 シ ソー ラス と0.M.Sの コ

ー ドに従 ってイ ンデ ックス に記入 され 磁気 テー プ に記録 され る。 毎 日,病 院 施設 では コ ン ピ ュー タ

に よ り.与 え られ た基 準 に応 じて患者 記録 を参照 で き なけ れ ば ならな いか らで ある。

他 の約30の 施 設 では ファイル や統 計 業 務の作 業(あ る ものは大変 に入念 に行 なわ れ る もの で あ

る が)をS.E.T.1に 委 託 した。

血液 生物 学 サ ー ビス(輸 血)分 野 ではBroussaisの 輸 血 者 の フ ァイル管理 をS.E.T.1

が支援 した。 研究 所 間 品質管 理 シス テ ムにつ い てはす でに稼 動 が開始 され,か つ フ ランス 全土 に施

置 され て い る教子 の生 化 学 研究 室 に近 い将 来拡 張 され る筈 で ある。

S.E.T.1は 研 究業 務 に融 資す るた めの医 療情 報処 理信 用 を も取 り扱 って い る。

(6)計 画 中 の活動

同 じ専 門分野 の 施設 の全 体 にオ ペ レ ー シ ・ン を一般 化 で きる もの に優先 性 が与 え られ る。 生 化 学,

血 液学放 射 線 診断 につ い て強 く主 張 され た。S.E.T.1と の連 携 で他 の活 動,ラ ジオ ・ア イ ソ

トー プに よる放 射 線 治 療,探 診 も着 手 され るだ ろ う。

一般的 関 心 を持 たれ るテ ーマは 医療 記録 で
,こ の基本 的 な分野 でS.E.T.1.はDISCシ

ス テ ム を提案 して い る。

(7)DISC計 画(個 人健 康記録 集 中化)

この計画 の根本 は各 患 者 が退院 に当 って 入院 施療 の 要約 を受 け る こ とに あ る。 本質 的 な もの と し

て 次 の もの を含 ん でい る。

。表題 自由文体 の 要約(従 って コー ド化 され な い もの)お ・よび 永久的 性 質。

。記録 の性 格 を示 す コー ド。 この コー ドは各 医療 サ ー ビス を包含 す る リス ト,あ るいは強 く主張

され てい るThesamの よ うな より一般 的 なシ ソー ラス か ら選択 す る ことが でき る。

。各種 の インデ ック ス化,例 え ば入 院 再 督促 日時等,こ れ らの情 報 は連 絡室 で受付 け られ,つ い

で コン ビ=一 夕(磁 気 デ ィス ク)に 入 れ られ る。 磁 気 デ ィス クでGAMMか ら入 手 され た デー

タ(入 院 履 歴 書.医 療 行 為)に 合 体 され る。

病院 に患者 が来 る と受付 窓 口 の端末 で この患 者 の以 前 の入院 要約 の コ ミ ュニ ケー シ ・ンが要 求 さ

れ る.そ の 目的 は

。医 師 に即 座 に患 者 の過 去 の入院 状 況 を通 報 す る こ と。

。無 用の ,も しくは 不幸 な検 査,処 置 の繰 返 しを避 け る こ と。

。要約 が 十分 でな い場合 ,即 座 に元 の記録 を見つ け 出す こ とがで き る よ うにす る こと。

で ある。

他方 医師 は コン ピュー タ に何 か の 基準 に つい て質問 す る こ とがで き,か っ与 え られ た特 長 に応 じ

た 記録 の 数,比 較,要 約 を得 る ことがで きる。
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DISCシ ス テ ムは3病 院 の15施 療 部門 で実 験的 に使 われ て い る。1973年 の始 め に は医 療

機 関 の全 部 に紹介 され実 施 の条 件 の 整っ た所 か ら導 入 が開始 され る だろ う。

こ うしてS.E.T.1.が 提供 す る もの は

。医 師 達 に対 して現 代 医学 の よ り よい実 施の ため の新 しい技 法,患 者 に つい ての情 報,経 営 者 と

の協議 を容易 にす る経 営 資料。

・管理事 務 の軽 減 を工夫 してい る人 に対 して は人 間性 の進歩 に 力 を与え る要因。

。経 営 部門 に対 しては今 日の病院 の極 度 に複雑 な至 上命 題 に適 用 され る管 理能 力。

で あ る。最 も重 要 な社会 医療 組 織 で あるパ リA.P.は 意 思 決 定 や責 任 の分 権化 の必 要性 と ともに

情 報処 理 特 に遠 隔情 報処 理 な しには事 実 上 もは や管 理 が不 可能 に な って きてい る。

(図2-39参 照)

資 料 一 覧

LAssistancePabliqueHipilauxdeParisS.E.T.1.

　 　

2.AdministrationtGeneraledeLlAssistancepubliqueaParis

(SummaryoftheDifferentRunningsbroughtintooper-

ationattheS.E.T.1.)
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211シ ンク タ ンク ジユ ネ ーヴ パ ッテ ル研 究所 の現 状
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MR.ANDREDUVAL

　
CHEFDUGROUPEDEMATHEMATIQUS　
APPLIQuEESETINFORMATIQUE

MR.MAXBOERLIN

　 　

DRESSCIENCESECONOMIQUES

　 き 　
DEPARTEMENTDlECONOMIEAPPLIQUEE

篠 崎,石 崎,鈴 木,小 関,小 野

2111概 要

1925年 ア メ リカ(オ ハ イ オ州)に て,一 資産 家(GORDONBATTELLE)の 遺 産 に よ

り研 究 所 が設 立 され,引 き続 き リ ッチ ラン ド・フ ランク フル ト,1951年 ジ ュネー ヴに研 究 所 が

設立 され た。

そ の使 命 と して,産 業界 に科 学 応 用サ ー ビス を提供 す るの みで な く,大 き く変 ぼ うす る全 世界 の

経済 発展 を研究 し,そ の研 究指 向 を将 来 の産 業 構造 に適 用 し よ うとす る もので あ る。 従 って,政 府

や産 業界 の 要請 に対 し.短 期的 も し くは 長 期的 研究 問題 の解 決 に即 座 に貢献 し よ うとす る もの で あ

る。

現 在 の総 職 員 は7,000名 以 上に 達す る。 また各 国の産 業 界 との交流,関 係 を容 易 にす るた め,

各国 に営 業所 を設置 し運営 を実 施 してい る。

パ リ,ミ ラノ,ロ ン ドン,マ ド リッ ド,カ ラ カス,ヴ ェノ スア イ レス,リ オネ ジ ャネ イ ロ,

アデ レイ ド,シ ドニー.ワ シン トン等 と ア メ リカの数 都 市 に営業 所 が ある。

なお・,同 研究 所 の主 要活 動 で あ る コン トラ ク ト ・リサ ーチ(契 約 研 究)は,産 業 会 社,政 府機 関

等 へ研 究 サ ー ビス を提供 す る手段 で,ス ポ ンサ ーは,プ ロ ジ ェク トに要 した 調 査,研 究員 手当,

材 料費 等 を支払 うこと にな り,研 究結果 とパ テン トは,ス ポ ンサ ーに属 す る。

ス ポ ンサ ー に よ り委 託 され たプ ロジ ェク トは,秘 密性 が多 く,担 当研 究所 か ら他 の研究 所へ の連

絡 は一 切 行 な われ ない。 ス ポ ンサ ー の要 求 に よ り.研 究 所 間 の能 力 を共有 す る場合 は この限 りでは

ない。

各 研 究所 とも非 常 に イ ンタ ーデ ィシ プ リナ リな性 格 を持 っ てい る。 これ は,基 礎 研 究 グル ー プや

応用経 済 部門 の支 援 を強 化 す るに応 じ,益 々 インタ ーデ ィシ プ リナ リな性 格 の価 値 が大 き ぐなる。

この よ うに,独 立 の創造 的判 断 に基 づい て,あ らゆ る知 識 の融 合 と,有 能 な研 究 者 の競争 が.近

代 的装 置 を活 用 して,委 託 され た プ ロジ ェク ト完 成 へ の効率 を あげ て い る。
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21t2詳 論

(1)バ ッテル(ジ ュネ ー ヴ)の 現 状

現 在,組 織 は図2-43の 通 りで あ り約700名 の担 当職 員 が大別 され る4つ の部 門 に所 属 して

い る。(化 学,生 物 学,工 学,物 理 金属学,応 用 経済 学)

総 支 配 人

高 等 研 究

セ ン タ ー
渉 外 部 門

化 学 ・生 物 学

部 門

工 学 部 門 物 理 金 属

学(冶 金)部 門

応 用 経 済 学

部 門

図2-43バ ッテ ル(ジ ュネ ー ヴ)の 組 織図

この他 財 務契 約,法 律 顧問,人 事 担 当,図 書 館,出 版 等 の担 当者 がい る。

(2)開 発 プ ロ ジ ェク トの概 要

(a)化 学,生 物 学 部門 の代 表的 な プ ロジ ェク ト

プ ロセ ス 三チ ーズ の製 造 に関 す る,プ ロ ジ ェク トを完成 し.現 在 チ ーズ の製 造 に活 用 され てい

る。 一

(b)工 業 部 門 の代 表的 な プ ロジ ェク ト

空 港 にお け る,ト ラン スポ ー トシステ ム(正2Km/lhの 速度)を 開 発 し,実 際 に応用 され て

い る。

¢)物 理,金 属部 門 の代 表的 な プ ロジ ェク ト

太 陽 エネル ギー利 用 に関す る プ ロジ ェク トを成 功 させ た。

(d)応 用経 済 部門 の代表 的 な プ ロジ ェク ト

イ 地域 開 発 プ ロジ ェク ト

ス イス連邦 政 府 の土 地 開発 庁 とチ ュー リ ッヒ県 の ス ポ ンサ ー を得 て,土 地 利 用 に関 す る プ

ロジ ェク トを受託 した。 地域 の開 発 は,た だ単 に土 地 を開発 す るだけ では な く,土 地 に含 ま

れ る資源 の活 用 と人 間 の生 活遠境 と自然 保 護,ま た開 発 され る産 業 部門 計画 と,そ こか ら放

出 され る有害物 資 を活 用 す る方法 に至 るまで,経 済 学,社 会 学,人 間学 の分野 を統 合 した プ

ロジ ェク トで,デ ー タの収 集 を完 了 し,モ デ ル の実 施 段階 にき てい る。

ロ 会 話 型情 報倹 素 シス テ ム(BASIS-70)の 開発

BatteAutomaticSerchInformationSystemの 頭 文 字 を とって

BASISと 名 づけ られ た このシス テム は,科 学 文 献 の要約 フ ァイ ルか ら,2～3秒 で レ
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ス ポ ン ス で き る もの で あ り.著 者,表 題,出 版 社,キ ー ワー ド等 よ り構 成 さ れ る フ ァ イ ル よ

り検 索 し,ラ イ ン プ リ ン タ ー ま た は デ ィス プ レ イ装 置 に 出 力 で き る。

一 例 を あげ る な らば
,

1/COPPER(銅)と 入 力 す る とCOPPERを 含 む も の,1、300と 件 数 で 出 力 さ

れ る.要 望 に よ り.リ ス トで の 出 力 も で き る.同 様 に,

2/ALLOY(合 金)に 対 し,2,500種 類,も し,ALLAY,ALLOYS等 と 間

違 え て 入 力 して も,類 似 語 に よ り要 求 す るALLOYが 出 力 さ れ る。 ま た,

3/1AND2,(COPPER&ALLOY)とANDま た は,ORの 形 式 で,倹

素 が 出 来700種 が 出 力 さ れ る。

以 下 同 様 に,

4/NICKEL(ニ ッ ケ ル)

5/MOLYBD(モ リ ブ デ ン)

6/40R5(ニ ッ ケ ル,モ リフ'デ ン)

7/3AND6(銅,合 金,ニ ッケ ル,モ リ ブ デ ン の意)と 入 力 す る と,問 に 関 係 す

る も の 約25種 が 出 力 さ れ る。

ハ プ ロ グ ラ ム ラ ン ゲ ー ジ の 簡 素 化

GENERALGORLと 称 す る プ ログ ラ ム言 語 の 簡 素 化 を と り あげ,研 究 を 進 め て

い る。 この 問 題 は,現 在,諸 外 国 で も検 討 さ れ っ っ あ り,IBM .バ ロ ー ス等 も検 討 中 で あ

る。

バ ッテ ル で は,

HIGHLEVELMACHINELANGAGE(完 成 済)

INTERPREATIVEEXECUTION(TEST中)

と の 説 明 が あ っ た。

なお㍉ 当 研 究 所 に 設 置 さ れ て い る コ ン ピ ュー タは,CII-100701台 で あ る。
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2121BMヴ ェ ニ ス科 学 セ ンタ ー の活 動状 況
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2121概 要

イ タ リ ー に は,IBMの 研 究 セ ン タ ー一が3個 所 あ る。 即 ち,Veniee,Bari,Pisaで あ る。

1969年 に科 学 セ ン タ ー 設 立 の 計 画 が 発 表 され,1970年 に 研 究 活 動 を 開 始 し,現 在 に 至 っ

て い る。

Pisa,Bariの 科 学 セ ン タ ー は 主 と して 社 会 科 学 分 野 の 研 究 活 動 を行 な っ て い る。

Bariの 科 学 セ ン タ ー は 高 等 技 術 研 究 所(CenterforAdvancedTechnology)と 提 携 し

て,計 量 経 済 学,水 理 学 を テ ー マ に 活 動 を して お り ・Pisaの 科 学 セ ン ター はNUEC(National

UniversityCenterforElectricComputer)と 提 携 し て 運 営 し,ア ー ヌ川 の 洪 水 に対

処 す る た め のmathematicalmode1を 作 り研 究 して い る 。

め のmathematicalmodelを 作 り研 究 し て い る 。

一 方
,Veniceの 科 学 セ ン タ ー(ScientificCenterofVenice)は.CNR

(NationalResearchCouncil)と 提 携 し,Veniceに 如 何 な る意 味 の 貢 献 が 可 能

か を検 討 し た。

Veniceが,今 直 面 して い る問 題 は,physica1な 問 題,都 市計 画 の 問 題,社 会 経 済 の 問 題

を含 ん だ 綜 合 的 な もの で あ る。

人 口 は1951年 に175,000人 を 記録 した が,現 在 は100.000人 で,約20年 の 間 に

75,000人 も減 少 して い る の で あ る。 こ の 原 因 は,

① 生 計 費 が 高 い か ら.若 い 人 は本 島 側 に 移 っ て し ま う。

② ア パ ー トが 古 く,結 婚 して も適 当 な家 が 見 付 か ら な い。

③ 洪 水(年 平 均4回 程 度)の た め,建 物 の 破 損 が 著 し い。

④ 洪 水,地 盤 沈 下 の た め,建 物 の 一 階 に 人 が 住 め な く な っ て き て い る。
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な どがお もな もの で ある。

た しか に,都 市計 画 の問 題,社 会経 済 の問題 も重 要で あるがVeniceめ 科 学 セ ンター では

physicalの 問 題 に研 究 を しぼ る ことに した。

physia1の 問題 では次 の三 つ の側面 が考 え られる。

①DynamicsofSurfaceWaters

水 面 の流動 的 変化 の問 題 で ある。Veniceは ア ドリア海 の 深奥 部 に あ り,そ の 水 面 と,

Veniceの 運 河.水 路 との 間 の 水位 が変化 す るため,現 在,三 つ の 水門 に よリ コン トロー

ル して い る。 この コン トロー ル の状況 が洪 水 にな って現 わ れて くる。

②DynamicsofSubsurfaceWaters

これ は 水そ の もの の問題 で ある。 工 業 用 水,飲 料用 水の汲 み 上げ に より地 盤 沈 下 が あ り,

洪 水の問 題 とか らん で,Venice自 身 余計 に 水に さ ら され る こ とに な る。

③Air&WaterPollution

Veniceの 気 象条件 に よ る湿 度,大 気汚 染.化 学 コン ビナー トな どの相 乗作 用 に より,

影 響 は深 刻 化 して きてい る。 例 えば,記 念碑,絵 画 な どに対す る破 損 の程 度 に よ く現 われ て

い る。

以 上の三 つ の側 面 の研究 の うち,① ② は セン ター設 立時 か らのテ ー マで あるが,③ は最 近研 究 し

は じめ たテ ーマ で ある。

さ らに①,② の研究 グル ー プは三 つ の プ ロジ ェク トを生 ん だ。 即 ち,水 の問題 は,二 つの 側 面 を

も ってい る。 洪 水は究 極的 には ア ドリア海 か ら くる。 した が って,ア ドリア海 の研 究 を 第一 に始 め

ねば な らない。 ア ド リア海 の研 究 には,潮 の干 満 や気 象学 の影響 も考 慮 しなけ れ ば な らない。 ま た,

ラグー ンの地 質 的 構造 にっい て も影響 す るのは 当然 で ある。

ラグ ー ン の人 工的 制 御(た とえ ば,堀 った り.土 盛 りして変形 させ る こ と)は 可 能 で あ り,し た

が って シ ミュ レー シ.ン モデ ル を作 って,ラ グー ン の地形 の変 化 にっ い て実験 す る こ とは有意 義 な

こ とで ある。 ア ドリア海 に っい ては,い う迄 もな く,地 形 の変 更は意 味 の ない こと で あ るが,水 位

の変化 の予 測 は大切 で ある。

① の研 究 グル ー プか ら,次 の二 つ の プ ロジ ェク トが生 まれ た。

⑦PredictionofSeaLevel(海 面 レベ ルの予側)

④SimnlationofTidalWave(潮 の干満 の シ ミュ レー シ ・ン)

② の研 究 グル ー プか らプ ロジ ェク トが1っ 生 れ た。

地 盤 沈下 の原 因 は

⑦ 地 下 水の汲 み 上げ の ため。

④ 地 層下 の振 動 によ り地 面 が動 いてい るため。

⑰ 建 築 物 が建 て られ るため。

などが考 え られ る が,地 下 水の汲 み 上げ が,も っ と も大 きな影 響 を与 え る こ とが,科 学 的 に も実

証 され て い る。
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地 盤 沈下 の メ カニ ズ ム を簡単 に示 す と

ExtractofWater(水 の汲 上げ)

↓

WaterTableLow(水 圧 が低 くなる)

↓

Sinking(沈 下)

の よ うにな り,水 の汲 上げ に よ り,地 中 内部 の水 圧 が低 くな り,し た が って地盤 が沈 下 す る とい う

訳 で ある。

そ れ故,ど の地域 で どれ だげ の 水 を汲 上げ る と水圧 が どの よ うに変 化す るか を数量 的 に予 側 し,責

任 の所 在 をは っき りさせ た い。

なお,③ のAirpollutionに つ いて は世界 各 地 のscientificcenter(勿 論.日

本 も)と 共 同 して研究 して い る。

2122詳 論

(1)VeniceのSeaLevelの 予測

Ven'iceのSeaLevelの 予測 につ い ては,Ve・niceに あ るNationalResearch

Councilと 提携 して研 究 をす す めて い る。

".、1:ア、ドリア海 は 深 さ230m,巾160Km.奥 行 き800㎞ の内 海 とい って よい(図2-44参 照)。

,.-V'eni'ceは そ の ア ドリア海 の北 端 に位置 し.大 小 無 数 の ラグ ー ンか ら成 って い る。 地中 海 の 自然

現 象 で,こ とにア ド トア海 北 部 は洪 水 に見舞 われ,王 宮 の一 階 が 水浸 しの光 景 は よ く見 かけ る。

洪 水 の予測 では,い つ来 るか とい う時 期 と,ど の程 度 の 水位 か を知 る必 要 が あ る。 時 期 がわ か れ

ば,浸 水 の危 険性 の あ る階 下 の荷 物 を 上に あげ る こ とが可 能 で あ り,水 位 がわか れ ば運河 の三 つ の

水 門 を閉 じア ドリア 海か らの浸 水 を防 ぐこ とが で きる。

冬 期 に は,イ ギ リス,地 中海西 部 か ら吹 き込 む季 節風 が ある。(図2-=…45)。 季 節風 は低 気 圧

で ア ド リア海 を北 上 し潮位 を あげ,水 を北 方 に押 上げ る結 果 に な る。 そ こで世 界的 に知 られ た 天気

図 を使 って低気 圧 の 発生 と コース を予測 す る こ とは で きる が,こ れ は定量 的 でな く,定 性 的 で ある

の が残念 で ある。 数学 モ デ ル を作 る こ とに よ り,計 量 的 表現.水 位 の変化 の 時 期の 明確 化 が与 え ら

れ る。 水位,潮 の干満 は次 の二 つ の影 響 を考 え ね ば な らない。

① 天 文 学的 要因

② 気 象 学的 要因

天 文 学的 要因 は 月 と太 陽 と地球 との相 関 でお・きる。 これ は 規則的 な動 きを してい るの で.1年 単

位 とい うよ うに正 確 に予 測 が可能 で ある。

気 象学的 要因 は,風 の 影響,環 境全 体 の影 響 が あるの で予測 は簡単 では ない が,勿 論,天 文 学 的

要因 に よる本位 の 変化 ど気 象学 的 要因 に よる 水位 の変 化 とが合 成 され てVeniceの 水位 の変 化 と

な る6
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図2-.44CentralMediterraneanarea.

Mareographic(')andmeteorologic

(o)stations,whosedatawereused

inthepresentwork.

①
⇔

〉

図2-45PreferentialtracksofAtlanticcyclones

enteringtheMediterranean.
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●
ア ドリア海 は狭 く細 長 い か ら比較 的 簡単 な式 が表 わす ことが で きる。one-demensional

な数学 モデ ル は以 下 の よ うに与 え られ る。

1-tt…(・)9i・t-・(・ ・ し1;;・+、1。)(・,一 ・b']

∂nb(
x) ∂t

Where

xis

Q(x,t)

n(x,t)

S(x)

b(x)

h(x)

Pa

ts

tb

Pw

9

∂Q十
=0

∂x

thebasinaxis

thedischarge

thedisplacementofwaterfromequilibrium

surface

thecrosssectionarea

thebasinwidth

thebasindepthfromequilibriumsurface

theatmosphericpressure

thesurfacewindstress

thebottomstress

thedensityofthewater

theaccelerationofgravity.

Veniceは ア ドリア海 の深 奥 部 に あるため 潮 の干 満 の振 巾は 一番 大 きい。

Veniceに お・い て,前 記 の数学 モ デル か らの計 算値 と実 測 値 とを比 較す る と

2L69h(実 測値21.7h)

9.92h(〃10.8h)

と極 めて近 似 してい る。

ア ドリア海 で の 水位 の変 化 の特 長 は次 の通 りで ある。
ト

① 時 計 の 振 子 の よ う に ア ド リ ア 海 の 入 口 附 近 で は 水位 の 振 巾 は 小 さ く深 奥 部 ほ ど 大 き く な る。

② 非 常 に ゆ っ く り で は あ る が,振 巾 は 時 間 の経 過 と と も に滑 らか に な る。 お よそ12日 の 周 期

を も って い る。(図2-46)。

以 上 の よ う に し て,Veniceで は6時 間 前 に 予 測 が で き る よ う に な っ た。 そ れ 迄 は3時 間 し か

で き な か っ た 。 こ の予 測 の た め に ア ド リア 海 の7つ の 観 測 所(Venezia,Marinadi

Ravenna,Pescare,Bari.Pula,Split,Dubrovnik')の デ ー タ が 使 わ れ て い る。

現 在 で は,市 当 局 が こ の6時 間 予 測 を採 用 し,住 民 に 警 報 を 発 し て い る。 将 来(4～5年 後)に
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は.水 門 を3個 設け て洪 水 に対 処す る予 定 で ある。

② 潮 の干 満 の シ ミ ュレー シ ョン

自然,工 学 的 サ イ ドか らの シ ミ=レ ー シ ・ン で ある。Veniceに は以 前 には7っ の小 さ な 水門

が あった が,現 在は3つ の 水門 に統 一 され てい る。 この3つ の 水門 はそれ ぞ れ の設置 され た 条件 が

異 ってい る。

水路 は,数 世紀 前迄 は浅 か った が,現 在 では 大型 船 を通す ため深 くな って い る(15m～25m

位)。 またVeniceは か っては共 和 国 で あった ため,イ タ リや本 島 とは地続 きでは な か った が,

現 在 では本 島 と橋 で連 絡 されVeniceの 北 部 に は 工業用 地 と して埋 立 て地 もある。

ラグ ー ン地 区 は,前 世 紀 か らsealevelに つ い ての各 種 の対 策が と られ て き てい る。 現 在 は

ラグ ーン地 区 に対 して 水の影響 を調 べ るdynamicsimulationを 実 験 してい る。 この数 学

モデ ル に要 求 され る ものは,ラ グー ン の水位 の変 化 がダ イ ナ ミ ックに把 握 で きる ことが 基本 で あ り.

さ らにゲ ー トの閉 じ具合 に より,水 圧 の波 動 伝ぱん 状 況 を扱 えねば な らない。 過去,水 門 の開閉 に

よ り軍 の建 物 が こわ され た例 が あ り,水 門 の 開閉 に よ る圧 力波 の影 響 は無 視 しがた い もの で あ る6

また,圧 力波 の 伝ぱ ん は,工 業 用 水路,自 然 の 水路 な どそ の条件 に よ り異 な り,理 論 式 は た てに く

いた め,実 験 式 に よった。

勿論,地 形 的 構造,す なわ ち深 さ,巾 が 伝ぱ ん 速 度 に影 響 を与 え るが,自 然 の 水路 は エネ ル ギ ー

の拡 散 が あ り.モ デル は デ ータが な くてむつ か しい。

一般 に は,デ ー タの入手 は メ ッシ ュ法 に よって い る。 メ ッシ ュは30Qm四 方 で作 られ,メ ッシ

ュの交叉 点 は約5,000位 あ り,交 叉 点 が観 測 点 で も ある。

波 動 伝ぱ ん の1時 間 の状 態 を シ ミ ュレー シ ・ンす る ため に約5,000万 の観測 値 を与 え る必 要 が

あ る。 シ ミ ュレー シ.ン モデ ル は計 算 値 と観測 値 との相 互 比較 に より改 良 されて い ぐ。 ラグ ー ン地

区 は15の 観 測地 点 か らデ ー タを とり,こ れ に よ り地 形 的 変化 の モデ ィフ ィケ ー シ ・ン につい て.

種 々の角度 か らシ ミ ュレー シ ョン が で きる よ うに な る。

水路 の入 口 と奥 とで は,水 位 の 伝ぱん は2時 間45分 位 の ずれ が ある。

(3)地 盤 沈下 につ いて

地 盤沈 下 につ い て は,英 国 で もか な り研 究 され てい るが,Veniceで は深 刻 な問 題 で あ る。 地.

盤 沈 下 には,地 理 学的 にい って,い くっ か の タ イプ が あ る。

① 地 理学 的.自 然 的 沈下

数 千年 とい う長い 期間 にわ た って徐 々 に沈 下 して くる。

人間 は手 の打 ちよ うが ない 自然 現 象 で あ る。

② 人 間の 社会活 動 に よ る沈 下

自然 の沈下 よ り速 度 が早 い点 が特 長 で あ る。

特 に,Veniceに お・い て は,地 下 水の汲 み 上げ に よ る沈 下 が重 大 で ある。

沈 下 の メ カニズ ムは簡単 にい うと次 の よ うにな る。 例 え ば,井 戸 水 を汲 む と地下 水の 水圧 は低 く

な る。 す べ て の物体 は重 力 の影響 下 に あり,土 地 といえ ど もそ の影 響 を無 視す るわけ には いか ない。
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土 地 は,横 に動 くこ とがで きないか ら下 に 沈む。 土地 と水 は,隔 絶す る もの でな く,水 は 自由 に土

地 に浸透 す る。 そ の た め土地 の沈 下 は2つ の側 面 に影響 され る。

① 圧 力 … … 下方へ の動 き(streSS)

② 流 れ … … 横へ の動 き(flow)

この2つ を考 慮 に入 れ,dynamicな 推計 式 を たて る必 要 が ある。

土 地 は動 か ぬ が,水 が流 れ こむ こ とに よ り一 見動 い た よ うに見 え る。 土 地 は非 常 に大 きな 水の流

れ と見 て よい。

水は 雨 の よ うに 上か ら降 りそそ ぐもの も あ り,川 の よ うに流れ こむ もの もあ るが,い つ か は地 面

か ら蒸発 す る。土 地 は 水 との 関係 にお いて,

① ・harge(蓄 積)

②discharg・(発 散)

とが あ る。井 戸 を掘 る ことは 水のdiSchargeを 促 進す る こ とで もある。 また一般 には山 の 頂 上

はchargeareaで あ り,山 のふ もとはdischargeareaで ある。Venice近 郊 は

dischargeareaに 当 る。

人 工的 な井 戸 を作 る ことは土地 の,モ デ フ ィケ ー シ ・ン を した こ とにな り水 圧 な どに も影響 を与

え る し,井 戸 を掘 る こ とに よ り土 地 は コンパ ク トに固 り沈 下 してい く,沈 下は 真 直 ぐに下 へ ゆ くの

では な く,地 形学 的 な 影響 に よ り様 々な方 向 に動 く。

実 際,1952年 ～69年 の 間 にveniceで は13cmの 沈 下 が見 られ7k,,こ の値 はvenice

に とって 見れ ば 水面 との関係 にお・いて 大 きい影 響 が あ る。

veniceに っ い て 数学 モ デル を作 った。 最 初 は,水 の汲 み 上げ に より水が土 壌 に浸 透 す る プ ロ

セ スの 解析 を行 な った。Inputdataと して1930年 以来 の 水の 消費量 を使 い,最 初 は

flowfieldの シ ミュレー シ 。ン を,次 いでstressfieldの シ ミュレ ー シ 。ン を行 ない,

実 際 に比 較 してみ た。

この モ デル は20～30Km半 径 の放 射 線状 地域 を カバ ー し各 地層 ご とに 水の浸 透 す る状況,蒸 発

す る状況 が シ ミ=レ ー トで きる よ うにな って い る。 ちな み にVeniceの 地 層 は砂岩 のか た ま りが

サ ン ドウ ィ ッチ状 にな ってお・り,複 雑 で あ るか ら,パ ラメー タは複雑 で,深 い井 戸 の場合 は なお・多

種類 にわ た る。 実 際,デ ー タ を集 め解析 す るの に2年 間 を要 した。

Veniceの 中心 地区 で は,水 の消費 量 は1930年 の10 、e/sが1970年 には4504/s

に な ってお り ■955年 位 より急 増 した。 この主 た る理 由 は,工 業 用 水の ため で あ る。

工業 用 水の影 響 はシ ミ=レ ー シ ・ンの結果 に もは っき り現 わ れ てい る。 即 ち1930年 を基準 に

して1970年 には1'3cmの 沈 下 が測 定 され てい るが,予 測 モデル に1930～1952年 迄 の 実

測 値(約2Cm)を 与 え,1970年 を予 測 してみ る と約10cmが 得 られ,1930年 基 準 にす る と

12c7nの 予測 値 とな る。 実測 値 が13cmで あるの で,こ の モデ ルは極 め て精 度 の高 い もの で ある。

、
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シ ミ ュレー シ ・ンモデ ル に よ り将来 の予 測 を してみ る と下図 の よ うに な る。

Cη.

15

10

5

19607080'90

① は現在 の 水の 消費 量 の伸 び で い った場 合

③ は現在 の水 の消 費量 が続 い た場 合

⑤ は現 在 のす べて の井 戸 をや め た場 合

で ある。 い ずれ に して も,地 盤 沈 下の 数 学 モ デル は複雑 な要素 が多 く

る。

(4)× 気 汚染 にっ いて

大 気 汚染 は我 々 の社会 に密 接 に関係 す る現 象 で ある。

この問 題 は10年 位 の間 にク ロー ズ ア ップ され て きた。

大気 中 の汚染 物質 の 増大は,人 間 の 健康,植 物,

・大気 の汚 染 は
,世 界各 地 の建 築物 や 記念 碑 の破 損 を招 い てい る。

大気 汚染 の防 止 と コン トロール には次 の知 識 が必 要 で ある。

① 大気 中 に放 出 され た汚 染物 質 の拡 散

② 化学的,光 学的 反 応'.

③ 限 られ た地域 の環境 汚染

④ 地 球 の環 境,気 候へ の 影響

これ ら4つ の項 目は,

gement

人間 の健 康へ の影 響 を一 定以 下 に保 つ こ とで あ る。

このAQMSの コン ポー ネ ン トは以 下の通 りで ある。

① 発 生源 の研 究

② デ ー タ収集 のた めの ネ ッ トワー ク

2000 year

,現 在 はデ ー タが不 足 して い

動物 の成 長 に影 響 を与 え は じめて い る。 また,

必 ず しも完 全 に把 握 され てい ない が,し か しAirQualityMana-

system(AQM8)の 研 究 を進 め る上 で不可 欠 な要素 で あ る。AQMsの 目的 は,
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③ 気象 状 況`

④ 拡散 モデル

⑤ 排 出 基準,立 入 り検査,操 業 停 止 の処 置

⑥ 住 民 の健 康状態 の情 報

⑦ 対 策 と費 用

コ ン ピ ュー タは次 の よ うな 機能 のため に も不 可欠 で あ る。

① デ ー タ の入 手

② デ ー タ の処 理

③ デー タ の解析 と出力

④ シ ミュレ ー シ ・ンモデ ル を作 成す るた めの 基準 設 定

⑤ 工 場 の製 造 工程,排 出の コン トロール

⑥ 研 究 開発

汚染 基準 を ある一 定量 以 下 に保 っ ため には,場 所 の コン トロー ル と土 地 の利 用 とい う2つ の側 面

を考 え ねば な らない。

AQMSは これ ら2つ の機 能 を遂 行 す る。 そ して このシス テ ムの基本 はpollutionmodel

で あ る。

AirPollutionModelin'9'Researchの 目的 は

① 流 動 的 な有 害物 質 の拡 散状況 の把 握

② 公害 発 生源 の影 響度 の測 定

③ 大 気中 の地 域 的 な広 が り,時 間 に よる広 が り.お ・よび そ の コン トロール

④ 公 害 の程 度 の予測 の方式 の開発

⑤ 工 場,都 市地 域 の開 発計 画 に対 す る客観的 計画 の基 準 を用意 す る

等 で ある。

AirPollutionmodelingは 次 の2種 類 のモ デ ル か らな る。

①Stacksimulationmodel

②multiplesourcesimulationmodel

Stacksimulationmodelは 異 った気 象状 況 下で の煙 の動 き を取 扱 うもの で ある が,

理 論 的 に現 象 を取扱 うの が困 難 で あるの で,現 在 は,半 ば経験 的 な方程 式 にな ってい る。

multiPlesourc6simulationmode1は,多 くの発生 源 か らの汚染 物質 の集 中

の状 況 を取扱 う。 モ デ ルは30分,60分 とい う ように短 期 間 の集中 の度 合 の計 算 が可能 で ある。

また,月,年 とい うよ うな長 期間 の集 中 度 も計 算 で きる。

Veniceの 地 理 的関 係 上,大 気汚染 の源 には2つ のタ イ プが ある。 即 ち,本 島側 の工 場 排 出 と

Venice市 内 の排 出 で あ る。

工場 の排 出 はVeniceか ら5Kmは なれ た所 に2個 所 あ り,そ ζで発 生 してい る。

Venice市 内 の排 出 は,冬 期に は暖房 が さ らに加 わる。 しか し,車 が ない こ とは幸 い して い る。

`
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しか し,反 面,空 気 の再 生 に必 要 な山林,農 耕 地帯 が ない。

Veniceで は スモ ッグ は 人間 に危 険 とい う訳 では な いが,大 理 石,青 銅,絵 画 に対 しては悪 い

影響 を及 ぼ してい る。

風 の速 度,方 向,季 節 風 等気 象条件 のデ ー タ を収集す る。

収集 ス テー シ ョン はTessera,OspedalealMare,Niccoloの3個 所 で.そ れ に

よる と.風 の方 向は冬 と夏 とで は異 ってお・り,冬 には産 業地 域 か らVeniceへ の風 が強 く,夏 に

は海 か らVenice,本 島側 に吹 く風 が強 くな る。

気 圧,温 度,湿 度 の解 析 では,季 節 に よ り変 化 してい る。 よどみの発 生 に よ り,冬 期 には 湿度 も

高 く気 圧 が も っ とも高い 値 を示 す こ とを観測 してい る。

SO2の 集 中 度 の測 定は9個 所 の観測 所 で なされ てい る。(図2-47)

6個 所 の観 測 所 はMestre-Margherd.工 業 地域 に あ り3個 の観測 所 は 市内 に ある。

SO2の 集 中 状況 は,月 平 均気 圧,Fogの 月当 りの発 生 回数,風 向 きの 月当 りの頻 度 な どが変

数 となる。

浮 遊物 のdynamicな 解 析 の た め には,該 当 地域 の正確 な排 出 量 とmodelに 使 われ てい る局

所 的地理 的 条件 の測 定 が不 可欠 であ る。5

3●

4'
/

パ

VENEZIA

図2-47観 測 場 所
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第1章 総 論

今 回の 実態 調 査は、 公共 シス テ ムの あ り方を 中心 に,こ れ と関連 の 深い デ ータ ・パ ン クお よびTSS

ネ ッ トワーク ・サ ー ビス に重点 をお い て実 施 された。 公共 システ ムにつ い ては そ の技 術的側 面 よ りは,

む し ろ開発過 程 や動 機 背 景 が と くに 印象的 で あ った。

た とえば,連 邦政府 人 事 委 員会 の 人事 管理 システ ム,カ リ フ ォルニ ア州 ス リー ウエイ ・コ ン トロー

ル ・システ ム等 いず れ も開 発途 上 に あ って 予備実験 段 階 と実 用 化段 階を 明確 に区分 し
,実 験 段 階 にお

い て 摘 出 され た 問題 点 と実験 結 果 の総 合 評価 に基 づ いて 実 用化 へ進む か 否か が 決定 され る。 また,実

験段 階 に おい て も必 要 に して充 分な 費用 と人 員が 確保 され,・し っか り した運 営 組織 が提 供 され てい る。

こ うした ことの可 能 な 背景 と しては,ま つ第一 に関係者 の先 見性 が あげ られ よ う。 サ ンフ ラ ンシス コ

のBARTシ ステ ムや 大気 汚染 コ ン トロール ・シス テ ム,ワ シン トンDCの 大 規模 な 地下鉄 工事 等 もこ

の 例 であ る。 第 二 に広 範 な生 活 分野 にわ たる市 民権 の 強 力な 主張 と,そ れが容 易 に行 政 面に 反映 され

て ゆ くよ うな仕 組 や パ イ プが 用 意 され てい る とい う社会 的,国 民的風 土の 裏付 け で あろ う。 それ は ま

た プ ロジ ェク ト成 立の 強 固 な推進 力 とな る具体 的 ニ ーズの 形成 につなが ってい る よ うで あ る。

これ らの 問 題 に関連 して,情 報処 理産 業 の側 面か ら見 る と

(1)ダ ン ・ア ン ド・ブ ラ ッ ドス トリー ト,GE(メ デ ィネ ッ ト)や ゼ ロ ックス ・コン ピュ ータ ・サ

ー ビス等の 大 規模 なTSSネ ッ トワーク ・サ ー ビスの成 立 を可 能 とす る 潜在市 場 の 大 き さは
,何

とい って もア メ リカの ソフ トウェア産 業の 大 きな特 徴 であ り強味 であ ろ う。

② 同時 に,ア メ リカにおけ る情 報処 理 サ ー ビス 企業 は いず れ も個性 的 で あ り,特 殊 分 野 に専 門企

業 と して進 出 して ゆ く うえ での特 化 能 力,経 営 力にす ぐれ てい るよ うに思 わ れ る。 も っとも,

TSSサ ー ビス 企業 につ いて 見 れば,1968年 の300社 が71年 に140社 とな り,現 在 黒

字計 上は20～30社 に過 ぎない とい われ る事 実は 専 門化 の道 とい え ど も決 して容 易で ない こと

を物語 ってい る。

(3)コ ン ビ,一 夕運 営の 合理 性追 求 は,た とえば その 稼働 が ほ とん どの 企業 で1日24時 間 であ る

とい う事 実 に もあ らわ れ てい るが,一 方最 終 ユ ーザ におい て も実用性 第 一 の思 想か ら,い わ ゆ る

「きめ の 細 か さ」 を求 め る ことな く,一 見荒 削 りに見 え る ア ウ トプ ッ トに も十 分満 足 す る国 民性

は,ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウェアの 両面 か ら結 果的 には'開発 コス トの 節減 に少 な か らぬ 貢献 を し

てい る よ うであ る。

次 にデ ータ ・バ ン クにつ いて は公 共 シス テム と して不 特定 多数の一 般市 民 を 対 象 とす る大規 模 な も

のは い まだ 見 られず,わ れ われ の調 査 対 象の うち,官 公 立機 関 による もの も,部 内ニ ーズに 対応す る

もの(関 税局情 報部,前 記連 邦 政府 人事 委 員会)か,加 入会 員を対 象 とす る もの(財 団法 人米 国 教 育

委 員会)で あ り,営 利 企 業 に よる もの(前 記 ダ ン ・ア ン ド・ブ ラ ッ ドス トリー ト)も,固 定 顧 客(会

費 納 入会 員)を 中 心 として運 営 され てい る。 システ ム建 設 と デ ータ ・ベ ー ス 整備 に長期 間 を要 し,膨

大 な初 期投 資 を必 要 とす る デ ー タ ・バ ンクにつ い ては,極 めて 慎重な 準備 と調査 を必要 とす る ことは
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い うまで もな いが,特 に ニ ーズ(有 効 需 要)の 把握 と運 営 体制 に 万全 を期 さな け れば な る まい。

ア メ リカにおけ るTSSネ ッ トワー ク ・サ ービスの 分野 で現在 成 功 してい る と言 われ る主な ものは

GE,TYMSHARE,COMSHARE,KEYDATA,XCS等 約10社 と され てい るが,い ず れ も

シス テムの 開 発 建 設 には数 千 万 ドル の 巨費 を投 じ,ま た 当初数年 間は 市場 開 拓 に費 してい る。 わが

国 に おい ては 電信 電 話 公社の デ ー タ通 信 サ ー ビスが最 大 とされ てい るが 民間 企 業 にお い て も,自 由化

を 目前 に して 海 外諸国 の 対 日進 出意欲 と資金 力,技 術 力お よび マ ー ケ ッテ ィング 能 力を考 え る とき,

対 象 分野 の 選定等 検討 を 要す る問題 が 多い。
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11デ ー タ ・バ ン ク

1■1企 業

ダ ン ・ア ン ド ・ブ ラ ッ ドス トリー ト(以 下,DB)は,150年 の 歴 史を もつ,企 業信用 情 報提 供

(ク レジ ッ ト ・サ ー ビス)を 主 業 務 とす る従 業 員2万 人(う ち ク レ ジ ッ ト ・サ ービス関 係8,000人)

年 間 売上 高4億 ドル(う ち ク レジ ッ ト・サ ー ビス関 係45%)の ア メ リカ最 大の 企 業信用 情報 提供

企 業 と して広 くその 名 を知 られ てい るが,イ ンプ ッ ト情 報は300万 企 業,顧 客 数20万 企 業(う

ち10万 は 海外37カ 国 に 分 散),電 話 または 郵便 に よる年 間 イ ンク ワイア リーは1,500万 件(う

ち 中 小企 業 に関す る もの90%)を 数 え る。 これ らを処 理す る シス テ ムAOS(ADVANCED

OFFICESYSTEM)は,建 設 費5,000万 ドル(150億 円),ア メ リカ国 内100ヵ 所 にあ る

FIELDOFFICEを つ な ぐ広域 ネ ッ トワーク ・シス テ ムで あ るが,検 索か ら顧 客へ の請求 書 発

行 までの一 貫 した トータ ル ・シ ステ ムで あ る こと と,徹 底 的 に 人手 の 介 入を省 略 した省 力化が その

大 きさ と ともに この シス テムの 特 色 であ ろ う。

信 用情 報 とい う性 格上 と くに問 題 とな る秘 密保 護 につ いて は,専 用 回線 の 使用,用 語 や レポ ー ト

の コ ー ド化,磁 気 ロ ック等 の物 理 的 手段 の採 用 を行 な ってい るが,情 報の 漏 洩 よ りは,む しろ情 報

の悪 意 に よる イ ンプ ッ トの 防止 に 意 を用 い てい る。

類 似 企業 と して,特 定 業種 あ るいは 特 定 地域 を対象 に ガ ソ リン販 売店 のた めの 消 費者 信用 情報 の

提 供 や,食 料品,電 気器 具,洋 服 小 売 業な ど変 遷の はげ しい 業 界 を対 象 と した,ど ち らか とい えば

小 まわ りの き く消 費者信 用 情報 の 提供 を主 とす る ものが,い くつか 軌道 にの りつ 二あ り,わ れわ れ

に と って 示 唆を 与え る現 象であ る。

な お,DBの 意 見に よれ ば,企 業 信 用情 報の 提供 の形 態 と して,遠 い 将 来 には,顧 客 の オ フィス

に 端末が お かれ,あ るい は 顧客 の コ ン ピ コ一夕 と接続 す る形 が 考 え られ る とい うこ とで あ った。

t12政 府 機 関

ア メ リカ政府 に よ るオ ン ライ ン ・リア ル タイム ・ネ ッ トワー ク ・コ ミニ ュケ ー シ ョン ・シス テ ム,

の効 果 的な 運 用例 とされ る関税 局 のTECSは,1970年 に中間 的 テ ス トパ イ ロ ッ トと して 開 発

され たCADPINシ ステ ム(ミ シガ ン州の システ ムを参 考 と した麻 薬 密 輸業 者 チ ェ ックの ため のデ

ー タ ・パ ンク)の 評 価,有 用性 の 確 認 の後,問 題点 の 是 正と ス ピー ド ・ア ップを 行ない,1972

年 秋 稼働 した。TECSは,税 関 に400,関 連 部署 に100計500の 端 末 を もち(1974年,

200増 設 予定),イ ンク ワイ ア リーは,15万 件/日,24時 間 稼 働,レ ス ポ ンス ・タイ ム2秒

デ ィス プ レイ,ハ ー ドコ ピー,マ イク ロ フ ィル等 の ア ウ トプ ッ ト機 構を もち,カ リフ ォルニ ア州 サ

ク ラメ ン トの中 央 コン ピ コ一 夕に,300万 件 の デ ー タ ・ス トックを 保持 す る大規 模 デ ー タ ・パ ン

クの 一つ で ある。 関税 法違 反 者 の 摘発 とい う業 務の 性格 上,ス ピー ド性 と機 動 力にす ぐれ,ま た 多

面的 な デ ー タ構成 に特色(氏 名,偽 名,共 犯 者 名,関 連 電話 番 号,関 連 旅 券 番号,航 空 機番 号 通

貨 交換 記録 等数十 の 検 索KEYか ら犯 人の割 り出 しを敏 速 に行 な う)を もつ が,と くにFBIの

一147一



NCICシ ステ ム(カ リフ ォル ニ ア州 サ ンデ ィエ ゴに 設置 の コ ン ピ コ一 夕に325万 件 の デ ータを イ

ン プッ ト)と もオ ン ライ ン ・リア ル タイ ムに よ り相 互 に接続 されデ ー タ ・バ ンクの複 数 同時利 用 を

は か って システ ムの 運用 効 果 を高 め てい る点 が注 目 され る。 また,海 港,空 港,国 境税 関に働 ら く

第 一 線捜査 官 の人 間 工学 的 な作 業 面へ の配慮 を徹 底す る とと もに,通 関 業務 の円滑 化へ の 要請 を も

あわ せて満 足す る よ うな シ ス テ ム,機 器設計 に意 を用 いて お り,こ れ らは 現場 ニ ーズを 適確;十

分 にと らえ よ うとす る基 本 的姿 勢 のた ま もの であ り,ま た プ ロ トタ イ プ,テ ス トパ イ ロ ッ ト,実 用

化 開 発 とい うよ うに時 間 をか け,順 を追 って 蓄積 され た経 験 の 活用 の成 果 であ ろ う。

連 邦政府 人事 院 のFPMISシ ス テ ムにお い て も,企 画決 定(1967年)か らテ ス トパ イ ロッ ト

最終 設 計(1972年)'ま で5年,更 にテ ス ト(FEASIBILITYTEST)終 了(・1974年)

まで2年 を 予定 し,実 用 化 シス テ ムの 稼働(1976年)ま で2年,完 全稼 働 を 更に その3年 後 と

してい る。 この 計 画 の立 案 当初,連 邦 政府 全職 員(280万A,制 服 軍 人を 除 く)を 一 括 した デ ー

タ ・パ ンクを建 設す るか,各 省 庁(100)ご とに分散 建 設 す るか の両 案が 慎 重 に検討 され,結 局

階 層 構造(大 統 領府,議 会 レベ ル,中 央 企 画,予 算 部 門 レベ ル,各 省 庁 トップ レベ ルお よび 各省 庁

ライ ンレベ ル(1.500)の 四 つ)と す る,ことと され た経 過 も興 味 の あ る とこ ろであ る。

t13公 益 団 体

ア メ リカ教育 委 員会(ACE)のCIRP(共 同 大学 研究 計 画)は,40万 人 の大 学新 入生 の ア ン

ケ ー トに よる実 態(生 活,志 向 等)調 査(な お,4年 後 に追跡 調 査 を実 施)結 果 を蓄 積,解 析 し,

行 動科 学者,大 学お よび 行政 当 局,民 間 企 業等 への 研 究情 報 提供 を 目的 とす る。

1961年 に プ ロ トタ イプを 完成,65年 に パ イ ロ ッ トテス トを終 了 して現在 にい た ってお り,t

ACEの 文 部省 委 託 に よるHEGISと あわせ る と高等教 育 につ い ては 収 集 デ ー タ量最 大の システ ム

といわ れ てい る。ACEの 財 政 基 盤は,政 府 補 助金,各 種 委 託金 の ほか 主 た る もの を会 員会 費に よ

ってお り,総 合 大学 の全 部,4年 制単 科大学 の849・,短 期 大学 の38%を 会 員 と して お り,大 規

模 デ ータ ・バ ンクの維持 が強 固 な スポ ンサ ー シ ップに 支 え られ ては じめ て可 能 とな る こ とを示 唆 し

てい る。

CIRPの デー タ ・パ ン ク ・シス テ ムにおい て,と くに 注 目 され る のは,デ ー タ ・フ ァイル と住所

氏 名 フ ァイル をつな ぐ リンク ・フ ァイル ・プ ログ ラムが 外国(カ ナ ダ)に 保 管 され てい るこ とで

(第 一)議 会 の 調 査権,裁 判 所 の捜 査権 等 の国 家権 力 も外 国 には 及 ばな い こ と(第 二)ACE職 員

も 自由'にデ ータ ・フ ァイルか ら特定 個 人情 報を ア ウ トプ ッ トで きな い こ とに よ り,通 常,調 査 関 係

者 の 倫理 観 に まつほ か な い プ ライ バ シ ー保 護を よ り完 全な もの と し,こ の種 の 身上 調査 に対 す る協

力度 の 向上 に 大 きな 効果 を 発揮 して い る。 また この 方法 は 一 見 単 純な仕 組み であ るけ れ ど も,ハ ー

ド,ソ フ トの 両面 で 各種 の工 夫 を講 ず る行 き 方に比 較 して,よ り安 価 でかつ 確実 な 方法 であ ると思

われる。'
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12TSSネ ッ トワ ー ク ・サ ー ビ ス

t21一 般 分 野 対 象

1972年 に26億 ドル(7,800億 円)の 売上 をあげ た 計算 サ ー ビス業 の うちTSSネ ッ トワー

ク ・サ ー ビスに よ る もの は そ の23%を 占め,更 に1980年 には84億 ドル(2兆5,200億 円)

中 の37%が 期待 され る とい うこの 業界 も1970～71年 の 試 練期を 経 て,よ うや く安 定期 を迎

え た よ うであ るが,企 業 数 に おい て1968年 当時 の 半数 以下 とな った現 在 まで 生 きの こ った もの

には,共 通 してIBM等 の 巨 大企 業 と競合 しな い分 野 に特 化 して きた とい う特 徴が み られ る。 と く

に科学 技 術計 算 か ら,コ マ ー シ ャル ・ビジ ネスへ の重点 移 行は,営 業対 象 の中 小 企業 指 向 とと もに

注 目す べ き傾 向 であ ろ う。

ゼ ロ ックス ・コン ビ,一 夕 ・サ ー ビスは,1969年 アイ ザ ック ・タグ 社 を買収,引 継 ユ ーザ

25社 で 出 発,現 在340社(74年595社,75年919社 を予定)全 米 に ネ ッ トワー クを も

つ西 海 岸 にお け る急 成 長の代 表企 業 の一つ であ るが72年 科 学 技 術計算35%,コ マ ー シ ャル ・ビ

ジネス28%の 収 入 比率 を78年 に後 者 を47%と す る ことを 目標 と して い る。 ア プ リケ ー シ ョン

・パ ッケ ージ10数 種3年 間 の 開 発期間 に1
,500万 ～2,000万 ドル(45億 円 ～60億 円)

を 投 じて い るが,収 支バ ランス上 の問 題は,プ ロダ ク シ ョン ・コス トと同 額 とい うマ ーケテ ング費

用 を ど こ まで 節減 し うるか とい う点 と,現 在75%の 定 常収 入を75年 には80%に も って ゆ くこ

とにあ るとい う。一 方,ユ ーザ(90%が 中 小 企 業)の 平 均負 担は,3,500ド ル(100万 円)/月

(タ ー ミナル1.7台,な お初 期 コス ト5,000～7,000ド ル(150万 円 ～210万 円),稼 働 ま で8

カ月),売 上 高の0.52%(人 件 費 と も約1%弱 と推定 され る)と な ってい るが,わ が国 にお い て

この 程度 の負担 に耐 え てユ ーザ とな る ものが どの くらい あ り うるか(官 公 庁 を別 と して),ま た,

比較 的 きめ 細 かい サ ー ビス を求 め る傾 向 の強 い わが国 の ユ ーザ が 当社 の もつ パ ッケ ー ジ同等 の もの

で どの 程度 の満 足 が期 待 で き るか 問題 のあ る ところ であ ろ う(な お,当 社 の期待 す るア メ リカ国 内

50の 主要 都市 の 潜在 ユ ーザtW30,000,う ち ロス ア ンゼ ルス 地区4 ,000)。

t22医 療 分 野 対 象

ア メ リ カ に お い て も心 電 図,脳 波 形 等 の デ ー タ電 送(例 え ば ホ ー ム ドク タ ー と病 院 間)は,回 線

使 用 料 が か さむ 等 経 済 性 か ら,ま た,自 動 診 断,治 療 シ ス テ ムは,危 険 性 に 対 す る 保 障 責 任 の 問 題

か ら,い ず れ も コ マ ー シ ャ ル ・ベ ー ス に お い て は 実 施 が 困 難 と され て い る が,GEは,病 院 財 務 会

計 処 理 を 対 象 と す るTSSオ ン ラ イ ン ・ネ ッ トワ ー ク 処 理 シ ス テ ムMEDINETを 開 発 し(1966

年,開 発 コ ス ト1,200万 ドル),現 在 契 約 者60(病 院 数200),ラ イ ブ ラ リー300種MAR

K皿(リ モ ー ト ・コ ン セ ン トレ ー タ ー50カ 所,ア メ リ カ主 要 都 市,ス エ ー デ ン,ノ ル ウェ ー,イ

ギ リス に 分 散)に 組 み こ ま れ て 運 用 され て い る。 ユ ー ザ 負 担 は,1患 者 当 た り0.75～1.25ド)レ

(225円 ～375円)/日,1病 院 当 た り4万 ドル ～25万 ドル(1,200万 円 ～7,500万 円)/

年 と な って い る が,コ ン ピ コ 一 夕 の 単 独 導 入 の 場 合 の2～3年 に対 し,6～8ヵ 月 の 準 備 期 間 で す
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む点,病 院 自体 の開 発 プ ログ ラムも利 用 し うるこ とお よび ロ ーコス トで あ る点等 をそ の セ ール ス ポ

イ ン トと して い る。

システ ム開 発上の 留 意点 な い し問 題点 と して

(1)秘 密保 護につ い ては,10種 のKEY(ユ ーザ,ジ ョブお よび プ ロ ジ ェク トの コー ド化 パ ス

ワー ド等),従 業 員 の 身元保 証金 制度,外 来者 チ ェ ック,デ ー タ伝 送の 暗号 化等 を 行 な ってい る。

(2)病 院 側 ニ ーズ の 多様性 に対 処す る こ と。

(3)国,州 等 の法 令,規 則 お よび 各保 険会 社 の フ ォーマ ッ トの 多様 性。

(4)レ ス ポ ンス ・タイ ムの短 縮(当 初数 分,現 在 ピーク時12秒,な お短 縮 の要 あ り)。

㈲ 今 後 の 課題 と して,ア プ リケ ー シ ョン ・パ ッケ ー ジの充実 と システ ムの 柔軟 性 の向 上。

が あ げ られ てい る。

一 方
,財 務会 計処 理 を インハ ウスで行 な って い る病 院 の例 と して,二,一 ヨ ーク病院(非 営 利

1,000ベ ッ ド,従 業 員5,000人,一 般外 来 患 者年20万 ん 退院 後 来院 患者 年3.5万 人,契 約開業

医1,400人,請 求書 発行1万 件/日)で は,米 国 東 海岸 で 他 に4病 院 を ユ ーザ と して い るSDCに2

年 前 よ り フ ァシ リテ ィ ・マ ネー ジメ ン トを委 託 し1年 前 よ り稼働 現在 トータル ・シス テ ム化 を 目

標 と して シス テ ムの拡 張 を計 画 中 であ るが,現 在 の運 営 費用 は1患 者 当た りネ ッ トチ ャージの1.5

%,年 間総 費 用110万 ドル(3億3,000万 円)と な ってい る。 外 部機 関利 用か,イ ンハ ウス処 理

かは,主 と して病 院規 模,信 用 度,コ ス ト,部 内協 力,シ ス テ ムに対す る特 殊要 求の 度合 い 等 に よ

って決 定 され る よ うで あ る。
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13公 共 シ ステ ム

t3t公 害 防 止

ア メ リカ にお い て 公害防 止 の 分野 で 最 も業 務 内容の 充 実 してい る ものの 一つ と されて い るベ イ エ

リア大 気 汚 染管理 局は,1955年,強 い 住民 の要 求に こた え て当初 産 業廃 棄物 の コン トロールを

目的 と して カ リフ ォル ニ ア州 議 会 に よ って設 立 を議決 された。 わ が国 で い う一 部事 務 組合 に近 い 組

織(サ ンフ ランシス コ周辺 カ リフ ォル ニ ア州内9カ ウンテ ィの 連合 機 関)で あ る(職 員200人,

年 間 予 算500万 ドルの90%を 州 地 方 資産 税か ら,10%を 連 邦:州 の 補助 金 か ら得 てい る)。

管 轄区域(面 積 東京 都 の2倍,人 口2分 の1,自 動 車290万 台)内 の モ ニ タ リン グ ・ステ ー シ

ョンか ら テ レ メ タリ ングされ て くる デ ータ と気 象情報 を解 析 し,三 段 階 の 警報 を発す る システ ムを

中心 とす るが,関 心 を持 た れ る点は,シ ス テム 自体 よ りも,こ れを 支 え る制度,デ バ イス とそ の運

営 方法 にあ る。

カ リフ ォル ニ ア州 には,環 境 汚染 防 止 の ため の細 密膨 大な法 令規 則が 住民代 表 等 関係 者 を含 む 公

聴会 の 審議 を経 て,体 系的 に整 備 され て お り,と くに汚 染源 に対 す る強 制力 と して,設 備 除却 命令,

罰金(1日500ド ル ー15万 円,再 犯 同6,000ド ル ー180万 円,1973会 計 年度 の罰 金収 入

合計 は,前 年度 の10倍,72,000ド ル ー2,160万 円),拘 留,禁 固等 の 手段 がVIOLATION

NOTICE(違 反 通 知)に 続 く出頭 要 求,改 善計 画 提 出等の 諸義 務 の実 効 性 確保 に 大 き く貢献 して

い るほ か,石 油精 製所 を含 む 管 内会 社 別情 報 フ ァイル(5,000)の 活用,1日400件 にお よぶ一

般 市民 の苦 情処 理 や,専 任パ トロール ・カーの 出 動 とあい ま って,こ れ らの 綜合 効 果 と して最 近 にお

け るSO2の 急激 な減 少,オ キ シ ダン ト,NO2お よび浮 遊粉 塵の 改 善 とな ってあ らわ れ てい る も

の と思 わ れ る。 一 般市 民 を 直接 の サ ー ビス対 象 とす る公 共 シス テ ムにつ い ては,シ ステ ム構成 の側

面 とと もに,と くに 各種 の 制度 的 運 用 とあわせ 総 合的,有 機 的 に運 営 され るこ とが,シ ス テ ム効 果

を 高め る必 須条 件 で あ ろ う。

132新 交 通 システ ム.交 通 管 制

都市 へ の導 入 を 目的 に実 用性 の たか い 新交 通 システ ム として,20～60人 制 の いわ ゆ る 「中量

軌 道 自動走 行 システ ム」の 開 発 研 究 は,わ が国 におい て も各 方面 で積 極 的 に進 め られ つ 玉あ り,

走 行実 験中 の もの もい くつ か あ るほ か,2～3年 後 には,名 古 屋市 郊外,神 戸等 に おい て本工事 着

工 の 計 画 も報 じられ,ア メ リ カ,イ ギ リス,フ ランス,西 ドイ ツな ど先 進諸 国 では,す で に一 部

走 行実 施段 階 にあ る。

1972年9月 開通 したBARTシ ステ ムは,1951年 関 係9カ ウンテ ィか らな る建 設 のため の

委 員会が 構 成 され,56年 に計 画 の最 終 決定 をみ,15億 ドル(4,sooeu円)の 開発費に より,現 在 総

延 長75マ イル(将 来 計 画 と して,ザ ン フラ ン シス コお よび,オ ー ク ラ ン ド両 国 際 空港へ の延 長

急 行バ スの 併 設が あ る。 な お,74年 に 湾海 底 トン ネル 開通 予定),75シ ー ト車輌 の2～10輔

編成 に よ り時速80マ イル で1日 当た り,乗 客7万 人(近 く10万 人)を 運 ん でい る。 ブ ロ ック ・
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シス テ ムに よる運 行 制御,冷 暖 房,給 水,給 電 通 風 お よび 車 輌検 査 の 自動化,無 人 出改 札 等,ほ

S完 全 自動 化 シス テ ム とな ってい るが,快 適 性,便 利 性,エ ネル ギ節 約,汚 染防止,環 境 保全,土

地 の高度 利 用 等を 開 発の条 件 と し,従 来 ア メ リカに 未 発達 であ った中 距離 公共 輸送 機 関 を,自 動 車

に よ る大気 汚 染,交 通 渋 滞の 緩 和,自 動車 非利 用者 に対す る税 負担 公 平化 と都 市 開 発等 を 目的 と し

て建 設 した 一 つの 典 型 とみ ら れ よ う。

一 方
,自 動 車輸 送 を本 命 とす るア メ リカの 高速 道路 交 通 管制 シス テム につい ては,ロ ス ア ンゼ ル

ス の広 域 交通 管理 実験 プ ロジ ェク トが 注 目 され る。1971年11月 よ り3年 の 予定 で ロスア ンゼ

ル ス市 中心 部42マ イ ル(通 過 車数1日70万 ～100万 台)を 対 象 と し,道 路 下 に埋 め られた セ

ン'サーか らの デ ータを もとに カ リフ ォル ニ ア ・デ ィテ ク シ ョ ン ・ロジ ックと よば れ る解 析 方程 式 に

よ りVOLUME,DENCITY,SPEEDの 組合せ を ア ウ トプ ッ トし,電 光板 掲 示,ラ ンプ統御 お よ び

事 故通 報等 各種指 示,連 絡 を 自動 的 に行 な う。 事 故 防 止,事 故 処 理 の敏 速 化:('ラジオお よびヘ リコプ

タ との無 線連 絡併 用),交 通渋 滞 の解 消,緩 和 を 目的 と して計 画 された この プ ロジ ェ ク トの特 色は

コン ビ,一 夕 ・システ ムの 開 発 と と もに,警 察,道 路 管理 者 お よび 関係技 術者の 合 同 チ ー ムが一 体

として オペ レー シ ョンを担 当 す る点 に あ り,こ れが シス テ ム効果 を 高め る大 きな 要 因 とな って い る。

実 験 結 果の評 価,解 析 をふ まえ,2年 後 に100～200マ イ ル に拡張,実 稼働 に 入る予 定 と され

てい るが,現 在 まで2年 余 りの 間に700万 ドル(21億 円)の 資金 と110人 の ス タ ッフに よる

周到 細 密な実 験 体 制 とその 経 験 主義 的 ア プ ローチ は,こ の種 の 公共 シス テムの 開 発態度 として 十 分

留 意すべ き要点 と思 わ れ る。
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第2章 各 論

21サ ンフランシスコ ・ベイ ・エ リア の 大気 汚 染管 理 システ ム

先

地

日

者

査

在

査

接

調

所

謂

面

調 査 員

BayAreaAirPolutionControlDistrict

939EllisSt.,SanFrancisco,Calf.,94109

1973年11月26日

Mr.RichardHacker

AssistantInformationOfficer

梧 沢,瀬 戸,浅 野,日 高,鈴 木,花 岡

2t1概 要 お よ び 所 感

ベ イ ・エ リア大気 汚染 管 理局(BayAverAirPolutionControlDistrict・ 以 下

BAAPCDと 略す)は カ リフ ォル ニ ア州の サ ン フ ラン シス コ湾 沿岸 の九 つの郡(County)に また

が る地 域 の 空気 汚 染状態 を 管理 す る州 政府 に 属す る行政 機 関 であ る。

BAAPCDの 担 当地域 は 面 積約14,500kn2(参 考 までに東 京都 は2,031㎞2),人 口約480万

人で あ る。

大気 汚染 監 視は 監 視車 に よ る巡 回 と各地 の モ ニ タ リ ング ・ス テ ー ショ ンか らの テ レメ ータ リン'グ

に よ り行 な ってい る。

汚 染 状況 の 予 報はNationalWeatherServiceか ら送 られ て くる気 象図 を参 考 に しな が ら

行 な う。 そ の結 果 必 要 に応 じて テ レビ ・ラジ オな どの広 報 媒体 を使 用 して広報 活 動 を行な い,ま た

その 程度 に応 じてい くつ か の段 階 の規 制を 行 な う。

ア メ リカの 他州 で も色 々 の施 策を 行な ってい るが カ リフ ォル ニア州 が一 番進 ん でい る といわ れ る。

また 連 邦 と して も各 州の 動 きを統 合 しよ うとす る動 きが あ る。

ベ イ ・エ リア地 区 の空 気 汚染 状況は 一 般 的 に見 て 直接 人体 にい ちS'る しい悪 影響 を 与え るほ どの

状 態 には 至 って い ない よ うに見 うけ られ る。

公 害問 題 に 関す る 行政 の 発想 は 人 体へ の生 理 的 な影 響 の有無 よ りも悪臭 や騒 音な どに対 す る市民

か らの 苦情 に ど う対 処 す るか とい うこ とが 出 発点 とな ってい る よ うに思 わ れ る。 い ず れに して も行

政 が かな り先 見性 を もって 進 め られ てい る点 は 注 目に価 する。

2t2詳 論

(1)ベ イ ・エ リアの 概要

{a)対 象地 域

BAAPCDの 担当地 域 は 図2-1の よ うにサ ン フラ ンシス コ湾 をか こむ9郡(County)で
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あ る。 す な わち

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

AlamedaCounty

ContraCostaCounty

MarineCou'nty

SanFranciscoCounty

SanMateoCounty

SantaClaraCounty

NapaCounty

SonomaCountyの 南 部

SolanoCountyの 南 西 部

＼ ・.・ ・善
◎

パナ

◎

。 。,.,ρ ・㌘ ※ グ 「

ン リアントb

へーワ

簗㍑㌘

図2-lBAAPCDの 対 象 地 区

(b)面 積 ・人 口 ・そ の他

9郡 か らな るBAAPCDの 対 象地 区 の 面積 は 約14,500平 方 キ ロメー トル,人 口は 約480

方 人で あ る。 また この地 区 には約290万 台 の 自動 車が あ る。

サ ン フ ラ ンシス コの対 岸の ア ラ ミタニ サ ン リア ン ドロ,ヘ ー ワー ドな どには 大規 模 な 石油 コ
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ン ビナ ー トが あ り,大 気汚 染 のほ かに サ ン フ ラン シス コ湾 内の水質 汚染 も大 きな 社会 問 題 とな

りつ 玉あ る。

(2)BAAPCDの 機 能

(a)BAAPCDの 発足

BAAPCDは1955年 カ リフ ォル ニア州 議 会 に より設 立 され た。 環境 問題 を扱 う政 府機 関

と しては カ リフ ォル ニ ア州 で も っと も早 く設立 され た。 当 初BAAPCDは 産業 副 産 物お よび 燃

焼 に と もな う汚染 問題 だ け を扱 ってい たが,近 年 自動 車 の排 気 ガス も州政 府 を通 じて 制御 す る

よ うに な った。 飛 行機 に よる環 境問 題は 連 邦政 府 の 指令 に したが って い る。

(b)組 織 ・予算 ・活動

BAAPCDの 管轄 区域は18人 の管理 者(Directors)で 構成 す る委 員会 に よ って管 理 さ

れ てい る。 それ ぞ れの郡(County)か ら2名 つつ 選 出 されてい るが,そ の1入 は 関係者 の 中

か ら選 ば れ てお り,の こ りの1人 は市 会 議 員の 中か ら選ば れてい る。

この 委 員会 は こ の地域 内の 空気 汚染 防止 に関 す る法 律を 立法実 施す る権 限を も って い る。 ま

た 立 法に あ た り種 々の 助言 や協 力をす るため に20人 の 関係者 で構成 す る諮 問 機 関 であ る。

BAAPCDは220名 の 従 業 員を もち,約514万6000ド ル(15億4,380万 円)の 予 算

規 模 で あ る。 こ の予算 の 大部分 は 地 方税 の 資産 税(LocalPropertyTax)に よ りまかな っ

てい る。 また予 算 の約10%は 連 邦下 付金(FederalGrants)お よび 州の補 助 基金

(StatSubrentionFunds)に よ ってい る。

州の 税率 は州 議会が 決定 す るが,現 在 は査 定 価 額(AssessedValue)100ド ル に対 し

2ド ル を上 限 と して い る。

大気 汚染 規 制 に関す るす べて の規 則(Rule)お よび 規 定(Requlation)は 管 理 者

(Director)10名 以 上 の賛 成が 得 られ な い と成 立 しな い。 また これ ら の規 則 ・規定 の 実 施

お よび 修 正 の まえ にか な らず公 聴会 を開か な け れば な らな い。

(c}規 定 の 作成

現在 まで に委 員会 では 次 の5種 の 規 定 を 制定 してい る。 すな わち

① 規 定1大 気 中の燃 焼 に 関す る規 定。

(OpenBurning)

② 規定2

③ 規定3

④ 規定4

⑤ 規定5

煙,硫 化 ガス,窒 素酸 化 物,鉛,芳 香 族 化合 物 焼却 炉排 ガス の限 界 の規定 。

ガ ソ リン,塗 料,イ ンク,溶 剤な どの 気 化物 につい て の規 定。

中 古 車再 販 の とき に ク ラン ク ・ケ ース排 気 制御 装置(CrankcaseEmission

ControlDevice)の 装着 に関 す る規 定。

大気 汚 染制御 に関す る3段 階 の措 置 に関す る規定。

であ る。 これ らのBAAPCDの 規 定は ひ きつsき 改正 され て きてい る。 た とえば 規定2の 排 ガ

ス基 準 は1971年 の改 正 で半 分の 濃度 まで強 化 され た。 また1973年 に効 力を 発 した芳 香

族 排 出基 準は 従 来 ま った くなか った 分野 の 規定 であ る。
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BAAPCDの 最 近の 動 きは 制 限事項 をつ ぎつ ぎに設 定 す るこ とに よ り大気 汚 染 を間接 的 に 制

御 し よ うと してい る。 規 定2に よ り大 気汚 染 源 とな る ものは その 装置 を 設置 す る と きにBAAPCD

の 認 可を うけ なけ れば な ら ない。 この よ うな規 定は 高速道 路(FreeWay)や シ ョ ッピ ング'

セ ンタな ど'複 合 的(Complex)"汚 染源 につ い て も近 い 将来 適 用 され る こ とにな ってい る。

(d)規 定 の 実施

BAAPCDの 規 定 に したが い検 査 官(Inspecter)は 汚 染源 を監 視 し,も し基 準 を こえ る

汚 染物 質 を排 出 して い る場 合は 勧告 す る。 これ らの 違反 通知(ViolationNotice)が 出 さ

れ る と1日 につ き500ド ル(15万 円)以 下 の 罰金 とな る。 違反 を くり返す と1日 当 り6,000

ドル(180万 円)以 下 の 罰金 を うけ 裁 判所 を通 じて改 善 命令 が 出 され る。1972年 か ら

1973年 まで の 罰金 は 合 計72,000ド ル(2,160万 円)に 達 した。 この額 は1970～19

71年 の10倍 に達 してい る。

以上 の一 連の 処置 とは別 に最 近 自動 車 の 排気 ガスを扱 う検 査 官の 組織 を作 った。 これ らの検

査 官は オ レ ンジ色 と 白色 の塗装 を した パ トロール ・カ ーに の り地域 内の 自動車 の排 気 ガスの チ

ェ ックを してい る。

(e)そ の 他 の機 能

BAAPCDに は産 業 廃棄 物 のサ ン プルを 収集 し実 験 室 で分 析す る技 術部 門(Technical

Division)が あ る。 また。 地区 内に24ヵ 所 の 大気 モ ニ タ リング ・ス テ ー シ ョ ンを 設置 し,

ス テ ー シ ョン周辺 の大 気 の状 態 を調査 してい る。

BAAPCDの 広報 部門(PublicInformationOffice)で は 大気 汚 染 に 関連す る広 報

の 印刷 物 の分 配 ・配 布を お こな って お り,ま た,"AirCurrent"と い う月 刊 の 報告書 を刊

行 してい る。

(3)BAAPCDの 実施 要領

(a)実 施の フ ローチ ャ ー ト

BAAPCDの 実施 要領 は 図2-2の フ ロー ・チ ャー トに示 した基 準 に従 う。 す な わちBAA-

PCDは 煙 や汚 染物 質 の排 出基 準を 設定 し,こ の 基 準 さえ満 足 してい れば,ど の よ うな 原料 を

使 お うと もBAAPCDは 関与 しな い。BAAPCDの 技 術者は 対象 企業 の 設備 計画 な どを検査 す

るが,そ の 企 業が 基 準を満 足 させ るため の プ ロセ スや装 置の 指定 は しな い。 しか し企 業 からい

くつ か の代 案が 出 された ときは 公聴会 を開 催 して 特定 の プ ロセスや装 置 を 推薦す るこ ともあ る。

(b)違 反 通知

第1段 階 では規 定 の基 準の どの部 分に 違反 して い るか を通 知す る。 この通 知 には 違 反 の 日時

場 所,違 反の 内容が 書 かれ,な ぜ違 反 したか10日 以 内に 申告す る よ うに命令 す る。

多 くの場 合ほX満 足す べ き解 答が 得 られ.たYち に 命 令に従 うか,あ るいは 改 善 策が 提示 さ

れ る こ とが 多い。

lc}部 内会 議

不 満 足 の回 答 しか得 られ ない と き,お よび10日 以 内 に回 答が ない ときは,そ の 当事 者 に
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違 反 通 知 の 発 行

ウ

凸
`

}`

満足 す べ き回 答

の受 領

無 回 答 ま た は

不 満 足 な 回 答

` `

部 内 会 議

直 ち に 改 善 す る 。

ま た は.改 善 案

ま た は 変 更

一

違反通知 の継続 発行

ト

除 却 命令 お よび

罰金

処 置 完r
,

`

.規定2お よび3|
,規定・1頗1・ 規定

公 聴 会

告 訴

地 方 裁 判 所

500ト 為/日

の 罰 金

地 方 裁 判 所

500ト ル/6ケ 月

地 方 裁 判 所

500ト ソレ

違反通知の継続 違反通知の継続 違反通知の継続

1
1 ll・ `

除 却 命 令

の 発 行

上 級 裁 判 所

6,000ド ル/日

の 罰 金

上 級 裁 判 所

予 備 強 制 命 令

ま た は

臨 時 制 限 命 令

.

上 級 裁 判 所

法 廷 侮 辱 罪

500ト つレ

ま た は

5日 間 の 拘 置

図2-2BAAPCDの 実 施 要 領

BAAPCDへ の 出頭 を 命 令す る。 通 常は 当事 者 を 含め たBAAPCD部 内会 議 で不 明 確な 点 が 明

確にな り当事 者 もBAAPCDの 指 示 に従 う。

もし当事 者 が 改 善の 意 志が ない 場合 お よび違 反 に対す る改 善策 を もたな い ときは 除去 命 令を

出す かあ るいは 罰金 を 課 す る こと にな る。

(d)除 去命 令 お よび 罰金

も し個 人 また は 企業 が 明 らか に故 意 に 大気中 の 燃焼 に関 す る規 定(規 定1)に 違 反 した と き

は 軽犯 罪(Misdemeanor)と して処 置 す る。

地 方検事(DistrictAfforney)に 証拠物 件 を提 出す る。 違 反者 は500ド ル(15万
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円)以 下 の罰金 または(お よび)6ヵ 月 の懲 役 とな る。

も し規定2に 違反す る とBAAPCDは1日 につ き500ド ル(15万 円)以 下,30日 間 に

5、000ド ル(150万 円)以 下 の罰金 を 課す る。 他 の三つ の規 定 の どの 部 分 に違反 した場 合 で

も1日 当 り500ド ル(15万 円)の 罰 金が 課せ られ る。

BAAPCDは 公聴 会 で規 定 違反 を 改善す る よ う要 求す るこ とがあ る。 この場 合はBAAPCD

が原 告 とな り企業は 自己 の立場 を弁 護す るこ とにな る。

公聴 会 で 改善 命 令が 出 され る と規 定 に 違反 してい る事 項 の改 善 を しな ければ な らない。 この

改善 命 令は 上 級裁 判所(SuperiorCourt)を 経 由して 出 され る。 も し企 業が この命 令に 従

わな い と きは有 罪 とな り6,000ド ル(180万 円)以 下 の 罰金 を 課せ られ る。 さ らに 侮辱罪 と

して500ド ル(15万 円)以 下 の罰金 また は(お よび)5日 間 の拘 置 を うけ る。 命 令を無 視

しつXけ る と改善 すべ き事 項 が 処置 され る までそ の企 業の マネ ー ジ ャが 禁 固刑 に処 せ られ る。

(4)大 気汚 染 監視 と苦情処 理

(a)監 視態 勢

① 大気 パ トロ ール ・カ ー

現在 専 用の 大気 パ トロール ・カ ーが 平常 は 日中 だけ 監視 の た め地域 内を パ トロ ール してい

る。

市民 か ら の苦情 が あ った 場 合,お よ びス モ グが 発生 した と きは 夜間 で もパ トロールを 行な

う。

② モ ニ タ リング ・ステ ー シ ョン

地 域 内24ヵ 所 にモ ニ タ リ ング ・ス テ ー シ ョンを も って お り,酸 化 炭素(CarbonOxida

CO、),酸 化 窒素(NitrogenOxide,NO.).オ ゾ ン(Os),浮 遊粉 塵 の 測定 を行な

ってい る。

この うち15ヵ 所 の モ ニ タ リング ・ステ ー シ ョンか らは テ レ メー タ リ ング してお り上 記の

各 要 素の ほ かに 風 向,風 速 な どの諸 量 を測 定 してい る。

③ 気 象情 報

汚 染 状況 を 予測 す る ため に気 象情 報(気 象 図)をNationalWeatherServiceか ら

入 手 してい る。 気 象 図は ア メ リカ全 体 西 部 東部 な ど に分か れて お り,気 圧,天 候な どが

デ ィス プ レイ され てい る。 図2-3はNationalWeatherServiceよ り電 送 された 気

象図 の例 で ある。

{b}苦 情処 理

① 苦 情 の受 理

苦 情 は地 区 内の5カ 所 にあ る 検査 官事 務 所(InspectorOffice)に 集 め られ さら

にサ ンフ ラン シス コのBAAPCDに 送 られ る。 現 在平 均400件/月 の苦情 が寄せ られ てい

る。

サ ン フラ ン シス コでは 苦 情 の 内容 を9×5cmの カ ー ドに記 入 し,そ の カー ドを 各地区 別に
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分類 し,そ れ ぞれ の地 区 を巡 回 してい るパ トロ ール ・カーに連絡 して処 置 す る。 苦情 カ ー ド

の 分類 は女子 事 務 員1名 が 担 当 してい る。

② 苦情 情 報の プア イ リン グ

約50M2の プアイ リング室 に3台 の 大型 移動 架が あ り,環 境 問 題 に関 連す る情報 をすべ て

プアイ リング してい る。

これ らの情 報は 企 業名 別 にアル フ ァベ ッ ト順 に分類 してあ り.フ ァイル対 象 とな ってい る

企 業は 約5,000社 にお よぶ。 しか し,そ の 中で特 に主要 な のは 石 油製精 業5社 を 含む約100

社 の企 業で あ る。

これ らの 情報 は 内容 か ら当然 秘 密 扱い に され てお り外 部 には 出せ な い。

(c)調 査研 究 ・分析 作 業

① 気象 条 件の研 究

天候,風 向,気 温 な どの気 象条 件 と大 気 汚染 との 関 連 を研究 す るため に,こ れ らの気 象条

件 は 約40本 の磁 気 テ ー プと約10本 の カー トリ ッジ ・デ ィス クに 記録 され てい る。

どの よ うな気 象条 件 の と きに どの よ うな 汚染状 態 であ ったか を検 索で き る よ うに して あ る。

② コ ンピュ ータ ・シス テ ム

BAAPCDに は 次 の コ ンピ ュー タお よび 関連機 器 があ る。

コン ピュー タHP30001台

カ ー トリ ッジ ・デ ィス ク2台

ライ ン ・プ リンタ1台

磁 気 テ ープ装 置 .1台

CRTタ ー ミナ ルHaseltime2000型

(数 台)

コ ンピ ュ ータ室は 約40π2ほ どで あ る。 この コ ンピュ ー タは 気 象条 件 の フ ァイ リング と会

社別環 境 情報 の情 報検 索 の ため に使 われ.研 究開 発を 主 目的 と してい る。

③ 分 析作 業

約50㎡ の分 析 室 には ガス ク ロマ トグ ラフ一 式 の ほか に各 種 定量 分 析 用の器 材が 設備 され

てい る。

分 析用 の試料 は パ トロール ・カーが 各地区 か ら採 取 した もので あ り,約20en¢ ×50cm

の ボ ンベ にお さめ ら れて い る。 ガス ク ロマ トグラ フに よ り24項 目の成 分 を一度 に分析す る

こ とが で きるが,主 と して硫 化物 につ い て分 析す るこ とが 多い。

これ らの分 析 結果 は 同様 に フ ァイ リング ・システ ムに フ ァイル され る。

(d)広 報 活動

① 政府 へ の報 告

連 邦政府 に対 しては 州 政府 を 通 じて 数 カ月 に一 度 報 告書 を 提 出す る。 しか しBAAPCDの

仕 事 は連 邦政 府 とは 直接 の 関 係は も って いな い。
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② 広 報 媒体

環 境 に問 題 を生 じた と きは ラジオ ・テ レビ ・新 聞 を通 じて一 般 に対す る広 報 活動 を 行 な う。

図2-4は 出版物 に よる広 報 活動の 例 であ り,"ス モ グ注 意報(SmogAdvisory)"が 出

た ときの 注 意事 項 が簡 潔 に要約 されてい る。

③ 警 報

大 気汚 染 の状 況 に 応 じ て3段 階の 警 報 を出 して注 意 を促す。 たYし 現 状 では年 に数 回第一

段 階 の 警報 が 出 され ただ け で,第 二段 階以 上の 警 報は 出 された こ とがな い。

な お警 報 につ い て は(6),で くわ し く説 明す る。
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⑤ ベ イ ・エ リアにお け る大気 汚 染 の現 状

(a)一 般 的 傾 向 .

1969年 と1972年 の大気 汚 染状 況 を 比較 す る と,亜 硫 酸 ガス(SO、),酸 化物,二

酸 化 窒素(NO、)』 な どは すべ てい ち じる し く改 善 され てい る。 酸 化物 お よびNO,の 汚 染量

が い ち じ る し く改善 され たの は 気象 条件 が 良か った ことを意 味 して い る。 また 浮遊粉 塵の 排 出

量は総 量 で 減少 して きてい るの で空 中 の浮 遊粉 塵の 量 も除 々 に少 な くな って きてい る。 また

1970年 と1972年 を 比較 す る とSO,が 急激 に減 少 してい る。 この 現象は 明 らか にBAA-

9
PCDの 規定 に よ り排 出が減 少 したsめ であ る。

一 般 的 に見て 汚 染物 質 の排 出量 と その物 質 大気 の 汚 染状態 とは比 例 的 な関係 が ある。 しか し

大気 の 汚 染状態 を も っと も左 右 す る要 因は 気 象条 件 であ る。 特 に風 速が 大 きい ときは 大気中 の

汚 染物 質の 量は きわ めて 少 な くな る。 た とえば,現 在 ベ イ ・エ リア には1日 当 り200ト ンの

浮遊 粉 塵が 空中 に排 出され てい るが,あ る 日には 大 気 中 に50μg/㎡ しか浮 遊粉 塵が ない が

風 のな い ときは250μg/M2に も達す る。 した が って 大 気中 の汚 染物 質 を測定 して も排 出量 が

日に よ って そ れほ どかわ らな くて も,測 定量 は10倍 の 幅で 変動 して し ま う。 表2-1囲 は

1972年10月 に おけ る各 測点 にお け る浮 遊粉 塵の24時 間値 で ある。

(b)浮 遊 粉 塵

表2-2は,BAAPCDで1969年 か ら1972年 まで 測定 した浮 遊粉 塵量で あ る。2組

のデ ータが 示 され てい るが 左 の デ ー タは 地域 別の 平 均濃度 を 示 し,右 の デ ータは24時 間 基 準

の1 .00μ9/m3を 超 え た 日数 の百 分比 を示 した もので あ る。

1この表 か ら 明 らか な よ うに浮 遊粉 塵 に つい ては 年 ごと に改善 され て き てY・るが .そ れぞれ の

地域 に よ りかな りの差 があ る。 地域 的 に 見 る と1970年 には 州の 基 準 を上 まわ る ところが4

カ所 あ ったが1972年 には2カ 所 に減 少 した。24時 間 値 で100μg/加2を 超 え る日数の

百 分比 で 見 る と気 象 条件 に よ り大 き く左 右 され る ことが 明らか で ある。 た とえば リ ッチモ ン ド

(Richmond)は 年 平 均 では やN少 な い が百 分 比は 大 きい。 逆 に ピ ッツバ ーグ(Pittsburg)

では年 平 均は や 玉高いが この 百分 比は 逆 に低 い。

{c)SO2

表2-3は1969年 か ら1970年 まで のSO,'の 濃 度 を表 わ した ものであ り,24時 間

値 の平均SO2濃 度 と州 基 準0.04ppmを こえ た 日数 の 百分比 を 表わ してい る。

この表 か ら 明 らかな よ うに1969年 か ら1970年 にかけ て24時 間 値でい ち じる し く改

善 され てい る.さ らに.1972年 に も改 善がL・ち じる しい・

最 初 の1970年 の改 善 に よ り1日 当 り114ト ンの排 出 量が減 少 した。1972年 の 改 善

は 主 と して規 定2の 基 準 強化 に よ る もので あ る。

囲 ・表2-1か ら 表2-5ま で の デ ー タ はBAAPCDSpecialRepot:TecknicalService

Dirision,ComparisonAirQualityData,1969-1972に よ る 。
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表2-1浮 遊 粉 塵 の 量(1972年10月)

浮 遊 粉 塵 量(μ θ/mb・ 】972年10月24時 サ ン プ ル(モ ニ タ リング ・ステ ー ショ ン)

測 定 点
日 付

サンフラ

ンシス コ

サン

ラファエル

リッチ

モ ン ド

■

ヒ ッソ

バ ーグ

フェル

モ ン ト リバモア サンホセ
レットウッ

ドシティ

バー リン

ガム

サ ンタ

ローザ
ナ パ バ レジョ

1日

2月

3火 44 36 56 56 70 74 48 47 47 62 35

4水

5木

6金 110 74 139 126 152 151 102 87 70 213 112

7土

8日

9月

10火

11水

12木 48 33 43 36 54 63 43 43 38
」

35 36

13金

14土

15日 25 30 50 19 28 25 48 43 40 19 22

16月

17火

18水 43 83 56 50 60 70 69 53 16 47 52 52

19木

20金

21土 54 71 60 102 , 93 96 1亘0 70 83 46 80

22日

23月

24火 55 92 53 117 61 84 96 70 56 69 70

25水

26木

27金 43 63 64 67 87 112 91 54 55 56 72 63

28土

29日

30月 61 82 50 89 62 61 77 62 47 73 92 88

31火

平 均 45 65 52 73 59 73 76 59 44 57 60 56

最 小 25 30 33 43 19 28 25 43 16 38 19 22

最 大 61 110 74 139 126 152 151 102 87 83 213 112
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表2-2 浮 遊 粉 塵 量 の 変 化

地 区 別年 間 平均 値 連邦 基 準100μ9/⑳3を こ え

測 定 点 (μ9/m3) る 日の百 分比

1969 1970
1

1971 1972 1969 1970 1971 1972

サ ン フ ラ ン シ ス コ 51 51 47 46 5.3 5.9 20 1.6

サ ン ラ フ ァエ ル
*48

42 46 55 一 2.7 3.8 3.8

リ ッチ モ ン ド 57 56 44 41 15.4 8.2 0.6 5.5

ピ 。ツパ_グ 67 62 41 43 238 176 5.1 2.3

フ ェル モ ン ト 73 71 58 56 26.2 25.7 11.2 76
、

リバ モ ア
*63

63 70 67 一 14.4 15.5 16.8

1

.

1

サ ンホセ 60' 61・ 77 66 18.7 18.8 253 174

1

¶

レ ッ ド ウ ッ ド ・ シ チ ー 53 54 32 44 16.4 79 1.9 4.5

*不 完 全 な デ ー タ よ り計算 した。

囲197i年 にお け る 日本 の主 要都 市 の浮 遊粉 塵の 年 間平 均値 は 次の とお り。

東 京(都 庁前)lOOII9/㎡,東 京(糀 谷)130μ9/M3,大 阪(市 街 研)100Pt9/m3,

尼 崎120Pt9/㎡,川 崎80μ9/加3,北 九州20μ9/㎡,

(48年 度環 境 白書 よ り)
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表2-3 SO,の 濃 度 の 変 化

1969* 1970 1971 1972

0.4ppm以 上 の 日数 12 2 1 1

04ppm以 上の 日数 の比 率 10.8 0.8 0.4 0.8

測定点別の平均値 SO、(ppm)

一

サ ン フ フ ン シス コ 0.0087 0.0035 0.0048 0.0037

サ ン ラ フ ァエ ル 0.0046 0.0021 0.0016 0.0020

リ ッチ モ ン ド 0.0081 0.0058 α0057 0.0048

o

ヒ ツ ツパ ー グ 0.0144 0.0061 0.0056 0.0020

・

フ ェ ル モ ン ト 0.0029 0.0014 0.0015 0.0011

サ ンボ セ 0.0026 0.0015 0.0007 0.0010

レ ッ ド ウ ッ ド ・ シ チ ー 0.0014 0.0008 0.0007 0.0002

リバ モ ア
一 一 0.0007 0.0014

バ ー リ ン ガ ム 一 一 0.0027 0.0011

平 均 値 0.0057 0.0030 0.0027 0.0019

*24時 間 サ ンプ リングは1969年6月 か ら開始 した ので,1969年 の値は6月 か ら12月

までの 平 均 値で ある。

囲 日本 の主 要都 市 に おけ る1971年 のSO2の 年 平均濃 度 は次 の通 り(48年 度 環 境 白書より)

東 京(都 庁 前)0.036ppm,東 京(糀 谷)O.047ppm,大 阪(衛 生 研)0.061ppm,

川 崎(大 師保 健所)O.049ppm,(48年 度環 境 白書 より)
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ω 酸 化 物

表2-4は1969年 か ら1970年 まで の 酸化 物(Oxidant)の 濃度 を表 わ した もの で

あ る。 デ ー タは 各 測定 点 で酸 化 物 の濃度 が そ れ ぞれ0.10,0.15,お よび0.20ppmを こえた 日

数を 表わ してい る。

これ ら のデ ー タを見 る と酸化 物 の濃度 は 過 去3年 間 確実 に改善 され て きて い る こ とが わか る。.

どの測定 点で もそれ ぞ れ の基 準を うわ まわ る 日数は い ち じ る し く減少 してお り,た と えば0ユO

ppmの 水準 では1969年 に144日 も基 準 を こえ た の に対 し,1970年 に106日,

1971年 に10日,1972年 に7日 とな った。 この よ うに改 善 され た原 因は有 機 物質 の 排

出が 減 少 した ことお よび 気 象状 況 が良 か った こと に よる。

これ までの 研 究 に よる と1970年 か ら1971年 に かけ て39%改 善 され た と思わ れ る。

その 内訳は 気 象条 件 に23%.排 出量 の減 少 に16%で あ る。 ・

(e)NOx

表2-5は ベ イ ・エ リアにお け る1969年 か ら1970年 までのNO,の 濃度 であ る。NO,

の濃 度は1970年 に 若干 増 加 したあ と1971年 に18%減 少 した。 しか しこ の減少}ま酸 化

物 の場合 と同 じよ うに気 象条 件 に よる と ころが 多い。

1969年 か ら1970年 にお け る州 政府 基 準0、25ppm/時 を こえ る 日数を 比 較す る と

1970年 には14%も 増加 して い る。1971年 に急 激 に減少 した 原 因は 気象 条件 が 大 き く

左右 した もの で あ ろ う。

(6)汚 染警 報 シス テ ム

(a)目 的

この 警 報 シス テ ム(EpisodeWarningSystem)は ベ イ ・エ リア地区 の 住民 の 大部 分 が

大 気汚 染に よ り重 大 な影 響 を うけ るこ との ない よ うに 大 気 汚 染の 基 準 を設 け るこ とに あ る。

ア メ リカ環 境 庁(EPA-EnviromentalProtectionAgency)は 健 康 に有害 な 影

響 を与 え る汚 染物質 の濃度 お よび 平 均時 間 と して 表2-6の よ うな環 境 基 準を 設定 した。
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表2-4
囲酸 化 物

の 濃 度 の 変 化

各 測 定 点 に お け る 酸 化 物(オ キ シダ ン ト)発 生 日数(0.10,0.14,0.20ppm)

(測 定 点) 1969 1970 1971 1972

α10 0.15 0.20 0.10 0.15 0.20 0.10 0.15 020 0.10 0.15 0.20

サ ン フ ラ ン シ ス コ 0 0 0 6 1 1 2 2 0 0 0 0

サ ン ラ フ ァエ ル 16 0 0 22 5 2 9 2 ρ 5 1 0

リ ッチ モ ン ド 13 0 0 20 4 1 7 2 1 7 0 0

・ピ ッ ツ バ ー グ 28 3 q 34 6 1 23 4 1 25 4 0

クオ ル ナ ッ トク リー ク 54 21 5 34 8 3 36 8 1 30 3 0

オ ー ク ラ ン ド 11 1 0 14 6 2 10 6 3 1 0 0

サ ン リ ー ン ドロ 37 10 2 35 10 3 21 8

幽

3 15 2 0

フ レ モ ン ト 74 33 9 43 19 8 45 14 6 44 14 0

リバ モ ア 128 61 29 75
-28 7 52 15 5 27 4 1

サ ンホ セ 71 15 3 56 12 0 14 1 0 19 3 1

レ ッ ドウ ッ ト ・シ チ ー 39 9 3 17 5 0 17 4 1 17 3 2

バ ー ミ ン ガ ム 14 1 0 15 6 3 5 1 0 8 0 0

ベタ ル ナ 一 一 一 一
}

一 6 0 0 0 0 0

ナパ 一 9 0 0 20 2 0

バ レ ジ ョ 一 11 2 0 15 7 1
、

`

フ ェ ア フ ィー ル ド 一 12 1 0 4 0 0

サ ン タ ロ ー ザ 一 2 0 0

ロ ス ガ トス 7 15 1 1

マ ウ ンテ ン ビ ュ ー 一 10 3 0

地域内だけの合計 144 72 32 106 43 16 65 27 10 61 16 7

囲1971年 の 東 京 の オ キ シ ダ ン ト濃 度 は0.030ppmで あ った 。(48年 度 環 境 白書 よ り)
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表2-5酸 化 窒 素 の 濃 度 の 変 化

年 平 均(pphm) 連 邦基 準0・25ppmを こえた 日数
測 定 点

、 1969 1970 1971 1972 1969 1970 1971 1972

サ ン ジ ラ ン シ ス コ
㎡

43

F

49 2.8 3.5 2 7 1
. 2

サ ン ラ フ ァエ ル 30 2.9 2.4 2.6

r

O 0 0 0

リ ッチ モ ン ド 35 3.4 2.1
口2

.9 1
,

0 0 0
'

.

`

ピ 。ツバ_グ 22 25 2.2 1.6 0 0 0 0

オ ー ク ラ ン ド 34

」

4.1 4.0 3.6 1 1 1 0

リバ モ τ
*29 1

2.4 2.5 3.6
や1

0 0 0

サ ンホ セ
3β

韓3
.6 3.4

口3
.9 0

⇔
0 0

口0

レ ッ ドウッ ド 〔シチ ー 34 3.5 3.0 3.1 2 1 0 0

地 域 33 3.4 28 3.1 7 9 2 2

・ 不完 全デ ータに よ る。

"そ の年 に サ ン プル採 取 場 所 を 移動 した。
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表2-6ア メ リカ合 衆 国環 境 庁設定 環 境 基準

成 分 濃 度 平均時間(時)

SO2 1.OPPM 24

浮遊粉塵 1000μ9/沈3 24

CoefficientofHaze 8.OUNIT 24

SO2×COH 1.5UNIT 24

CO 125PPM 1

75.PPM 4

.

50PPN 8

酸化 物(オ キシダン ト)
『

0.7PPM 1

0.6PPM 2
二

04PPM 4

NO2 2.OPPM 1

o・5PPM 24

(b}警 報 の基準

① 大気 汚 染警 報(AirPollutionAlert)

気象 状況か ら 判断 して地 域 内 の1ヵ 所以 上 で 表2-7囲 に示 す基 準 を12時 間 以上 こえ る

こ とが 予想 され る とき,BAAPCDは 大気 汚染警 報(AirPollutionAIert)を 発令 す

る。

表2-7大 気 汚 染警 報 発令 基 準汚 染物質 の 濃度 が 次の基 準

を12時 間以 上 こえ る ことが 予想 される とき

(汚 染物 質) (濃 度)

SO2 0.3PPM

粉 塵(COH) 3.OUNIT

SO2×COH 0.2UNIT

CO 15PPM

酸 化物(オ キ シダ ン ト) 0.1PPM

NO2 0.6PPM
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② 大 気 汚 染警 告(AirPolutionWarning)

さ ら に 汚 染が ひ ど くな る と 予 想 さ れ る と き は 表2-8の 基 準 に も とず き,第 二 段 階 の 大 気

汚 染 警 告(AirPolutionWarning)を 発 令 す る。

表2-8大 気 汚 染警 告 発令 基 準

汚染物質の濃度および持続時間が次の基準をこえる

と予想されるとき

(汚 染 物 質) (濃 度) (持 続 時 間)

SO2 0.6PPM 12

粉 塵(COH) 5.OUNIT 12

SO2×COH 0.8UNIT 12

CO 30PPM 12

酸 化物(オ キシダン ト) 0.4PPM 3

NO2 1.2PPM 1

③ 大気 汚 染非 常時 態警 報(AirPolutionEmergency)

汚 染物 質の 濃度 が表2-9の 基準 を こえ ると き,さ ら に 重大 な段 階 を示 す大 気 汚 染非 常事

態 警 報(AirPolutionErr}ergency)を 発令 す る。

「

C

・

'W

.

表2-9大 気汚染非常事態警報発令基準

汚染物質の濃度および持続時間が次の基準をこえる

と予想されるとき

(汚 染 物 質) (濃 度) (持 続 時 間)

SO2 0.8PPM 12

粉 塵(COH) 70UNIT 12

SO2×COH 1.2UNIT 12

CO 40PPM 12

酸化 物(オ キシダン ト) 0.6PPM 1

'NO
2 1.6PPM 1

'

囲 表2-7～ 表2-9は,

Busningに よ る 。

BAAPCD,ProeedineofAgriculturalandRelated

－172一



(c)汚 染削 減 方式

年 間100ト ン以 上の 汚 染物質 を排 出 してい る ものは,上 記{2)項の各段 階 の警 報が 発令 され

た と きに,ど の よ うに汚 染物 質 の 削減の処 置 を とるか,あ らか じめ計 画 書をBAAPCDへ 提 出

してお か なけ れ ぱ な らない 。

こ の計 画 書 の中 には,各 警 報 が 発令 され た と きに,ど の 汚 染物 質 を どの程度 まで 削減 す るか

を明 記 しなけ れば な らな い。

(d}警 報 発令 時 の処 置

① 大気 汚 染警 報 の とき処 置

大気 汚 染 警 報が 発令 され た とき には 次 の処 置 が と られ る。

1.す べ て の 大気 中 の燃 焼は 禁 止 とな る。

2.固 形 物 の 消却 炉の 使 用は17時 か ら22時 までの 間 に限定 され る。

3.汚 染削減 方式(前 項 参 照)を 適用す る。

さ らにBAAPCDは 全 住民 に対 しな るべ く自動 車 を使 わ ない よ うに呼 びか け を 行な う。

② 大気 汚染 警 告の と きの 処 置

この場 合はBAAPCDは 前項 の処 置 のほ か にあ らか じめ計 画 して あ る汚 染削減 方式 に した

が う処 置を とる よ うに 命令 す る。 また 全 住民 に対 し緊急 以 外に 自動 車 を使 用 しない よ うに呼

びか け る。

③ 大気 汚 染非 常事 態警 報の ときの処 置

BAAPCDは 上 記 以外 に次 の処 置を とる。

1.あ らか じめ 計 画 してあ る汚 染削減 方式 の実 施 命 令 を 出す。

2.BAAPCDは 州 知事 に報告 し,州 知事 は 緊急 自動 車以 外の 自動 車 の使用 を禁止 す る。

(e)警 報の 解除

大 気中 の 汚 染濃度 が そ れ ぞれ の 基準以 下 にな った と き,お よび気 象条 件か ら見 て濃 度が 下 が

る見 通 しがつ い た とき,BAAPCDは 大気 汚 染警 報お よび 大気汚 染警 告 を解 除す る。 また 大気

汚染 非常事 態警 報は 州知 事 に よ り解 除 され る。

(7)農 業 に関 連す る焼 却 の規 制

(a)適 用範 囲

この規 制は 果樹 園,ぶ ど う園,農 業 の経営 者 お よび 従 業 員,な らびに 森林 経 営者,牧 場経 営

者,野 生 生物 棲息 地 管理 者お よび食 糧生 産 関係 者 に適 用 され る。

焼 却 で きる物 は 次の 通 りで あ る。

① 樹木.ぶ ど うの 間 び き した ものお よび 枯 れた もの。.

② 穀物 の わ ら。

③ 田 畠で除 草 した雑 草 類。

④ 森 林の 枝 お ろ し ・雑 木 類。

⑤ 水路,洪 水調 整 水路 に群 生 してい る雑 草 類。
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㈲ 焼却 可 能な期 間

① そ れぞれ次 の 期間 に焼 却 で きる。

イ.穀 物 類の収 獲 に と もな う焼 却は10月1日 よ り4月30日 まで。

口

、ノ
・

二
・

ホ

へ

森 林関 係は12月1日 か ら4月30日 まで。

刈 りこみ 枝お ろ しの 焼却 は12月1日 よ り4月30日 まで。

野 生生物 棲息 地 の改 良 に と もな う焼 却は12月1日 か ら4月30日 まで。

1種 類の穀 物 の 畑の 株お よび わ らの 焼却 は9月1日 か ら12月31日 まで。

2種 類以上 の 穀物 の 畑 の株 お よび わ ら の焼却 は6月1日 か ら8月31日 まで。

ト.牧 畜 のた めに牧 草 地 を焼 く場合 は7月1日 か ら4月30日 まで。

チ.洪 水調整 水路 の 雑草 は 一年 中 焼却 可 能 であ る。

② 焼 却の 制 限は 次 の通 りであ る。

イ.8時00分 前 には 焼い て は な らな い。

ロ.日 没2時 間 前か らは 焼却 物 を追 加 して は な らな い。

ハ.焼 却 場所 の風 速 が5マ イル/時(8㎞/時)以 上 でな け れば な らな い。

二.居 住地区 よ り遠 くは な れた 方向 に風 が吹 いて い るこ と。

③ 焼却 はBAAPCDが 認 可 し た 日"BURNDay"に 行な おなけ れば な らない 。 当 日が

"BURND
ay"か ど うかは 毎 日定 時 に ラジオ で広 報す る。

も しこの規 定 に違 反 した 場合 は,500ド ル(15万 円)以 下 または(お よび)6カ 月 の

拘 置 を うけ る。

資 料 一 覧
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22新 高速 旅客 輸 送 シ ス テム(BART・ シ ステム)

先

地

日

者

員

査

在

査

捜

査

調

所

謂

面

謁

BayAr.eaRepidTransitDistrict

800MadisonStreetOakland,California94607

1973年11月27日

MissEdnaPorter

椿 沢,花 岡,瀬 戸,浅 野,鈴 木 日 高

221概 要 お よ び 所 感

BARTシ ス テ ムはBayAreaRepidtransitシ ス テ ム(ベ イ地 域 高速 輸 送 シス テ ム)の

略称 であ って,カ リ フ ォル ニ ア州の サ ン フラ ンシス コ湾 を囲む 地 域 の輸 送 サ ー ビスを 行 う公共 シス

テ ム であ る。 この システ ムは い ろい ろな 部分 に新 しい技 術(た とえ ば コン ピ ュータ に よる列車運 行

制御,車 輌 検査 システ ム等)が 施 され てい る点 に特 徴が あ る。

1972年9月 に路 線 の一 部 が 開通 した が,名 物 サ ン フ ランシス コの ケ ー ブルカ ー とは 対象 的な

最 新式 の 公共 輸送 シス テ ムで あ る。

(1)新 しい 公共 輸送 システ ム の必要 性

ア メ リカ合衆 国 にお け る 公共 輸送 シス テ ムは 自動 車 とは 対 象 的 に,現 代 の技 術革 新 の時 代に対

応 で きず,あ ま り発達 して いな い のが 現状 で あ る。

特 に中 距 離輸 送 機 関た とえば 通 勤列 車 な どは,一 般的 に 古い 車輌 を使 い快 適性 に乏ぽ しく,速'

度 も遅 く時間 がか か り,ま た駅 も遠 く不 便 であ るな ど,利 用の 容 易性,サ ー ビス面 な ど乗客 に と

っては 利用 し難い 点 が 多 々あ る。

一 方 自動 車は機 能 面 にお い て 公共 輸 送 システ ムには ない 柔軟 性,便 利性 を持 ってお り,道 路が

あ れば どこへ で も行 くこ とがで き,通 勤 買物等 い つ で も 自由に 行 くこ とが で き るな どす ぐれた 点

が 多い。 それ ゆえ 高速 道 路 の建 設,拡 張 と と もに 自動 車 の 台数は 急 激 に増 大 して い る。

また さら に都 市 人 口の 増 加は,過 密 した都 市の中心 か ら 周辺 地域 へ と移動 してお り,都 市 と周

辺 地域 の輸 送 システ ム の中 では 自動 車は 重 要な 位置 を 占め てい る。

しか しそ の反面,自 動 車の 増 大に よ ってい くつか の問題 が 派生 してい る。 第一 は 多 量な排気 ガ

ス に よる大 気汚 染 であ る。 第二 は 自動車 の 過密 に よる交通 マ ヒであ る。 第三 としては 輸送サ ー ビ

ス の不 平等 化の 問題 も指 摘 され てい る。 自動 事増 大の 裏面 では,そ れ を 利用 でき ない 人,た とえ

ば 貧民,1台 の 自動車 しか持 ってい な い 家族,老 人,身 体障 害 者等 は通 勤 買物 に行 く場合 に 交

通 手段 がな く孤 立化 して し ま うこと であ る。第 四は 高速道 路 の建 設 等 で限 られた 都市 地域 の 多 く

を 占領 して し ま うこ とで あ る。 さら に騒 音の 発生,自 然 環境 の 破壊 等 も指摘 され て い る。

現在 の 輸送 システ ムは 上 記 の よ うな 多様な 問題 を派生 してい るが.そ れ らを 解決 し、 さらに快

適 性,便 利性 を 採 り入れ,だ れ にで も容 易 に利 用 で きる,よ り早 くよ り多 くの 輸送 力を持 った 公

共輸 送 シス テ ムが 必 要 であ り,BARTシ ステ ムはそ の計 画 の一 つ の成 果 で あ る。
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(2)開 発の 経 過

今 か ら20数 年 前 に この 地 方では 都 市 圏輸 送 シス テ ムの 必 要性が 認 め られ,1951年 にサ ン

フ ラン シス コ湾 周辺 の 九つ の カ ウンテ ィの代 表 か らな るBART委 員会 が 創 設 され,そ の 研究 が

開 始さ れ た。

研 究 の結 果1956年 に同 委員 会は この地域385マ イル(約616KM)の 高速 鉄 道の 建 設

と,そ の うち の123マ イル(約197KM)を 最 初 の ステ ップ として建 設す る ことを 提案 した。

しか し,1962年 にマ リー,サ ンマ テ ィオ の 両 カ ウンテ ィが辞 退 した ため,第 一 の ステ ップ と

しては サ ン フラ ン シス コ,ア ラメ ーダ,コ!ト ラ コス タの3つ の カ ウンテ ィに高 速 輸送 シス テ ム

を建 設 す る こ とにな った。

三 つ の カウ ンテ ィに延び る 運行路 線は 図2-6の と お りであ り,延 長 約75マ イル(約120

KM)の 長 さで あ る。

その 後,こ の 計 画は ベ イ エ リア政府 協 会(TheAssociationofBayAreaGovernment

-ABAG)に 公 式 に 採用 され
,開 発が進 め られ た。 線 路 敷設 車 輻 の製 造 をは じめ,輸 送 車 の安

全性信 頼 性の テス ト,列 車制 御 システ ム,騒 音 等 に関 す るい ろい ろな 実 験が 行 なわ れ,1972

年9月 に フ リーモ ン ト ー マ ックア ーサ間 の路 線 が初 め て 開通 した。

'そ
の後 次 々 と開 通 し,1973年1月 に フ リーモ ン ト ー リ ッチ モ ン ド間,同 年5月 に コン コ

ー ド ー マ ックア ーサ間,同 年11月 には モ ン トゴ メ リ ・St－ デ イリーシテ ィ間が 開通 した 。

最 後 の区 間で あ るベ イ横断 ライ ン(モ ン トゴメ リ ー オ ーク ラン ド12th・st,モ ン トゴメ

リ ー レイ クマ ー リッ ト間)は1974年 中 頃 に開通 の 予 定 であ り,全 開 通 距離75マ イ ル とな

る。

(3)シ ステ ム開 発 コス ト

シス テ ムを完 成 させ る までの 費 用は15億2200万 ドル(4,566億 円)と 見積 られて い る。

連 邦政府,お よび 州 政府 が 財政 的 に 援助 してい る。

財 源は 次 の とお りであ る。

公 債

利子 所得,そ の他

%%,販 売税

ベ イブリ ッジ通 行 税

連 邦補 助金

79,200万 ドル

13,100万 ドル

15,000万 ドル

18,000万 ドル

26,900万 ドル

(2,376億 円)

(393〃)

.(450〃 ・)

(540〃)

(807〃)

(4)環 境へ の影響

人 の活 動 が環 境 に対 して種 々の 影 響 をお よぼ す よ うにな って きたが,と くにBARTシ ス テ ム

の よ うに大規 模 な公 共事 業では その 影響 を十 分 考慮 す る必 要 があ る。

人 を 輸 送す る ヒい う,し か も早 く安全 に快 適 に運 ぶ 点 につ いては,十 分 機 能を 果 してい るが,
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そ の ため にほ か の部 分 に大 きな 犠 牲 を払 うこ とは 出来 ない。

BARTシ ステ ムでは 環 境 に 対す る影 響 につい て 次の 四つ の分 野 にお い て十 分 な 考慮 がは らわ

れ 開発 され た。

① エ ネ ルギ ー消 費

② 大 気 汚 染

③ 騒 音 発 生

④ 土 地 利 用

① エ ネル ギー 消費 に歯 して は 資源 を有 効 に使用 す る点 にお い て 大 き く貢献 してい る。

BARTシ ステ ムは1975年 ～1976年 に年 間 運行 距離7億1450万 マイル(約114

万3,200KM)で6,200万 人 の 乗客の 輸送 が 見込 まれてい る。 この 場合 に必要 とす る電気 エネ

ル ギ ーは9,000万KWHで あ り,こ れ を 生産 す るため には8億1,000万B・T・U(※)の 燃料

が 必 要 とな る。

した が ってBARTシ ステ ムの 乗客 ・マ イル 当た りに消費 す る エ ネル ギ ーは1,130B.T.U

とな る。

一 方 自動 車は ガ ソ リン1ガ ロ ン当た り10マ イル(約16㎞)を 走 る とす る と
,1マ イ ル 当

た り13、640B・T・Uと な り,自 動車1台 当た り平 均1.3人 を 運ぶ とす る と乗 客1人 当た りほ

ぼ10,500B・T・Uの エ ネル ギ ーを 消費す るこ とに な る。

上 記 の よ うにBARTシ ステ ムは 自動 車が 消 費す る エ ネル ギ ーの約 功 で 同 一の 効果が 期 待

で き る ことに な り,エ ネル ギ ーの 有効 利 用の 面 におい て 自動車 よ りは るか に ま さ ってい るとい

え る。

※BritishThermalUnitの 略 英 式 熱単 位(1ポ ン ドの 水 を華 氏1度 だけ あた

ため るの に必 要な 熱 量)

② 大気 汚 染 に関 しては 特 別 な根 拠 はな い がベ イエ リアにお け る スモ ッグの減 少 は 顕著 であ る。

自動 車の 利用 か らBARTシ ス テム を利 用 する こ とに な れば 汚 染は 発 しない こ とにな る。 事 実

BARTシ ステ ムは 空気 中 の ス モ ッグ を減 少 させ てい る。 この シス テ ムを 利用 してい る乗 客 の

うち 約30%は,以 前 毎 日の通 勤 とか 買物 に 自動車 を 利用 してい た 人 々で あ る。 こ れ らの 人 々

は 自動車 を 毎 日合 計55万 マ イル走 行 して い る ことに な るが,大 気 汚 染に 関 しては1日,12.6

トンの 汚染物 資 を 発す る こ とにな る。

もち ろん 光化 学 ス モ ッグは 大気 の 反 応 に よ って発生 す る もの であ るか ら,た だち に 大気汚 染

と結 びつ け るこ とは で きな い が,こ の12.6ト ンの 汚 染物 資が ス モ ッグを 防 ぐか 否か の限 界 で

あ るな らば.極 め て効 果が あ る とい え る。

③ 騒音 発生 に 関 しては,BARTシ ス テ ムでは 車 体,線 路,レ ール,路 線 な ど の設計 に工 夫 を

し騒音 防 止 に努 力 して い る。 この システ ムの 騒音 レベ ルは 時速70マ イ ル(約112km/時)

で運 行 して い る時,レ ールか ら50フ ィー ト(約15m)離 れ た と ころ では83～89デ シベ
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ル(db)で あ る。

一 方
,時 速65マ イル(約104㎞)で 走 る 自動 車は 同一 条 件 で75～82デ シベ ル(db)

で あ り,ジ ーゼル ・ トラ ックは 時速55マ イル(約88㎞)で84～92デ シベ ル(db)で あ

る。

これ らの 乗物は ほ ぼ 同 程度 の 騒 音 レベ ルで あ る。 しか しBARTシ ス テ ムの 路 線の半分 は 音

の 聞え ない 距離(地 下,水 下)に あ り,ま た そのほ か の路 線は フ リー ウ ェイ,鉄 道 と平行 じて

お り,騒 音 防止 に 努力 が は らわ れ てい る。

④ 土地 利用 に 関 しては 景 色 の破 壊 を減 少 させ るため 自然環 境 に適 応 した ス マ ー トな車体 に,地

上 路線 では 車体 を 低 くし人 々の 視 界 に入 らない よ うに 設計 され て い る。 また フ リー ウェイが 多

くの土地 を使用 す るの に比較 す る とは るか に 少ない 土 地利 用 に もかか わ らず 多 くの輸 送能 力を

持 って い る。 さら に重 要 な こ とはBARTシ ステ ムの 開通 によ り都市 開 発 に拍 車が か か った こ

とであ り,フ リーモ ン トに その 例 を 見る ことが で き る。 そ の ほか の地 方 にお い て も地域 発展 の

核 と してBARTシ ステ ムが 重要 な位 置 を 占めてい る。

⑤ 今後 の計 画(プ ロジ ェク ト械張 計画)

BARTで は 今後 の 地 域公 共 輸 送サ ー ビス と してい くつ か の計 画 を 予定 してい る。 第一 は サ

ン フ ランシス コ国 際空 港 への 延 長,お よび オ ーク ラ ン ド国 際 空港 への 延 長 であ る。.また さらに

サ ンマテ オ,カ ウンテ ィの 同 意を得 て サ ン フラン シス コ国 際空 港 か ら メ リンパ ークへ の拡 張 も

予定 され てい る。 こ の開 発 には都 市圏 大 量輸送 局(UrbanMassTransportationAd

ministration)の 技 術 研究 資金 に よ って 援助 され てお り,都 市輸 送委 員会,各 カウンテ ィ,

BART等 に よ って 開 発が進 め られて い る。

上記 のほ か に現在 サ ー ビス して い る コン コー ドか ら マーテ ィネ ツ,ピ ッツバ ニグ,ア ンチ ィ

オへは 急 行バ ス路 線の 設 置を,ま た路 線北 端 の リッチ モ ン ドか ら北 方へ,さ ら に南の ヘ イ ウ ー

ドか ら リバ ーモ ア,ア マ ン ドリバ ーへ,そ れぞれBARTシ ス テ ムと接 続 した 急 行 バス路 線 を

地 元の 企 業 と共 同 で設 置 す る 予定 であ る。 この計 画 に よ って,BARTシ ステ ムは さ らに その

サ ー ビス 地域 を拡 大 し,地 域公 共 輸送機 関 と して 重要 な位 置 を しめ る こ とにな ろ う。
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BARTノ ス テ ム拡 張 計 画

222詳 論

(1)路 線の 概要

(a)路 線 図

図2-6の とお り四つ の 路 線か らな り, サ ノ フ ラ ノ ノ ス コの 周 辺 地 域 を 走 って い る。 デ イ リ
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シ テ ィか ら サ ン フ ラ ン シ ス コ 湾 を 渡 って 北 の リ ッチ モ ン ド,東 北 の コ ン コ ー ドへ ,東 南 の プ リ

ー モ ン トへ の 三 つ の 路 線
,お よ び フ リ ー モ ン トか ら 北 の リ ッチ モ ン ドへ の 路 線 で あ る 。 した が

%

図2-6BARTシ ス テ ム 路 線 図

って フ リーモ ン トか ら コ ン コー ドへ 行 く場 合,リ ッチ モ ン ドか ら コ ンコー ドへ 行 く場合 は 乗 り

換 えな けれ ばな らない 。

(b)規 模

① 路 線全 延 長 距離 約75マ イル(約120KM)

内 訳 は

地 下 路 線

地 上 路 線

高 架 路 線

チ ュ ー ブ内(水 下)

② 駅 の 数

19マ イ ル

(30.4㎞)

27マ イ ル

主として都市

(43.2㎞)

25マ イ ル

郊 外

(40.Okn)

4マ イ ル

都 市,郊 外

(6.4㎞)

34駅

サ ン フ ラ ン シ ス コ 湾

駅 は 地 下14駅,地 上13駅,高 架7駅 で あ り,地 域 別 に は サ ン フ ラ ン シ ス コ8駅 ア ラ

メ ー ダ17駅 コ ン ト ラ コス タ8駅 デ ィ リ シ テ ィ1駅 で あ る。

③ 従 業 員1,376名

(1973年6月 現 在)
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(2)運 転 状 況

(a)開 通 区 間

① フ リーモ ン ト ー リッチ モ ン ド

② フ リーモ ン ト ー コ ン コ ー ド

③ モ ン ゴメ リ ・st－ デ イ リーシテ ィ

な お サ ンフ ラン シス コ湾を 横 断す る路線 は 前述の とお り1974年 中頃 開通 の予定 で あ る。

(b)列 車

① 列 車編成

列車 編 成 は10～2輌 編 成で あ り,運 転 され る 日,時 間 帯 に よ って 異な る。 通 常,ラ ッシ

ュ ア ワ ーでは10～8輻 昼 間 では7～4輔,夜 間 では3～2輔 編成 とな ってい る。

② 車 輌 数.250輔

③ 車輌 の種 類 一

軍輔 の種 類はAタ イ プ とBタ イ プの二種 類 であ る。Aタ イ プは運 転 室が付 い てい る車輌 で

長 さは75フ ィー ト(約23M)あ り.連 結 した場合 前 後 に配 置 され る。

Bタ イプは運 転 室 が ない 車輌 で長 さは70フ ィー ト(約21M)あ り,Aタ イ プの 車輌 の

間 に連 結 され る。 現在,Aタ イ プの車 輌は1.50輔,Bタ イ プの 車輌 は100輌 製 造 され て

い る。

④ 車 輻の 定 員75シ ー ト/車

⑤ 運 転 速 度

イ.最 高 速 度

ロ.平 均 速 度

ハ .加 速 ・減 速

80MPH(時 速約128KM)

42MPH(時 速約67KM)

(駅 の20秒 間停 車 を含む)

20秒 間 で0→50MPHに 加速 で き る。80MPH→0(停 車)ま での

減 速は27秒 間 であ る。'L

二.そ の 他

、大 きな 窓,ゆ った り した1人 掛 けの 座 席,カ ーペ ッ トの床,エ ア ・コ ンデ ィシ ョンな ど

快 適性 を尊重 して設 計 され て い る。 車輌 の製 造はRohrIndustries社 が 担 当 した。

(c}運 行 状況

① 現 在は 月 曜 日～金 曜 日の5日 間運 行 で あ り,週 末 の 土,日 曜 日は 運 休 してい る。

② 運 行 時間 は6時 ～20時 の14時 間 で あ る。 ラ ッシ ュ ・ア ワの6時45分 ～8時45分 と

16時30分 ～18時30分 では 約8分 間隔,そ れ 以外 の時 間帯 は15分 間 隔で 運行 して い

る。 な お ラ ッシ ュ ・ア ワでの 混雑 は 日本のそ れ と比 較す る と大分 ゆ った りしてお り,立 って

新聞 が読 め る程度 であ る。

③ 将 来 の計画 と しては1週7日 間運 行,1日 運 行 時間20時 間,ラ ッシュ ・ア ワ2分 間 隔,

それ 以外5分 間 隔,夜 間 は20分 間 隔 の運 行 を予 定 して い る。
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㈹ 輸送 人 員

現 在(1973年11月)は1日 約72,000人 の 乗 客で あ る。 将 来は1日100,000人 の 乗

客を輸 送す る予定 であ る。

'(
e)運 転 方式

コン ピュー タ に よる 自動 制御 シ ステ ムを採 用 してい る。 運転者 は1人 乗車 してい るがほ とん

ど操作 す るこ とは ない。

主 た る任務 は 中 央指 令室(CentralControlRoom),駅,乗 客 との通 信連 絡 お よび 線

路上 の障 害物 に注 意 す るこ とであ る。事 故 時 には 車輌 の 運行停 止,25MPHで の走 行 を操 作

す る。

(3}コ ン ピ ュータ ・シス テ ム

(a)列 車 自動 制御 シス テ ム(ATCS-AutomaticTrainCoptrolSystem)

この シス テ ムは安 全車 間距 離の 維持,自 動 計 画 運行 の維 持 と調 整,お よび 通常 の 状況 に おけ

る全 自動 運 転 を 目的 としてい る。

この 目的は 三 つ の集 中 シス テム に よ って 次の よ うに運 行 されてい る。

① 線路 沿 い に設 置 され た 制御 装置は ブ ロ ック シ ステ ム とな って お り,一 つ の ブ ロ ック内 での

カー ブ等 の 線路 状況 に応 じた運 行 の速 度,あ るいは 加 速,減 速 の程 度が セ ッ トされて い る。

また 当該 ブ ロ ック内 に他 の列 車 の侵 入 を防止 す るた め の警 報 シ グナルが セ ッ トされ てい る。

この 制御装 置 に よ り通常,列 車は 予定 どお り運行 し,車 間距 離は 安全 に保守 され る。

② 列 車 の運 行 状況は 線 路沿い の75マ イル ・ネ ッ トワー ク装置 を通 じてす べて 中 央 指 令室の

コ ンピュ ー タに よ って モニ タ されて い る。

各 列 車の 路 線 運 行時 間は コ ンピ ュー タに プ ロ グ ラムされて お り,列 車が駅 に入 る と,即

時に 列 車番 号 が コ ン ピュ ータに送 られ到 着時 間 と コ ン ピュータ内 の予 定表 が 比較 され る。 も

し両 者 に相 違が 生 じ変更 の必 要が あ る場 合は 適 当 な速 度 に加減 す る信号 を列車 に返す。 列 車

に設 置 して あ る コン トロー ル装 置は 自動 的 に 指令 どお りの速度 に調 整 す る。

③ 各 駅 内に あ る 制御 サ ブ システ ムは 自動 的 に駅 に接近 す る列車 の 管理 を 引 き継 ぎい ろい ろな

制御 を 行な う。

そ の 主な ものは 列 車 にブ レ ーキをか け,最 適 の 位置 に停止 させ,ド ア の開 閉 を行 ない,列

車 を 発車 させ る こ と等で あ る。,な お ドアの 開 閉時間 は 通 常は約20秒 間 であ る。

(b)車 輌 検査 シス テ ム

車輌 検 査 シス テ ムは 各車庭 内に 設置 され てい る。

この シス テ ムは 運 行 路線 に 入 る車輌 につ い て,該 当す る車輌か 否か の検 査,車 輌 の 連結,ブ

レ ーキ,ド アの 開 閉の 作動 テ ス ト等を 自動 的 に行 な うシステムで あ り,車 輌 に関す る28の 機

能 につ い て1分 以 内 に検 査が でき る。 な お コン ピュ ー タはATCS用 コン ピュ ー タとは 別 の も

の を使 用 して い る。

(c)デ ー タ収 集 シス テ ム(DataAcquisitionSystem-DAS)
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この シス テ ムは 中央 の コン ピ ュ ータ と料 金 徴収 装 置(後 述)の 一 部 と接続 して必 要 な時 はい

つ で も徴収 料金 の 状況 が把 握で き る機 能を 持 って い る。 この シス テ ムは料 金 に 関す るデ ー タを

収集 し,フ ァイル して お り,こ れ に もとつ い て各 種統 計 表の作成 を行 ない,市 場 調 査 に関す る

意思 決 定 列 車運 行計 画の 立案 変更 等 に利用 され る。

(d}中 央処 理 装置'

①Westinghouse製Product250型 コ ンピ ュータが2台 設置 され てい る。(1台

は バ ック ・ア ップ用)

② 価 格 約300万 ドル(9億 円)

(e)中 央 指令 室(CentralControlRoom)

中央 指 令室は 乗 客 を安 全 に輸送 す るため 列 車運 行 に関 連す る諸 状況 を 即 時 に把握 し,必 要に

応 じて 指令 を下 す 機能 を持 ってい る。

室 内の 状況は 図2-7の とお りであ る。

電 力供給状況表示板 諸設備作動状況表示板 列車運行状況表示板

ヨ
一一一 =

一一

図2-7中 央 指 令 室

① 電 力供 給状 況 の コン トロール

図2-7の 左3枚 に配 電 状況 が 表 示 され てい る。 赤 ラン プな らば 電 力供 給状況 は 正常 であ

り,緑 ランプが 点灯 した な らば 当 該 個所 に異常事 態 が 発生 した こ とを 表 わす。

◎ 諸 設備 の コ ン トロール

図2-7の 左 か ら4枚 目に 諸設 備 の作 動 状況 が 表示 され てい る。 これは 暖 房,通 風 給水

の状 況 を 管理 す る もの で,檀 色な らば 異常 な し.フ ラ ッシュす る と当 該個 所 に異常事 態 が 発

生 した ことを 表わす。

③ 列 車 運 行の コン トロール

図2-7の 右 側 の ボ ー ドに75マ イ ル の路 線 図が表 示 され てい る。 列 車の運 行状 況が 赤 色
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で表 示 され てい る。

(f}コ ン ピュ ータ要 員

◎ 専 門 家(上 記 の分野)3人,ス ーパ ーバ イ ザ1人 そ の他
Φ

②3交 替 で24時 間 コン ピ ュー タを稼 働 させ てい る。

④ 構 内 設 備

(a}自 動 発券機

① 図2-8の よ うな構 成 にな ってい る。(約75×200(m)現 在34駅 に575台 設 置 さ

れ てい る。

Issue

NewTicket

ReturnTicket

Coins

5¢,10¢,25¢,50¢

Insert

1$～5$

Coin

Return

口
細

口

図2-8

(∋

口
㊥

自 動 発 券 機

Take

ticket

Return

ticket

② 購 入 方法

イ`図2-8④ に コンイ または 紙幣1ド ル,5ド ルを 入れ る。

ロ.IssueNewTicket◎ を押 す と⇔ のTakeTicketか ら 乗車 券が 出 る。

ハ.30セ ン ト～20ド ル の 乗車 券が 購 入 で き る。

二.乗 車 券 には 当該 料金 が 磁気 化 され る。

③ 買い かえ

図2-8㊥ のReturnTicketに 古い 乗 車 券を 入 れ④ か ら現金(こ の場 合25セ ン トか

ら利 用 で きる)を 入れ,㊥ を押 す と新 しい 乗 車 券が 発行 され る。
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{b)両 替 機

大 き さは 自動 発 券 機 と 同 じ で あ る 。1ド ル 紙 幣 を 入 れ る と25セ ン ト×3,10セ ン ト×2,5

セ ン ト×1が 出 る。'コ イ ン と1ド ル 紙 幣 しか 使 用 で き な い 。
ウ

(e)改 札 口

① 乗 車券 を 図2-9の ④ のTicketに 入れ る。'

17回

》ロ
7∠≡7

← ←

ReturnTicket(ノ)

Return◎

ticket④

Coins

minimumFare30¢

OuatirandNicleu1

図2-9改 出 札 口

② 入れ る方向,表 裏 を まち が え る と リジ ェク トされ て㊥ に も どる。

③ 正 しけ れば,ReturnTicket◎ に 出て,eが 数秒 間あ く。

④ こ の際 乗車 券 には 月 日,時 間,駅 名 な どが磁 気化 され る。

励 出札 口(改 札 口 とほ とんど 同 じ装 置)

① 目的 地に着 い たな らば 出札 口で乗 車券 を 図2-9④ のTicketに 入れ る。

② も し料金 が正 しけ れ ばeが 開 く,超 過 料金 が あ る場 合 には所 要料 金が 差 引か れ て 乗車 券は

もど る。 以 後 の乗車 に また使 用 で き る。 も し料 金 が不 足 してい る場 合 には 出札 口は 開かず,

サ イ ンが フラ ッシュ して乗 車券 が 手許 に も ど って くる。 この場 合は 精 算 しな け れば な らない。

(e)精 算 機

① 出札 口の 近 くに設置 され て お り,大 き さは 自動 販 売機 とほ とん ど同 じであ る。

② 乗車 券 を 入れ る と不 足 料金 が表 示 され る。 当該金 額 を 入れ ると乗 車券 は変 更 され た料金が

磁 気化 され て も どる。 この乗 車券 で 出札 口を 出る。
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(5)乗 車 券 ・料金

(a)乗 車 券

① 大人 用 乗車 券 は図2-10(現 寸 大)の とお りで ある。 表 面 には磁 性 帯 があ り,月 日.時
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図2-10 乗 車 券

間,駅 各 料金 等 が 記録 され る。 裏面 には 所有 者の 氏 名 を書 く欄 が ある。

② こ ど も用 ・老 人用乗 車券

12才 以 下 の こ ども,65才 以上 の 老人 につ いて は75%の 割 引 を してい る。 これら の乗

車券 は 銀行 で しか 発 売 してい な い。 な お2才 以 下の こ どもは 無 料 とな ってい る。

③ 定 期 券 ・回 数券

特 別 な割 引 制度 は ないが,あ らか じめ 高 額の 乗車 券 を 買 って お くこ とに よ って,毎 日乗 車

券 を 買 う手間 がは ぶけ る。 な お10ド ル,20ド ルの 高額 の乗 車券 は 銀行 で も発売 してい る。

制 料 金

料金 表 お よび時 刻 表は 表2-10の とお りであ る。 これは 距離 が基 礎 にな って お り,最 大

1.25ド ル ～最少30セ ン トであ る。

料 金,所 要 時間 の 例

フ リーモ ン ト ー パー ク レイ1ド ル39分

フ リーモ ン ト ー コン コ ー ド1,25ド ル60分
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表2-10料 金表および時刻表
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⑥ その他 の サ ー ビス

BARTシ ス テ ムを よ り効果 的 にす るため に 次の よ うな サ ー ビスを 行な ってい る。

{a)パ ス との連け い

駅 かち 遠い 乗 客 に対 して定 期 バ スが 連 けい して お り,そ の乗車 券は 駅 構 内の 発 売機 で 買 うこ

とが で き る。

{b)パ ーキ ン グ ・サ ー ビス

BARTシ ス テ ムの34駅 の うち22の 駅 に240台 ～1,400台 の収容 能 力を 持つ 駐 車場が

設 置 して ある。 そ れ らは 合計17,692台 の収 容 能 力を持 ってい る。 また 自転 車の 駐 車場 も郊外

の 駅 にはほ とん ど設 置 されて い る。

㈲ そ の 他

英語,中 国 語,-iペ イ ン語 の3カ 国 語 で イ ン フ ォメー シ ョンサ ー ビスを 行な ってい る。

(7}経 営 状 況

1972年9月 に 最初 の路 線が 開 通 して 以来,順 次路線 を 拡張 して きたが,経 営 状況 につ い て

ぼ 全 般 的 にほ ぼ 予定 どお り推移 してい る。

乗客,収 入,費 用 に関す る実 績 推移 状況,お よび1973年5月 お よび6月 の2カ 月 間に おけ
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る 経 営実 績 を 図2-1 .1,図2-12,図2-13,表2-11に 示す。

これ に よる と収 入対 費用 の 比率 が1対9で あ り,け っして好 ま しい 数 字 では ない が,こ の種 類

の 公共 事 業 では 急 激な 上昇は 望め ない で あ ろ う。 しか しな がら乗 客数 は 徐 々 にでは あ るが 増加 の

傾 向 にあ り,こ の75マ イル 路線 で最 も重要 な サ ン フ ラン シス コ湾横 断 路 線が 開 通す るな らば わ

ず か10分 で横 断 で きる よ うにな り,BARTシ ステ ムを利 用す る乗客は 飛 躍 的 に増 加す るで あ

ろ う。

(a}乗 客 数

乗客 数は 図2-11に よる と全般 的 に 予測 を下 まわ ってい る。 これは 予測 算 出の条 件 として

1週 間 に7日 間,1日20時 間 の運 行 サ ー ビス を予定 していた が実 際 には1週 間 に5日 間,1

日14時 間の サ ー ビス しか して いな い ため で あ る。

した が って 予 測の稼 働 率 を70%に 換算 す る と,実 績は ほぼ 予測 どお りに な る。

乗客 数が1973年1月 と同年5月 に急 上昇 してい るが,こ れは 新 路線 が 開 通 したため であ

る。

2カ 月(1973年5月 お よび 同年6月)間 の 乗 客数は 表2-11に よ る と6月 の月間 乗客

数は769,754ん1日 平均 は36.655人 であ り,5月 の 月間 乗 客数673,755入, .1日 平 均

36,130人 と比 較す る と14%～15%上 昇 してい る。 これは6月 下旬 の新路 線 開通が 貢献 し

てい る。

ラ ッシ ュ ・ア ワの 乗客 数は19,549人 であ り,5月 よ り約3%上 昇 してい る。

ラ ッシ=・ ア ワと1日 平 均の 乗 客数 を比 較 す る と前者 が過半 数 を 占め てい るが,こ れはBART

シス テムが 通 勤者 の 交通 手段 と して多 く利 用 され て いる こ とを 示 して い る。

運行 サ ー ビス 開始以 来 の 累計 乗客 数は4,591,24'1人 とな ってい るが,こ れは100%稼 働 の

場合 の 予 測 累計 乗客 数6,299,632入 の73%に 当た るが,上 記70%稼 働の 現 状か らす る と,

予 測 を上 まわ ってい る。

●

{b)収 入

収 入に 関す る実 績 の推 移 状況 は 図2-12に よ ると全 般的 に予 測を下 まわ ってい る。 これ も

乗 客数 の実 績 と同様 に シス テ ム稼 働 率が70%で あ るこ とに起 因 して い るが,そ れ を考 慮す れ

ば ほ ぼ予定 どお りで あ り,漸 増 傾 向に あ る とい え る。

2カ 月間 の収 入の 実績 は 表2-11に よる と6月 の 純乗 客収 入は5月 より16.5%増 加 し,

350,953ド ル(約1億500万 円)を 計 上 してい る。 これは 新路 線 開 通 に よる。

6月 の 総操 業収 入は都 市 輸送 委 員会 か ら137万 ドル(約4億4,000万 円)の 援助 を受 け た

ため 異 常 に高 い 金額 にな ってい るが,こ れ を差 引い た と して も5月 の 実 績 よ り多 くの収 入を計

上 してい る。

(c)費 用

費 用に 関す る実 績 の推 移状 況は 図2-13に よ ると,予 測 を下 まわ ってい るが 漸 増の 傾 向 に

あ る。 これは 新 路線 開 通に 伴 う人件 費,そ の 他経 費 の増 加に よる。
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2カ 月 間 の実 績 につ い ては6月 の実 績は 約309万 ドル(約9億2700万 円)を 計上 し,前.

月 よ り29.3%の 急上 昇を 示 してい る。 これは年 度 末 にあた って 各種 ユー テ ィリテ ィ費等 の請

求 が 集 中 した ため で あ る。.

現 在 までの 累計 費用 につ いて は予測26.268,637ド ル(約79億 円)の84%で あ り下 まわ

ってい る、。
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表2-ll1973年5月 お よび6月2カ 月 の 経営 実 績

今 膜 績(1963年6月) 先 肢 績(1963年5月) 増 減 霜1;簾 鑑)

乗 客 数
(実 績)

総 乗 客 ・数 76ぴ754人 673,755人 十142% 4,591,241人

日平 均 乗客数 36,655人 36,130人 十1.5%

ラッシュアワ乗 客 数 19,549人 19,005人 十2.9%

(予 測)

総 乗 客 数
牛

6,299,632人

収 入
(実 績)

総 乗 客 収 入 416,674ド ル 351,356ド ル 十18.6%

純 乗 客 収 入 350,953ド ル 301,349ド ル 十165%

総 操 業 収 入 1,779,632ド ル 315,179⇔ レ 一
3,594,014ド ル

(予 測)

総 操 業 収 入 2,684,795ド ル

費 用
(実 績)

'

総 費 用 3,085,530ト ル 2,38τ205ド ル 十29.3% 22.063,302ド ル

(予 測)

総 費 用 26,268,637ド ル
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23ニ ュー ヨー ク病院 の 病 院 管 理 シ ステ ム

先

地

日

者

査

在

査

接

調

所

謂

面

調 査 員;

NewYorkHospital

525E68Street・NewYork・N・Y,

1973年11月29日

Mr.JohnWatson

AssociateDirector-Finance

Mr.MartinLevine

SDC社engineer・

椙 沢,花 岡,瀬 戸,鈴 木,日 高,浅 野

、

231概 要 お よ び 所 感

{1)ニ ュー ヨー ク病院 は.マ ンハ ッタ ン島イ ース トリパ沿い の緑 の 木 々 にか こ まれた 静か な環 境 に

位 置 して い る。

こ の病 院は 私 立の非 営利 団体 で,ベ ッ ト数 は 約1,000で,従 業 員は 約5,000人 を有 す る中

央病院 と,二 つ の精 神 病 関係 の分 院 か らな ってお り,外 来患 者は年 間約20万 人 退院 後来院 患

者 は年 間 約3万5,000人 い る総 合 病院 であ る。'

② この病 院 にお け る医療 制度 につ い て 次の よ うな 説 明が あ った。

イ.こ の 病 院 では 患者が 直接 病院 に診療 に くる例 は まれで,ほ と ん どか か りつ けの 民間 の開業 医

(病 院 と契 約 してい る民間 の 開業 医は 約1,400人 い る)を 通 して病 院 を 利用 して い る。 した

が って特 別 な場 合 を除 い ては 診療 の 予約 制度 を 採 用 してい る。

ロ.病 院 では,入 院 施設 の 提供 各種検 査 な どを行 な うが,治 療 の責 任 につ いて 開 業医 との 関係

は 複雑 であ る。

ハ.社 会 保 険 制度 につい て は 治療 費 の負担 は個 人が す る場 合 と,保 険会 社 が す る場合 とがあ る。

また 料金 体 系 は統 一性 がな い。

(3)現 在,こ の病 院で 稼 働 してい る コ ンピ ュ ータ ・システ ムはIBM360/40を 使 用 してお り.

病 院 にお け る経 理,財 務,施 設管 理 な どの主 と して経 理 部門 の業 務 を対 象 と した パ ッチ処理 シス

テ ムであ る。 その主 な 目的 は諸 業 務 の省 力化,迅 速化 お よび,患 者 に対 す るサ ー ビスの向上 にお

かれ てい る。

現 在の とこ ろ コ ン ピュ ータ化 の効 果は 十分 表 わ れて い る。 そ の中 で も特 に手 作 業では ほ と ん ど

不可 能 に近 い 治療 費請 求 業務(請 求 書 発行件 数約10,000件/日)に 多 くの効 果が 表 われ てい る。

・(4)こ の 病院 では 今 までの 経理 部門 主体 の シス テ ムか ら病 院の トー タ ル ・シス テ ムを 目指 して 新た

な 開発が 進 め られ て い る。

コン ピ ュー タの 運 営 につい ては シス テ ムの拡 張,改 善お よび経 費節 減 を 目的 と して2年 前 に

SDC社 に委 託 管理 を 決定 し,1年 前 よ り運営 され て い る。 な おSDC社 は,こ の よ うな病院 シ
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'

ス テ ムの 受託 運 営 を,ア メ リカ東 部 海岸 の4ヵ 所 で 実 施 してい る。

232詳 論

{1)コ ンピ ュー タ ・システ ム(現 在 稼働 中)

(a)適 用 業務

ニ ュ ー ヨーク病 院 で現 在 コ ンピ ュータ化 され 稼 働 してい る業務 は 経理 部 門業 務が 主体 とな っ

て お り,次 の よ うな もの で あ る。

イ.愚 老 に対 す る会計 業 務

ロ.経 理台 帳 の管 理

ハ .従 業 員の 給与 計算

二.在 庫 管理(医 薬 品関 係 が主 で,医 療 器 材は 含 まれてい な い)

㈲ 使 用 コン ピ ュ ータ

上 記 の適 用 業務 を処 理 す るた め に次 の よ うな機 器 構成の コン ピュ ータを使 用 して い る。

イ.中 央処 理装 置IBM360/40記 億容 量192KB(2パ テ ィシ ョン)

ロ.磁 気テ ー プ装 置(2401)6台

ハ.磁 気 デ ィス ク装置(2314)8台

二.カ ー ド ・リー ダ2台,

ホ.ラ イ ンプ リ ンタ2台

(c)デ ー タ量

イ.従 業 員デ ー タ5,000人 分

ロ.入 院 愚 老 デ ー タ1,00・O人 分

ハ.退 院 患者 デ ータ35,000人 分

二.外 来 患 者デ ータ200,000人 分

ホ.在 庫 管理 デ ー タ50,000～60,000件

へ.そ の 他400件

な お 患者1人 当た りの レ コー ドの長 さは1,000CHで あ る。

(d)コ ン ピュ ータ 出 力

レポ ー ト形式 の 出 力が ほ とん どであ り,患 者 に対す る請 求 書,各 種台帳,統 計表 な どぽ う大

な レポ ー トの 出 力を行 な ってい る。

(e)プ ロ グ ラム 本数

上 記適 用 業 務を処 理 す る ため合 計700本 の プ ログ ラムが あ る。

(f)磁 気 テ ー プ本 数

イ.外 来患者 マ ス タ5本(200,000人 分 の フ ァイル)

ロ.入 院 患 者 マス タ1本(1,000人 分 の フ ァイ ル)

上 記の ほか 在 庫 管理,お よび その 他の 業務 を 含め ると全 体 で約LOOO本 あ る。
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② コ ン ピ ュ ー タ 運 営

(a)コ ン ピ ュ ー タ 要 員

イ.シ ス テ ム ・プ ロ グ ラマ

ロ.オ ペ レ 一 夕

ハ キ イ パ ン チ ャ ー

10人

7人

15人

合計32人

{b)稼 働 状 況

コ ン ピュー タは1日22～24時 間 稼 働 してい る。 通 常は1週 間 で5日 間 稼働 してい るが.

月 末 の週(ピ ー ク時)で は7日 間 稼 働 して い る。

な お,勤 務体 制は 変 則 シ フ ト制を ひい て い る。

(c)コ ン ピュ ー タ運 営費

① コ ン ピュ ータ ・レ ン タル料 保 守 管理 費.SDC関 係 費 な どを含め た 全経 費は 年 間110

万 ドル(3億3,000万 円)で あ る。 こ の うち コ ンピ ュ:一・・タ ・レ ンタ ル料 ま月 間15,000

ドル(450万 円)で あ る。

② なお 患者1人 当た りの 実質(Netcharge)の 約1.5%が コ ン ピュ ータ運営 費 とな って い

る。

(d)機 密 保持

機 密 保持 につ い ては そ の 重要 性 を認 識 して お り,各 種 情 報 は 関 係者以 外 には もれ ない よ うな

方法が 採 用 され てい る。

① 関係 者は特 定 の バ ッチをつ け なけ れば な らない。

② 警備 員 に よる監 視を 行 な って お り,関 係 者 以外 は コ ン ピュ ータ室 に 立ち 入る こ とは で きな

いo一

③ 磁 気テ ープ ・キ ャビネ ットは い つ もか ぎが か か って お り,コ ン ピュ ー タの 運転 スケ ジュ ー

ル にそ った磁 気 テ ー プの 出 し入 れ以外 は 取 り出 す こ とは で きな い。

④ フ ァイル の 内容(た とえば 患 者の情 報 とか従 業 員の給 与 関係 の 情 報な ど)を 知 りたい 場合

は た とえ 医者 とか,当 該 業務 の 担 当者 であ って も担 当 部長 の 許可 を得 な け れば 知 る ことが で

きない。

(3}患 者 に対 す る会計 業務 シス テム

この シス テムは 上 記適 用 業務 の中 で は最 も重 要な シス テ ムで あ る。 この シス テ ムは 愚老が 入院

(通 院)し て,い ろい ろな 治療 が施 され,退 院(完 治)し て,治 療 費 用が 完 納 され る までの 会 計

業務 を 管理 す る シス テ ムで あ る。 次 の よ うな手 順 に よ って処 理 が 行な わ れて い る。

(a)医 者か らの 紹介

① ニ ュー ヨー ク病 院 と契 約 して い る約1400人 の 民間 の 開業 医 を経 由 して病 院 の受付

－t(AdmittingDepertment－ 以 下ADと 書 く)に 入院(通 院)の 申 し込み が 行 なわれ る。

そ の 際 患者の 住所,氏 名,連 絡 先 な どの 情 報を 入手 す る。
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②ADは 所定 の情 報を 患者 か ら 収 集す るため,患 者 に 直接 連絡す る。 そ れには 次の よ うな情

報 が含 まれ る。

●

●

●

●

●

生年月日

病 状

家族の状況

ベ ットの予約

費用の支払者

③ 上記の よ うに して収 集 され た情 報は 担 当者 が チ ェ ック し,キ ー ・ツ ー ・'ディス クまたは パ

ン チ ・カー ドで入 力 してい る。 この 際 入力 デ ー タの 正確 を期 す るた め デ ー タ ・チ ェ ック担 当

者 を1名 配置 してお り,さ らに バ ッチ ・ トー タル ・チ ェ ックを機 械 的 に行 な って い る。 患 者

コー ドは病 院 が独 自に ユ ニ ークな コ ー ドをつ け てい る。

(b)予 約(PreAdmission)

あ らか じめ 患者 が 入院(通 院)す るま えに,そ の諸 準備 をす るた め 予約 制度 を採 用 してい る。

しか し,実 際 には急 患の ため,緊 急 に 入院(通 院)す る場合 もあ る。

(c)治 療

① 治療 中 の処 置の うち 治療 費 用 と して 請求 す べ き料金 につ い ては,そ のつ ど,患 者 ご とに コ

ン ピュ ータ に入 力 され,加 算 され る。

② 医学 用語 につい て も料 金 計算 に 関連 す る ものは コ「 ド化 され,利 用 されて いる。

(d}治 療 費 の計 算

患者 ご とに今 まで にか か った 治療 費を コ ンピ ュー タで 計算 し,請 求書 を 出 力す る。 請求 書の

・発行 件数 は平 均10 ,000件/日 であ る。

(4}そ の他 の コン ピ ュー タ ・シス テ ム

当病 院のX線 研 究所 では,ミ ニ コ ン ピュ ータ(PDP11)を 用 い てX線 検査 分 析 を行 な ってい

る。 その ほか に も,い くつ か の ミニ コン ピ ュー タが 使用 され てい るが,い ずれ もそれ ぞ れの現 場

の 医者 が 自分で 選定 した もの であ り病院 の経 営 者が 機種 な ど決め た もので はな い。

(5}将 来計 画

(a)新 シス テ ム開 発の 開始

①1972年 に現在 の経 理 業 務主 体の コン ピュ ータ ・システ ムか ら病 院の トー タル ・シス テ

ムを め ざすた め に,SDC社 にそ の検 討 を開 始 させ た。 また 同時 に現 在の 計 算室 運営(Fa-

cilityManagement)もSDC社 に委 託 した。

② 新 シス テムは お よそ次 の よ うな 方向で 開 発が進 め られ てい る。

イ.現 在 の経 理 業務 主体 の シス テ ムを 改善 し,経 理業務 関係の さら に詳 しい,多 くの 情報 の

提供 を可 能 にす る こ と。

ロ.検 査 部 門(血 液,尿 心 臓 な ど)の 情報 な ど患者 に関 す るす べて の 情報 を収 集.フ ァイ

ル して,イ ンハ ウスの オ ン ライ ン ・リアル タイム処理 によ り情報 検 索を可 能 にす るこ と
。
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ハ.患 者の 病 歴管 理 も検 討の 対 象 とす る こと。

{b}プ ロジ ェク ト'チ ームの 発 足

① ステ ア リング ・コ ミテ ィの結成

次の 部 門の 責 任者 か らな る委 員会 を 発足 させ た。

・ 管理 部門 の責 任者

・ 診療 部門 の責 任者

・ 財 務 部門 の 責 任者

● 技 術 部門 の責 任者

こ の委 員会の 任務 は,シ ステ ム開 発 に関連 す る諸 問題 を検 討 し,結 果 を病 院の経 営者 に提

示 す る こ とであ り,そ の 主な事 項 は システ ム関 係 の 目標 とか,実 行の 優先 順 位な どであ る。

現 在委 員会は 毎月1回 定 期 的 に開 催 され,各 プ ロジ ェク トの進 行 状況 の把握,お よび 上記

事 項 の検 討 が 行な わ れてい る。

② シス テ ム ・エ ンジニア リング部 の発足

現 在 上記 委 員会 の下 に,15の プロ ジ ェク トが 編成 され,そ れ ぞ れ並 行 して開 発が進 め ら

れて い る。

これ らの プ ロジェ ク トは すべ て相 互に 関連を も ってい るため,シ ス テ ム開 発を 円滑 に行 な

う目的 で シス テ ム ・エ ンジニ ア リング部(以 後SE部)を 発足 させ た。SE部 は 現 在1人 の

マ ネ ージ ャが 任 命 され てい る。

③ プ ロジ ェク ト

各 プ ロジ ェ ク トには 関 連 部門 の責 任者 を必 ず参 加 させ てい る。

こ こでは,シ ステ ムその もの を検 討 し,問 題 点 の明 確 化 シス テ ム化 の可能 性 の検 討,そ

のほ か 要 員,設 備,資 金 の 確保な どを行 な って い る。

(c)新 システ ム開 発の 手 順

新 システ ムは お よそ 図2-14の よ うな 手順 で開 発が 進 め られて い る。
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要 求=目 標 決定

ウ

'
フ ィ ー ジ ビ リ テ ィ ・ ス タ デ ィ 一

}

設 計 『

承 認

実 行'設 置

↓

運 用

監査'評 価

図2-14シ ス テ ム開 発 の 手 順

な お フ ィー ジ ビ リテ ィ ・ス タデ ィでは 次 の点 につ い て分 析検 討 を行 な ってい るが,特 に シス

テム の経 済性 を重要 視 してい る。

・ 問 題の 提 起

● 問 題点 の解 決 法 の 立案

・ 解 決法 の 選 択

● コ ス ト

・ 利 益 、

(d)新 システ ムの 完成 時 期

現 在,シ ステ ム 開発は 鋭 意 進行 中 であ るが 完成 時 期 は決 定 して いな い。
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24企 業 信 用情報 デ ー タ ・バ ン ク

先

地

日

者

査

在

査

接

調

所

謂

面

調 査 員;

Dun&BradstreetIn竺

11'19・SpringfieldRoodunion・N・J・07083

1973年11月30日'

MrAbrahamL・Cohen・

Manager,SystemResearchandCommunicationPlanning,

SystemsResearch&DevelopmentDepartment.

梧 沢,瀬 戸,浅 野,日 高,鈴 木,花 岡

241概 要 お よ び 所 感

ア メ リ カ で は 投 資 家 は 投 資 に 関 す る 良 い 情 報 源 を 得 る た め にWallStreetJournalを 見 る。

同 様 に 企 業 人 は こ れ か ら 取 引 を し よ う とす る 相 手 企 業 の 信 用 状 態 を 知 る た め にDun&Brad-

StreetInc・(以 下D・&B・Inc・ と 略 す)に 問 い 合 わ せ る。 企 業 信 用 情 報 とD・&B・Inc

と は 同 義 語 の よ うに な って い る 。

D・&・B・Inc,はDun&BradstreetCompanies'Inc・(以 下D・&・B・Co.Incと 略

す)の1部 門 で あ り,企 業 の 信 用 情 報 の 調 査 提 供 を 行 な っ て い る。D・&・B・Co・Inc.は 企 業 信

用 情 報 提 供 の ほ か に 出 版 放 送 業 マ ー ケ テ ィ ン グ な ど を 手 広 く扱 う大 規 模 な ソ フ トウ ェア 企 業 で あ

る。,

D・&・B・Co.Ineは 現 在 従 業 員約20,000人,売 上 げ 約4億 ドル/年(1,200億 円),そ の

うち 約40%が 信 用 情 報 提 供 業 に よ る 売 上 げ で あ る。

D・&・B・Inc・ は 約100の 事 業 所(主 と して ア メ リ カ国 内)を も ち,こ れ ら の 事 業 所 は100

字/分 の テ レ タ イ プ 回 線 を 主 と し た 回 線 網 に よ り結 ば れ て い る。 約10年 ほ ど前 か らSigma5

コ ン ピ ュ ー タ に よ る メ ッセ ー ジ ・ス イ ッチ ン グ を 行 な っ て い る。

1972年 秋 ニ ュ ー ジ ャ ー ジ ー の 郊 外 に 大 規 模 な 計 算 セ ン タ ー を 開 設 し,最 新 の 事 務 処 理 シ ス テ

ム で あ るAOS(AdvancedOfficeSystem)を1975年4月 目標 に 開 発 中 で あ る。

こ の 報 告 書 で はD・&.B・Incの 企 業 信 用 情 報 提 供 シ ス テ ム に つ い て 報 告 す る が,現 在 企 業 信

用 情 報 を 約300万 社 分 も って お り,こ れ ら の 情 報 を 約20万 社 の 顧 客 に提 供 し て い る 。 年 間 約

150万 件 の 報 告 書 が こ れ ら の 顧 客 に 提 供 され て い る。

現 在Sigma5お よ びSigma9そ れ ぞ れ1台 お よ び15×109バ イ トの デ ィス ク に よ る デ ー

タ ・ベ ー ス を もつ 。 また 大 規 模 事 業 所 か ら順 次 現 在 の テ レ タ イ プをQUOTRON801に お き か え っ

sあ る。

将 来AOSが 完 成 す る 時 期 に は51回 線 の 通 信 回 線 に 約100事 業 所 が 結 び つ き,Sigma5×

2台,Sigma9×5台 を 主 力 と す る 大 規 模 な シ ス テ ム が 完 成 す る 予 定 で あ る。

こ の よ うな 大 規 模 な シ ス テ ム が 企 業 信 用情 報 提 供 と い う特 定 分 野 だ け を 対 象 と して も ア メ リカ で
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は 採算 に の る理 由は 多分D・&・B・Incが 過 去150年 にわ た り企業信 用情 報 提 供業 を進 め て来 た

とい う歴 史 の深 さと ア メ リカの経 済 社会 状況 が 日本 とか な り異な る点 にあ る と思 わ れ る。 今後 さ ら

に調査 研 究 を進 め,な ぜ 日本 では特 定 分 野 だけ を 対 象 とした 大規模 な シス テ ムが 実 現 しに くい の か

を 解 明す る必要 が あ ろ う。

242詳 ・ 論

(1)Dun&BradstreetInc・ の 概 要

{a}組 織

D,&B・Co・Incは 図2-15に 示 す よ うに 次 の 六 つ の 部 門 か ら な る。 す な わ ち

①D.&.B.lnc(以 前 のBusinesslofnrmationDivision)

企 業 信 用 情 報 を 扱 う。

②TheReubunH・DonnelleyCorporation

消 費 者 市 場 調 査 出 版 マ ー ケ ッテ ィン グな ど を 行 な う。

③CorinthianBroadcastingCorporation

テ レ ビ ・ラ ジ オ の 放 送 業 を 行 な う。

④MoodYs・lnvestorsService・Inc・

投 資 情 報 の 提 供,投 資 相 談 を 行 な う。

⑤Dun-DonnelleyPuklishingCorporation

出 版 業 を 行 な う。

⑥ManagementConsultingDivision

経 営 コ ンサ ル タ ン ト業 を 行 な う。

こ の 報 告 書 で は 企 業 信 用 情 報 を 碩 客 に 提 供 す るD・&・B.Inc・ の 情 報 シ ス テ ム を ま と め た

もの で あ る 。

(b)従 業 員 数,営 業 収 入 お よ び 利 益

① 従 業員 数

D.&・B.Co,Inc・ は 現 在 約20,000人 の 従 業 員が 在 籍 し て お り,そ の うち 約8,000人

が 企 業 信 用 情 報 を 扱 うD・&.B・Inc・ の 所 属 で あ る 。

② 部 門 別 営 業 収 入 お よ び 営 業 利 益

1968年 か ら1972年 まで のD.&・B.Co・Inc・ の 部 門 別 営 業 収 入 を 見 る と 図2-

16の と お りで あ る。 最 大 の 部 門 は 企 業 信 用 情 報 を扱 うD.&.B.Inc・ で あ り1972年

は1億7970万 ドル(539億1,000万 円)の 収 益 で あ っ た。 ま た 全 体 で は4億 ドノしく1200

億 円)で あ っ た。
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図2-15 D・&・B・Co・Incの 組 織 図

部 門 別 営 業 利 益 は 図2-17の と お りで あ り,1972年 に は 全 体 で6280万 ドル

(188億4,000万 円)そ の うち 企 業 信 用 情 報 は2,520万 ドル(75億6,000万 円)で あ っ

た 。

D.&.B.Inc.は 約8,000人 の 従 業 員 で1億7970万 ドル(501億2.000万 円)の 営

業 収 入 と2,520万 ドル(75億6,000万 円)の 営 業 利 益 を あ げ た こ と に な る の で 従 業 員1人

当 りは

従 業 員1人 当 営 業 収 入

=22,463万 ドル(674万 円)

従 業 員1人 当 営 業 利 益

一3.150ド ル(94万5000円)

で あ る 。
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図2-17部 門 別 営 業 利 益

(C)財 務 状 況 の 概 要

】971年 お よび1972年 度 のD.&.B、Co・Inc

りで あ る。

の財 務状 況 の概 要は 表2-12の 通
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表2-12D・&・B・Co・Incの 財 務 状 況

項 目 1972年 |971年 増減%

営 業 収 益 $400,301,000 $356,405,000 十12.3

税 金 引 当 金 32,158,000 28,380,000 十13.3

純 利 益 34,043,000 29,63τ000 十14.9

1『株 当 り 利 益 $2.63 $2.31 十13.9

配 当 引 当 金 12,948,000 12,845,000 十 〇.8

1株 当 り 配 当 金 $1.61 $1.52% 十5.6

株 主 数 8,303 8,355 一 〇
.6

(2)企 業信 用情 報処 理 シス テム

(a)企 業信 用情報}

① 信 用情 報 の対 象 と:なる企業

D・&・B・Incの 企業 信 用情 報の調 査 対 象 とな る企業は 約300万 社 であ る。 これ らの 企

業 の 情 報はD・'&.B・Incの 従業 員が 直接 調査 対 象の 企業の しか るべ き立場 の人 か ら聴取 し

た もの であ る。 これ らの 聴取 した情 報は 後述 の所定 の 書 式に した が って謄 写 版の 原紙 に タ イ

プ して 印 刷す る。

② 信 用 情報 の 内容

企業 信 用情 報 には 次 の項 目の情 報が 含 まれ る。 す なわ ち

1.企 業 名

2.所 在 地

3.社 長 名

4.支 払 状 況(Payments)

5.財 務 状 況(Finance)

6.企 業 歴

7.経 営 状 況

③ 報告 書の 書式

信 用情 報 の 内容は 図2-18の 書 式 に したが って謄 写 原紙 に して必 要部 数を 印刷す る。 必

要部 数はい まxで の経 験 に よ りきめて お り,た とえばGM(GeneralMotors)な どの よ.

うな 引 き合 い の 多い 企業の場 合 は1000部 程 度 印刷 す るが,引 ぎ合 い の少 ない 小 企業 では
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3部 程度 しか 印刷 しな い。

情 報 の 量 も企業 に よ りこ とな りGMの よ うな 大 企業 の情 報は1社 で25～26頁 に もな る

が,小 企業の 場合 は1頁 の こと もあ る。

図2-18で 明ら かな よ うに報 告書 の先 頭 部分 には報 告 書の 内容 の集 約情 報が 約300字

以 内に まとめ られ てい る。 この集 約情 報 だけ で も,一 応 の情報 が得 られ る よ うに配慮 されて

い る。

④ 信 用調 査 台帳

図2-18の300字 以 内の 集 約情 報だ け を と りだ して1冊 の本 に して 販売 してい る。 こ

れは あ たか も電 話 帳 をひ く よ うな要 領 で調 べた い 企業 の情 報を得 る こ とが でき る。
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図2-18 報 告 書 の 様 式

この 信用 調査 台 帳は 業種 別 コー ドに よ り目的の 企業 を調 査す る こ とが で きる。

(b)情 報 の 収集 ・更新 ・問い合 わせ

① 情 報 の収 集

前述 の よ うにD・&・B・Incの 社 員が 調査 の対 象 とな る 企業 へ 行 って情報 を聞 き 出す。 企

業 に よ って情 報 を提 供 して くれ る ところ と くれな い ところが あ る。

現在 約300万 社 の 企業 情 報 を収 録 してい る。 卜

② 情 報 の 更新

情 報 の更 新は 年2回 行 な ってい る。 統計 的 に 見て収 集 した300万 件 の情 報 の うち 更新 期
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間 中 に一 度 も とり出 され ない 情 報は 約50万 件 あ る。2回 の 更新 期間中 一 度 も と り出 されな

い情 報は 消 去 され る。

③ 問い 合わせ

D.&.B.Incの 顧 客は ア メ リカ国 内に10万 紘 英国 ・カナ ダな ど海 外 に10万 社,

合計20万 社 であ る。 これ らの顧 客か らの問 い合 わ せば,

問 い合 せ 回数 一5件/顧 客/年

であ る。 した が って年 間 約100万 件(月 間約8万3000件)の 問い 合わ せが あ る。

報 告書 の プ リン ト ・ア ウ トは年 間 約150万 件 にの ぼ る。 その90%は 小 中 企業 の情 報で

あ り,プ リン ト ・ア ウ トの 量 も少な いが,前 述 の よ うに大 企業 にな る と25～26頁 にも達

す る。年 間 約5万 件は 長 い プ リン ト ・ア ウ トにな る。

{c}情 報処 理手 順

① 従 来 の手 作 業 に よる処 理 量

D・&・B・lnc・ では1975年4月 を 目標 にAOSの 開発 を 行な って お り,現 在で も部

分 的 には報 告 書の 作 成 ・記 憶 ・プ リン トな ど自動化 され て い る。

、AOSの 早 期 開 発が 望 まれ る理 由の一 つ に,い まxで 説 明 して きた 情報 提 供サ ー ビスに き

わ め て大 量の 人 手 を要 す る こ とが あ げ られ る。 た とえば1971年 の 統 計 資料 を 見る と表2

-13の よ うな 状 態で あ る。2億5 ,000万 行 にの ぼ る手作 業 に よ る タイ プ修正,454ト ン

表2-131971年 にお け る作 業 量

項 目 量 備 考

報告書の量 τ000,000件/年

手作業による修正量 250,000,000行 以 上 手作 業 の タイ プ ライタに よる。

発行した報告書の頁数 200,000,000頁

修 正 回 数 30,000件/日
10,000件/日 の 取 引 に 対 し30,000

件/日 の 修 正 が 出 る

受けた照会数 15,000,000件/年

使 用 した 紙の 量
ポ ン ド1

,000,000 以 上 454ton以 上
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にの ぼ る 報告 書作 成 な ど数千 人 の 人手 をわず らわ してい た こ とに な る。

② 顧客 の情 報 要 求か ら提 供 まで

図2-19はD.&.B・Inc・ の 企業情 報 が どの よ うな 手順 で顧 客 に提 供 され て い るか を

示 した もので あ る。 この手順 は 従来 か ら ひ きつs'き 行な われ てい る 方式 であ り.AOSが 完

成 した 時 点で は後 述 の 図2-20の よ うな システ ムに全 面的 にお きか え られ る予定 であ る。

図2-19の よ うに顧 客(Subscriber)か らの・検 索要求は 電 話 または 郵 便 で最 寄 りの

D.&.B.Inc.の 事 業 所(LocalOffic)に 集 まる。 現在 の システ ムではそ の事業 所 の

事務 員は そ の要 求の 情報 が 自分の事 業 所 内 にあ るか(inDistrict)あ るいは 他 の事 業所

にあ るか(outofDistrict)を 調べ る。

も し目的の 情 報 が他 の事 業所 にあ る場 合は その 事 業所 ヘテ レタ イプ をつ か って メ ッセ ー ジ

を送 って検 索の 依頼 をす る(Te16typetoAppropriateOffice)。 依 頼 を うけた事

業所 の フ ァイ ル担 当 の事務 員は フ ァイル ・キ ャビネ ッ トを探 す(In・DistrictFile)。

も し目的 の情 報が 見つ か ると,依 頼 した顧 客 の 登録番 号(SubscribersNumber)を

確 認 し,郵 送 室へ も って 行 きたX'ち に依 頼者 へ 郵送 す る。 フ ァイ ル担 当者 は 顧客 の 利用 状況

を記 録 し顧 客へ の 料金 請 求の ため の 情報(SubscriberUsageAccountingInfor-

mation)を 確 認す る。

も しも所 要の 情 報 が どの事 業 所の フ ァイル に もな い とき,あ るい は あ って も情 報が 古 い と

き,事 務 員は その 検 索要 求 を 報告書 作成 担 当部門(ReportingDepartment)へ 回 送す

る。 この 部門 の担 当者(Reporter)は 要 求 の対 象 とな ってい る 企業へ 出向 き情 報 を聴 取す

る。 この 方法 につ い ては す で に ② ・④ で 説 明 した。

聴 取 した 内容は 所 定の 用紙 に複 数の 複写 を と りなが ら全項 目 タ イプ打 ち され る。 その複 写

の1枚 は マス タとな り,複 写 担当 部門(DuplicateDe'partment)に 送 ら れ 何組 かの 複

写 が と られ る。 他 の1枚 は検 索要 求 を 出 した 顧 客の 手許 へ送 られ る。 残 りの コ ピ ーは 過去1

年 間 に同 じ検 索 要求 を 出 した 他の 顧客 に 送 られ る。 さ らに余 った コ ピーは フ ァイ ル に保 管 す

る。

報 告書 の 写は デ ー タ ・パ ンクの 中の情 報を チ ェ ックす るた め に使 う。 も しデ ー タに変 更が

あ った場 合は,そ の 変更 分の 情報 を ニ ュ ー ヨー クヘ テ レタイ プで送 る。 そ して ニ ュ ーヨー ク

ではDMI魍Creditデ ー タバ ンクを 更新 す る。

6主)DMI-DataManagementInformation
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(d}AOSシ ス テ ム.

AOSが 全 面 稼働 す る と 図2-20の よ うな 手順 とな る。 まず 顧 客か らの検 索要 求は 図2-

19の 場 合 と同様 に電 話 または 郵便 一(ft寄 りのD・&・B・Inc・ の 事業 所 に来 る。従 来の 手作 業

の場 合,そ の事 業 所の 担 当者 は 目的 の情 報 が どの事 業 所 にあ るか を 判断 しな け れば な らな い が
じ

AOSで は 検索 担 当者(InquiryClerk)が 直接 全事 業 所 の フ ァイル を調 べ る ことが で き る。

D・&.B・Inc内 部 の事 務処 理 の 点か ら考 え る と,あ る検 索依 頼が あ った ときいちい ち ど

の事 業所 が 報告書 を作 るのが 良い か を 考え る必要 が な くな る。

従 来 フ ァイ ル担 当者が 人手 で ファイル ・キ ャビネ ッ トを探 してい た がAOSで は中央 の コ

ン ピュー タが 自動 的に フ ァイル を検 索 し,類 似 の氏 名,住 所 な どにつ い て もコ ンピ ュータが 検

索の 手 助け をす る よ うに な る。

も し 目的 の報告 書が コ ン ピュ ー タ ・フ ァイル の 中に あ れぱ,そ の 内容 を中央 の コン ピュ ータ

か あるい は 各事 業 所の 端末 機 か ら プ リ ン ト・ア ウ ト す る。 たxち に顧 客へ 郵 送 で きる よ うに

顧 客の 名称 所 在 地 を同 時 に プ リン トす る。

同時 に,該 当 レポ ー トの 全部 また は一 部が,検 索 担 当 者の 机上 に あ る キー ・ボー ド ・デ ィス

プレ イ装置 上 にデ ィス プ レイ され る。 検 索担 当者は そ の 内 容を 見な が ら顧 客 に電話 で 知せ る こ.

とが で きる。

コ ンピュ ータは 同時 に顧客 の 質 問 内容お よび料金 請 求 情 報を記 録 す る。

も し該 当の レ ポ ー トが コ ン ピュ ータ ・フ ァイ ルにな い ときは,AOSで は 自動 的 に報告書 作

成 担 当部門(ReportingDepartment)に 連絡 され る。 従来 の 方式 では その都 度 担当 者 が

回 送 してい た。 報 告書 担 当者(Reporter)が 該 当 企業 に 出向 いて 情 報 を聴取 す る 方法はAOS

で も同 じであ る。

現在 の報 告 書の フ ォー マ ッ ト(図2-18参 照)はAOSで も使 用 で き る よ うに 設計 され て

い るの で,AOSに な って も変 りはな い。 たx'し,AOSで は 見 出 し語や 固定 項 目は あ らか じ

め コ ン ピュー タに 入 ってお り,調 査 内容 だけ を 入れXば 良い(従 来 は 全部 タイ プ していた)。

デ ータ入 力担 当者(DataEntryOperator)は,机 上 の キー ・ボ ー ド ・デ ィス プレ イ装

置 か ら報告 書 の 内容 を タ イ プ ・イ ンす る。 も し,以 前 に 入力 した報 告 書 の 内容 を更新 す る と き

は 更新 す る必 要 のな い 部分 は その ま ふ転 用 でき るの で再 タ イプす る必 要は な く,更 新す る箇 所

だけ を タ イプす れば よい(従 来は 全 部 タ イプ してい た)。 入 力作 業量 の 軽減 に きわ め て大 きな

効 果が あ る。

報告 書 の 中で しば しば 使 わ れ る慣 用的 な 文章は あ らか じめ コン ピ ュー タに記憶 させ てい るの

で,所 定 の 記号 を 入 力す る と所 定 の 文章 が 自動 的に 出 力 され る よ うにな って い る。

改 行や,節 の 始 めを1字 さげ た り,ス ペ ース をあ け る こ とな どは 全 部 コ ンピ ュー タが 自動的

に行 な うよ うに 配慮 ざれ てい る。

も し誤 りが あ れぱ,そ の 誤 りの部 分 だけ を訂 正す れば よい。 現在 の シス テ ムでは 誤 りを訂 正

す る と以後 全部 再 タ イ プ しな けれ ば な らない こ ともあ るが,AOSで は そ の心 配は 全 くない。
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編 集 後,報 告 の 内部 を コ ンピ ュー タに入 力す る と,以 後検 索要 求 が あ った と きは す ぐ出力 す

る こ とがで き,同 時 にDMI-Creditデ ー タ ・パ ンクは 自動的 に更 新 され て し ま う。

現 在 の処 理 方式 とAOSの 方 式では 次 の 二つ の大 きな特 長があ る。

① 事 務処 理担 当 者の 作 業量 を いち じる し く軽減 で きる。 複写 作業は 完 全 にな くな り,紙 の形

の フ ァイル を保 管 しな くて も よい。 また デ ータ入 力作 業が きわ め て 簡単 にな る。

② 経 済的 な効 果 を計 量的 に示す こ とは むず か しい が,頚 客に 対す るサ ー ビスは,提 供 に要す

る時 間 の短縮 お よび 精度 の 点 で きわめ て 向上 す るσ

(3)コ ン ピュ ータ ・シス テ ム

(a)現 行 システ ム

① 中 央の コン ピュ ータ ・シス テ ム'

現 在徐 々に実 現 しつsあ る シス テ ムは 次 の機 器か ら構成 され る(図2-21参 照)。 す な

わ ち,

イ.通 信 回線

DedicatedVoiceLine,GradeE51回 線 に約100の 事 業所 が 接続 され る

予定 であ る。1回 線 に 平均2事 業所 が つな が る。 大 きな事 業所 は2,400B/Sの 専用 回線

で む す んでい る。

ロ.コ ン ピュ ータ ・シス テ ム

中 央の コ ン ピュー タ ・シス テ ムは次 の 通 りであ る。

Sigma51台

DataBase15×109バ イ ト

QUOTRON8011台

CRTデ ィス プ レイ装 置1台

ライ ン ・プ リンタ1台800行/分

テ レタ イプ(社 内事 務 専 用100字/分)

ハ.デ ー タ ・ベ ース

情 報 の大 き さは

平 均 情 報 量 一3,000バ イ ト/件

であ る。150台 のデ ィス ク ・パ ック にス トアされ てい る。

② 事 業所 の端末

各事 業所 には 次 の端 末 がお か れ てい る。 たSし,ま だ テ レタ イ プしか ない 事 業所 も多い。

QUOTRON8011台

メ11リ 容 量=48～64KB

(事 業 所 の規 模 に よ り異 る)

エ グゼ ク テ ィブは12KB

l6ビ ッ ト/語
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CRTキ ー'ボ ー ド ー4～24台/事 業 所

デ ィス ク ・ス トレ ージ ー5×106バ イ ト

(ビ ュ ー レ ッ ト ・パ ッ カ ー ド装)

ラ イ ン ・プ リ ン タ ー300行/分

(デ ー タ ・プ ロ ダ ク ト装)

テ レタ イ プ(受 信 専 用,社 内 事 務 用)

③ デ ー タ通 信 方 式

ポ ー リ ン グ 方 式 に よ る。256バ イ ト/ブ ロ ック で あ る。

51回 線

一

㌫1。[コ

㌫。口

香ρ●

が　 /ら

500KB800行/分

図2-21現 在 の シ ス テ ム 構 成

(b)AOSシ ステ ム

① シ ス テ ム構 成

AOSの シ ス テ ム 構 成 は 図2-22め とお りで あ り,次 の 機 器 を 主 体 と して い る。

Sigma52台

Sigma95台

DiskProcessor160台

(86×106バ イ ト/台)

、完 全 な 二 重(Duplicate)シ ス テ ム で あ り,一 つ の シ ス テ ムは 次 の コ ン ピ ュ ー タ で 構 成

さ れ る 。'
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コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン ・プ ロセ ッサSigma5

、(1 .28KB)、

ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・プ ロ セ ッサSigma9

(128KB)

フ ァイ ル ・プ ロ セ ッサ'Sigma9

(128KB)

ま た.ス ペTス ・コ ン ピ ュ ー タ と してSigma9が1台 準 備 さ れ 平 素 は 補 助 業 務 ・開 発 業

務 な ど に 使 用 す る が,も しい ず れ か の コ ン ピ ュ ー タ が 故 障 し た と き は 状 況 に よ って たX'ち に

そ の 故 障 し た コ ン ピ ュ ー タ と お き か え ら れ る よ うに な っ て い る。 どのSigma5お よびSig

ma9と も 完 全 に お き か え ら れ る よ うに 考 慮 さ れ て い る。

二 重 シ ス テ ム の い ず れ かx故 障 し た と きは 残 り の一 方 の シス テ ム だ け で51回 線 の 情 報 処

理 を 行 な い,両 方 と も故 障 しfcら ス ペ ー ス ・コ ン ピ ュ ー タ のSigma.9と お きか え る とい う

方 式 で あ る。

51回 線

ComtTlunication

Processor

Application

Process∩r

Co㎜ 凶cati。n

128KB
Proeessor

Slgrna5

AppliCation

Proe●8sor

128KB

Sigrna9

128KB

Sigma9

Space

System

sigrna9

86×106byte/台

160DiskDrive

図2-22AOS完 成 時の シス テ ム構成
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② モ ニ タ

モ ニ タはCP5(ControlProgram5)と い うXDS製 の ものを 変更 して 使 用す る。

モ ニ タの 大 き さは 約65kwで あ る。

③ システ ムの信 頼度

この システ ムの 信 頼度 は次 の よ うに 予測 されて い る。

ダ ウ ン ー24時 間 以 内/年

金 システ ムの ダ ウン ー3時 間 以 内/年 ・

④'シ ステ ムの モ ジ ュー ル化

シス テ ムは ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェア とも徹 底 した モ ジ ュー ル化 を計 り,そ れ ぞれ の イ

ン タ フ ェース は完 全 に標 準化 され てい る。

標 準化 の 目的は い うまで もな く シス テム に拡 張性 と融通 性 を もたせ るこ と,お よび 異 常時

の復 元 を容 易す る こ とに ある。

(4)シ ス テ ムの 運営

㈲ コ ン ピュ ータ要 員

① 現 在 の 要 員構成

現在90人 の コ ンピュ ー タ要 員が い る。 内訳 は 次の
、とお:りで あ る。

シス テ ム ・アナ リス ト .30人

エ ン ジニア15人

事 務(コ ーデ ィネ ータな ど)45人

計90人

②AOS完 成 時 の要 員構成

AOS完 成 時 には,さ ら に次 の要 員を 追加す る必 要が あ る。

メンテ ナ ンス ・プ ログ ラマ6～10人

機 械 の メンテ ナ ンス ・エ ンジニ ア8～10人

シス テム ・アナ リス ト2人

(b)コ ン ピ ュータ稼働 状況 と シフ ト制

① コ ン ピュ ー タ稼働 状 況

D・&.B・Inc・ の 各 支店 の 勤務時 間 は8時 か ら17時 で あ る。 ア メ リカ本 土だけ で も3

時間 の 時差が あ るため,中 央 の コン ピ ュータは8時 か ら23時 まで リア ル タイ ム処理 を して

い る。

23時 以 降は バ ッチ処 理 を 行な うため,D.&・B・Inc・ の コン ピュ ータは毎 日ほx24

時 間稼 働 して い る。

② シフ ト制

D・&.B・Inc・ の コ ン ピュ ー タ部 門は 次 の よ うな シ フ ト制 を採 用 してい る。
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1.労 働 時 間 ・=12時 間/シ フ ト

2.シ フ ト回 数=3シ フ ト/週

た とえば月 火 水 の3日 間 で 合計3シ フ ト働 けば 木曜 日か ら 日曜 日まで休 日 とな る。

3.過 当労 働時 間=12時 間/シ フ ト×3シ フ ト/周

一36時 間/週

③ 負 荷状 況

各事 業 所か らの入 力量 はお よそ 次の とお りであ る。

事 業所 当 り平 均 入 力量 一60,000件/年

・j、事業 所 の入 力量=20,000件/年

大事 業 所 の入 力量=t400,000件/年

検 索要 求は お よそ 次の とお りであ る。

平 均検 索要 求(全 体 で);60,000件/日

小事 業所 か ら の検 索要 求=400件/日

大事 業所 か ら の検 索要 求 一3,000件/日

(C)料 金 体 系

料 金 は 年間 契約 制度 であ り,顧 客 当 りの契 約金 額は500ド ル(15万 円)か ら25万 ドル

(7,500万 円)程 度 で あ る。

付 加料金 は 明 らか でな いが,タ ーン ・ア ラウ ン ドの所 要時 間な どに よ り異な る ら しい。 時 間

の 余裕 の あ る場合 は 中央 の コン ピュー タの 高速 プ リンタ に よりア ウ トプ ッ トして顧 客 に郵送 す

るが,緊 急度 に 応 じて 各事 業所 の 端末 の プ リン タか ら打ち 出 した り,あ るいはCRTデ ィス プ

レイに 出 してそ の 内容 を電 話 で顧 客 に知 らせ る場 合 もある。

(d}フ ァイル 管理 お よび機 密保 持

① フ ァイル管 理

AOSで は,企 業信 用情 報 を デ ー タ ・ベ ース中 に36ヵ 月間 ス トアす る。 その 間 に もし一

度 もそ の情 報 に対 して検 索要 求が なけ れば磁 気 テ ープ ・フ ァイル(DeadBusinessFile)

に 移 して しま う。

も しそ の期 間中 に2回 以上 の問 い 合 わせ のあ った情 報の 内 容は 最近 の もの にア ップ ・デ ー

トす る。

破 産 した 企業情 報は上 記 とは 関係 な く法 律 で定め られ た期 間デ ータ ・ベ ース に ス トア した

ま ふに してお く。

② 機 密 保持

企 業信 用情報 は その 内容 か ら ど うして も機 密保 持 に対 して特 別 の 手段 を講 ず る必要 があ る。

そ の ため次 の よ うな 処 置 を と ってい る。

1.専 用通 信 回線 を使 用す る。

2.コ ー ド化 した 用語 を使 用 す る。
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3・ 報 告書 を コー ドに よ って書 く。

4、 建物 に ガー ド ・マ ンをお き,入 口に磁 気 ロ ックをっ け る。

5.端 末か ら偽 の イ ンプ ッ トを 入れ ら れ る心 配が あ るので,そ の防 止策 を今 後 考慮 す る。

㈲ 同 業他 社 の状 況

㈲ 一 般情 勢

ア メ リカにお け る計 算 セ ン タ業 界は 乱 立期 をお わ り整理 されつ ふあ る。結 局 現在 の アメ リカ

で い ま必 要 な ものは な に かを 見 きわめ 専 業化 した ところが 生 きの こ ってい る。

以 下はAbrahamL・C6hen氏 に よ る ア メ リカの 同業 他社 の状 況 であ る。 なお 計算 セ ン

タの 現状 につい て はXeroxComputerSystemの 調査 報 告(第9項)を 参 照 されたい 。

(b)同 業他 社 の 状況

①NationalDataCenter

消 費 者一 般 の 信用 状 況(主 と して ガ ソ リンの ク レジ ッ ト)の デ ー タ提供 業 をや ってお り軌

道 にの ってい る。

②TRW

消 費 者金 融情 報 の デ ー タ ・ベ ース を作 りつ ふある。

③Need製 紙 会 社

弁 護 士を 対 象 と して 法 律判 例 を 入れた デ ー タ検 索 サ ー ビスを行 な ってい る。

④NationalCredit

D.&.B.Inc.の 子 会社 で あ る。 食 品,電 機,電 子,洋 服 の小 売業な どか わ り身の 早い

業 界を 対 象 に,資 金 を どこ まで 貸せ るか とい う信 用 限度 を 提供 して い る。

⑤Computax

弁 護士,税 理 士 を対 象 と した税務 計 算 専用 の 計算 セ ンタ と して成 功 してい る。

⑥ADP・lnformatics・

計 算 セ ン タと して軌 道 にの ってい る。

⑦AMEX

予約業搬 中心砿 範・わた・て計算セ・礫 務を行な・てい硫 経獣 鵬 あまり良

くな い。

⑥ 結 論

D.&.B・Inc・ は 広 域 ネ ッ トワークを もつ 情 報提 供 シス テム を稼働 させ てい る。 この特 徴は

150台 にの ぼ る磁 気 デ ィス クを 用い た大 規 模デ ー タ ・ベ ースを もつ こ とにあ る。

デ ー タ ・ベ ース に人 って い る 企業信 用情 報は 平 均3000バ イ ト/企 業の 大 き さを もつが,対

象 企業 の 大小 に よ りそ の情 報 量は 大 き く変 動 してい る。 現 在 約300万 企業 にのぼ る情報 が デ ー

タ ・ベ ース に ス トア され てお り,一 日当 り平均6万 件 の検 索要求 を処 理 してい る。'

企業信 用情 報処 理は 約8,000人 の従 業 員 に よ り1億7970万 ドル(539億1,000万 円)

の 営 業収 入(・一人 当 り22,463ド ル=674万 円)を あ げ てい る。
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AOS(AdvancedOfficeSystem)が1975年 に 完 成 す る と情 報 の 整 理 ・検 索 ・提 供

業 務 の ほ と ん どが 完 全 に 自動 化 さ れ,そ の と き にはSigma5×2台,Sigma9×5台 で 構 成

す る 大 規 模 な 情 報 処 理 シ ス テ ム が 稼 働 す る。

ま た さ ら に 将 来 顧 客 が 直 接D・&・B・Ine・ の 中 央 に あ るデ ー タ ・ベ ー ス に ア ク セ ス す る こ

と に な る と 予 想 さ れ る。 す な わ ち 顧 客 の事 務 所 に 直 接D.&.B.Inc・ の コ ン ピ ュ ー タ 端 末 を お

くか,あ る い は.顧 客 の コ ン ピ ュ ー タ と 直 結 す るComputer-to-ComputerVaよ る ダ イ レ ク

ト ・ア ク セ ス が 可 能 に な ろ う。

資 料 一 覧

1.Dun&BradstreetAnnualReport1972

2.HowAOSWillWork
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25連 邦政府の人事管理情報 システム(FPMIS)

先

地

日

者

査

在

査

挟

詞

所

謂

面

調 査 員;

U・SCivilServiceCommission

1900EStreetNW.WashingtonD.C20415

昭 和48年12月3日

Mr・VictorJ・Cavagrotti

Director・officeofFederalPersonnelManagement

InformationSystemsBureauofManpower

InformationSystel㎡s

Mr.AnthonyT・Green

Chief・ManagementInformationRequirmentTeam.

Mr・CharlesJ.Kenny.

Director,FPMISStaff

棺 沢,花 岡,瀬 戸,鈴 木,日 高,浅 野

254概 要 お よ び 所 感

連 邦 政府 人事 委 員会(CivilServiceCommission以 下CSCと 略す)は,連 邦政府 の職

員 人事 に 関す る政府 全 般 の施 策 を管掌 す ると ころ であ る。

現 在 このCSCが 中 心 とな って,約280万 人 の連 邦 政府全 職 員(軍 人を除 く)を 対 象 と した 人

事 管理 情 報 システ ム を,FPMIS(FederalPersonnelManagementInformation

System)の 名 で開 発中 で あ る。

FPMISは 各省 庁 の 人事 担当現 場 部 門か ら 大統 領府 等 政府 最 高 レベ ル にい た る,各 人事関 連 施策

に必 要な 情 報 を適時 適切 に提供 し,連 邦 政府 施策 の 発展 とその実 行 に寄 与す るこ と を目的 とした シ

ステ ムで あ る。

現 在連 邦政府 には,約100の 省庁 が あ り,そ の 中 には約1,500の 人事 関連 部局 が あ る。 そ の う

ち 人 事 情報 を コン ピ ュー タ化 して い る省 庁は わ ずか に38省 庁にす ぎず,そ れ もそ れぞ れ独 自に 開

発 し実 施 してい るの が現 状 で あ る。

FPMISの 開 発は 全省 庁の 人事 管 理 を統合 化 す る と とも に,人 事 管理情 報 システ ムの 標 準化 を図

って,コ ンピ ュー タ化 してい ない 省 庁 に対 して一つ のモ デ ルを提 供 しrシ ス テ ムの 採用 を容 易 にす .

る点 にお いて も意義 が認 め られ てい る。

(1)シ ス テ ムの 予備 調査

1967年CSCに よ り,連 邦政府 職 員の 人事 情報 の 自動 化 に関す る研 究 開 発が 始め られ た。

翌 年 人事情 報 シス テム に関 す る基礎 研 究 と シス テムの 構想 の検 討 が 開始 された。

まず 中央(CSC)に デ ータ と出 力を集 中 し,1,500の 人事 部局 と ネ ッ トワークを結 ぶ案 と,

各 省 庁の うち1省 庁の サ ブ シス テムを 完成 させ,こ れ を標 準化 して 逐次 シス テ ムの 増 加をは か る
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案 が 検討 された。

前者 は,当 時 の コ ン ピュー タ技 術お よび通信 技 術 水準 では これ だけ の 大規 模 な シス テム を稼働

させ る こ とに問題 が あ り,ま た 各省 庁 の 人事 担 当者 に与 える 制約が 大 き く後 者は,シ ステ ム完成

まで に 多大の経 費,人 力,時 間 を要 し,一 つ のサ ブ システ ムを完成 させ るの に3年 も要 す るため

両 案 とも放 棄 する こ とにな り,1971年 に最終 結 論が 出 された。

この 両案の 分 析検 討 をベ ー スに,そ の後 各 種の 案が 出され,実 現 の可 否,費 用 対 効果 等に つい

て 検 討 して,FPMISの 基本 設計 を 完成 し1972年 に最終 案 が提 出さ れた。

この案は 基 本的 に三つ のサ ブ シス テム に よる シス テ ム構成 を意 図 した もの で あ る。

① 中央 計画 省 庁サ ブ シス テ ム

この サ ブ システ ムは 大統 領府,連 邦議会,報 道 お よび人事 に関 連 した 政府 レベ ルの 管掌 す る

省 庁(以 下 中 央計 画省 庁 と略 す)の 管理 情 報の 提供 に必 要な デ ー タ収 集処 理を 行 ない,CSC

が担 当す る。

② 各 省庁 トップ ・マネジ メ ン ト ・サ ブ シス テ ム

この サ ブ シス テ ムは 各省 庁 の トップ ・マネ ジ メン ト情 報の 提供 に 必要 な デ ー タ収集処 理 を行

な う。 各省 庁がFPMISの 規 定 に基 づ き,シ ス テ ムの設 置お よび 運用 の責任 を 持 つ。

③ 現業 レベ ル ・サ ブシス テ ム

この サ ブ システ ムは 約1,500の 入事 担 当部 局,お よび現 場管 理者 を対 象 と した情 報 の提供

デ ータ収 集 お よび 上記 二つ の サ ブシス テ ムへ の デ ー タの提供 を行 な う。FPMISの 規 定 に基づ

き システ ムの 設置 お よび運 用 につ い ては 各 省庁 で 責任 を持 つ。

1972年 に 上記 最終 案はCSCと 予 算管 理局 の間 で検 討 され,最 終案 に基づ き,シ ステムの

細 部 設計 お よび テ ス ト(フ ィジ ビ リテ ィ ・テス ト)を 継 続 して 実施 す る こ とが決 定 した。

この決定 を実 施す るため に次 の よ うな こ とが行 な われ た。

Φ1973～74年 度 の 予算 と して47万 ドル(1億4,100万 円)が 計 上 され た。

② テ ス ト対 象 と して3省 庁(空 軍省,内 務 省,選 抜 徴兵 局)が 選 定 され た。

③FPMIS開 発 のため の モデ ル ・シ ステ ム と して空 軍省 で 現在稼 働 してい る空 軍職 員人事 管理

情 報 シス テ ム(CPMIS)を ベ ースに,ア ン ドリュース空 軍基地 を 利 用 して,各 種 テス トを実

施す る。

② シス テ ム開発 組織

(a}シ ステ ム設 計 にあた り,ま ず 人事 情 報の 需要 調査 が実 施 され,情 報 の適 用 分 野 と必要 なデ ー

タの 要 素,作 成 資料 の 内容 と作 成 周期 に関す る分 析検 討が 実施 され た。

調査 にあた ってはFPMIS全 レベ ル に わた る,事 務,管 理用 の ニ ーズを定 め る ため,ユ ーザ

・グル ー プが 編 成 された。 この グル ー プはCSC関 係 部局,テ ス ト対 象の3省 庁,国 防総省 お

よび 予算 管理 局の 代 表 で構成 され てい る。

ユーザ ・グル ープは1972年10月 に初会 議 を 開催 し,1973年 には3回 の会 議が 実施

され た。
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こ の グ ル ー プ の 下 に,窓 口担 当 者 が 決 め ら れ,実 務 レベ ル でFPMISス タ ッ フ と の 連 絡 を 担

当 し,細 部 設 計 業 務 の 大 部 分 は,こXで 実 施 さ れ て い る。

(b)FPMISス タ ッ フは,シ ス テ ム 開 発,テ ス ト運 用 に 必 要 な 業 務 を 担 当 す るた め,CSCの 職

員 情 報 管 理 局(ManPowerInformationManagementDivision)に 設 け ら れ て い る 。

これ に は,管 理 情 報 需 要 関 係 チ ー ム(MIRT-ManagementInformationRequirments

Team)と 現 業 レベ ル ・チ ー ム(OLT-QrganizationLevelTeam)か ら 構 成 さ れ て

い る。

{c)ユ ー ザ ・グ ル ー プ の 構 成

ユ ー ザ ・グ ル ー プ 構 成 は 次 の と お り で あ る 。(1973年5月 現 在)

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

正 副議 長2名(CSC)

CSC:ユ ーザ代 表,窓 口担 当者 各13名

予 算 管理 局:窓 口担 当 者の み1名

国 防 総 省:ユ ーザ代 表 のみ1名

空 軍 省:ユ ーザ代 表 窓 口担 当者 各1名

内'務 省:〃 〃

選 抜 徴兵 局:ユ ーザ代 表 窓 口担 当者各1名

FPMISス タ ヅフ

管 理 者:4名

MIRTチ ーム:6名(う ち 陸 軍省 よ り1名)

OLTチ ーム:6名(う ち 国 防総 省,空 軍省,海 軍 省 よ り各1名)

(3)今 後 の 予定

現在 は システ ム の細部 を設計 し,フ ィジ ビ リテ ィ ・テス トの 準備 の ため,テ ス ト ・デ ータ を作

成 中 であ る。

1974年 度 に フ ィジ ビ リテ ィ ・テ ス トを終 了 し,そ の 間 に システ ムの修 正お よび 変更 を実 施

す る。 また,FPMISが 正式 に承 認 され れば,1976年 には最初 の シス テ ムが 稼働 開始す る 予

定 であ る。

システ ムが 全面 的 に稼 働す るには,さ らに最 低3年 間 を要 す る との こ とで あ る。 この システ ム

が稼 働 す る こ とに よ って,現 在の 報 告 資料 等は,大 幅 に軽減 され現在CSCよ り各省 庁 に提 出 を

求 め てい る定 期資 料 等 の うちで,報 告 資料32種 類,報 告 デ ー タll種 類 が 不 要 にな る との こ と

であ る。

面接 者 の話 によ る と,イ ギ リス ・カナダ ・オ ース トラ リア で もFPMISと 同 じよ うな 計 画が 進

め られて い る との こ とで あ る。 大筋 につい ては イ ギ リスお よび オ ース トラ リア と もFPMISと 同

じ よ うな 考 え 方で進 め られ てお り,カ ナダは や や進 ん だ考 え 方を持 ってい るとの こ とで ある。
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252詳 論

(1)FPMISの 目的

(a)達 成 す べ き 目標

① 各 レベ ルの 現況 を 総合 的 に分 析 し.将 来 の 人事情 報の 分 析を容 易 にする。

② 過 度 な 文書 の流 れ を改 善 し,人 事 デ ータが 局所的 に しか活 用 できな か った もの を,全 省 庁

の範 囲で 利用 で きる 人事 情 報 シス テ ムを作成 す る。

③ シス テ ムの運 用 コス トを減 少 させ る。

④ 処 理 と報 告書 作成 をス ピー ド ・ア ップ させ る。

⑤ 各 種 フ ァイルの 正確 性 を向上 させ る。

⑥ 意 思 決定 に役 立つ 情 報 を提供 す る。

⑦ シス テ ムの重 複お よびむ だ を省 く。

⑧ 情 報 の検 索,分 析な ど従 来手 作 業 で不可 能 な面 を 開 発す る。

{b}シ ス テ ムの ライ.フサ イク ルの最 大化

① 使 用 コ ン ピュ ータは,独 自の 規格 を設定 し,機 種 変 更な どに よる影響 を な くす 。

② ソ フ トウ ェア.フ ァイルは モ ジ ュール化 し,シ ス テ ムの修 正 変更 に容 易 に適応 で きる よ う

に す る。

③ ハ ー ドウェア お よび ソ フ トウ ェアは,ア メ リカ合 衆 国 規 格の 最新 の もの を導 入す る。

④ シス テムの 稼 働状 況 を常 時監 視 し,定 期 的 に評 価 出来 る機 能 を組み 入 れ る。

(2)シ ス テ ムの特 徴

(a)対 象範 囲

連 邦政府 全 職 員を 対 象 と し,完 全か つ 正確 な管 理情 報 を 提供す る。 職 域 職位 等 が 異なれ ば

デ ー タ量 も異 な って くる が,職 員 個人 の デ ー タ量 は必 要 最 少限 にす る。

{b)デ ータ ・ベ ー スの 構成 お よび設置

デ ー タ ・ベ ースは 各 サ ブ システ ム ごと に設け る。 た だ し省 庁 トップ ・マ ネ ジ メン ト・サ ブ シ 』

ス テ ム と現業 レベ ル ・サ ブ システ ムを結 合 して設 け る こ と もあ る。

要 求 され る人事 情 報は,各 レベ ルに よ って その 量 や 内容は 多様 化 し,フ ァイル の構成 を統 一

す る こ とは 不 可能 であ る。 このた め各 サ ブ システ ム間 で フ ァイル情 報の 互換 性 を持 たせ て お き

デ ー タの 更新処 理 も各 サ ブ システ ム間 で一 元 的 に行な う。

(c)デ ー タ ・エレ メ ン ト

デ ー タ ・エ レメ ン トは,3段 階 に区分 す る。

区 分1:中 央 計画省 庁 また は それ 以上 の レベ ルで必 要 とす る もの。

区 分2:大 部分 の省 庁 で必 要 とす る もの。

区 分3:省 庁独 自で 必 要 とす るか,ま たは 省 庁 内の 特定 部 局で必 要 とす る もの。

な お区 分1,2の デ ー タ ・エ レメ ン トは 標準 化 し,区 分3は 各省庁 内 のそ れ ぞ れの規定 に よ

って 処理 され る。
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(d)レ コー ドの 標 準化

FPMISで は,多 くの 部 署 か ら多種 類 の デ ータが 発生 し,そ れ を伝 送 して,処 理 しなけ れば

な らな い。

したが って これ らの処 理 を 正 確 に,効 率 的 に行 な うため 集計 要領,伝 送要 嶺,レ コー ド形式,

等 を統一 す る必 要が あ る。

デ ータ区 分1,2の い ずれ か を含む レコ ー ドは,標 準形 式 に よ り,デ ータ区分3は,標 準形

式 を 準 用す るか.ま たはFPMIS処 理規 定 に基 づ き各省 庁 で最 適な 形式 とす る。 ただ し支 障 が

なけ れば,標 準形 式 への 変 換可 能 な形 式 を 各省 庁 で決め る ことが で きる。

(e}デ ータ ・ベ ースの 更新

CSCで は,デ ータ区 分1,2に つい て 最小 の 更新 サ イ クルで 実施 す る よ う規定 し,各 省 庁

ではCSCよ り短 かい 更新 サ イクル で実 施す る。

デ ー タ ・チ ェ ック要領 は,デ ー タを区 分1,2に 関 しては標 準 化 し,細 部要 領お よびデ ー タ

区 分3に っい ては,各 省 庁 の処 理規 定 に よる。

の 入 出 力

デ ー タ区 分1,2に 関す る 入 力形式は 標 準 化す る。 また 標 準の 出力様 式 も規 定す る。 た だ し

遠 隔端 末 か らの 入 出力は,若 干 様式 の 異な った もの'も許 され る。'

〈9)コ ン ピュー タ装置 お よび プ ログ ラ ミ ング

ハ 」 ドウ ェァと ソフ トウ ェアの 標 準化は,サ ブシス テ ム間の情 報の 流れ を効 率 的 にす るため

に も必要 な 範 囲で規 定す る。

デ ー タ ・マ ネ ジ メン ト ・シス テ ム,各 種 汎用 プ ログ ラム も適 切 に規 定す る必要 が あ る。 また

プ ログ ラム言 語は,可 能な か ぎ りCOBOLを 使 用 す る。

{h}ユ ーザ に対 す る情 報 の 提供

ユ ーザは 必 要 に応 じて 各 サ ブ システ ムか ら情 報 の 提供 を受 け る こ とがで きる。 省 庁内の情 報

は,現 業 レベ ル ・省庁 トップ ・マネ ジ メ ン ト ・サ ブ シス テ ムか ら提 供 され,政 府 レベ ルの 情報

は,中 央 計画 省庁 サ ブ シス テ ムか ら受 け る こ とがで き る。

各省 庁ユ ーザ と中央 計 画 省 庁 ユ ーザは 相 互の サ ブ システ ムを 利 用す るこ とが で きる。 出 力の

様 式は,定 形 ・非定 形 いず れ の様 式 で も利 用 で き,ま た遠 隔端 末か らの 問い 合 わせ も利用で き

る。

(i)シ ステ ムの追 加,修 正

シス テムの 追加 お よび修 正 につい ては,各 省 庁 または 中 央計 画 省 庁で 必 要 とす るか 否か を検

討 し,認 め られ た時点 で シ ステ ムの追 加 修 正が 行 なわれ る。

{j}コ ン ピュー タの運 用 管理

各 省 庁 自体 が 使 用す る コ ン ピ ュー タの 運 用管 理は,そ れ ぞれ の省 庁の 責任 で 行な い,CSC

で運 用 す る コ ンピ ュー タの 運 用 管理は,CSCの 責任 で行 な う。

また,コ ン ピ ュータの 運 用管 理能 力が な い 省庁は,ほ かの省 庁 か らの 支援 を受 け るこ とが で
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き る。

(k)プ ライパ シイ ー侵 害 か らの保 全

FPMISで 処理 され る情 報は,職 員個 人に 関す る情 報 を多 く含 ん でい る干 したが って.一ー一この －t

情 報 の悪 用 を防 ぐ適 切な 保 全処 置 を,シ ス テ ム内に組み 込 んで お く必 要 があ る。

デ ー タの伝 送,処 理等 すべ ての段 階 で チ ェ ックす る システ ムと,シ ス テ ムの運 用状態 を 定期

的 に検 査 す る シス テム 等が考 えら れ るが,現 在検 討中 であ る。

(1)人 事 情 報 の流れ

FPMISに おけ る人事 情報 の流 れは 図2-23の とお りであ る。

Oper・Level1

▲goney・X・ ㌫㌶'21
OperLevell

Agenc)r・x・

OperLevel2

Agency.Y'

OperLevel3

Ageng,eY"

図2-23GeneralFlowofFPMIS

AgencyTopManagementandHigherLevels

㈲ 人事 情 報 の需 要調 査分 析

人事 情 報の 需 要調 査分 棉 ま,ユ ーザ代 表 窓 口担 当者 お よびFPMISス タ ッフが 中 心 とな って

実 施 され た。 全省庁 に わた る 調 査は 困難 であ るので,テ ス ト対 象の3省 庁お よびCSC等 を対 象

と して実 施 され た。

まず サ ー ビス対 象を4段 階の 管 理 レベ ル に区 分 した。

・ レベ ル1:大 統領 府,議 会,報 道等 政 府最 高 レベ ル

・ レベ ル2:中 央 計 画省 庁(予 算 管理 局,CSC,経 理局,労 働 省等)

・ .レ ベ ル3:各 省 庁 トップ管 理者 お よび 本省 人事 局等

・ レベ ル4:人 事 担 当者 お よび ライ ン管 理 者

レベ ル1に つい ては,CSCの 関係 部局,空 軍 省,内 務省,選 抜 徴兵 局 を対 象 と し,レ ベ ル2
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につ いては,予 算管 理 局,CSCの 関係 部局 を 対象 と し,レ ベ ル3,4に つ い ては,CSCの 関

係部局,空 軍省,内 務省,選 抜 徴兵 局を対 象 と して そ れぞれ 実 施 した。 調査 にあた らては,各 省

庁の 窓 口担 当者 が実 施 し,FPMISス タ ッフが.そ の可 能性 な どを分 析 し当初 に必 要 な 人事 管理

情報 の ドキ ュメ ンテ ー シ ョンを作 成 した。 分 析 にあ た っては,実 行の可 能性 にっい て の 自動化,

ユ ーザの 要求 にマ ッチ してい るか に つい て,人 事 管 理業 務 の面 とデ ータ処理 の 面か ら検 討 した。

現 業 レベ ル につい ては,CPMISを 利 用 して,具 体的 な ア ウ トプ ッ トの例 を 提示 し,ア ン ドリ

ュース空 軍基 地 職 員人事 部 の支 援を得 て検 討 を実 施 した。 さ らに妥 当性 適 応性 等 にい ろい ろな

角度 か ら分析 検 討 した。

これ らの分 析検 討 に基 づ き,合 法 的 かつ実 行 可 能 な要 求 とそ の 出力資 料を まとめ た要 求 リス ト

を作成 し,1973年 度 の ユ ーザ 代表会 議 に 提 出 し,審 議の 結果 承 認 された。

この 要 求 リス トは,出 力資料 名,要 求元,利 用 目的,デ ー タ項 目,作 成 周期 優先 順 等を一 覧

表 に ま とめ た もので あ る。

出 力資料 には 二 つ の タイ プが あ る。 一 つ は管 理 用 の情 報に 提供 され る もの で,計 画 作成,計 画

の実 施 状況 お よび そ の効 果 の把 握 または 分 析検 討 に用い られ る もの,も う一つ は,日 常 の人 事業

務を 円 滑 に実施 す るため に 用い られ る もの で あ る。

こ れらの 出力 資料 を用 途 別に 分類 す る と次 の とお りで あ る。

① マ ンパ ワー計 画

② 一 般管 理情 報

③ 教 育訓 練

④ 適 材適 所 に 関す る 管理

⑤ 人 事 管理 に 関す る 研究

⑥ 懲 戒

⑦ 労 使管 理

⑧ 給 与

⑨ 退 職お よび年 金

⑩ 職 位管 理(ポ ス ト管理)

⑪ 評 価(人 事 管理)

⑫ 健 康お よび安 全 管理

⑬ 人 事 発令 お よび 人事 記録

⑭ 賞 一与

(4)現 業 レベ ル ・サ ブシス テ ム

人 事 担 当現場 サイ ドで,人 事 ポス トの 補 充,調 整 統 制 配置 転 換 人事 異動 その 他 行政事 項

な どの オ ペ レ ー ショナル な 業務 の 自動 化を 意 図 して設 計 され た もの であ る。

この シス テムは ユ ーザ と直結 し,ト ランザ ク シ ョンの 送信,資 料作 成 の要求,問 い 合 わせな ど

の ユ ーザか らの要 求 を処 理す る機能 を有 す る。
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この シス テ ムは1日 を処 理 サ イ クルの 基 準 と し,四 つ の処 理 シス テA
.から構成 され サ イ ク リ

ックに運 用 され る。

フ ァイルは,永 久保 存 フ ァイ ルと 一 時 フ ァイルに 分 け られ,一 時 ファイルは 必 要 のつ ど作成 さ

れ,用 済み 後 消 去 され る。 大部 分 の フ ァイ ルは デ ィス ク ・フ ァイル で あ るが,利 用の 少い もの お

よびバ ックア ップ用 フ ァイ ルは 磁 気 テ ー プ ・フ ァイ ル とす る。 ユ ーザ に 直結 した サ ー ビス,フ ァ

イルの 保全 の ため,人 事 担 当部 門 単位 の フ ァイ ル整備 も可 能で あ る。

{a)処 理 方式

① オ ンライ ン処 理

遠隔 端 末か らの トラ ンザ ク シ ョンの処 理 資料 作成 要 求 の受 付 け,問 い 合 わせ 等 を処 理 す

る。 この 中 で磁気 テ ー プ ・ファイルを 利 用す る処 理や,大 量 デ ータ処 理等 は リモ ー トバ ッチ

処 理 で 行な う。

② パ ッチ処 理

平 常 勤務 時 間外(夜 間,週 末 休 日)を 利 用 して処 理す る。

こ こでの 処 理 には,磁 気 テ ー プ ・フ ァイル処 理,磁 気 テ ー プ と磁 気 デ ィス ク フ ァイルの 組

み合 わせ 処 理 大量 の プ リン ト処理 が 含 まれ る。

(b)処 理 サ イ クル

① 準備処 理

1日 の 処 理 に必 要な フ ァイ ルの 更新 を実 施す る。

② 日中処 理

日中処 理は オ ン ライ ン処理 がほ とん どで あ り,ト ラ ンザ クシ ョンの チ ェ ックお よび編集

問 い合 わ せ応 答,資 料 作成 要求 の受付 処 理を 行 な う。

③ 整 理処 理

この処 理は 日中処 理 終 了後,次 の よ うな作 業 をバ ッチ処 理 で実 施す る。

イ.オ ン ライ ンで 入 力 した トラ ンザ ク シ 。ンお よび,磁 気 テ ー プ入 力,パ ンチ カ ー ド入 力の

トランザ ク シ ョンの処 理 お よび 翌 日の 準備処 理 にそ な え る。

ロ.エ ラー ・デ ー タ,エ ラー ・メ ッセ ージの処 理 お よび そ の返 答 資料 の作 成。

ハ.リ カバ リ用 磁 気 テ ープ ・フ ァイル 等 の作 成

④ 資料 作成 処理

こ こでは 次 の よ うな処 理 を行 な う。

イ.オ ンラ イ ン また は 別 系統(文 書,電 話な どの 方法)か ら の資料 作成 要 求 の処 理。

ロ.定 期 出 力資料 が あれ ば そ の作成 処 理。

ハ.上 級 レベ ル へ の提 出資 料(デ ータ)が あ れぽ その 作 成処 理。

{c)フ ァイルの種 類

フ ァイルには 次 の よ うな ものが あ る。

① 職 員 マ ス ター ・プ アイル
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② 離職 者 フ ァイ ル

③ 組 織 ・職 位 フ ァイル

④ 教 育 訓練 マス ター ・フ ァイル

⑤ 職務 プ アイル

⑥ 候 補者 フ ァイ ル(教 育 訓 練用)

⑦ 特 技 プ アイル

⑧ 人事 発 令 ファイル

⑨ 未処 理 プ アイル

⑩ テ ー ブル用 フ ァイル

{d}デ ータ ・チ ェ ック

FPMISの デ ー タ品質 管理 は,現 場 レベ ル ・サ ブシ ステ ムが 主体 とな る。

① 入力 デ ータは,形 式,内 容 の 妥当性 をチ ェ ック され,さ らに対 応す る フ ァイルの 内容 と相

互関 係 につ いて チ ェ ックされ る。

② エ ラーデ ータは リジ ェク トされ,適 切な 修正 処 理が実 施 され る までは 保 留 され る。

③ エ ラ ー リス トを 作成 し,修 正 を容 易 にす ると共 に,デ ータ発生 源(人 事 担当 部門 ノへ の 返

答資 料 と して 利用 す る。

{e)出 力形式

要求 リス トに基づ き.OLTス タ ッ フがCPMISを 利用 して,人 事 担 当部 門 と現場 で分 析 し

て定め た 出力の 形式 は1,126種 あ る。 今後 さらに標 準 化を進 め,縮 少 統合 を 実施 して ゆ くこと

にな る だ ろ う。 ユ ーザ への 資 料送 付 手段 は,通 信 回 線 または 郵 送 に よ り行 な わ れ る。

⑤ 中央計 画省 庁 サ ブ システ ム

この サ ブ シス テ ムは,FPMISの 標準 化の 基 準 とな る システ ムであ り,収 集 され るデ ータは,

現場 レベ ルお よび省 庁 トップ ・マ ネ ジメ ン トの サ ブ シス テムか ら 自動 的 に 入 力され る。 大部 分の

デ ー タは 現 業 レベル サ ブ シス テ ムか ら入 力さ れ る。 入 力デ ータには,共 通 デ ータ要 素(コ ン トロ

ール ・デ ー タ)と して,レ コー ド ・コ ー ド,配 置職 務 番号,社 会 保 障番 号,所 属 コ ー ドな どが用

い られ,レ コー ドは 固 定 長 方式 であ る。

デ ータ源 は,直 接 現業 レベ ル ・サ ブ システ ムよ り提 出され る もの,省 庁 トップ ・マ ネジ メン ト

・サ ブ システ ム を経 由す る もの,中 央計 画省 庁か らの もの とが あ り,提 出サ イ クルは 統一 され て

い る。 フ ァイルの 種 別お よび その概 要は 表2-14の とお りであ る。
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(a)デ ータ ・チ ェ ック

FPMISに おけ るす べ て の 入 力デ ー タは,入 力 発生源 で チ ェ ックす る こ とを 原貝1」とす るが,

中 央計 画省 庁 サ ブ シス テ ムで も,す べ て の 入 力デ ー タを再 チ ェ ックす る。 これ は誤 った デ ータ

を提 出 した り,提 出経路 上 の処 理 エ ラーを 防止 す る ためで あ る。

この チ ェ ックは,エ ラー管 理 ス タ ッ フで実 施 され,エ ラ=一の原 因 につい て デ ー タの どの部分

の エ ラーか,ど の プ ロセ スの エ ラーか,ど の レベ ルで起 った エ ラーな の かを 識別 し,迅 速 に修

正処置 を とるた め であ る。 しか し実 際 には チ ェ ック能 力 に限 界が あ り,デ ー タの 形式 や使 用 コ

ー ドの誤 りを チ ェ ックす る程度 で,基 本的 には 入 力源 に た よら ざ るを得 ない。 現 在CSCで の

統計 資料 と して は,約5%ぐ らい の 誤差 が あ り,こ れ を1%以 内に 向上 させ たい との 担 当者 の

意 見で あ った。

(b)シ ス テ ムの監 査

FPMISの 効 率 的運 用 を チ ェ ックす るた めに,適 切 な基 準 と統制 手段が 必要 であ る。 この 基

準 と統 制手 段は シス テ ム利 用者 を対 象 と して決 め る必 要が あ る。

シス テ ムの効 率的運 用は 当初 の システ ム運用 時 に完 全 であ って も,時 が経 過 すれ ば 変 って く

る。 したが って シス テ ム監査 機 能 に よ りFPMISの オペ レー シ ョナルな 部分 を継 続 的 に監 視す

る必 要が あ る。

{c)バ ックア ップ対 策

各省 庁か ら提 出 され たデ ータが 伝送 や処 理 の段 階 で紛 失,破 損 す るこ とを防 止す るため,デ

ータの 写 しを60日 間保 存 す る。

コ ン ピュー タの ダ ウン対 策 と しては,バ ックア ップ処 理 用 に,キ ー ・フ ァイル を 二重 に記憶

させ,切 換処 理 のた め の ハ ー ド ・ウェアを 準備 してお く。

(d)ユ ー ザへの 情 報 提供

中 央計 画 省庁 の ユ ーザは,政 府 レベ ル の情 報 または省 庁 個 々の情 報 に関 し,定 期 的な 出 力資

料お よρ 問 い合 わせ に よ って情報 を 入 手す る こ とが で きる。

この ほ か に特 に利 用頻 度 の高 い デ ータを 集約 したHighutilityフ ァイルを 準備 し,24

～48時 間 で ユ ーザへ の 資料の 提供 を可 能 にす る。 お もな 出 力資料は,定 期 的 に フ ァイルの 更

新時 に 定 形様式 で 作成 され る。

{e)ソ フ トウ ェア の問 題

CSCの デ ー タ処 理装 置 は,中 央 計 画省 庁 サ ブ シス テ ムに適 応 した ソフ トウ ェア ・パ ッケ ー

ジ とデバ イスを持 たせ る必 要 があ る。特 に今 後 の研 究で,処 理 ニ ー ズに最 適な 汎 用 デ ータ ・ベ

ース ・マ ネー ジ メ ン ト・シス テ ムの 開発 利用 に 重点 をお い て進 め てい く。

(f)イ ンタ ー フ ェース

利 用業 務 別の システ ム間 の イ ンタ フェ ースは,た とえ ば試 験 シス テム と職 位管 理 シ ステ ム間

には,デ ー タに コ ン トロ ール ・キ ーを設 け る。 こ れ には 社会 保 障 番号 や 職位 番号 等 が用い られ

る。
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{g)適 用業 務別 出力 資料

中 央計 画省 庁 サ ブ ・システ ムに おけ る適 用 業務 別 の 出 力資 料は 表2二1sの とお りで あ る。

表2-15適 用 業 務 別 出 力 資 料 数

サ イクル

適 用業務
月 期 年

統 計 ・予測

解 析 等
不定 期 計

人 力計 画
'種

種 16種 種 16U6声 16種

退職 お よび年 金 4 13 17

ー一般 管 理 情 報 3 2 3 19 15 42

訓 練 8 11 3 4:3) 23

人事 管 理評 価 15 3 18

募集 お よび 試験 5 16{3) 12(9) 1 22

表 彰 等 9 9

適 材 適所 管 理 1 1 1 3

人事に関する研究開発 1 1'

懲 戒 ・苦 情 処 理 4 8(4) 6(4) 10

労 使 関 係 8 1(1) 8

給 与施 策 28 161吻 3・4閲 1 3(3) 35

職 位 管理 1 1ω 4 5

計 45 52(20 127㈲ 29 44{23)

囲( )内 は 重 複分 を 示す。
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(6)省 庁 トップ ・マ ネ ジ メン ト'サ ブシス テ ム

省 庁 トップ 〔マ ネ ジメ ン ト ・サ ブシス テムは.多 くの 点 で中央計 画省 庁 サ ブ システ ム と類 似 し

てい る。

・ 現 業 レベ ル ・サブ シス テ ムか らデ ータの提 供 を受 け る
。

・ 管 理情 報 が主 体 で.そ の 情 報は 報告 書 の形 でFPMISの 高レベ ル ・ユ ーザ に 提 出 され る。

・ 各 ユーザが 計 画 やそ の実 行 の 管理 に,い か に必 要 な情 報 を提供す るかが,シ ステ ムの 目標 と

な る。

・ 情報 を要 求す る レベ ルが 同一 で あ る。

以 上 の こ とか ら,省 庁 トップ ・マネ ジ メン ト ・サ ブ システ ムは,中 央 計画 省 庁 サ ブ システ ム を

モデ ル と して利 用で きる。 ,"'

(a)シ ス テ ム設 計 の 方針.

① デ ー タは 主 と して 現 業 サ ブ システ ムか ら提 供 され る。 これ には 提 供時 期,デrタ の形 式等

が 規 定 され てお り,こ の デ ー タは再 チ ェ ック され る。

② デ ータの 送付 は,デ ータ回 線が 利用 され る。 バ ッチ処理 に よ る入 力 も可 能 で あ るが,こ の

場 合 は受取 側で デ ータの変 換 をす る必 要が あ る。・

③ デ ータ処 理機 能4は.入 力デ ー タの デ ー タ ・コ ー ド,形 式等 の 識 別処 理 お よびHigh

Utilityフ ァイルの チ ェ ック,更 新処 理 が 含 まれ る。

④ デ ータ ・エ ラ ーは ∴・チ ェック要 員 によ り分 析検 討後 修 正のた め 発生 源の 現 場 人事 担 当部 門

に 送 り返 され る。 、

⑤HighUtilityフ ァイルは,管 理 業 務 に最 も緊急かつ 継 続的 に必要 な デ ー タvaよ って

構成 され る。.'

⑥ 個 々の 職 員の 状況 か ら省 庁全 職 員に 関す る 基 本的傾 向把握 と パ タ ー ン算 定な どに 用い るた

め,ヒ ス トリ ・フ ァイル が 作成 され る。 これはHighUtilityフ ァイル 更新 時 に 作成 され

る。

{b}各 省 庁 で の シス テ ム利用

各省 庁 の システ ム利 用状 況は 必ず し も同 一条 件 でな く

・ 現 業 レベ ル と トップ ・マ ネ ジ メン トを 同一 の サ ブ シス テムに 併合 す る省 庁61…

・ 省 庁 特 異の デ ータを必要 と し,特 殊 な 用 途 に用い る省 庁。=＼.㍉'

・ シ ステ ムが省 庁 トップ ・マネ ジ メ ン トのた め の ニ ーズを どの程 度 満足 させて い るか
,あ る

い は 理解 してい るか または 全然 理 解 してい な い 省庁 等 が ある。∵ ・'

した が って モデ ル と した シス テムを その ま ふ採 用 す る省庁,・あ る程度 修正 す る省 庁,完 全 に変

更す る省庁 にわか れ る。

しか し省 庁 トップ ・マネ ジ メ ン ト・サ ブシ ステ ムは 全省 庁に 設置 され るこ とが 前 提 で,CSC

では 人事 管理 情報 の最 少必 要 限の 適 用は 確保 す るつ も りでい る。
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(7)フ ィジ ビ リテ ィ ・テ ス ト

テ ス トは1973～1974年 度 に わた り実 施 され る 予定で,調 査 訪問 当時は テ ス ト・デ ータ

の作 成 を完 了 した段 階 であ り,テ ス トデ ー タは実 デ ータと模擬 デ ータに よ って 行 なわ れ る。 実 デ

ー タは 空 軍 内務 省,選 抜 徴 兵局 の職 員5ρ00～7,000人 分 を 使 用す る。

㈲ テ ス トの指 針

① テ ス トの 実 施はCSCと テ ス ト対 象3省 庁か ら 構成 され たFPMISス タ ッフに よ って行 な

わ れ,そ の内 容は テ ス トの実 行.管 理,結 果 の評 価 に関す る細 部仕様 の開 発お よびFPMIS

実 施 に関す る 勧告 書の 作成 を 担 当す る。

② テス ト・コ ンピ ュー タは 選 抜 徴兵 局の を 使用 し,特 定の 処理 にはCSCの コ ンピ ュ ータを

使 用す る。

③ 現 業 レベ ル ・サブ シ ステ ムの テ ス トにはCPMISを 利用 す る。 この ためCPMISの 修 正 が

必要 で あ る。

④ テ ス トに要 す る人 員は,デ ー タ収 集 プ ログ ラ ミング,オ ペ レー シ ョン,出 力の分 析作 業

等 に要 す る技 術 員お よび事 務 員(15人/年),テ ス トデ ータ作成 の ため の パ ー トタ イマ ー

お よび 臨時 雇 用職 員が 必 要で あ る。

(b)テ ス ト結果 に含 まれ る要 件

①FPMISの 目的 に即 した評 価 が必 要 であ る。

② 評 価 のため に,コ ス ト ・パ フ ォー マ ンスに 関す るデ ータが必 要 であ る。

③ 省庁 間 の シ ステ ムの 互 換性 を 実証 す る必 要が あ る。

④ ユ ーザ が シス テ ムの効 率性 を評価 す るため に必 要な 資料 を作 成 す る。

⑤ イ ンプ ッ ト,プ ロセ ス,ア ウ トプ ッ トの す べ てに わた って テス トす る必 要は な い。

(c)テ ス トの 基 準

① 類 似 した事 項 の 重複 を さけ る。

② 実 デ ータを 最 大限 に 活用 し,や む を得な い 場合 の み模擬 デ ータを使 用す る。

③ 実物 の出 力 資料は,関 連 ユ ーザ にす べ て配 布す る。

④ 現 存 シス テ ムが あれば,そ れ を 利 用 しその 有 効 性の有無 を検討 す る。

(d)経 費 の 内訳

次 の経 費には .ix府職 員の 人件 費は 含 まれ な い。

① 細 部 システ ム設計:24,500ド ル(735万 円)

② デ ー タ,コ ー ドの標 準化 作 業

:24,500ド ル(735万 円)

③ デ ー タ 収 集:68,000ド ル(2,040万 円)

④ ハ ー ドウ ェア(端 末 機関 係)

:2L750ド ル(652万5千 円)
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⑤ ソ フ ト ウ ェ ア お よび プ ロ グ ラ ミ ン グ

:89,000ド ル(2,670万 円)

⑥ 管 理 支 援 費(パ ンチ 作 業 等)

:ll9,000ド ル(3,750万 円)

⑦ 消 耗 品 費(テ ー プ,カ ー ド,用 紙 等)

:10,000ド ル(30σ 万 円)

⑧ コ ン ピ ュ ー タ運 用 費:55,000ド ル(1,650万 円)

⑨ シ ス テ ム 分 析 評 価(シ ス テ ム の 効 率 性,プ ラ イ バ シ ー 保 護 対 策)

:55,000ド ル(1,650万 円)'

⑩ 調 査 研 究 の た め の 旅 費

:3,250ド ル(97万5千 円)

(e}テ ス トの 経 過 状 況 な ら び に 予 定

●

●

●

●

●

■

●

●

●

●

●

1973.5.1FPMISユ ー ザ ・グ ル ー プ の プ ロ ジ ェ ク トレ ポ ー ト作 成

1973.5.15予 算 管 理 局 へ の プ ロ ジ ェ ク トレ ポ ー ト提 出

1973.7.1テ ス ト ・デ ー タ の 収 集 準 備 ・

1973.9.15テ ス トに 必 要 な ハ ー ドウ ェ ア と ソ フ トウ ェ ア の 取 得

lg73.10.3デ ー タベ ー ス の 作 成

1973.10.31テ ス ト作 業 要 領 の 検 討

1973.10～1974.3テ ス トの 実 施

1974.4テ ス ト結 果 の 評 価 お よびFPMIS開 発 実 施 に 対 す る 勧 告

1974・4・1～1974.5、1・ 省 庁 内 協 議

1974.4.1～1974.5.1ユ ー ザ ・グ ル ー プ会 議 テ ス ト結 果 とFPMIS実 施 上 の 勧 告 に 対

す る 再 検 討

1974.6.1～1974.6.30CSCお よ び 予 算 管 理 局 に よ る 査 察(74 .6.1～630)

資 料 一 覧 、

FederolPersonnel■anagementI'nformationSystemProject

Report
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26関 税犯罪に関す る情報処理 システム

調 査 先,DepartmentoftheTreasury

BureauofCustoms

IntelligenceDivision

所 在 地2100Kst・N・W・,Rm412,Washington,D・C・20226

調 査 日1973年12月4日

面 接 者,Mr.DuaneJ.Lane(Specia1Agent)

Mr.ClarkJ.Maurer(〃)

調 査 員,椙 沢,花 岡,瀬 戸,浅 野,日 高,鈴 木

2.6.1概 要 お よ び 所 感

ア メ リカ政府 でデ ータ ・ネ ッ トワーク ・コ ミュニ ケー シ ョン ・シス テ ム を現在 も っと も効 果 的 に

運 用 してい るもの で っ にTECS(TheTreasuryEnforcementCornrnunication

System)が あ る。

このTECSは 財 務省 税関 局 が1970年4月 に開 発 したCADPIN(CustomsAutomated

DataProcessingIntelligence)シ ステ ムが,利 用 者 の要 求 に応 じきれ な くな った ため,

CADPINの シス テ ムを も とに再設 計 され た もので あ る。

最 初 に,TECSの 背 景 につ い て述べ る と,従 来 のCADPINは 関税法 違反者 を発見 す る ため に,

最 新 でか つ正 確な情 報 を リアル タ イムで 簡単 に と り出せ るよ う ミシ ガン州 の シス テ ムを参考 に,

1969年 の 夏 に考 案 された システ ムで あ る。 は じめはサ ク ラメ ン トに設置 され てい る カ リフ ォル

ニア交 通局 の コ ンピュー タを 利用 して,20台 の端 末機 を 有す る中 間的 な シス テム と して1970

年4月 に稼 動 した もので あ る。

CADPINシ ス テ ムは,主 と して麻 薬 の運 び屋 の チ ェ ックに利用 され,国 境 管理 お よび空港 の税

関 職 員 にオ ン ライ ン ・リアル タイ ムで密 輸 業者 の情 報 を提 供 す る もので あ った。

そ の後,こ の中間 的 な シス テ ムに対 す る十 分 な評価 と有 効 性 が確認 され,そ れ まで のい ろい ろな問

題 点 を含 め て,さ らに応 答時間 の ス ピー ド化 をは か り利用 者 の要求 を満 足 させ るべ く1972年 の

秋 に財務 省 を通 じて開発 され たの がTECSで ある。

TECSの 目的 とす る とこ ろは,伝 統 的 に行 な われ て い る従 来 の方法 に こだわ らず,各 地区 に置 か
グ

れ てい る税 関 と税関 本部 との間 の相 互 の 連絡 を よ り綿密 に,よ りひ んば ん に行 なお うとす るこ とに

あ る。 この シス テ ムは 現代 の電 子通 信 技術 の もつ 特性 を利 用 し,必 要 とす るデ ー タが即座 に入手

で きる よ うに,ま た,多 方面 で利 用 で き るよ うに とい う考 え の もとに税 関職 員の 任務 の一 役 をに な

うた めに開 発 され た もの であ る。

TECSは,た だ単 に容疑 者 の逮 捕 や,嫌 疑 をか け られ た物 件 の取 り調 べ を行 な うだけ でな く,お

た ず ね者 の氏 名,盗 難 物件 犯罪 者 の経 歴 な ど利用 者 の要求 に応 答 でき る よ うにな ってお り,ア メ
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リ カFBIのNCIC(NationalCrimeInformationCenter)の 業 務 も兼 ね られ る よ う

に な っ て い る。 さ ら に,こ の シ ス テ ム は 潜 在 して い る と思 わ れ る犯 罪 に 関 す る 調 査 も行 な うこ と が

で きる とい うこ と で あ る 。 し か しな が ら,自 家 用 機 の よ うな 小 さ な 飛 行 機 を た く さ ん もつ ア メ リ カ で ・

は,TECSを も っ て し て も,こ れ の取 り締 ま りは む ず か し い よ うで あ る。

262詳 論

TECSの コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン タ は カ リ フ ォル ニ ア州 サ ン ジ エ ゴ に あ り,カ ナ ダ と メ キ シ コ の 国

境 に あ る400カ 所 の 税 関 お よび100カ 所 の 関 連 機 関 と そ れ ぞ れ 端 末 機 で 連 結 さ れ て い る 。 こ れ

ら の 税 関 は,ニ ュ ー ヨー ク,マ イ ア ミ,シ カ ゴ,ヒ ュ ー ス トン お よ び ロス ア ン ゼ ル ス の五 つ の 地 域

に 分 掌 さ れ て お り,そ れ ぞ れ は 通 信 回 線 で 結 ば れ て い る。 現 在,組 織 変 更 が 進 め ら れ て お り,近 々

五 つ の 地 域 の 業 務 を 全 部 ワ シ ン トン に 移 し,集 中 管 理 を す べ く検 討 中 で あ る 。 こ の ほ か,NCICと

も オ ン ラ イ ン ・ リア ル タ イ ム で 連 結 され て お り,NCICの デ ー タ ・ベ ー ス に は325万 の 情 報 が 蓄

積 され て い る。

TECSは 酒,タ バ コ,麻 薬 を 扱 う税 関 やIRSの 情 報 部 門 お よび 検 閲 部 門 に サ ー ビス を 提 供 して

い る。 ま た,SecretServiceは,1974年 の会 計 年 度 内 に こ の シ ス テ ム を 利 用 す る こ と を

計 画 し,InterpolWashingtonは,最 近TECS端 末 を 使 用 して,NCICと の ア ク セ スや 他 の

財 務 機 関 と の メ ッセ ー ジ 交 換 を し て い る 。

(1)コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム

(a)ハ ー ドウ ェ ア

① コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン タは サ ン ジ エ ゴ に あ り,Barroughs5500が 直 列 で2台 設 置 され

て お り,DCP(DataCommunicationProcessor)極 じ て 全 国 の タ ー ミナ ノレに

連 結 さ れ て い る 。
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② シス テ ム構成 は図2-24の とお りで ある。

ターーミナル

CPU

65k

DCP

80k

－ 次 タ ー ミナ ル

(国 境 の タ ー ミ ナ ル)

CPU

65k

DCP

80k

ターミナル

二 次 タ ー ミ ナ ル

(捜 査 局 の タ ー ミ ナ ル)

INDEX

NAME

図2-24シ ス テ ム構 成

(b)ソ フ トウ ェ ア

① ス ー パ バ イ ザ は 約20Kで,通 常 はCPU'B"に 入 っ て お ザA","B"両 方 の コ ン トロ

ー ル を 行 な い
,も し,'、B"が ダ ウ ン した 場 合 に は,"A"のDISKに 入 っ て い る ス ー パ バ

イ ザ を"A"に 移 し て 作 業 を 続 行 す る。

② メモ リ領 域 は 図2-25の とお り で,昼 間 は75%を 最 大 限 度 と して,リ ア ル タ イ ム 領 域

が 大 き く と ら れ,負 荷 の 量 に よ りそ の 領 域 は上 下 す る。 ま た,夜 間 は 逆 に パ ッ ク ・グ ラ ウ ン

ドが 全 体 の75%を 限 度 に 多 く使 わ れ て い る 。 パ ッ ク ・グ ラ ウ ン ドは ,も ち ろ ん マ ル チ ・プ

ロ セ ッ シ ン グ が 可 能 で あ る。
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吃

昼 間

バ ッ ク

グ ラ ウ ン ド

夜 間

バ ック

グ ラ ウ ン ド

リ ア ル タ イ ム

2596

図2-25メ モ リ 領 域

(2)オ ン ライ ン ・シス テ ム

(a)負 荷 量

問 い合 わせ件 数 は,一 日当 り15万 件(最 高35万 件)で,応 答 時間 は す べ てを 含め て も10

秒 以 内 で得 られ,問 い合 わ せ に対す る 平均 は2秒 以 内 で あ る。 また,コ ン ピ ュー タの稼 動時 間

は,わ ずか な調 整 時間 を除 き年 中 無 休 でサ ー ビス に応 じてい る。

(b)フ ァイル構 成

フ ァイル に格 納 され て い るデ ー タは,逮 捕 報告 書,没 収 報告 書,逮 捕状 お よび そ の他 あ らゆ

る方面 か ら調 査 した報 告書 に基 づ い て作成 され てお り,フ ァイル の中 には容 疑 者名 や 識別 番号,

パ ス ポ ー ト番 号 の ほか,年 令,出 生年 月 日,性 別 身長 体重,住 所 は もちろ ん 目や 髪 の色 か

ら 自動 車 ナ ンバ,飛 行機 ナ ンバ,電 話 番号,偽 名,仲 間等 にいた る まで,あ らゆ る領 域 か ら集

め られ た情 報 が八 つの フ ァイル に分 類 され磁気 デ ィス クに格納 され てい る。

デ ー タ ・ベ ー スの 量 としては,299万 件 の氏 名 が格納 され て お り,そ の うち19万 件 は関

税事 件 に関 す る氏 名 で あ る。 これ らの デ ー タ ・ラ ァイル の中 には;疑 い をか け られ た もの が疑

い を とかれ る場 合 もあ るた め,関 連 情報 が 入 り次第 リアル タイム で フ ァイル ・メ ンテナ ンス を

行 な い,デ ー タの 追加,修 正,お よび変 更 を必 要 に応 じて即刻行 なっ てい る。 また,デ ー タの

削 除 につ い て は,内 容 に よ り15日,30日,60'日 お よび180日 の 自動 消去 期間 を も うけ,

それ ぞれ の期 間 が くる と自動 的 に削除 され る よ うにな って いる。

(c)ア ウ トプ ッ ト

端 末 機 か ら のア ウ トプ ッ トは,デ ィス プ レイに よる表 示,ハ ー ドコ ピー,そ の ほか にマイ ク

ロ フ ィル ムへ の ア ウ トプ ッ トがあ る。 マイ ク ロフ ィル ムは ハー ドコピー の1/IOの 費用 です み,

そ の上,一 枚 の マ イク ロフ ィル ムで レポ ー ト用紙 の208頁 分 の デ ー タを収 め る こ とが で き る

の で,デ ー タの整 理,保 管 に もス ペー ス を と らず効 果 を あげ てい る。
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(d)ネ ッ トワー ク`t

ワシ ン トン の税 関局 か ら全 国 の各 タ ー ミナル へは,100B/Sお よび300B/Sの 電 話 回

線 で接 続 され てい る。 さら に,NCIC(全 国犯 罪 情報 セ ンター)と は2,000B/Sの 通 信回

線 で結 ばれ てい る。(図2-26を 参 照)

現在,税 関局 の新 しい建物 が建設 中 であ り,そ こ へ移転 した とき には2,400B/Sの 回線 に

変 わ る予定 で あ る。

ボ ー リ ン グ 方 式 コ ン テ ン シ ョ ン 方式

税 関 本 部.

ワ シ ン トン)

タ ー ミ ナ ル

CRTつ き)

図2-26ネ ッ ト ワ ー ク

(e)端 末 機

ア メ リ カ国 内の 空港,海 港お よび国 境 に500台 の端末 機 が設置 され て お り,そ の うち,税

関関 係 が400台 で,そ の ほ か関 連部 署 に100台 の端末 機 が連 結 されて い る。 これ らの端 末

機 はHAZELTINE2000の プ リン タっ きCRTデ ィス プ レ イであ り,プ リンタ は ドッ ト式

の小 型 プ リン タ と,ゴ ル フ ・ボ ール型 で 入 力 も可 能 な イ ンパ ク ト式 大型 プ リン タが つい てお り,

全 国 どこ の ター ミナル か ら で もプ リ ン トア ウ トす る こ とが で き る。

タ ー ミナル には三 つ の タイ プが あ る。

① 第一 次 ター ミナル(プ ラズ マ管)

国 境 を越 え る もの につい てのチ ェ ックに用 い る ター ミナ ル。

② 第 二 次 ター ミナル(テ レ タイ プ)

第二 次 ター ミナル で,嫌 疑 を もた れた ものに つ いて捜 査 す るた め に用 い る ター ミナル。

③ 空 港 ター ミナル(CRT)

国 際 空港 に到 着 した旅 客 のチ ェ ックに用 い る ター ミナ ル。

第 一 次 タ ー ミナル は カナ ダ と メキ シ コの国 境 地点 にあ るゲ ー トに置 か れ てお り,ゲ ー トを通

過 す る ものの 自動 車 ナ ンバ ーや 認可 ナ ンバ ーを端末 装置 か ら タイ プイ ン して検 問す る もので あ

る。

た とえば,ゲ ー トにき た 自動 車 を検 問 す る場合
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① 税関検 査 官 が 自動 車 の ナ ンバ ーを タイ プイ ンす る。

② タイ プイ ン され た ナ ンバ ーは中央 の コ ン ビュータ へ送 られ,あ らか じめ用 意 され て い る

フ ァイル を識 別 し,も し,同 一 ナ ンバ ーが あ れば"YES"の 応 答 が出 され,な けれ ば

"NO"と 応 答 され る
。"NO"の 場 合 は第一 次 エ リアで検 問 を うけ る。

③'YES"と 応 答 され た 自動車 は嫌 疑 を もた れ,つ づい て"警 戒 せ よ"の メッセー ジが表

示 され る。 この場 合,そ の 自動 車は 検査 官 の指 示 に よ り,た だ ち に第 二 次 エ リア の捜 査 局

へ誘導 され る。

④ 第一 次 ター ミナル へ"YES"と 応 答 され た時 点 で,す で に第二 次 ター ミナル へは,タ イ

プイ ン され た 自動車 につ い ての履 歴 がす べ て プ リン トされ て い る ので,第 二 次 エ リア の捜

査 官 は 自動 車 が到 着 す る前 に十分 警戒 す る ことが で き る。

とい うわ け であ る。

空港 ター ミナル は第 一 次 ター ミナル と して用 い られ,空 港 に到着 した 旅 客 を税関 検査 官が チ

ェ ックす るのに 用 い られ てい る。

この場合 は,旅 客 の 氏名 が タイ プイ ン され,そ の結 果 容 疑者 で ある との応 答 があ った とき

には第 二 次 タ ー ミナル へ は デー タを伝 送せ ず に,そ の場 で容 疑 者 と して取 り調 べ が行 な われ る、

また,こ れ らの ター ミナ ル を使 用 す る検査 官 に対 しては,事 前 に適 切 な訓 練を 行 ない,中 央 コ

ン ピ ュー タ と のデ ー タの受 授 を どの よ うにす れ ば よいか を訓 練期 間 中 に習得 させ てい る。 これ

らの端 末機 は すべ て 買取 りで設置 され,伝 送速 度 は ター ミナル の タイプ に よって異 な る が,1

秒 間 に100字 か ら300字 で あ る。

閨 容 疑者 検 索

検 索 は容 疑者 フ ァイ ル に格納 され てい る項 目で あ れば,な に を キ ー ・ワー ドに して も索 引す

る ことが で きる。 た だ,人 名 の検 索 につい てはSCANDEXと い う方法 を用 いて お り,音 が 同 じ

で あれ ば スペ ル が違 って もア ウ トプ ッ トされ る。 これは母 音 を お と して しまい,子 音 だ けで ひ

く方法 で あ る。

た とえば,

HAYS/WILLIE

HAYES/WILLIE

は 同 じにな り,両 方 と もCRTデ ィス プ レイ に表示 され るの で,ど ち らを選 ぶ かは 検査 官 が 指

示 して や る。 も し,'該 当 す る人 の情 報 があ ればCRTデ ィス プ レイに表示 され るの で,必 要 に

応 じて プ リン トア ウ トす る こと も可 能 で ある。

(3)オ フ ライ ン情 報処 理

(a)飛 行機 の追 跡 調査

メキ シコに継 続 的 に おか れて い るア メ リ カ国籍 の飛 行 機 が約10万 機 あ り,現 在 ア メ リカ国

内 には1,100か ら1,200機 の あや しい と思 われ る飛 行機 が あ るの で,こ れ ら とメ キ シ コに
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あ る飛 行機 との 突 き合 わせ をバ ッチ処 理 で調査 してい る。

(b)統 計 プ ログ ラム

容 疑者 の国 籍,{生 年 令,逮 捕 歴 お よび差 し押 えの 状況 な どの記 録 と整 理 を行 な ってい る。

(c)電 話 分析 プ ログ ラム

過 去 にな ん らか の形 で捜 査 に関係 した電 話 に関 す る情 報 の記録 と整理 を 行 な ってい る。.

(d)国 際 通貨 プ ログ ラム

通 貨 の国 際的 な 密輸 を取 り締 ま るた め の情 報の 記録 と整 理 を行 な ってい る。

,(e)現 場 への 報告 書 の整 理

① ク ロス ・リフ ァレ ンス に よ る検 索

② 犯罪者 と同一 住 所 人 の検 索

③ 事 件 に関係 した人 の前 後 の パス ポー ト調査

④ 暴 力団 に関 す る リス トの作成

⑤'そ の 他

(4}シ ス テ ム開発上 の 問題 点

この シス テム は,ミ シガ ン州 の政 府機 関 で用 いて い る シス テ ムを模 倣 して作成 され た もので あ

るが,使 用 後 ま もな く,い くつ か の問題 点 が 出て きた。

まず,こ の シス テ ムを使 用 す る当局側 か ら プ ログ ラム設計 者 に対 して十分 な注文 を 出 さな か っ

た こと と,当 時 の通 信 技術 の水 準 が要求 を十分 満 たす までに至 って いな か っ た ことな どによ り,

完成 した シス テ ムは 利 用者 の 要求 通 りに動 か なか った。 そ の た め プ ログ ラム設計者 は利用 先 へ 出

向 してサ ー ビス にあ た る と とも に,シ ス テム が十 二 分 に 活用 され る よ うに6カ 月間 で再 設計 し,

利用 者 の要 望に 応ず べ くシステ ムの 変 更 を した が,そ の後 もた え ず変更 の要 求が 出 され てい る。

⑤ 開発 費用

開 発費用 の推 移 は表2-17の とお りであ る。

表2-17費 用 推 移 表

会計年度費 目
1972年 1973年 1974年

俸 給
600

(180,000)
732

(219,600)
1,139

(341,700)

ADPEレ ン タ ル 料
1,284

(385,200)

1,303

(390,900)
2,193

(657,900)

〃 買 入 料 391
(117,300)

〃 リ ー ス 料 80
(24,000)

電 気 通 信 料
896

(268β00)

1,441
(432,300)

1,806
(541,800)

合 計
2,860

(858,000)
3,476

(1,042,800)
5,529

(1,658,700)

注)単 位;上 段 数 字 は千 ドル

下 段 カ ッコ内数字 は千 円
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⑥ 将来 計画

目下 の と ころ,1974年 度 にサ ンジエ ゴにあ る コン ビューLタ・セ ンタ に4台 の ミニ ・コン ピ

ュー タを設 置 す る こ とを計 画 して い る。い ま まで のBurroughs5500で 稼 動 してい た とき よ

り,ミ ニ ・コ ン ピュー タを 増設 す るこ とに よっ て,よ りい っそ う国 際空 港,海 港,ATFお よび

IRSに お け る税 関業 務 の遂行 を円 滑 にす る。

さ らに,1974年 度 に は200の ター ミナ ル が増 設 され るこ とが推 定 され る。 これ らの 増 設

に よ り犯罪 情 報 網 に関 す るTECSデ ー タ ・ベ ース を拡張 し,NADDIS(TheNarcotics

andDangerousDrugsIntelligenceSystem)の 働 きも兼 ね られ るよ うに,ま た,

連 邦,州 お よび そ の他 の地 方で用 い ら れて い る シス テ ム と も交信 が で きる よ うに,さ らに,LETS

(TheLawEnforcementTeletypeSystem)と して の働 き も果 た せ る よ うに現在 計

画 中 で ある。

1975年 度 には国 際 空 港 で用 い るTECSを さら に拡 張 す る予 定 で あ り,国 際空 港 に到着 し'

た旅客 は,わ ず か の時間 で税関 業 務 を終 え る こ とが で きる よ うにな るで あ ろ う。 また,税 関 の検

査 官 に とっ て も迅 速 か つ正 確な 情 報 を入手 す る ことに よっ て,疑 わ しい旅 客 の摘 発 に一 段 と効 果

をあ げ るであ ろ う。

資 料 一 覧'

{1}FactSheet(DepartmentoftheT'reasuryU.S.CustomsService)

(2)TheTreasuryEnforcementCommunicationsSystem・

ノ
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271概 要 お よ び 所 感,

(1)性 格't・

ACE(AmericanCouncilonEducation)は,大 学 や教 育 関連団 体 な どの民 間側 か

ら教育 お よび 教育 の 方法 を 研究 ・促進 させ,さ らに連 邦政 府 との連絡 役 を勤 め る こ とを 目的 と し

て1918年 に創 設 された,非 営 利 の民間 団 体 であ る。1971年 現在,会 員 数は 大学 お よび教

育 関係 団体 な ど約1,600ケ 所 であ る。 ア メ リカ合 衆 国全 土 におけ る総合 大学 の全 部,.4年 制 単

科 大学 の84パ ー セ ン ト,お よび 短期 大学 の38パ ーセ ン トが参 加 してい る。ACEの 運 営 費は

会 員 か らの会 費,各 種 の財 団 や職 種 団体 か らの 補助金,お よび 特別 な研 究 調査 事業 に対す る連 邦

政 府 や州政 府 の諸 機 関,財 団,民 間企 業 な どの依 頼主 か らの助成 金 な どで まかなわ れ る。 予 算規

模 は,尋 ね たが,答 えて もらえ なか った。

② 組 織

職 員は全 部 で約200名 。 そ の組織 は,ACEの 応接 者 の言 を解 して,大 略 次の とお りであ る。

長

長会

会

副

一 般 教 育 部(高 卒 の 資格試 験 をす る)

学 務 部(教 育 に関 す る相 談窓 口)

研 究 部(OfficeofResearch)

政 策 分 析 サ ー ビス 部

広 報 部

連 邦 政 府 連 絡 部

海 外 部

(3)業 務 の 内容

ACEの 組 織 の中 で研 究,情 報提 供,デ ー タ ・パ ンク ・サ ー ビス を担 当 してい る中枢 機 関 が研

究 部(OfficeofResearch)で あ る。そ して,こ の研 究 活動 の中 心 とな ってい るのが 「共

向大学 研 究計 画(℃IRP-CooperativeInstitutionalResea「chP「09「am)」 で

あ る。 この計 画 の 目的 は大 別 して二 つ あ り,そ の一 つ は大 学新 入生 につ いて その実 態 を把 握 す る

情報 を 入手 す る こ とであ り,今 一 つ は学 生 の能 力開 発に及 ぼす 大学 の影響 を調 べ る ことで あ る。

す なわ ち,CIRPは,そ の収 集 す るデ ー タ量の 点 で,高 等 教 育 に関す る研 究 と して 最大 の もので

あ る。 そ の特徴 は 大学 新 入生 につ いて デ ー タを集 め るだ け でな く,こ れ らの新 人生 の その後 につ
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きr定 期間を置いて追跡調査を行ない,そ の学業成績,学 園生活,学 資状況 職業選択などについ
いて の デ ータを集 め る こ とであ る。 た とえば,1973年 の秋 には650校 の大 学新 入生400,000

人を対 象 に ア ンケー ト調 査 を行 な って い る。 これは全米 の大学 新 入生 の 約%に 当 る数 字 であ る。

こ うして集 めら れ たデ ー タはOMRで 読 み と られ,磁 気 テ ー プに収 録 さ れ て,大 学 新 入生 に 関 す

るデ ー タ ・バ ン)の も と'とな る。 これ らのデ ー タ ・パ ンクはACEは もち ろんの こ と,外 部 の教

育 研究者,行 動 科 学者,教 育 関係 団 体な どが実 費 で使用 で きる。 この と き,資 料提 供者 の プ ライ

バ シーは完 全 に守 られ る よ うに特 別 な考慮 が払 わ れ てい る
。 現 在,CIRPの 運 営 と管理 は カ リフ

ォル ニア大 学 の ロス ア ンゼ ルス 分 校 に委 託 されてい る。

CIRPの ほ か には,文 部省 か ら委託 を受 け て行 な ってい る 「高 等教育一 般情 報調 査(HEGIS

-HigherEducationGeneralInformationSurveys)」 が大 きな仕事 であ る
。

HEGISは 大学 につ いて い ろい ろ な情 報 を集 め,文 部 省 の教 育 行政 決定 のた めの参 考 となす もの

で あ る。

(4)計 算機 の シス テ ム構成 と運 営

(a}コ ン ピュー タ ・シス テ ム

ACE設 置 の計 算 機 の年 間 使用 料 は約30万 ドル(90,000万 円)で,そ の 構成 は 次 の と

お りであ る。・

本 体Sigma6記 憶 装 置96kW(384KB)

磁気 デ ィス ク装置700MB

磁 気 テ ーーープ装 置8台

そ の他 の 入 出力装置

現在 は モ ニ タと してBPM2(注1)を 使 用 してい るが,近 い将来 にUMS(注2)に 切 り換 える準備

を進 めてい る。 な お,CIRP関 係 のデ ータ ・バ ンクは約2,000本 の磁 気 テ ープ ・リール に 収

録 され てい る。

(b)要 員 と勤務 制度

コン ピュー タ要 員は 次 の とお りであ る。

オ ペ レ ー タ

シス テ ム ・ア ナ リス'ト

コ ン ピ ュ ー タ技 術 者

キ ー ・パ ン チ ャ ー

3人(シ フ ト制)

1人

1人

1人

(注1)BPM2(BatchProcessingMonitor-2)

2本 の パ ッ チ処 理 とス プ ー ル 処 理 と を 同 時 併 行 処 理 可 能 で あ り,シ ン ビオ ン ト機 能 に よ り1/O

処 理 時 間 の 無 駄 を な くす こ と を 特 徴 と した モ ニ タ で あ る 。

(注2)UMS(UniversalMultiprogrammingMonitor)

7本 の ジ ョ ブ が 同 時 併 行処 理 可 能 な 汎 用 マ ル チ プ ロ グ ラ ミン グ ・モ ニ タ で あ り,ジ ョ ブ 管 理,

フ ァイ ル 管 理 機 能 を も っ て い る 。
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シ フ ト制 は2.5シ フ トで,7:00～15:00,11:00～19:30,お よび18:

30～2:30の 三 つ に勤務 時間 が分 け られ てい る。 なお,計 算 機 使 用業 務 の内訳 はACE自

体 の仕 事 と受 託 業 務 の仕 事 が ほX半 々で あ る。

㈲ 所 感

ACEに おけ る計 算機 の使 わ れ 方 には特 に 目新 ら しい もの はな い 。問 題 はCIRPで あ る。 こ

の種 の研 究調 査 に つい て ずぶ の 素人 の 目か ら見 る と,こ れ は まった く尾 大 で種 々雑 多な デ ー タを

ひ たす ら精 力的 に集 めてい る。 まさ にデ ー タの洪水 であ り,一 種 の 量的 圧迫感 か ら混 乱 を さえ 覚

える。 しか も,こ れ らの経 験的 資料 か ら導 き出さ れ る学 生 生 活 の実態 とか学 園 の学生 に及 ぼす影

響 とか の調査 結果 は,多 くの場 合,新 聞 その他 の マス コ ミ媒体 を通 じて世間 の 人々 が抱 く常 識 的

な 見解 と異 な らな い。 この,ご く当 り前の 結論 を導 き出す た め に,こ れほ ど大規 模 な仕掛 けを 用

意 す る必 要 があ るのか,と い うの が,少 な くと も最 初 の うちの 印象 で あ った。 しか し,こ うい う

や り方}主 ア メ リカの他 の 幾つ か の訪 問先 で も しば しば見 られ た や り方で あ った。 このや り方 は

日本人 には もった いな い,も う少 し別 の要領 に よるや り方が あ る ので はな いか,と い う気持 を起

させ るの では ない か。CIRPの 案 内書 の中 で も,し ば しば 「経 験 主 義 の(empiric)」 とい う

言葉 が 出て来 るが,一 見,ど こか ら手 を つけ て よい かわか らな い よ うな,混 沌 た る広大 さの中 に

費用 と労 力を惜 しまず踏 み 込 んで ゆ くや り方 には,ま こ とに強 烈 な精 神 の強 靱 さとい うもの を感

ぜず には い られな い。 そ して,こ の強 靱 さが独 創性 の淵 源 とな って いる よ うに思 われ る。 た とえ

ば,経 済学 や近 くは オペ レ ー シ ョンズ ・リサ ー チの 発生 の歴 史 を振 り返 ってみ て も,と て も理 論

的 に まとめ る ことが不 可能 な よ うな諸 現 象 と取 組 ん で,こ れ の中 に法 則性 を見 出 し,そ して この

法則性 を利 して逆 に 現実 分 析 の道 具 と して使 い こな せ る まで に理論 化 し,抽 象 化 し,昇 華 せ しめ

てい る。一 方,日 本 で は,経 済 学 もORも 出来上 った理論 と して輸 入 してい る。 そ して,こ れ を

上 手 に使 い こなす 。 創造 の苦 しみを避 け て,結 果 の 甘い 汁 だ け を吸 い上 げ る。 しか しな が ら,ア

メ リカ人 の独 創性 に お け る精 力的 な 強靱 さの裏 には,や は り,国 の豊 か さ,と い うもの があ るか

ら,と い う気 が してな ら ない。 ア メ リカの,こ うい うや り方 を 日本 がす ぐまねす る,と い うこと

ので き ない 家庭 の事 情 が この国 には あ る。 それ は決 して国 民性 とい う もの だけ では な く,彼 我 の

貧富 の差 に よ る もの であ っ て,一 見 物 まね上手 とい う我 が国 のや り方 も我 が 国に とっては や む

にや まれ ぬ,生 き残 るた め の方 便 で あるか も知 れ ない。 とに か く,ア メ リカ人 の プ ラグ マテ ィク

でエ ン ピ リックな 発想 法 に圧 倒 され た 次第 で あ った 。

272詳 論

(1)CIRPの 足跡

現在,完 全実 施 に入 っ て9年 目を迎 え る,共 同 大学研 究 計 画(CIRP-Cooperative

InstitutionalResearchProgram)の 二 つの 主要 目的 は,大 学 新 入学生 の全体 にっい

てそ の実態 を知 るた めの 情 報 を入 手 す る こと,お よび大 学 が学 生 の能 力 開発 に及 ぼす 影響 にっい

て研究 す るこ とで ある。
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CIRPに は,こ れ まで行 な われ て来 た 研究計 画 に まさ る,幾 つ か の利点 が あ る。第 一 の利 点

は その規 模 の 大 きさであ る。 す なわ ち,毎 年,全 国 の大学 新 入生 の うち6人 に1人 がACEの 新

入生 アン ケー トに記 入す る。第 二 に,こ の計 画 の標 本 と して取 り上 げ る大学 は,数 も多 く,種 類

も豊 富 で あ って,こ の標本 につ いて の調査 結 果 が大学 と学 生 の母 集 団 につ い てそ の ま ふあ ては ま

る よ うに設 計 されて い る こ とで あ る。 第 三 の利 点 は この調査 が長期間 にわ た る性 格 の もの であ る

ことで あ る。 学 生 か らの情 報収 集 は,た だ1回 限 りでな く,か って の新 入生 た ち の部 分 標本 に つ

い て,郵 便 に よる何 回か の追跡 調査 が行 な わ れ る。 実際,学 生 たち が大学 経験 を通 して どの よ う

に変 った か を知 るに は,あ る期間 を置 い て何 回 か比 較す る こ とが一 番 有効 で あ る。 最後 の利点 と

い うのは,CIRPは 会 員 に対 す る調 査 報告 を通 じて よ り直接 的 に教 育政策 に影響 を 有 す る,と い

うこ とで あ る。

表2-18はCIRPの 開 始以 来 の調査 実 施 状況 を 示す 。 全 体の計 画 は次 の とお りで あ る。 す

な わ ち,こ の調 査 に参 加 してい る大 学 の新 入生 の全 員 につ いて 入学 の時点 で調 査 を 行 な う。 次 に,

あ る期 間 を 置 いて,こ の同 じ学 生群 の 部分 標 本 につ い て再調 査 を実 施 す る。 表示 の とお り,1961

年 に は,246校 の127,212人 の新 入生 につい て原 型的(prototype)調 査 が な され,

表2-18

ProgressoftheCooperativelnstitutionalResearchProgram

Yearof

Entering
Number

of

Number

of

YearofFollowupSurveys

Freshman

Cohort
lnstitut垣ns Respondents

1962 196519671968 19691970 1971

1961{prototype} 246 127,212X X X

1965{pilot} 61 42,061

1966 307 254,480 X XX X

1967 359 280,650 X X X

1968 435 301,488 X

1969 390 260,061 X

1970 425 272,268

1971 487 288,526

1965年(こ の年 には,こ れ らの学 生 た ち は おそ ら く4年 間 の学 業 を修 了 し,学 士 にな って い

るは ず で あ る。)の 夏 に,こ の標 本 の うち の36,405人 につい て追 跡 調査 を行 な い,情 報 を収
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集 し,そ の結 果 を 「大学 生 の教 育上,職 業 上 の能 力 開 発(TheEducationalandVoca-

tionalDevelopmentofCollegeStudents)」 な る報告 書 に まとめ て 出版 した 。 な

お,ACEの 出版 にな る報 告書 類 につ い ては,本 稿 の最 後 に一 覧表 を参考 のた めに 掲示 して あ る。

1965年 には,試 験 的(pilot)調 査 がな された。そ して,そ の翌年 か らCIRPは 完全 な

規 模 で実 施 され る運 び とな るわ け で あ る。 す な わち,1970年 まで は,全 国 の高 等教 育機 関の

約15%が 標 本 と して選 ば れ,こ の調査 に参 加 した。1971年 には,多 くの大 学 の要 望 を入 れ,

かつ,増 大 し続 け る調査 費 を補 うた め にCIRPを 拡 張 した。 このた め,新 入生 の ク ラス を有 し,

米 国文 部 省 の高 等教 育一 般 情報 調査 に解答 して い る,米 国 のす べ ての大学 がCIRPに 参 加 す るこ

と にな った。 この計 画 の参 加校 に対 しては,基 本 料金 の ほか に,当 該校 にお け る ア ンケ ー ト数 に

比 例 す る従 数料金 が課 せ られ る。

1969年 の12月 には,大 規 模な 追跡 調査 がACEと カー ネギ ー(Carnegie)高 等教 育

委 員会 の共 催で実 施 された 。 この とき,ア ンケ ー トは,四 つの 旧新 入生群(1966年,1967

年,1968年,お よび1969年 の)の 部 分 標本 に 対 して郵 送 され たば か りでな く,大 学 院生

や教授 陣 に も発送 され た。

1966年 の新 入生 に つい て の4年 後 の追 跡調 査 は1970年 に行 なわ れたSl971年 に は,

二 つ の追 跡調 査 が別々 に実 施 され た。 両調 査 と も,す べ ての追 跡調 査 に共 通 な基 本 的 な 目的,す

な わち,学 業 の進捗 状 況,学 習意 欲,職 業の 計 画 や種 類な どに及 ぼす 大学 の影響 を 測定 す るた め

の デ ー タを集 め る,と い う目的 を有 してい た。 そ のほ か に,こ の二 つの調査 には別 々に特 別 な 目

的 があ った。第 一 の調査 は,1967年 の新 入 生群 の 部分 標本 に対 して1971年 の夏 に 発送 さ

れ,そ の 目的 は,小 ・中学 校 の教 師 とな る こと につ い て の,こ れ ら解 答者 の気 持 を知 る ことで あ

った。 この調査 の 費用 は米 国 文部 省 の教 育 人事 開 発局 か ら出さ れた。第 二 の調 査 は,全 米 科学 協

会(theNationalScienceFoundation)と 全米 健 康協 会(theNationalInsti-

tutesofHealth)と か ら共 同 資金 援 助 を得 て,1971年 の12月 に,1961年 と1966

年 の新 入生 群 の部 分 標本 に対 して発 送 され た。 この ときの宛名 人 数 は,1961年,1966年

の そ れぞ れ の標 本 で約60,000人 に達 して い る。1961年 の被 験者 は大 体28才 ぐらい にな っ

てお り,既 に就 職 して いる はず で あ った。1966年 の被 験 者は 既 に学 士位 を得 て,後 半生 の計

画 をね りつ つあ る時 期 に至 って い るは ずで あ る。 この追跡 調 査 の特 別調査 事項 は,様 々な 種類 の

奨 学 資金 の,学 生 の学 業計 画 や職業 選 択 に及 ぼす 影響 を明 らか に し,1965年 か ら1970年

の間(こ の間 に これ ら二 つ の 旧新入 生 群 に属 す る学 生た ち は大 学 を卒業 してい るは ず で ある。)

に起 っ た大 学院 進学 率 の変 化 を記録 す る こ とであ った。 この進 学率 変化 の調 査 目的 は 連 邦政 府

奨 学金 お よび特 別給 費金 の突 然 の削減 一 こ れ にと もな って貸 付金 制 度 に よる資金 援 助 を強化 し

た こ と 一 が学 生 の大 学院 や ビジ ネス ・ス クー ルへ 進学 す る 意欲 と経 済 力に どん な影 響 を与 えた

か,を 知 る こ とにあ った 。

この調 査 では,学 生 た ち に直 接追 跡調 査 の依 頼 を したば か りでな く,こ の調 査 に協 力 してい る

各 大学 の事 務 局 に頼 ん で,学 生 の在 学状 況(在 校 中,中 途退学,転 校な どの 別),学 部 で の平 均
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評 点,試 験 の点 数な どに関 す るデ ータを 入手 してい る。 これ ら の事 務 局か らの 報 告書 は三 つ の点

で役 に立 つ。 これ に よっ て,ま ず,学 生 か ら得 られ た情報 の正 確 さの検 証 の手 段 が得 られ,ま た,

学 生 か らは得 られ ない デ ー タを補 うこ とが で き,さ らに また,こ の追跡 調査 に返 答 を よこさな い

学 生 た ちの 特性 につ い て若 干の ヒ ン トを得 る こ とが で きる。

(2)新 入 生 ア ンケ ー ト

毎年 行 な われ る新 入生 の実 態調 査 には,4頁 から な る新 入生 アンケ ー ト記 入用紙(SIF-

StudentInformationForm)が 用 い られ,こ れはOMRで 読取 られ,磁 気 テ ー プに収録

され る。 このア ン ケー トの 記入項 目の 多 くは 毎年 変 る ことがな い。 す なわ ち,性 別,人 種,宗 派,

両 親 の収 入 ・教 育 水 準 ・職 業,高 校 で の活 動 や成績,学 費 の 出所,学 位 へ の意 欲 専 攻 したい分

野,職 業計 画,社 会 や学 園 の問 題 に対 す る態度,人 生 の 目的,な どで あ る。 この よ うに毎 年 反 復

され る調査 項 目 を通 して,毎 年 の新 入生 群 が年 と共 に どの よ うに変 って行 くか とい う傾 向 がわ か

るだ けで な く,こ の調査 に対 す る個 々 の学生 の返事 は後 日の追跡 調査 の返事 と対 照 され て,学 生

そ の人 が時 の移 りとと もに どの よ うに変 った か,た とえば,そ の政 治的 な 意見 や職 業 感 の変化 な

どが観 察 で きるの で あ る。

さ らに,時 代 の流 れ を反 映 して高等 教 育 の新 しい問題 と して取 り上 げ る べ き種 類 の項 目が必 要

に応 じて追 加 され る。1971年 は無 試験 入学制度 と学 力不足 の学 生 に対す る特 別 指 導計 画 が非

常 な関心 事 とな った年 で あ るが,こ の年 に は,ア ン ケー トの中 に,特 に 補 習を 欲す る学 科 が あ る

な ら,そ の学 科 を 記 入すべ き項 目が加 えら れ た。 この項 目は無 試験 入 学 とい う新 制度 の も とで入

学 して来 た 学生 に対 す る教 科 課程 や特 別補 習指導 を ど うすべ きか,と い う問題 の参 考 にな った。

1972年 の調査 では,学 生 の母 親 の就 業状 況 に関 す る項 目が入れ られ た。 こ の項 目は従 来父 親

に だけ限 られ てい た もの で ある が,女 性 の地 位 につ い ての社 会 的 関心 の台 頭 と共 に追 加 され た わ

けで あ る。 こ うして,こ の新入 生 ア ン ケー トは常 に二 つ の要請 に答 え るべ く設計 され てい る。 一

つ は 新入 生 の実態 を毎年 連続 的 に比較 して行 くデ ー タを入 手す るこ とで あ り,他 の一 つは 高 等教

育 に関す る,そ の とき どきの問 題 につ い て調査 を行 な うこ とであ る。 新 入 生 ア ン ケー ト用紙 につ

い ては 本 稿末 に付 録 と して 添付 した ので参 照 してい た だきた い。

(3)デ ー タの収 集 と処 理

各被 験校 は新 入生 調査 ア ンケ ー トの記入 が正 し く行 なわ れ る よ うに監 督 す る責 任者 を1名 選 任

す る。ACEか らは,① ア ンケー トの記 入 は 入学 手続 きかオ リエンテ ーシ ョン の時 期 また は授

業 の開 始 された第 一週 中,す な わ ち,学 生 が まだ学 園 の環 境 にな じ まない うち に行 な われ るこ と,

② 記入 は 学生 監 の監視 下 に行 な わ れ る こと,③ 責 任者 は こ の研 究調査 の 目的 を学生 に十 分 に承 知

させ る こ と,④ACEに 関 す る限 り,ア ン ケー トに記 入す るか 否 かは学 生 の 自由で あ る こ と,な

どを被 験 校 に伝 え る。 学校 によ っては,独 自の 目的 か ら,ア ン ケー トの記 入を義 務 づ け る所 もあ

る。 なぜ な らば,あ る一つ の大 学 につ い ての デ ー タが意味 を もつ ため には,で き る限 り100パ

ー セ ン トに近 い記 入率 が 望 ま しいか らで あ る。

大学 側 の監 督者 は記 入済 み の 用紙 を集 め,ACEの ミネアポ リス(Minneapolis)の 計 算 セ
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ンタに送 って よ こす。 そ こで,こ れ ら のア ンケ ー トはOMRで 読 み と られ,磁 気 テ ー プに記録 さ

れ,そ の後,ア ンケー トは 破棄 され る。 大学 側 の監 督 官 の最 後 の仕事 は ア ンケ ー トの 記入 が行 な

われ た際 の状 況報 告 を行な うこ と,も しそ の際 異常 事態 や特別 な 問題 が あれば,そ れ につい て も

報 告 す る こ とであ る。 この報告 書 に は,そ の年 の新 入生 数,ア ンケ ー トに記入 した者 の数 記入

しなか った者 の数 が記載 され る。 も し記 入 しな い学 生 数 が5パ ーセ ン トを超 え る場 合 には,ACE

は その原 因 を 確認 す る よ う努 力す る。

毎年 の新 入生 調 査の 結果 は お よそ400バ イ ト/人 のデ ー タの大 き さで,4年 後 の フ ォロー ア

ップを含 め て約1,000バ イ ト/人 の 大き さの デ .一夕で あ り,こ れ らは4種 類 のデ ー タ ・フ ァイ

ルに ま とめ られ る。 そ の一 つは 大学番 号 とそ この学 生 の返 事 を男 女 別に 要約 したデ ー タを含 んで

い る。第 二 の フ ァイルは学 生 個 々 人の 返事 と,そ の一 つ一 つ に任 意 の識 月頃 号 をつ け た ものを 含

んでい る。 第三 は学生 の住 所,氏 名 に前 記 とは 異 な る 別個 の識 別番号 を付 した フ ァイ ル であ る。

こ の フ ァイル は厳 重 な機 密保 護 規 則 の もとに保 管 さ れ,追 跡調 査 の際 の宛名 印刷 の とき だけ しか

使 用 され な い。 な お,追 跡調 査 は すべ て直 接 に学 生 自身の もと に郵 送 され る。 四番 目は2組 の異

な る識別番 号 を結 びつけ る リンク ・フ ァイル で あ る。 この フ ァイルは 外国(カ ナ ダ)の,ACE

とは 別 の計 算 セ ンタに 預け られ てお り,こ のた め第三 者 は お ろかACEの 研究 員 で さえ 覗 き見 る

ことが で きな い よ うにな って い る。 この よ うに手 の 込 ん だ手続 きを惜 し まない 理 由は,学 生個 人

に関す る私 的 な機 密 を厳重 に守 る と ともに,住 所 ・氏 名 フ ァイル の濫 用 を防止 す る ため で あ る。

(4)リ ンク ・シス テム

さ て,機 密保 持 の た めの リンク ・システ ムの 効用 につ い て次 に今少 し詳 し く触 れ てみ よ う。

リン ク ・ファイル を外 国 に預 け る こ とに よって二 つの 重要 な機 密保 持 が可 能 とな る。一 つの 機

密 保持 は議 会 または裁 判 所 の召 換状 に 対す る効 果 で ある。 この よ うな司 法上 または 立法 府 の 召換

状 は国 外 に おい ては無 効 で あ るか ら,国 会 の委 員会 や裁判 所 が被 験 者個 人 に関 す る私 的 情 報 を手

に入 れ る こ とは不 可 能 で ある。 た とえ裁判 所 や委 員会 がデ ー タ ・フ ァイル と住所 ご氏名 フ ァイル

の双 方を 入手 して も,リ ンク ・フ ァイル がな け れば,一 方の フ ァイル の レ コー ドを 他 方 の フ ァイ

ル の レコー ドと結 びつ け る こ とがで きず,ど の レコ ー ドが誰 の ものや ら皆 目見当 がつ か ない 。 こ

うして,国 家権 力さ え もこ の機 密保 持 を 破 る こ とは で きない こと にな る。

機 密 保持 の第二 の型 式はACEの 研究 員 に さえ もこの デ ータ を覗 き見 るこ とがで きな い点 であ

る。従 来の,こ の種 の,個 人 の秘 密 に関す る調 査 で は,被 験 者個 人 の名 前 が秘 匿 され るか 否 か と

い う保 証は,た だ調査 員 の倫 理感 とか善 意で しか な か った。 した が って,調 査 員が そ の気 にな り

さえす れば,こ れ らのデ ー タ を覗 き見 る可能 性 は ほ とん ど常 に存 在 してい た。 しか し,リ ンク ・

シス テ ムは この種 の蓋然 性 さえ も否定す る。

図2-27は 新 入 生 ア ン ケー ト ・デ ータに お け る リン ク ・シス テ ムの機能 を図示 した もので あ

る。 ア ン ケー・トは まず光 学 マー ク読取機 で磁 気 テ ー プに収 録 され,そ の後 で破 棄 され る。 この と

き,3種 類 の フ ァイル が作 成 され る。 図 の左端 の フ ァイ ルは新 入 生 デー タ ・フ ァイル で あ り,右

端 の フ ァイル は新 入生 の住 所 ・氏 名 フ ァイル であ る。 両 フ ァイル の レコー ドには そ れ ぞれ 別種 の
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図2-27ProceduresforHandlingFreshman

Questionnaire(Pretest)Data.

任 意 の番 号 がつ け られ てい る。 まん中 の フ ァイル が リン ク ・フ ァイル で あ る。 この フ ァイル に は

新 入生 デ ー タ も住所 ・氏 名 もの って お らず,2組 の番号 が の ってい るだ け で ある。 リンク ・フ ァ

イルは外 国 の計 算 セン タに預 け ら れ,新 入 生 デ ー タ ・ファイル と住所 ・氏名 フ ァイル はACEの

計算 セ ンタに保 管 され る。 住 所 ・氏名 フ ァイル は厳重 に金 庫室 に収 め られ,追 跡 調 査 郵送 の際 の

宛 名印 刷 にだ け用 い られ る。 追跡 調 査 は通常 入学(秋)の 翌年 の夏 と第4学 年 の終 りに行 な わ れ

る。 匿名 の新 入生 デ ー タ ・フ ァイルだ けが,し た が って,実 際 に研究 に用 い られ る唯 一 の フ ァイ

ル であ る。

追 跡調査 デ ー タの収 集手 順 は 図2-28の 通 りで あ る。 住所 ・氏名 フ ァイル を用 い て追跡 調 査
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Followup(Post-test)Studies・

ア ンケ ー トを学 生 の住 居 宛 に発送 す る。 この とき,こ のア ンケ ー トに は識別番 号#2が 付 され て

い る。 記 入済 み の ア ンケー トが戻 って来 る と,OMRで 磁 気 テ ー プ に変 換 され た後,破 棄 され る。

この フ ァイルは外 国 の 計算 受 託 業者 の もと に送 られ こ ふで リンク ・フ ァイル を用 い て,レ コー

ド番 号 が#2か ら#1に 置 き換 えられ た畿 この フ ァイル ・レコー ドは 識別番 号#1の 順 に並 べ

変 え られ る。 そ して,再 びACEに 送 り返 されて来 る。ACEでGち この フ ァイル と以 前の新 入

生 デ_タ ・フ ァイル とを組合 せ る。 こ う してで きた フ ァイル を 用 いて個 々の学 生 が 時の移 り変 り

とと もに どの よ うに変 っ て いっ た か を調査 研 究 す るわけ であ る。

リンク ・シス テ ムは一 見不 必要 に経 費 と時間 がか ふる よ うに思 わ れ がちで あ るが,実 際 には,
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フ ァイル の機 密保 持 のた め にこれ まで提 案 され た,ハ ー ドウ ェア上,ソ フ トウ ェア上 の工夫 に比

して 確実 に,ず っ と安 価 に あが る ので あ る。

一 体 に,大 規 模 な,一 種b身 上 調 査 に近い 計 画 を実現 しよ うとい う場 合,大 き な困難 の一 つ}t,

被 験 者 た ちが 自分 の プ ライバ シ ィの流 れ るのを嫌 って協 力を拒 否す る こ とであ る。 した が って,

この種 の保 証 を予 め被 験者 に与 え る こ とが で きれ ば,ア ンケ ー トの解 答率 や返事 そ の ものの 内容

的 な正確 さ も高 ま るはず で あ る。

(5)CIRPデ ー タの活 用

大 規模 で費用 を惜 し まぬ デ ー タ収 集 に よ って,高 等 教 育問題 に関 す るCIRPの デ ータ ・パ ンク

は行 動 科学 者 に学 生 と大 学 の 関係 に関 す る無 限の 研究 資料 を 与 える宝 庫 であ る。 外部 の教育 関 係

機 関 も この事 実 を認 あ,CIRPデ ータを用 い て,教 育 の本質 を探究 す る研 究 を しば しば 依託 して

来 てい る。 次 に,こ の種 の研 究 調査 の うちか ら二 つ,三 つ を選 んで紹 介す る。

1968年 には,全 米 精 神衛 生協 会 と文 部省 の助成 金 を得 て,学 園 の騒 擾 事件 と変革 につ いて

の研 究 が始 め られ た。 そ して,3年 の歳月 を経 て,次 の よ うな事 実 が明 らか にされ た。 学生 の抗

議運 動 は大 学 に直接 関係 す る 問題 か ら次第 に 大学 か ら逸脱 した問題(環 境公 害 とか ベ トナ ム戦 争

とか)に 移行 してい くこと,学 園 騒動 は まず 大規 模 な一流 大学 に端 を発 し次第 に小 さな二 流 校 に

広 が って 行 くこ と,な どであ る。 この研究 は,な お,次 の事 実 も明 らか に した。1969-70

の 授 業年 度 は 最 も騒 擾 の激 しか っ た年 であ り,1970-71の 授業 年度 は マス コ ミが伝 え るほ

ど学 園騒 動 は沈静 して は いな か った。

1969年 には,カ ー ネ ギー高 等教 育 委 員会 の 依頼 で大規 模 な学生 の追跡 調査 と大 学教 職 員 の

調 査 が開 始 され た。 デ ー タは81,000人 の 大学 生,34,000人 の大学 院 生,50,000人 の教 職 員

か ら集 め らち 幾種 類 もの統 計報 告 書 が作成 され た。 その一 つは 「学園 に お ける男 女 の差 別 」 と

題 され る もの で,そ の1カ 所 だけ を引用 す れ ば,次 の よ うな調 査結 果 が記 されて い る。 「男 と女

の学 歴,学 位 の種類,博 士 とな る率,指 導 担 当分 野 な との相 違 を考 慮 に入 れ て も,女 性 教職 員 は

そ の地 位 停年,俸 給 な どの待遇 面 で 明 らか に不 利な 扱 かい を受 けて い る。」

ニ ュ ー ヨー ク市 が ニ ュー ヨー ク市 立 大学 で採 用 した無 試 験 入学 制度}ち 当 時,大 変 な議論 を 呼

ん だ もの で あ る。 そ こで,ニ ュー ヨーク市 高 等教 育委 員会 の依頼 を受 けて,1970年 か ら,試

験 が あれ ば入学 で きなか った で あ ろ う学生 群 と試 験が あっ て も合 格 した にち が いな い学生 群 の二

つ に分 け て,こ れ を追跡 調査 す る研 究 を 開始 した。 これ ら2種 類 の学 生 群 を比較 し続 け る こ とに

よ って,学 力不 足 の学生 の指導 法 や大 学 へ進 む ことに よる学 生 の意欲,自 意識 価 値 感 態度,

行 動 な どの 変化 を知 る ことが で き る,と 考 え られ たか らで あ る。

㈲ 情 報提 供 とデ ー タ ・バ ン ク ・サ ー ビス

さ らに,ACEの 主 要な 業 務 と して は,研 究成 果 の公 布 が あ る。ACEは,1966年,そ の

研 究 か ら得 た調査 結 果 を広 め る意図 の下 に.ACE研 究 報告 を継 続的 に 発刊 す る こ とと し,既 に30

巻 を 超 え る報告 書 を 出 してい る。 また,CIRP協 力大 学 に対 しては そ の学生 の 実 態 につ い て ま と

め た調 査 報 告 を迅速 に送 り返 す こ とに してい る。 た とえば,新 入 生 に 関す る報 告 書は8頁 か らな
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り,各 協 力大 学 に対 して調査 の行 な われ た年 の 暮 まで に送 り届 け られ る。 この報告 書 は要 約 され

た 統計 資料 で あっ て,学 生 個 々人 に関 す る もので はな い。 図2-29は1971年 の報 告 書 の1

頁 であ る。
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図2-29

さら に また,こ の よ うに大 規 模 な調査 に よ って集 め られた デ ー タはACE以 外 の研究者 に よ っ

て も使 用 で き るよ うにな っ てい る。ACEの デ ー タ ・バ ンクは全 米 の 高等 教 育機 関の ほ とん どす

べ て を包括 し,代 表 す る資料 であ り,高 等 教 育 の あら ゆる断 面,大 学 とそ の学生 に関 す る,ほ と

ん ど完 全 な情 報 であ り,さ らに独得 の追 跡 調 査 方式 に よっ てあ る期 間 を置 い て前後 の 因果 関係 を

きわ め る こ とので きる唯 一 の デ ータ源 で あ る。

こN数 年 の間,ア メ リカ合衆 国 の大 学ea,ご 他 聞 に 漏れ ず,批 判 の十 字 砲 火を浴 び てい る。 学

生 た ちは 大学 が 自分 た ちの 要請 に 対 して冷 淡 で適 応力 を欠い て い る と責 め立て る。 一 方 国会 議

員 や役 人や一 般市 民 は反 抗 的 な学生 活 動家 た ち に対 す る大 学 のや り方 が煮 え切 らず不 徹底 であ る,

と不満 であ る。 大学 当局 が この よ うな批難 の最 只 中で苦 慮す る とき,他 方で 大学 進学者 は 増 え る

一 方で あ る
。 今 や大 学 は好 む と好 まざ る とにか か わ らず国 家 の政 治,社 会,経 済 な どあ らゆ る活

動 面 で主 要 な役 割 を演 ぜ ざるを得 な い。ACEが ア メ リカの高 等教 育 シス テム の中 で指導 的 立場

を続 け ざるを得 な い所 以 で あ る。
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資 料 一 覧,

(1)TheAceOfficeofResearch,ItsPurposesandAct'ivites・

(2)TheCooperativeInstitutionalResearchProgram.

(3)AttLink"SystemforAssuringConfidentialityofResearchData

inLongitudinalStudies・

(4)TheAmericanFreshman:NationalNormforFall1972.

(5)ア ン ケ ー ト用 紙

、

'
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附 録1.新 入 生 ア ンケ ー ト用 紙
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附 録2. ACE出 版 物案 内

ACEの 研 究 報告 書類 は 誰 で も有 料 で 入 手で きる。ACEの 出版 物 リス トは,ACEのOffice

ofResearch宛 葉 書 で請 求 す れ ば送 って もらえ る。 こsに は,そ の一 部 だ けを選 んで掲 げ た。

lmpactStudies

"AntecedentsandConsequentsofDisruptiveCampusProtests
,"

byA.W.AstinandA.E.Bayer.MeasurementandEvu'uationin

Guidbnce,Aprill971,pp.18・30.
`℃ampusDisruption

,1968・69:AnAnalysisofCausalFactors,"

byA.W.Astin、InPsyc力o'ρgyoηd'力eＬProblemso/Society,ed.

F.RKorten,S.W.Cook,andJ.LLacey.Washington:Ameri・

canPsychologicalAssociation,1970.Pp.377・87.

Co〃egeDroρouts:、4Na"ona'Pわ/〃 θ,by・A.W.Astin.ACE

ResearchReports,Vol.7,No.1,1972.
`℃ollegeImpactonMarriage

,"byA.E.Bayer.Journa'o/

Marriageand～ 九eFami'y,inpress.
"CulturalSophisticationandCollegeExperience

,"byA.W.

Chickering.EducationutRecord;Spring1971,pp.125・28.

7heEdu('a`輌 ω'α'oηdVocatiひ 卿'Deue'opmen～ofCo〃egeStu-

den'5,byA.W.AstinandR.J.Panos.Washington二ACE,1969.

㌧`EducationalOutcomesforCommutersandResidents,"byA.W.

ChickeringandE.Kuper.Educationat1《ecord,Summer1971,

pp.255'61.

ハ/uca'ionalProgr¢ssor1)isαdvantagedStudents,byH.S、Astin.

Washington:HumanServicePress,UniversityResearchCor・

poration,1970.

Th¢Facu'tyRol¢in()ampubし 「nrest,byR.F.Boruch.ACE

ResearchReports,VoL4,No.5,1969.

HigherＬEducat'oηand∫ 力eZ)↓sadvantagedStudent,byH.S.Astin,

A.W.Astin,A.S.Bisconti,andH.H.Frankel.Washington=

HumanServicePress,UniversityResearchCorporation,1972.

Inst↓'り'め ηロ'Corre'α`esρrFacu"ySupportorc已mρusUnrest,bン

A.E.Bayer.ACEResearchReports,Vot.6,No.1,1971.

1ソ1ε 伽 ↓s力'eCotteges:AI'rofi'εors脚 〃,Pr'Llo'cCo〃egesω ↓f力

Limited:Resources,byA.W.AstinandC.B.'1'.Lee.Sponsured

bytbeCamegieCommissiononHigherEducation.NewYork:

McGraw-HillBookCo.,1971,

0ηf力 εA〃ocα'ionofFedera～FundS/brScience・Edロcation,by

D.E.Drew.ACEResearchReports,VoL5,No.7,1970.
``PersonalandEnvironmentalDeterminantsofStudentActiv ・

ism,"byA.W.As加.ハ4easureme'1'andEりaluatio'」 ∫ηGμ'd・

oηcε 、Fall1968,pp.149・62.
``Thel`re ・CollegeStudentScien㏄TrainingProgramofthe

NationalScienceFoundation:AnEmpiricalAnalysis,"by

A.W.Astin.Journa'orExperimenta'Educロ ～ω η,Summer

1971,pp.1・12.

Predic～ 輌ηgAcademicPerformanceinCo〃 ¢ge,byA.W.Astin.New

York:FreePress,1971.
"APreliminaryEvaluationoftheUnder郎aduateResearchPaれici ・

pationProgramoftheNationalScienceFoundation,"byA.W.1969

,PP.Astin,Journa'orEduca'↓oηα～Rεsεorc力,Janu卿

217・21.

乃 り ～e5～Bε んω 輌orand∫ ～esponseon'力eU.S,Campus,byA.S.

BiscontiandA.W.Astin.Inpreparation.
``RacialConsiderationsinAdmissions

,,'byA.W,Astin.In7恥e

Campusand～ 力e}tacial()risis,ed.D.C.NicholsandO.Mills.

Washington:ACE,1970.Pp.11341.
``SexDiscriminationinAcademe

,"byH.S.AstinandA.E.Bayer.

Educat'oηo'Rec`〃',1,Spring1972,pp.101・18.

AS'μdyor'力e/VSFCoUegeSciencelmprovementPrognm,by

DE,Drew.ACER、 ・searchReports,Vol.6,No.4,1971.
"UndergraduateAchievementandlnstitutional`Excellence

,'"by

A.W.Astin.Sc∫ ¢ηce、16August1968,pp.661-68.
"VblenceandDisruptionontheU .S.Campus,1968・69,"by

A.W.AstinandA.E.Bayer.E伽cα'ionロ'Record,Fall1969,

pp.337・50.

'

Descriptive/NormativeStudies

TheiltltericanF「eshman:∧tational∧10rms/t.)t'Fatt1971,bythe

StaffoftheOfficeofResearch.ACERescarchRepor込 、VoL

6,No.6,1971.

一255一



.

7heAmericanGruduateStu(ien'こA∧lormativeDescription,by

J.A.C"〕ager.ACERes.parchReports,Vol.6,No.5,1971.

7W¢8'αc允StUdentinA'rtericanCo〃eges,byA.E.BayerandR.F.

Bomch.ACEResearchReportS,Vol.4,No.2,1969.』
`℃ampusUnrest

,1970・71:WasItReallyAllThatQuiet?,'by

A.E.BayerandA.W.Astin.EducationatRecor式Fall1971,
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281概 要 お よ び 所 感

MEDINETは 病 院 お よび ヘ ル ス ・ケア ー ・セ ンタを対 象 と した 財務 関係 業務 を オ ン ライ ン ・シ

ス テ ム で処 理 す る システ ムで あ る。

この シス テ ムはGE(GeneralElectric)社 が1966年 か ら開 発 に着 手 した もので,現

在 までに1,200万 ドル(36億 円)の 開発費 が投 入 されて い る。

MEDINETは,MARKMオ ン ライ ン ・ネ ッ トワー ク ・シス テム に組 み込 まれ たア プ リケー シ ョ

ン ・シス テ ムの一 つ であ り,MARK皿 はGE社 が 以 前 に開発 したMARKUを 改 良 した もの であ る。

この シス テ ムのね らいは,病 院 管理 のた め の コ ン ピュ ー タ施 設 を もたず と も,あ たか も自社 の コ

ン ピ ュー タを使 用 して い るか の よ うに,い つ でも使用 で き,運 営 お よび管 理 委 員 の省 力 化の み なら

ず,シ ス テム開 発の た めの 費 用 お よび時 間 等 の節 約 がで き るこ とで あ る。

MEDINETの ユ ーザは 海 外 に もあ り,海 外 ユーザ へは人 工 衛星 を 介 して通 信 回線 を結 ん でお り,

ア メ リカ以 外 ではス エー デ ン,イ ギ リス,ノ ル ウェイ,日 本等 で,ア メ リカ国 内 での契約 数 は60

で,ユ ー ザ(病 院)数 は200で あ る。 これ らのユ ーザ は,一 般 のTSSユ ーザ と同様 にTSSの

利用 もで ぎ る よ うに な って い る。(図2-30)

MEDINET

ユ ー ザ

GEラ イ ブ ラリ

(約300本)

一

●

h4EDINET

ライ ブ ラ リ

●

一 般TSS

ユ ー ザ
.

プ ライ ベ ー ト

ライ ブ ラ リ
.

図2-30

一258一



MEDINETの 特 色 は,MARK皿 を利 用 す る ことに よ って,大 量広 域 のデ ー タ ・バ ン クを構成

す る こ とが可 能 で あ る とい うこ とで あ る。GE社 では,今 後,患 者 を中 心 と した シ ス テ ム の ア プ

ロー チの検 討 を進 め たい との ことで あ り,地 域医 療情 報 シス テム と予 防 医療 シス テム の面 で も利 用

価 値 がで て くるもの と思 わ れ る。

しか しなが ら,自 動 診断 や 治療 シス テム の拡充 につ いて は,患 者 との トラブル等 の問題 が 多 く,

現 在は 考 えて いな い と の こ とで あ る。 また,心 電図 や脳 波等 の デ ー タ伝 送 にっ い ては,現 在 の通 信

回 線 で は まに あわ ず,そ れ と 多 額 の開 発費 用 を要 す るため 当分 は実 施 困難 であ ろ うとの こ とであ

る。

282詳 論

MEDINETは コ ン ピュー タ化 の意 志 はあ るが,コ ン ピュー タを病 院 内 に設置 す る ことに難 点 を

もっ てい た り,あ るいは 外部 へ の 委託処 理 に して も信 頼性 に関 し疑問 を持 ち,自 社導 入 に は余裕 が

な い とい った とこ ろを セ ールス の対 象 と して い る。 逆 に い えば,こ れ ら の 両方 に マ ッチ してい るの

がMEDINETで あ り,他 社 と比較 して コス トが安 い の が一 番 の利点 で あ る とい うこ とで あ る。

このシ ステ ム を利 用す る病 院 に は,そ の規 模 に よ り1～5台 の ター ミナル が あ り,こ れ ら の ター

ミナル か らは,

① 電 話 回線 に よ り,リ モ ー ト ・コ ンセ ン トレ一 夕(RC)へ 情報 が 集 め られ る。RCは アメリカ ・・

のほ か,ス エー デ ン,イ ギ リス,ノ ル ウェー,日 本(電 通)な ど50カ 所 に 配置 され て い る。

②RCの 情 報 は,さ ら にオ ハ イオ州 ク リー ブ ラン ドの コン ピュー タ ・セ ンタ にあ る20台 の セン

トラル ・コンセ ン トレー タ(CC)に 集 められ る。

③ コン ピュー タ'セ ン タでは,ccか らの情 報 を オ ン ライン ・リア ル タイ ムで フ ォア ・グ ラン

ド ・プ ロセ ッサ(FGP)に よ り処 理 す る。

④FGPに は,テ ンポ ラ リ ・ス トレー ジ とオ ン ライ ン ・ス トレ ージ があ り,レ ス ポ ンス を早 く要

求 され る ものは オ ン ライ ン ・ス トレー ジ に入れ,逆 に レス ポ ンス ・タイ ムを必要 と しな い業 務

はバ ック ・グ ラン ド ・プ ロセ ッサ(BGP)に 入 れ る。

ネ ッ トワー クの構 成 は 図2-31の とお りで あ る。

(1)処 理 概要

セ ン トラル ・コ ンセ ン トレ一 夕よ り入 力 され た情 報 は,フ ォア ・グ ラン ド ・プ ロセ ッサ で優 先

度 に よ り三 つの レベ ル に分 け られ て処 理 され る。

① 処 理 を して,た だち にユ ーザ へ情 報 を送 り返 す。(第 一 優 先 レベ ル)

② 情 報 の二部 を処 理 して,バ ック ・グ ラン ド ・プ ロセ ッサ に返す ため情 報 を一 時 ス トアす る。

(第 二 優先 レベ ル)

③ バ ック ・グ ラン ドで処 理 され た もの をス トア し,オ ン ライ ンで検 索 で き る よ うにす る。

(第 三 優先 レベ ル)
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㈲ 第一 優 先 レベ ル の例(リ アル タイ ム処 理)

① 患者 が 入院 す る と,部 屋番 号,ベ ッ ドの位 置,患 者番 号 等 がき まる。 ベ ッドの割 当 てが終

る と,入 院率,ベ ッ ドの あ き状態,財 務 関係 のデ ー タが更 新 され る。

② た とえ ば,病 院 が5台 の救 急車 を必 要 とす る場 合,5台 買 うの が よい か,レ ン タルの 方 が

よい のか を,金 利,救 急 車 の コス ト,減 価 償 却費 等 の情 報 を 入力 して,'そ の結果 に よ り判断

す る。

(b)第 二 優先 レベ ル の例

① 入院 費 をす ぐに払 わ ず に後 日払 い にす る場 合 の計算 。

② 患 者 が レン トゲ ン撮 影 や血 液検 査 等 を した場 合 に,検 査 を した とい う情報 が リモ ー ト ・コ

ンセ ン トレ一 夕 とセ ン トラル ・コ ンセ ン トレー タ を通 して フ ォア ・グ ラン ド ・プ ロセ ッサ に

入 る。

コン ピ ュー タは,デ ー タの 入 力先 やデ ー タの 内容 を チ ェ ック して料 金 計算 を行 な う。病 院

の会 計係 が患 者番号 と勘定 コー ドを入 れ る と,そ の 患者 の請 求金 額 が,す ぐにプ リン トされ

る。

(c)第 三 優先 レベ ルの 例(パ ック ・グ ラン ド処 理)

① 処 理 時間 を要 す る もので,た とえば,財 務 の報 告 で あ る 日報,週 報お よび月報 等 はパ ッチ

で処 理 す る。

② 処 理 の あ き時 間 が あ る と きは,テ ンポ ラ リ ・ス トレ ー ジか らデ ー タを と り出 して処 理 す る。

② イ ンタ フ ェース お よび故 障 対 策

オ ン ライ ン端末 機 は,汎 用 コ ン ピュー タであれ ばす べ て接 続可 能 で あ り,現 在 は30種 類 の異

な った端 末機 と接 続 して い る。 そ のほ か に もA/D変 換 に よる一部 の特殊 コン ピュー タと の接続
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も可 能 で あ る。

しか しな が ら,バ ック ・グ ラン ド処 理に つい て は,ユ ー ザの端末機 とバ ック ・グ ラン ド ・コ ン

ピ ュー タとが 同一 会社 の もので な已 と利用 す る こ とが で きな い。

た とえば,IBM端 末機 を有 す るユ ーザ はバ ック ・グ ラン ド ・プ ロセ ッサのIBMの コン ピ ュ

ー タ しか利 用 で きな い
。 ・.

故障 対 策 と して は,MARKHIは 完全 な並列 で構 成 され てい るの で,か りに1台 が故 障 して も,

ほ か の コン ピュー タで完全 に代行 で き る よ うに な ってい る。 また,ハ ー ドウェア の信 頼 性 は99

%以 上 で,切 換処 理 や リ カバ リ処 理 の迅速 性 を特 に重 視 してい る。 この ほ か,停 電 に よる事 故 が

発 生 して も20分 間 は バ ッテ リで カバ ー し,そ の後 は デ ィーゼ ル発電 機 が稼 動す る よ うに な って

い る。

(3}MEDINETの ア プ リケー シ ョン ・パ ッケー ジ

(a)入 院管 理(AdmissionandCensusReporting)

① 新規 入院 患者 の情 報 を リアル タイム で処 理 し,当 該病 院 の入 院 管理情 報 用 フ ァイル を 更新

し,ほ か の ア プ リケ ー シ ョン で必 要 な と ころ へは 自動 的 に情 報 が送 られ る。

② 患者 のベ ッ ド,部 屋 番号 お よび患者 番号 等 の 自動 割 当 てをす る。

③ 入院 患者 の現 況,あ きベ ッ ドの状況 お よび 入院 施設 利 用状 況等 を把 握 す るた め の各種 報 告

書 を作成 す る。

(b)入 院 患者 会計(InpatientAccounting)

入 院 患者 の 各種 料金 計算 用 の ア プ リケー ショ ンであ り,部 屋 の使用 料 お よび サ ー ビス料 金 等

は 自動 的 に計算 され る。(一 部 リアル タ イム処 理)

① ユ ー ザ側 の 要 求 に応 じて,週 ご との 請求 明細書 の作 成,請 求 時点 ま での トー タル の請 求書

の随時 作成 お よび任 意 の期間 に限定 した未収 分 の日割 請 求書 の作成 等 で あ る。

② 入 院 費 の回収 を確 実 に し,集 金 の迅 速化 に 資す るた め の年 間収 入 状況 や経 理 現 況 の各 種 資

料 を作成 す る。

(c}外 来 患者 会 計(OutpatientAccounting)

外来 患者 の料金 計 算用 の アプ リケ ー シ ョンであ り,患 者 が入 院 した 場合 も自動 的 に継続 処 理

され る。 また,同 一 家 族 単 位 で の料金 の一 括計 算 もで き るほか,診 療室 単 位 に外来 患者 の連 絡

先 や前 回来 診時 の状況 等 を 予約 順 に リス トし,診 療 業 務 の円滑 化 をは か る こ とがで き る。

(d)"般 経 理処 理(GeneralLedger)

経 理 関係 の ア プ リケ ー シ ョンで,経 理台 帳 の フ ァイル の整備,毎 日の収 支状 況,月 間 の収 支

バ ランス お よび ク レジ ッ ト,現 金 収 入 別の会 計 報告書 を作成 す る。

(e)給 与計 算処 理(PayrollandPersonnelAccounting)

職 員 の給 与明細 の チ ェ ックお よび作成 を行 な い,週,隔 週 お よび月 単 位 の組 み合 わ せ に よ る

給 与計 算 も可 能 で あ る。 また,病 院職 員 のみ な らず一 般 の給 与計 算 に.も利用 で きる。

標 準的 な 各種給 与 関係 資 料 は,連 邦,州 政 府,そ の ほか の地方 公共 団体 の給与 体 系 に準 拠 し
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た もの であ る。

(f)在 庫 管 理(GeneralStoreInventory)

医薬 品 等 の在庫 量 と コス トを管 理 す る アプ リケ ー シ 日ンで あ り,物 品 の種 類 別 品 日別の 入

出庫 お よび 手持 ち量 や使 用部 門 別 の 払 出 し状 況 に関 す る資料 を 作成 す る。 も し,在 庫 量 が一 定

基 準 以 下に な る と自動的 に警告 を だす よ うにな っ てい る。

(g)経 理 統 計処 理(RevenueandStatistics)

ほ か の アプ リケー シ ョ ンか ら経 理 に関 す るデ ー タを収 集 し,月 間,半 期 お よび年 間 の経 理 関

係 の各種 統計 資料 を作 成 す る。 これ らの資 料の 出 力様 式 は,病 院独 自の設計 も可 能 であ る。

㈲ そ の 他

ユ ーザは 前述 の ア プ リケー シ ョンの ほか にMARK皿 の300種 に及 ぶTSSラ イブ ラ リを使

用す る こ とが で きる。

これ らのパ ッケ ー ジの特 長 は,ロ ジ ック ・オ プ シ ョンお よびパ ラ メー タ ・オ プシ ョンを ユ ーザ

が任 意 に選 択 し,ユ ー ザの 業務 に最 適 な シス テ ムを構 成 す る こ とが で き る ことにあ る。 した が っ

て,ま った く同一 のパ ッケー ジを使 用 してい るユ ーザは ない との こ とであ る。

(4}MEDINETの 運用

(a}導 入 お よび教 育

MEDINETの 導入 が 決定 す る と,2週 間 で最 初 の ア プリケー シ ョンが稼動 可能 とな り,そ

の後 一 日一 個 の 割合 で ア プ リケー シ ョンを増 設 して い くわけ で ある が,ユ ーザ が経 理関 係 の処

理 を こなす まで には6～8カ 月 の教 育期 間 が必 要 であ る。 か りに,MEDINETを 利用 せ ず に

ユ ーザ独 自で シス テ ムを開 発 した場 合 に は,2年 半 ～3年 の 期間 が必 要 で あ ろ うとの ことで あ

る。 また,ユ ーザ側 の オペ レー タの訓練 につ いて は,1日2時 間 程度 で8日 間行 な わ れ る。s

(b)費 用

MEDINETとMARK皿(TSS)は 別料金 制 を とってい る。

MEDINETは,ア プ リケ ー シ ョンの 数 と病院 の規模(患 者数)を 基 準 と して料 金 が設 定 さ

れ てい るが,い くつ か の病 院 を グル ー プ化す れば,マ ー ケテ ィング費用 が害按 とな るの で,料

金 を い くらか安 くして い る。 また,ユ ーザ が使 用 す る記憶 容 量 につ い ては,現 在 は制 限 して い

な い カ～ 大 き くな る とそ れだ け料 金 も高 くな る。 患 者一 人 の一 日当 りのMEDINET費 用は

0.75～1.25ド ル(225円 ～375円)で あ る。

次 に参 考 まで に費 用 を示 す。

o小 病 院 の年 間 費用4・O,OOOド ル(1,200万 円)

0600ベ ッドの病院 の年 間 費 用250,000ド ル(7,500万 円)

MARK皿(TSS)は 次 の項 目 を基本 に料 金 を算 定 す る。

① プ ログ ラムの使 用 す る1/Oの 数

② メイ ン ・フ レー ムの大 き さ

③ 特 定 イ ンデ ックス の使 用 状 況
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④RCと の コ ネク ト時間

⑤ オ フライ ンの1/O処 理料 ほか

(c)秘 密 保 護対 策

秘 密保 護 につ い ては,シ ス テ ム での チ ェ ック とオ ペ レー タの管 理 面 で のチ ェ ック とで秘 密保

護 の 対策 を とって い る。

シス テ ム上 では,ユ ー ザ番号,ジ ョブ番号,パ ス ワー ドお よび プ ロジ ェク ト・コー ド等 に よ

る10個 あ ま りの キ ー ・コー ドを用 い て チ ェ ック してい る。 さら に,デ ータ の伝 送 につ い ては

暗号 を使 用 してお り,ア メ リカ国 防 省 で も このシス テ ムの一 部 を 利用 してい る。

また,オ ハ イオ州 ク リー ブ ラン ドにあ る コン ピュー タ ・セ ンタの オペ レー タは,す べ て身元

保 証金 をつ んだ 人 であ り,外 来者 は もち ろん,た とえGEの 副社長 であ ろ うと も勝 手 に入 る こ

とは で きな い。

(5)MEDINETの 構成

(a)ハ ー ドウ エア構成

① リモ ー ト ・コン セン トレ ー タ 。

Haneywell416.516

GE4020

② セ ン トラル ・コ ンセ ン トレ一 夕

リモー ト ・コ ンセ ン トレー タ と同 じ

③ フ ォア ・グ ラン ド

.Haneywell6352台

④ パ ック ・グ ラ ン ド

Haneywe1160002台

IBM370/1582台

CDC6600(導 入 予定)

(b)ソ フ トウェア

① 基本 的 な ア プ リケー シ ョン ・パ ッケ ージは 前述 の七 つ のパ ッケー ジを含 め て10本 で あ り,

そ のほ かTSS用 の300本 の ア プ リケー シ ョンが使用 可能 であ る。

② ソフ トウ ェア 開発費 用 は,MEDINETだ け で1,200万 ドル(36億 円)投 入 されて い

る。

③ ソ フ トウ ェア の使用 状 況 は次 の とお りであ る。

イ.需 要 面か らみ た場 合 の順 位

i)入 院 管理

iD入 院患者会 計

iii)外 来患者会 計

ロ.計 算 機 の処 理時 間 か らみ た 場合 の 順位
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D入 院患 者会 計

ii)外 来 患者会 計

(6)MEDINETの 開発上 の問 題点

① 各 ユー ザ側 の ニ ーズ が多 種 多様 で ある こと。

② 連 邦,州 政 府 へ提 出す る報告 書 が統一 されて いな い こ と。

③ 保 険会 社 へ提 出す る保 険 申請 の書 式 が統一 されて いな い こと。

このほ か ソフ トウ ェア の面 で応 答 時間 の問 題 が あ った が,当 初 は数 分 かか った 応答 時間 が現在

では ピー ク時 で平 均12秒 程度 までに向上 した。

(7)将 来 計画

将 来は 患者 を中 心 と した 業務 を若 干す る ことに な るが,当 面は ア プ リケ ーシ ョン ・パ ッケー ジ

の充 実 に重点 をお き,特 に処 理速度 の向上 とシス テ ムの柔 軟性 を高 め る ことに よ り,ユ ーザ に と

って,さ ら に使い や す い シス テ ム に した い との こ とで あ る。

資 料 一 覧 。

ωMEDINET(HospitalInformationService)

(2)MEDINETAPPLICATIONS(ForHospital&HealthCareCenters)

(3)MEDINET(ASensibleWaytoComputerizeYourHospital)

(4)InpatientAccounting
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29TSSに よる受託計算サービス(XCS社)

先

地

日

者

査

在

査

接

調

所

謂

面

調 査 員

XeroxComputerServices

5310BeethovenStreetLosAngeles,Calfornia90066

1973年12月10日

Mr・JamesS・CampbelPresident

Mr・DobbsonVice-President

Mr.HatfiedDirectorofSystem,Management

椙 沢,瀬 戸,浅 野,日 高,鈴 木 花 岡

29.1概 要 お よ び 所 感

XCS(XeroxComputerServices)は ロス ア ンゼ ル ス に本 社 を お くタ イム シェア リン グ

の受 託計 算 セ ン タで あ る。XCSは1969年 に設立 され,1970年 に ロス ア ンゼル ス で 開業 して

い たア イザ ック ・タグ社(IBM360/40に よ る タイ ム シ ェア リング計算 セ ンタ)を 買収 し,利用

者25社 とい う規 模 で発足 した。

1971年 には 利用 者 は168社 に増加 し,1972年 に は593社,1975年 には919社

に増加 す る見込 み で あ る。

XCSはIBMと は直 接競 合 しな い分野 で 高収益 を あげて きてい る。 アメ リカの主 要都 市 を9,600

B/Sの 専 用 通信 回 線 と電 話 回線 で 結 び,広 域 の情 報処 理 サ ー ビスを行 な って い る。

利用 者 は,流 通 業,製 造 業 お よび官公庁 の広範 囲 にわ た り,そ れ ぞれ に対 し各種 ア プ リケー シ ョ

ン ・パ ッケ ー ジを提 供 してい る。 現 在XCSの 従業 員は約270名 で,月 間 約48万 ドル(1億4,400

万 円)の 売 上 げ で あ る。

ア メ リカにおけ る計 算 セ ン タ業 界 の歩 み を見 る と,1966年 には オ ン ライ ン ・サ ー ビス に よ る

売上 げは,計 算 セ ンタ業界 の売上 げ の4%を しめ るにす ぎなか った。1968年 か ら1969年 に

は タイ ム シ ェア リングの計 算 セ ン タは300社 に達 したが,1971年 には約140社 程度 に まで

減 少 し,し か もそ の うち利 益 を生 んでい る セ ンタは約30社 に す ぎな い状 態 とな った。 しか し,計

算 セ ン タ業界 に おけ る タイ ム シ ェア リングな どに よる ネ ッ トワー ク ・イ ン フ ォメー シ ョン ・サ ー ビ

ス の 売上 高比率 は 大 き くな り,1972年 には約30%,8億5,200万 ドル(2,556億 円)で

あ ったが,1978年 には16億4,000万 ドル(4,920億 円)に 達 す る見 込み で あ る。

XCSを は じめ現在 ア メ リカで成 功 してい る計 算 セ ンタは,い ずれ も何 らか の特 徴 を もって お り,

逆 に何 らかの 特徴 を もたな い と生 きの これな か った と もい え る。 日本 の計算 セ ンタ業 界 の将来 を考

える とき,XCSの 行 き方 はMEDINETと と もに参 考 にな る事 例 の よ うに思 わ れ る。

292詳 論

(1)XCSを か こむ ア メ リカの情 勢
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(a)ア メ リ カ に お け る計 算 セ ン タ の 推 移

1968年 か ら1969年 は タ イ ム シ ェア リ ン グ ・セ ン タ は 全 盛 期 を む か え,ウ ォー ル ・ス

ト リー ト関 連 業 務 を 中 心 に 約300社 に 達 した が,1971年 に は わ ず か140社 に 減 少 し,

そ の うち 実 際 に 利 益 を 計 上 して い る の は33社 に す ぎ な い 状 態 と な っ た。1972年 に タ イ ム

シ ェア リ ン グ ・セ ン タ で 生 き の こ っ た の は,GE(GeneralElectric),TYMSHARE,

COMSHARE,KEYDATA,XCSな ど約10社 に す ぎ な い 。

計 算 セ ン タ業 界 の1972年 の 売上 げ お よ び1978年 の 予 測 は 表2-18の とお りで あ る。

す な わ ち,1972年 に は 業 界 の 売 上 げ は 約28億4,000万 ドル(8,520億 円)で あ っ た

が,1978年 に は84億3,000万 ドル(2兆5,290億 円)に 達 す る 見 込 み で あ る。

表2-18ア メ リカに おけ る計算 セ ンタの 売上 げ

西 暦 売 上 げ
ネ ッ トワーク ・イ ン フ ォメー ショ

ン ・サ ー ビス の 売上 げ(内 数)

1972年

(実 績)

28億4,000万 ドル

(8,520億 円)

8億5,200万 ドル

(2,556億 円.)

1978年

(予 測)

84億3,000万 ドル

(2兆5,290億 円)

16億4,000万 ドル

(4,920億 円)

(b)ネ ッ トワ ー ク ・イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・サ ー ビス の 現 況

ネ ッ トワ ー ク ・イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・サ ー ビ ス の 内 訳 を 見 る と,図2-32の よ うに 科 学 技

術 計 算 が 収 入 の35%を し め て い る。 この 分 野 で は,TYMSHARE,COMSHAREな ど の 計

算 セ ン タ が得 意 と して い る 。 コ マ ー シ ャル ・ビ ジ ネ ス ・デ ー タ 処 理 は,1972年 に は28%

科学技 術

計算

3596

コマーシャル

ビジネス

アータ 処 理

1972年

科学技

術計算

コマ ーシ ャル

ビジネ ス

デ ー タ 処

47%

1978年

図2-32ネ ッ トワー ク ・イ ン フ ォ メ ー

シ ョ ン ・サ ー ビ ス の 内 訳
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で あ るが,1978年 には47%に 達 す る と思 わ れ将 来 の需要 は きわ め て大 きい こ とが予 想 さ

れ る。XCSは この コマ ー シ ャル ・ビ ジネス ・デ ータ処 理 の分野 を 主体 と して拡 販 活 動 を行 な

ってい る。

(c)XCSの 潜 在市 場

XCSの 潜 在市 場 は,流 通 業,製 造 業 な どの比 較的小 規 模 の企 業 お よび地 方行 政 省庁 が主 体

で あ り,XCSの 調 査 で は ア メ リカの50主 要都 市 にお け る潜在 需 要 の分布 は 図2-33の よ

うにな り,全 需 要 は30,000ユ ーザ と見 込 まれ る(う ち ロス ア ンゼ ル ス 地区 は4,000ユ ーザ)。

OMI)NSAPOLtS

o

●

図2-33XCSの 潜在 需 要

(2)XCSの 運 営状 況

㈲ 経 営指 標 の推 移

1972年 の 収入 の うち約75%が 毎月 の定 常処 理,15%が スポ ッ ト業務,の こ りの10

%が バ ッチ処 理 業務 に よっ てい る(図2-34)。 しか し1975年 に は毎月 の定 常処 理 業

務 の 比率 が80%に 達 す る見込 みで あ る。

XCSは,(3)項 で説 明す る よ うに10数 個 の アプ リケ ー シ ョン ・パ ッケ ー ジを 開 発 し,そ

れ らを使 って顧 客業 務 を コン ピュー タに のせ て い る。 ζれ らの ア プ リケ ー シ ョン ・パ ッケ ー

ジの 開 発に はい まsで に1,500万 ドル か ら2,000万 ドル(45億 円 か ら60億 円)の 投

費 を してい る。

支 出 の内訳 は マー ケ ッテ ィン グに約35%,生 産 に35%,開 発 に1090で あ る。
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スポ ッ ト

業 務

1596,

そ の 他

(1096)

毎月 の 定 常 処理

(75%)

(a)収 入(1972年) (b)収 入(1978年 予 想) (c)支 出(1972年)

図2-34XCSの 経 営 指標

(b}顧 客 の分 布

1973年6月 現 在 のXCSの 業 種 別顧 客 の分 布 を見 る と,表2-19の とお りとな る。

利用 度 の一番 大 きい 業種 は製 造 業 で あ り全 体 の約33%を しめ る。 つい で流通 業,技 術計 算,

公共 機 関の順 とな っ てい る。

ア カ ウン トの回数 で見 る と月 当 り211回 で あ り(1973年12月 には300回 を こえ

てい る),売 上 げ は48万5,000ド ル(1億4,550万 円)/月 で あ った。

表2-19XCS業 種 別顧 客分 布

業 種 アカウン ト(回/月) 金 額(ト ツレ/月)

流 通 業

製 造 業

公 共 機 関

技 術 計 算

建 設 業

67

71

23

45

5

166,000(4,980万 円)

144,000(4,320万 円)

89,000(2,670万 円)

79,000(2,370万 円)

7,000(210万 円)

合 計 211 485,000(1億4,550万 円)

(C)顧 客 の プ ロフ ィー ル

XCSの 顧 客 の典 型 的 な プ ロフ ィール は,次 の とお りで あ る。

① 顧 客 の年 間 売上 げ高

XCSの 典 型 的顧 客 を年 間 売上 げ高 で見 る と,590万 ドル(15億 円)か ら5,000

万 ドル(150億 円)の 間 に分布 してお り,平 均は800万 ドル(24億 円)で あ る。

②XCS利 用 状 況

典型 的 な顧 客 のXCS利 用 状 況 は表2-20の 通 りであ る。 す なわ ち,月 間 に3,500
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ドル(105万 円)の コ ン ピ ュ ー タ等 の使 用 料 を 支 払 い,平 均1.7台 の タ ー ミナ ル を 設 置

し,平 均5種 類 の ア プ リケ ー シ ョ ン を使 い,900万 バ イ トの オ ン ラ イ ン ・ズ トレ ー ジ を

使 用 し,25,000件/月 の フ ァイ ル ・メ ン テ ナ ンス を 行 な い,平 均12万 行/月 の プ リ ン

トを 行 な っ て い る。

表2-20典 型 的 な顧 客 のXCS利 用状況

項 目 内 容

月 間 使 用 料 3,500ド ル/月(105万 円/月)

タ ー ミ ナ ル の 数 1、7台/顧 客

平 均 ア プ リケ ー シ ョ ン 数 5個

オ ンラ イ ン ・ス トレー ジ使 用 料 9,000,000ノ こイ ト/顧 客

平 均 プ リ ン ト 行 数 120,000行/顧 客/月

トラ ン ザ ク シ ョン'イ ン プ ッ ト 25,000件/顧 客/月

③ 初 期 費用 お よび稼 動 まで の所 要期 間

XCSの 平 均的 顧 客は,表2-21の よ うに,1ア プ リケ ー シ ョ ンを導 入す るため に平

均45日 を費 し,全 体 を完 成 させ るの に平 均8カ 月 を要 して い る。 また,初 期 費用 は平 均

5,000ド ル か ら7,000ド ル(150万 円か ら210万 円)で あ る。

表2-21初 期費 用 お よび稼 動 まで の所要期 間

項 目 内 容

ア プ リケ ー シ ョ ン 完 成

所 要 日 数
45日/ア プ リ ケ ー シ ョ ン

1

全 体 を 完 成 さ せ る
所 要 日 数

8カ 月/顧 客

初 期 費 用
5,000ド ル/月 ～7000ド ル/月

150万 円/月 ～210万 円/月

一顧 客 当 りの ター ミナ ル台 数は 前述 の とお り1 .7台 だが,設 置 台 数 当 りの顧 客 の分 布 を

見 る と,図2-35の とお りとな り,タ ー ミナ ル1台 だけを もつ顧 客 が きわめ て 多い こ と

がXCSの 特 徴 とい え よ う。
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3台 以 上

(10%)

2台

(20%)
1台 の 顧 客

70%

図2-35タ ー ミナル台 数 に よる顧 客 の分 布

④ 顧 客 の平 均 費用

XCSの 典型 的 な顧 客 は,表2-22の よ うに,約3,500ド ル/月(105万 円/月)

の 費用 をか け てい る。 そ の 内訳 は,ス トレー ジ費用 に約25ド ル/月(7,500円/月),

通 信 回 線 に170ド ル(51,000円/月 一 ター ミナル1台 当 り100ド ル),タ ー ミ

ナ ル に2,50,0ド ル/月(75万 円/月 一1台 当 り1,500ド ル/月)で あ る。

表2-22顧 客 の 平 均 費 用

項 目 内 訳

ス トレ ー ジ ・プ リ ン ト費 用 25ド ル/月(τ500円/月)

通 信 回 線 費 用 170ド ル/月(51,000円/月)

タ 一 ミ ナ ノレ 2,500ド ル/月(750,000円/月)

そ の 他 800ド ル/月(240,000円/月)

合 計 3,500ド ル/月(1,050,000円/月)

前記 ① で顧 客 の年 間 売上 げ が平 均800万 ドル(24億 円)で あ った。したが ってXCS

利用 に と もな う費 用 は 売上 げ高 の約0.44%に あ た る。 も し人件 費 等が 表2-22の 合 計

金 額 と同程 度 必要 だ と仮 定 す る と売上 げ高 の約1%が コ ンビ ュー,タ関連経 費 とな ってい る

と推定 され る。

(3)コ ン ピュー タ ・シス テ ムお よび 通 信 回線網

(a}コ ンピ ュー タ ・シス テ ム

① ハ ー ドウ ェア機 器構 成

1970年 にア イザ ック ・タ グ社 を 買収 した ときはIBM360/401台 で あっ たが,
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現 在 は,次 の よ うな 大 規 模 な シ ス テ ム を 持 つ に い た っ て い る。 す な わ ち,

Sigma92台

(1台 は 現 在 設 置 中)

Sigma74台

IBM360/401台

Sigma33台

こ の うちSigma3は プ リン ト専 用 機 で あ り,サ ン フ ラ ン シス コ,シ カ ゴ,ダ ラス,ア ト

ラ ン タ な どに 順 次 設 置 し つ ふあ り,こ れ ら の プ リ ン ト専 用 機 は ロス ア ン ゼ ル ス の コ ン ピ ュー

タ と,後 述 の 通 信 回 線 で 直 結 して い る。

タ ー ミナ ル は 現 在 合 計344台 あ り,そ れ ら は,次 の よ うに 各 コ ン ビ ュ ー タ へ 通 信 回 線

を 介 して 接 続 さ れ て い る。 す な わ ち

Sigma9145台

(ア メ リ カ全 域)

Sigma7124台

(ロ ス ア ン ゼ ル ス 地 区)

Sigma775台

(ロ ス ア ン ゼ ル ス 地 区)

ま た デ ィス ク ・フ ァ イ ル は,50MB/台 の容 量 の デ ィス ク ・ ドラ イ ブ130台 設 置 さ れ

て い る。

② ソ フ トウ ェ ア

XCSのIAS(InteractiveAccountingSystemの 略)シ ス テ ム は 図2-36

の よ うに,DCM(DiagnosticContro1Monitor)とEXEC(Executive

ControlProgram)か ら な り た っ て い る。

EXECはDCMの コ ン トロ ー ル を うけ, .また

ア プ リケ ー シ ョ ン ・プ ログ ラム の 実 行,ス ケ

ジ ュ ー リ ン グ,コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・コ ン ト

ロ ー ル な どはEXECが 行 な う。

IASの 設 計 目標 は 次 の 五 つ の 項 目 の 実 現

に あ っ た 。 す な わ ち,

イ.SUPERRELIABILITY/AVAI-

LABILITY

DCMの 主 要 部 分 を し め て お り,シ ス テ

図2-361ASシ ス テ ム

ム の 信 頼 度 を99.9%以 上,ア ベ イ ラ ビ リ テ ィは98%以 上 を 目 標 と し た 。

ロ・MAXNumberofOnlineTerminals

Sigm7で は150台 の タ ー ミナ ル,Sigma9で は200台 が,レ ス ポ ン ス ・タ イ ム2
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秒 以 内 に な る よ うに した 。

ハ ・SimpleHandlingofLargeFile

顧 客 は 平 均900万 バ イ トの フ ァイ ル を 使 うの で,取 扱 い が な る べ く簡 単 で あ る こ と。

二 ・SimpleEventDrivenScheduling

故 障 診 断 お よ び ソ フ ト ウ ェア ・メ ン テ ナ ン ス が 簡 単 に で き る よ うに した 。

ホ.MAXProtectionAgainstApplicationProgram

ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラム の 誤 動 作 に 対 す る プ ロテ ク シ ョン を で き る 限 り行 な う。

EXECはSigma9の ア セ ン ブ ラ で書 か れ た オ ペ レ ー テ ィン グ ・シス テ ム で あ り,図2-

37の よ うに,COCハ ン ドラ,ス ケ ジ ュ ー ラ,イ ン タ プ リ タ,1/0フ ァ イル ・ハ ン ド リ

ン グ ・シ ス テ ム お よ び リ カ バ リ ・シ ス テ ム よ りな りた っ て い る。

図2-37EXECの 内 容 ●

(b)IASの 構 成

① フ ァ イ ル 形 式

IASで は ラ ン ダ ム ・フ ァ イ ル,チ ェ イ ン ド ・フ ァイ ル,シ リア ル ・フ ァイ ル の3種 類 の

フ ァイ ル を使 用 して い る。

ラ ン ダ ム ・フ ァ イル で は,各 デ ー タ は キ ー ・イ ン と と もに デ ィス ク ・パ ック に ス トア さ れ

る。 ラ ン ダ ム ・フ ァイ ル の デ ー タ は,キ ー が 既 知 の 場 合 お よ び 計 算 の結 果 キ ー が わ か る場 合

だ け に 検 索 す る こ と が で き る 。

対 象 業 務 に よ っ て は,キ ー と共 に キ ー と キ ー の 間 の 関 係 性(リ ン ク)を もた せ る必 要 が あ

る 。 そ の 場 合 は ラ ン ダ ム に も検 索 で き,し か も特 定 の リン ク 関 係 で も検 索 で き る チ ェ イ ン ド ・

フ ァ イル が 使 わ れ る。

発 生 順 に デ ー タ を フ ァ イ ル す る よ うな 場 合 は,そ れ ぞ れ の デ ー タ に キ ー は 不 要 な の で,シ

リア ル ・フ ァ イ ル に す るが,こ の よ うな 例 はIASで は 少 な い 。

ス トレ ー ジ ・エ リ ア を 節 約 す る た め に,シ リ ア ル 形 式 の サ ブ ・フ ァイ ル を 特 殊 な イ ン ス.ト

ラ ク シ ョ ン で 扱 え る サ ブ レ コ ー ド形 式 の フ ・アイ ル も使 用 で き る よ うに な っ て い る 。,
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② プ ロ グ ラ ム

IASの プ ログ ラ ム 言 語 は タ イ ム シ ェ ア リ ン グ で使 うた め,タ イ プ ラ イ タ の よ うな タ ー ミ

ナ ル か ら 容 易 に 扱 え る よ うに工 夫 さ れ て い る 。 た と え ば,

WD2500

は 預 金 者 が25.00ド ル を 引 き 出 し た こ と を 意 味 す る(WithdrawalのWD)。 こ のWD

の よ うな コ ー ドを ト ラ ン ザ ク シ ョ ン ・コ ー ドと呼 ん で い る。

トラ ン ザ ク シ ョ ン ・コ ー ドを 処 理 す る プ ロ グ ラ ム は ビ ジ ネ ス ・コ ンバ ー ジ ョ ン ・コ ン パ イ

ラ(BCC)と 呼 ば れ る3ア ドレ ス の 言 語 で 書 か れ て い る。EXECはBCCで コ ン パ イ ル され

た イ ンス トラ ク シ ョ ン に した が っ て 動 作 す る。

BCC言 語 を 使 用 す る とSigma9の 機 械 語 を使 う場 合 よ り処 理 速 度 は 低 下 す る が,た と

え ぱtlAとBを 加 えCに ス トア す るtlと い う よ うな 処 理 は,簡 単 に'

ADDABC

と表 現 で き る と い う利 点 が あ る。

③IDモ ジ ュ ー ル

IDモ ジ ュ ー ル は 顧 客 の ア ク セ ス す る フ ァ イ ル や トラ ンザ ク シ ョ ン ・コ ー ドに 必 要 な ワ ー

ク ・ス ペ ー ス や 情 報 を た くわ え るス トレ ー ジ ・ブ ロ ッ ク で あ る 。

IDモ ジ ュ ー ル は 最 大4文 字 か ら な る 名 前 が つ け ら れ て い る。 た と え ば,

@AAU(ア ツ プデ ー ド ・モ ジ ュ ー ル)

@AAR(レ ポ ー ト ・モ ジ ュ ー ル)

AAの 二 文 字 が ア プ リ ケ ー シ ョ ン の種 類 を 表 わ す 略 号 で あ る。 た と え ば,

DDDemanddepositaccounting

MLMontageloans

な ど で あ る。@は 任 意 の英 文 字(X,U,Qを の ぞ く)で よい 。

こ の4文 字 のIDモ ジ ュ ー ル と顧 客 番 号 と を くみ あ わ せ て 情 報 処 理 が 行 なbれ る。

(c)通 信 回 線 網

①1974年 の 回 線 網

1974年 末 の 回 線 網 は 図2-38の よ うに な る 予 定 で あ る。 ロス ア ン ゼ ル ス か らサ ン フ

ラ ン シ ス コ,シ カ ゴ,ハ ッケ ン ザ ッ クの 大 部 市 は9,600B/Sの 専 用 通 信 回 線 で む す ば れ

て お り,シ ア トル,デ トロ イ ト,ア トラ ン タ,ダ ラス は 電 話 回 線(FDM-Frequency

DivisionMultiplier)で 結 ば れ て い る。

サ ン フ ラ ン シ ス コ,シ カ ゴ,ダ ラス,ア トラ ン タ には 前 述 の ご と くSigma3に よ る プ リ

ン テ ィン グ ・セ ン タ を お き つNあ る。 こ のSigma3は 昼 間 は コ ン セ ン トレ ー タ と し て 使 用

し 夜 間 は プ リ ン ト専 用 機 とす る 。 夜 間 作 られ た ア ウ トプ ッ トは 翌 日 ヘ リ コ プ タ や 自動 車 に ょ

っ て 顧 客 に 配 布 さ れ る。

9,600B/S1回 線 は,平 均 約350顧 客 の 情 報 量 を こ な し うる が,昼 間 の 過 負 荷 の 状
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況 の と きは35顧 客/回 線 程度 に考 え ない とな らない。

通信 回 線 の使 用 料 は24時 間稼 動 で ア メ リカ全域 で現在 約2,000ド ル/月(600,000

円/月)で あ り,そ の うち西 海岸 の ロス ア ンゼル ス,サ ン フラン シス コ付 近は700ド ル/

月(210,000円/月)で あ る。

サンフラジ

ノ

'へ 、

ハ ッケンザック

(二 、一ヨーク 郊 外)

9.600BPS

FDM

△ 回線数

芒㌫

、

図2-38

②1975年 の 回線網

1974年 にお け る通信 回線網

サン ノラノシスコ

Sigrna3塞 ロィト

シカゴ

△/
セントルイズ

ア トラ'タ

Si

'ストン

ハ ッケンブ ック(ニ
ューヨーク郊外)

フィフアルフイア

9,600BPS

FDM

△ 回線右

図2-391975年 に おけ る通信 回 線網
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■

1975年 には 各地 の プ リン テ ィング ・セ ンタが本 格的 に稼 動 し,回 線網 も図2-39の

よ うに増 強 され る。 回 線数 も,'た とえば ロス ア ンゼ ルス,シ カ ゴ間 が6回 線 に,ハ ッケ ンザ

ックが5回 線 とい うよ うに増 加 してい る。

③SOE'ネ ッ トワーク

XCS
.がSOE(SupplyOrderEntrySystems)と 命名 してい る ネ ッ トワーク ・

シス テ ムは 図2-40の よ うに さ らに大規 模 な 回線網 を考 えてい る。 これ が現 在XCSの 考

え てい る最終 的 な ネ ッ トワー ク とい え よ う。

鯉

㌦

、'～
一 ・_ ._ ._. _

＼、〆、 、

＼△

コ控

//'一

図2-40XCSのSOEネ ッ トワ ー ク

(4)ア フ'リケ ー シ ョ ン ・パ ッ ケ ー ジ

(a)ア プ リケ ー シ ョ ン ・パ ッケ ー ジ の 構 成

① 流 通 業 向 け パ ッ ケ ー ジ

XCSの ア フ●リ ケ ー シ ョ ン ・パ ッ ケ ー ジは 大 別 して 流 通 業 向 け,製 造 業 向 け お よび 公 共 事

業 向 け の3種 類 に 分 け られ る。

流 通 業(Distributer)向 け の ア プ リケ ー シ ョ ン ・パ ッケー ジ は 次 の各 項 を 目 標 に 作 ら

れ て お り,そ の 概 念 は 図2-41の と お りで あ る。

イ.払 出 し リス ト(Picklist)お よ び 送 り状(Invoice)を す ぐ簡 単 に 準 備 で き る こ と 。

ロ.在 庫 水 準(Inventorylevels),回 転 率(Turnratios),バ ック ・オ ー ダ,最
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適 発注 量(economicorderquantities),発 注 点(reorderpoints)な どを

早 く正 確 に分 析 で き るこ と。

ハ ・最 新 の在 庫 情報 の把握 す る。

二・販 売 お よび利益 状 態 をデ イ リー または 当 日 までの 累計 の形 で アイ テ ム順や 製 品 の カテ ゴ

リ別 また は販 売 員別,テ リ トリ別 に簡 単 に 見やす く早 く集 計 す る こ と。

ホ・特 定 の項 目 につい て の集計 やサ マ リー情 報 を適 確 に提 供す る こと。

～ 信 用 限度,貸 借 対 照表 お よび支 払記 録 を即 時 に提 供 で きる こ と。

ロSalesorderEntry

口Recievables

口SalesAnalysis

Warehouseand

ShippingDOck

口InventoryControl

口PickLists

口InVOice

口BillsofLading

Financeand

Administration

〔]FinantialReporting

口Payables

口FixedAsset/Depre-

ciationControl

口ComparativeBudgets

図2-41流 通 業 向 け シス テ ム

XCSの 流通 業 向 け シス テ ムを導 入 す る こ とに よ り得 られ る 直接 的 効 果は 次 の とお りで あ

る。

イ・ 在 庫切 れ(out-of-stoek)を な く し,得 意 先 に対す るサ ー ビスを向 上 で きる。

ロ・ 科 学 的な在 庫管 理 に よ り経 費 の節減 がで きる。

ハ・ 正 確 な 各種 デ ー タを必 要 な とき に得 られ るので 意思 決定 が 正確 とな る。

② 製 造 業 向 けパ ッケー ジ

XCSの 製造 業向 パ ッケー ジは 次 の各項 を 目標 と して作 られ て い る(図2-42)。 す な

わち,

イ.在 庫 管理 を科学 的 に行 な い,在 庫 量 を可 能 な限 り少 な くし,同 時 に得 意先 の 要求 お よび

サ ー ビス ・レベ ル を向上 させ る。

ロ・ 部品 展 示 を タ イム リー に正 確 に行な う。
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ハ ・組 立 部 品 の在 庫不 足 に対 してす ぐ応 答 で きる よ うにす る。

二 ・最 新 の 部品 の使 用 状 況 の計 算 と リー ド ・タイ ムか ら部品 の調達 が必 要 か ど うか を常 にチ

ェ ック してい る こ と。

ホ・ 各部 品 につ い て使 用経 過 と最近 の使用 状 況 の変 動 とを考 慮 して ダイ ナ ミ ックな在 庫 管理

を行 な うこ と。

へ.見 積 りの段 階 で必 要な 部品 の最 新情 報 を提 供 す るこ と。

XCS 喝 ● Factory

口JobCosting

口Payroll

口LabourDistribution

ロlnventoryControl

口BillofMaterialProcessor

口MaterialRequirmentsPlanning

図2-42製 造 業向 け シス テム

XCSの 製 造 業向 け シス テ ムを導 入 す る こ とに よ って得 られ る直接 的効 果 は次 の とお りで

あ る。

イ・ 顧 客 の要 求 に 即応 で きる よ うにな る。

ロ・ 科 学 的 な在 庫管 理 に よ り時 間 と経 費 の節約 が計 れ る。

ハ ・最 新 の正 確 な在 庫 状況 と顧 客 の要 求 が把 握 で きるた めに製 造工 程計 画 が 改善 され る。

二・時 宜 を得 た正 確な情 報 に よ り正 確 に 意思決 定 が可 能 にな る。

③ 公共 機 関 向け パ ッケ ー ジ

公共 機 関 向け のIASパ ッケ ージは 次 の よ うな もので あ る(図2-43)。

イ1支 出を資金 状況 か らオ ン ライ ンでチ ェ ック し,適 当なバ ラ ンス が保 たれ てい る か ど うDl

を計 算 す る。

ロ.リ アル タ イ ムの 警 察情 報 シス テ ムに よ り,事 件 をで きるだけ事 前 に察 知 で き る よ うにす

る。

ハ ・連 邦 お よび州 政 府 への犯 罪 統計 報 告 をす べ て 自動 的 に作成 す る。

二.最 新 の状 態 で即 時 に 自動的 に ビ リング ・サ ー ビス を行 な う。

ホ ・給 与計 算 労働 力の分 配 計 算 の 自動 化 に よ り各種 報告書 を作 る労 力を 節減 す る。

へ.XCSパ ッケ ー ジは 簡単 に使 え るの で,デ ー タ処 理 のため にわ ざわ ざ専門 家 を お く必要
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が な い 。

Policeand

FireDepartment

口policeSystems

口FireSystems

口Maintenance

Scheduling

Utility

Service

口UtilityBilling

口FundAccounting

口Personnel/Payroll

口StoresInventory

口MaintenaneeScheduling

口JobCosting

図2-43公 共機 関向 けパ ッケ ージ,

IAS導 入 に よ り得 られ る利点 は 次 の とお りであ る。

イ・ 利 用者 へ のサ ー ビス を向上 で きる。

ロ・ 事 務作 業 の負 荷 を軽減 で きる。

ハ・ 財政 上 の コン トロール を改 善 で き る。

二 ・警 察 のサ ー ビス を も っと阜 く効 率 化 で き る。

(b)代 表 的な パ ッケー ジの概 要

ゼ ネ ラル ・フ ロー①

XCSのIASシ ス テ ムの ゼ ネ ラル ・フ ローは,図2-44の よ うにな って い る。顧 客 の

タ ー ミナル か ら トランザ ク シ ョン ・デ ータ や ア ップ ・デ ー ト ・デ ー タが送 られた り,ま た イ

ン ク ワイア リの情 報 がXCSのSigma7に 送 ら れ る。

す ぐ返 事 の必要 な ものや 重要 な レポー トはXCSのSigma7か らす く◆ター ミナル に送 り

返 され る。ル ーチ ン作業 の もの,あ るい は大 量 の レポー トは高 速 プ リンタ(HighSpeed

Printer)に よ り打 ち 出 され翌 日配達 され る。 大量 の レポ ー トは各地 の プ リンテ ィン グ ・

セ ン タのSigma3も 利用 す る こ とは 前 に説 明 した。

② パ ッケ ー ジ一 覧 表

IASの パ ッケー ジは表2-23の よ うな プ ログ ラムか らな りた ってい る。 これ らの プ ロ

グ ラム には 流通 業,製 造 業,公 共 機 関 な ど に広 く使 われ てい る もの とあ る特定 の分野 で だけ

使 われ る もの とが あ る。

これ らのパ ッケ ージ の結 び つ き によ って,IASは な りたっ てい るが,そ れ らの結 びつ き

は 図2-45の と お りで あ る。IASは オ ンライ ンの完全 なイ ンテ グ レーテ ド ・シス テ ムで

あ り,顧 客 の ター ミナ ルか ら電 話 回線 を通 して中 央 の大 型 コン ピュー タを 使 うシステ ムであ
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表2-2'3 IASパ ッケ ー ジ一 覧表(製 造 業 の例)

InventoryControl

AccountRecievableandSalesAnalysis

GeneralLedger

SalesOrderEntry/lnvoicing

FixedAsset/DepreciationControl

MaterialRequirmentsPlanning

JobCosting(Work-in-Process)

PayrollandLaborDistribution

AccountsPayable

FundAccounting

UtilityBillingSystem

MunicipalPayroll

Sales

Analysis

Account

Recievable

Sales

OrderEntry

InvO!C1ng

Inver凡tory

Control

General

Ledger

Labor

DistributiOn

Mate「ial

ReqUirments

Plannlng

図2-451ASパ ッ ケ ー ジ の 相 関 図
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(c)パ ッ・ケ ー ジ の 実 例 －InventoryControl

パ ッケ ー ジ の 中 か ら 在 庫 管 理(InventoryControl)を 例 に と りあ げ て,

ケ ー ジ が ど の よ うな もの か を 見 て み よ う。

① 顧 客 の エ ン トリ(CustomersEntry)

顧 客 は タ ー ミナ ル か ら次 の よ うな項 目 を エ ン ト リさ せ る。 す な わ ち

イ・Receipts

口・Issues

ノ、.BackOrderAdvice

二.PurchaseOrderRequests

ホ ・Ma8terFileChanges

へ ・PhysicalInventory-ActualCount

ト.LostSales

② 顧 客 の イ ン ク ワ イ ア リに 対 しす ぐ に レス ポ ン ス す る も の 。.

IASの ハ ッ

次 の項 目 に つ い て は,イ ン ク ワイ ア リに 対 し て たsち に応 答 す る('図2-44参 照)。

イ ・LineItemStatus

ロ.BackOrderStatus

1、・PriceSelections

二 ・CostStatus

③ 優 先 順 位 の 高 い 報 告 書(PriorityReport)

こ れ ら の 報 告 書 は タ ー ミナ ル か ら たs'ち に 打 ち 出 さ れ る(図2-44参 照)。 次 の よ う な

も の が あ る。

イ ・On-HandandOn-OrderBalances

ロ・BackOrderBalances

ノ、・PurchaseOrderDetail

二 ・MasterFileDetail

ホ.RecievingDetail

へ ・Current-MonthandYear-to-DateSalesHistories

④ ル ー チ ン お よび 大 量 の 報 告 書

こ れ ら ぼxcsの 高 速 ラ イ ン ・プ リ ン タ ま た は プ リ ンテ ィン グ ・セ ン タ のSigma3に よ

り打 ち 出 さ れ 翌 日顧 客 に とS'け ら れ る 。 次 の よ うな 報 告 書 で あ る 。

イ ・InventoryBalanceReports

ロ・InventoryValuationReports

ハ ・Back'OrderReports

二.HistoryandObsolescenceReport

ホ ・PriceCatalogs
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へ.LostSalesReports

ト.SeasonalPatternReports

チ・PurchaseOrders

リ・PurchaseOrderStatusReports

ヌ・OverdrawnStatus

ル ・Physica1InventoryReports

オ ・BinTabsforPhysicalInventory

⑤ 報 告 書 の レ イ ア ウ ト

図2-46は 報 告 書 の レ イ ア ウ トの例 で あ る。

⑤ 販 売 促 進 お よび シ ス テ ム ・サ ポ ー ト態 勢.

(a)販 売 価 格

① 価 格 体 系

XCSのIAS価 格 体 系 は 表2-24の 通 りで あ る。 表2-24の ベ ー ス ・チ ャ ー ジ は 顧 客

が タ ー ミナ ル 導 入 後6カ 月 間 に 限 っ て 使 って も使 わ な くて も支 払 う定 額 料 金 で あ る。 した が

っ て顧 客 の 使 うア プ リ ケ ー シ ョ ン が軌 道 に の れ ば ベ ー ス ・チ ャー ジ は 不 要 に な る。

こ の 表 か ら 見 る と最 少 の顧 客 は タ ー ミナル 使 用 料 と して200ド ル/月(60,000円/月),

ベ ー ス ・チ ャ ー ジ1,000ド ル/月(300,000円/月)コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン ・コス ト約50

～100ド ル/月(15,000～30,000円/月),合 計1,250～1,300ド ル/月(375,000

円/月 ～390,000円/月)程 度 と な る 。 たs'し 前 述 の よ うにIASの 典 型 的 な 顧 客 は 表2

-22の よ うに3 ,500ド ル/月(1,050,000円/月)程 度 で 使 用 し てい る。

表2-241ASの 価 格 体 系

項 、

タ ー ミナ ル(最 低)

ス レ シ

フ ン

ト ラ ン ザ ク シ ョ ン

ベ ー ス ・ チ ャ ー ジ

200ド ル/台/月(60,000円)

2セ ン ト/1,000字/月(6円)

5セ ン ト/1,000行15円)

2セ ン ト/回6円)

1,000ド ル/月(300,000円)

② 販 売 活 動 の 経 費

XCSの 経 営 指 標 は 図2-34で 概 要 を 説 明 した が,広 義 の プ ロ ダ ク シ ョ ン ・コス トは 経

費 の 約50%を しめ て お り,そ の プ ロダ ク シ ョ ン ・コ ス トの 約5096(つ ま り経 費 の25%)

は コ ン ピ ュ ー タ ・ハ ー ドウ ェ ア ・コス トで あ る 。 つ ま り コ ン ピ ュ ー タ ・ハ ー ドウ ェア 経 費 の

4倍 が 総経 費 と な っ て い る 。 従 業 員270人 の 人 件 費 は,ほN'コ ン ピ ュ ー タ ・八 一 ドゥ ェァ
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費用 と同額 であ り ・経 費 の2596を しめ て い る。

XCSの キ ャンベ ル 社長 に よれば,XCSの 理 想 的な 経営 指標 は 表2- .25の よ うな比率

にな るが,現 在 は先 行 投 費 が大 きい の で,表2-25の 利益 を出す には至 って いない。

表2-25XCSの 理 想 的指 標

項 目 比 率(%)

プ ロ ダ ク シ ョ ン 45

マ ニ フ ァ ク チ ャ リ ン グ 15

開 発 費 8

運 営 費 3

マ ー ケ ッ ト ・ス タ ッ フ 0.5

利 益 20～30

(b)シ ス テ ム ・サ ポ ー ト

① ター ミナル ・スペ シ ャ リス ト

顧 客 に対 す る シス テ ム ・エ ンジ ニア リン グ ・サ ポー トは ター ミナル ・ス ペ シ ャリス トと呼

ば れ る約80名 の シス テム ・エ ンジ ニア に よ り進 められ る。

ター ミナ ル ・ス ペ シ ャ リス トは,以 下 に説 明す る よ うに プ ロダ ク シ ョ ン ・コンサル タ ン ト,

プ ログ ラマお よびP.Aス ペ シ ャ リス トと呼 ばれ る3種 類 の スペ シ ャ リス トか らな り,こ れ

らの各 スペ シ ャ リス トがチ ー ムを 編成 して顧 客 を サポ ー トす る。

1人 のス ペ シ ャ リス トが平 均25～26の 顧 客 の シス テ ム ・サ ポ ー トを して い る。

② プ ロダク シ ョン ・コ ンサル タ ン ト

シニ ア ・アナ リス トであ り顧 客 サポ ー トの 中心 的役 割 を果 す。会 計 学 の知 識 をパ ック ・グ

ラ ウン ドに も ってい る。

シニ ア ・アナ リス トは顧 客 とい っ し ょに作 業を 進 め マネ ジ メン ト・レベ ル にた って 目標 を

定 め作業進捗 を管 理 し,計 画 したス ケ ジ ュールが 実情 に合 致 してい る か ど うか を 確め る。

③ プ ログ ラマ

シ ニア ・アナ リス トの下 で働 くアナ リス トで あ り,タ ー ミナ ル ・デ ザ イ ン,イ ン プ リメ ン

テ ー シ ョンを行な う。 フ ァイル生成,並 行処 理.ユ ー ザ教 育,デ ー タ ・エ ン トリな どは プ ロ

グ ラマの仕事 であ る。

プ ロダ クシ ョン ・コンサル タ ン トは一 人 で多 くの プ ロジ ェク トを分担 す るが,プ ログラ マ

は一 定期 間特 定顧 客 ρ 業務 に専任 とな ってい る。
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ロ

④P・A・ スペ シャ リス ト

品質 保 証 を行 な い,実 際 に シス テ ムを稼 動 させ て期 待 どお り稼 動 す るか ど うか を確 め るス

ペ シ ャリス トであ り,プ ログ ラマ と同様 に プ ロダ ク シ ョン ・コンサ ル タ ン トの下 で作業 をす

る。

(e)顧 客 の教 育

① 教 育 コー ス

IASの 顧 客 の教 育 は表2-26の とお りで あ り,教 育期間 もき わめ て短 い。 日本 の よ う

に ランゲ ー ジの教 育は な い。

② 料 金

各 コース の 費用 はすべ てXCSが 負 担 してい る。

表2-261AS教 育 コ ー ス

コ ー ス 名 対 象 者 期 間

シ ス テ ム 概 要 コ ー ス

ア プ リケ ー シ ョ ン ・コ ー ス

マ ネ ジ メ ン ト ・ コ ー ス

オペレータ

全 執 務 者

経 営 者

1日

1.5日

1日

(6)シ ス テ ム ・イ ンス トレー シ ョン

(a}流 通 業

図2-47は 流 通 業 にお け る シス テ ム ・イ ンテグ レ ーシ ョンの例 で あ る。

(b)製 造 業

図2-48は 製 造 業 にお け る シス テ ム ・イ ンテグ レ ー ションの例 で あ る。

(c)公 共機 関

図2-49は 公共機 関の うち警 察 シス テ ムにお け る シス テム ・イ ンテ グ レー シ ョンの例 であ

る。

(7)結 論

XCSは 比 較 的小 規 模 の企業 を対象 と した タイ ム シ ェア リングの計算 セ ン タで あ る。 した が っ

てXCSの 最 大 の顧 客 で も40,000ド ル/月(1200万 醐)の 規 模 であ り,XCSの 売上 げの

7.196を しめ る にす ぎない。 売上 げ に対 す る コ ン ピュー タ ・ハー ドウェア の費用 は約25%で あ

り,こ れは,日 本 の計算 セ ンタ に比較 して低 率 で あろ う。

顧 客は 必要 な と きだけ,XCSの 大 型 コン ピ ュー タ ・シス テム の デ ー タ ・プ ロセ ッシ ング ・リ

ソース を ター ミナ ル か ら呼 び 出 し処 理 させれ ば よい。XCSの ソフイス テ ィケー テ ド,オ ペ レ ー

テ ィング ・シス テ ム に よ り各顧 客 の業 務処 理 は,顧 客 か ら見 るとそれ ぞ れ が あた か も自分 が全 シ
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オ ー ダ'エ ン ト リ の 直 後 必 要 な す べ て の レ ポ ー ト

が 作 ら れ る 。

BALANCESHEET

図2-47流 通 業 の シス テ ム ・イ ン テ グ レー シ ョ ンの 例
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リ トリー バ ル の 内容 を 直

接 レ ポ … トす る だ け で な

く,従 来 の 関 連 情 報 を 一

緒 に レポ ー トす る

顧 客 の

タ ー ミ ナ ル。

SHORTAGE

BACKORDERS

SUGGESTED

P.0・S

RETRIEVAL

REQUEST

INVENTORY

BALANCES

SUGGESTEDSHOP

ORDERS

アセ ンブ リ

番 号

数 量

所 要 日数

リク エ ス トを うけ と り 確 認 す る 。

INVENTORY

FILES

EXCEPTIONREPORTS

Over<)rderedQuantities

ExpediteNotifieations

ImactlVeStock

BILLSOF

MATERI▲L

FILES

図2-48 製造 業 の シス テム ・イ ンテ グ レー シ ョンの例
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顧 客 の タ ー ミナ ル

INCIDENT

MEMO

INCIDENTCOD

INCIDENTNUMBER

OBSERVATIONTYpE

DISPOSITION

DATAARERECIEVED

ANDACKNOWLEDGED

CRIMECOMPARALTrVES

TIMEン/DAYANALYSIS

CERWORK

ANALYSI

警 察 に 事 件 の通 知 を うけ る。

事 件のデ ー タが顧客 の ター ミナル から入力 され る。

●地理的 な位 置

●日時

●担 当警察 官

●被害者

●容疑者

●財 産お よび価値

事 件 に関 連 す る これ まで の情 報 を 含 め て レポ ー ト

を ジ ェ ネ レ ー トす る。

FBI-AGE,SEX

RACEARRFSTRFPORT

図2-49警 察 シ ス テ ム の シ ス テ ム ・イ ン テ グ レ ー シ ョ ン の 例
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ス テ ムを 占有 .してい るよ うに見 え る。

XCSのIASは 過去3年 の年月 と1,500～2,000万 ドル(45㌻60億 円)の 開 発 費を 投 じて

作 成 した各 種 の ア プ リケー シ ョン ・パ ッケー ジ を も って い る。顧 客 は これ らのパ ッケ ー ジを 利用

し,平 均1ア プ リケー シ ョン当 り45日 の 時間 を 費 や して平 均5種 の ア プ リケ ー シ ョ ンを導 入 し

て い る。

XCSは 過去84回 の商 戦 で64回 は他 社 をお さえて勝 利 をお さめ た といわ れ る。 シス テ ム ・

エ ンジ ニアの 人数 は約80名 で あ り,こ の人 数 で約576万 ドル(17億2,800万 円)の 商 談 の

シス テ ム ・サ ポ ー トを した こ とにな る(す なわ ち2,160万 円/人/年)。 この数 字 は 日本 の計

算 セ ンタか ら見 ると かな り効果 の良 い数値 とい え よ う。

XCSは ア メ リカの 主要都 市 をむ すぶ通 信 回線 網 を整備 しつsあ り,現 在 ロス ア ンゼ ル ス,シ

カ ゴ,ハ ッケンザ ック,サ ン フ ラン シス コな どをむ す ぶ回 線使用 料 は約2,000ド ル/月(60

万 円/月)で あ り,比 較 的 安価 であ る。 した が ってXCSの 典型 的な 顧 客 が支払 う回 線使 用 料は

170ド ル/月(51,000円/月)に す ぎな い。

XCSの よ うな計 算 セ ン タの歩 み は 日本 の計 算 セン タの将 来 を考 え る ときに重 要 な 事例 にな る

と思 わ れ る。 しか し日本 の よ うにきめ の こまか いサ ー ビス を要 求 され る土壌 で,は た してXCS

の よ うに,ア プ リケー シ ョン ・パ ッケー ジを整 備 して顧 客 を そのパ ッケー ジに誘 導 す る 方式 が成

功 す るか ど うか は今後 の研 究 課 題 とな ろ う。 ・.

資 料 一 覧

LXeroxComputerServices'InteractiveAccountingSystem(IAS)

2.IAS-TheBigPicture

3.DatamationJune.SmallBusinessDataProcessingXeroxComputer

Services=InteractiveAccounting
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21Q高 速道路交通管制 システム

先

地

日

者

査

在

査

接

調

所

謂

面

調 査 員

StateofCalifornia,

550SouthVermont,

1973年12月11日

MrAlbertPerdon

Assistant

DivisionofHighways

LosAngeles,California90020

HighwayEngineer

槍 沢,花 岡,瀬 戸,浅 野,鈴 木,日 高

2tQ1概 要 お よ び 所 感

この シス テ ムは カ リフ ォル ニ ア州 ロス ア ンゼ ル ス市 の中 心 を走 る フ リー ウ ェイを電 子 監視装 置 に

よって(コ ン ピュー タを含 む)交 通 コン トロール す る シス テ ムで あ り,LAAFSCP(LosAngeles,

AreaFreewaySurveillianceandControlProject)の 名 称 で 現在 実 験 開 発中 で

あ る。

1971年11月 に 開始 され た プ ロジ ェク トは 多 角的 な テス ト,評 価 が鋭 意進行 してお り,大 部

分は ほs終 了 し,1974年 中 頃に完 了す る予 定 であ るが その成 果 は大 い に期 待 され てい る。
へ

現 在 アメ リカ合衆 国 では 自動 車人 口の増 大 に よ り道 路上 で の車 の過密 は著 しく交 通 に関 す る幾 多

の問題 が提 起 され て お り,交 通 渋滞,輸 送 時 間 の増 加,交 通 事故 の多 発 ドライバ の不 安 な どがあ

げら れ る。

この よ うな問 題の解 決 策 と して新 しい輸 送 システ ムの開 発 新 しい道 路 の 建設,既 存 の道 路 を効

率的 に利 用 す る シス テ ム の開 発 な どが進 め られ てい るが この プ ロ ジ ェク トは 道路 の効 率的 利 用 に属

す る計画 で ある。

現 在 この プ ロジ ェク トに よ って実 験中 の7.リ ー ウ ェイは56の イ ンター チ ェン ジが あ る42マ イ

ル(約77KM)の 距 離 で図2r50の よ うに サ ン タモニ カ,サ ンデ ィエ ゴ,八 一バ の三 つ の プ リ

ー ウ ェイ が交 叉す る三 角 形 の地域 であ る。

この地 域 は ロス ア ンゼルス 市 の中 心 地 にあ り,商 工業 の密 集 地,高 額 所得 者,低 額所 得者 の住 宅

地域 を周辺 に よ うし,主 要大 学 へ のル ー トで もあ る。 また ロスア ンゼルス 国際 空港(世 界で最 も混

雑 してい る空港 一1,600便/日),あ るい は い くつ かの主 要 な スポ ー ツ施 設 た とえば ロス ・コ

ロシア ム,広 場,公 園等 への ル ー トで もあ っ て,周 辺 の住 民 に とっ て,仕 事,娯 楽 両面 で の最 も重

要 な 幹線 道 路 とな って い る。

そ れ ゆ え,こ の三 つ の フ リー ウ ェイは 利 用度 が高 く,1日 平均70万 台(最 高100万 台)以 上

の 自動 車 が利用 して お り,同 市 内 では最 も交通 渋 滞 の激 しい,事 故 の 多い ところ とな ってい る。

LAAFSCP計 画 は これ らの 問題 を解 決 す る た めに カ リフ ォル ニ ア州 運 輸局(California's

DepartmentofTransportation)と ハ イ ウ ェイ ・パ トロ ール の共 同 作業 で進 めら れ・ 現

在 まで に予算 額700万 ドル(21億 円),人 員110人(内30人 は エ ンジ ニア)を 投 入 して開
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図2-5042マ イ ル ・フ リ ー ウ ェ イ

発 され て い る。

この プ ロジ ェク トの 目的 は,

① 交通 渋滞 の解 消

② 事故 の防 止

を完 ぺ きに行 な い,フ リー ウ ェイ上 の ドライバ に対 して,よ り早 い 目的地 へ の到 着,安 全 で快 適 な

ドライ ブを保 証す る ことで あ る。

この 目的を 達成 す るた め,交 通 に関 す る問 題点 を あ らゆ る角度 か ら検 討 し,総 合 的 な広域 交 通 管

理 システ ムを基 調 と した,次 の よ うな項 目に関す る技術 の 開 発が行 な わ れ た。

① 交 通 認識 ラ ンプ の制 御

② 早 期探 知

③ 事故 な どに よる走 行 不 能車,そ の他障 害物 の早 期 除去

④ ドライバ に対 す る効 果 的 な警 報,お よび その他 の情 報 伝達

⑤ 故 障車 に対 す るサ ー ビス

現 在上 記の技 術 は三 つ の フ リー ウェイで 総合 的 に実 験 が繰 返 え され てい る が期 待通 り多 くの成 果
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が あ が って いる。

21Q2詳 論

(1>シ ス テ ムの 活用 状況

この シス テ ムは コン ピュー タを中 心 に,そ の他 各 種 の電子 機 器 を利 用 して,リ アル タイ ムに交

通 を コ ン トロールす る総合 的 な広 域 交 通管 理 シス テ ム であ る。

多 くの機 能 を備 え た この シス テ ムの稼 動状 況 は お よそ次 の とお りで あ る。(図2-51シ ス

テ ム概 略図参 照)

自動車 の交 通状 況は,フ リー ウ ェイ上 に 埋 め られ た交通 セ ンサ に よ り測定 され る。 測定 され た

生 のデ ー タは 電話 回線 を使 用 して24時 間 コ ン トロール ・セ ンタ に送 られ,コ ン ピ ュー タに よっ

て処 理 され る。 そ の結 果 は ス テ イ タス ・ボ ー ド(地 図)に 映 し出 され る。 この ボ ー ドに よ り全般

的 な交 通状 況 が簡 単 に把 握 で き る。

もしフ リー ウ ェイ上 で何 か 異常 な渋 滞 が発 生 した な らば コン ピュー タか ら 自動的 に警報 が出 さ

れ る。 コン トロール ・セ ン タの担 当者(ハ イ ウ ェイ ・パ トロール 担 当者,交 通 エ ンジ ニア,保 守

の専門 家)は,渋 滞 が 発生 した場所 を,ス テイ タス ・ボー ド,お よび コン ピュー タか らの警 報 に

よって知 る こ とが で きる。 しか しその 時点 では渋 滞 の詳 しい内容 は把 握 で きな い ため テ レ ビカ メ

ラを搭 載 した ヘ リコ プタを 現場 に 急行 させ,現 場付 近 の情 景 を無 線 を使 用 して,コ ン トロール ・

セ ンタに送 り,モ ニ タ ・テ レ ビに映 し出す。

各 担当官 は 渋滞 状 況 を詳 し く調 べ,解 決策 を決 定 し,各 関 連機 関 に指令 を 出す。

もし交 通事故 が原 因 で あ るな らば 陸上 組織 であ るけ ん引車,ハ イ ウェイ ・パ トロール車 を急 行

させ る。 け ん 引車 は事 故 車 の除去 作 業 を行 ない,保 守 担 当者 は こわれ た道路 の補 修 を し,落 ちた

荷物 を除去 して,事 故 現場 を早 期 に 回復 させ る。

それ と並行 して コン ピュ ー タでは事 故 現場 の上 流 と下 流 で の 自動車 の流 れ をCRTに 映 し出 す。

そ の結 果に も とつ い て第 二 の事 故 を防止 す るた め に,フ リー ウ ェイ上 の電 光案 内板 を使用 して,

ドライ バに対 して必 要 な交 通 情報 を伝 える。 た とえば ⇔前 方△ ム マ イル に事故 あ り",特 ス ピー

ドを△ム マ イル に落せ"等 で あ る。

そ のほか に は フリー ウェイ に進 入す る自動車 を コン トロールす る た めの コン ピュー タ と接 続 し

た ラン プ表示 装 置,フ リー ウェイ 周辺 の 自動車 に交 通 状況 を伝 える ラジオ放 送,フ リー ウ ェイ上

で困 ってい る ドライバの た めの 巡 回パ トロール あるい は,各 所 に設置 して あ る フ リー ウェイ電 話

設 備 な どが 役 立 って い る。

(2}コ ン トロール ・セ ンタ

(a)コ ン ピュー タ ・シ ステ ム

① 交通 監 視 ・コ ン ピュ ータ'シ ス テ ム

o中 央 処 理装 置(TraficSurveillianceComputer)

SIGMA5記 憶容 量32KW
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図2-51シ ス テ ム概 略 図
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o磁 気 デ ィス ク装 置 記憶 容量25MB×l

o磁 気 テー プ装 置1台

oラ イ ンプ リン タ1台

OCRTデ ィス プ レ イ 数台 、 ・

② 電 光案 内板 ・コ ン トロール ・コン ピュ ー タ ・シス テ ム(ミ ニ コン ピュー タ)

O中 央 処理 装 置

NOVA1220記 憶容 量16KW

o磁 気 デ ィス ク装 置 記憶 容 量1.1MW×1

0磁 気 テー プ装置1台

oタ イプ ライ タ2台1台 コ ン ピュー タ との会 話 用

1台 電 光 案 内板 メ ッセ ー ジ入 力用

(b)そ の他 の装 置

① ス テ イタス ・ボ ー ド装 置(後 述(3咬 通 状況 の把 握参 照)

② モ ニ タ用 テ レ ビ装 置

ヘ リ コプタか ら送 られ る事故 現場 の情景 を映 し出す装 置

③SIGNCONTROL装 置(電 光 案 内板 操作 卓)

この装 置 は サ ン タモ ニ カフ リー ウェイ上 の電 光 案 内板 を コ ン トロール する装 置 でヘ リ コプ

タか ら の映 像 を映 し出す テ レビ と,交 通 監視 用 コン ピ ュー タに接 続 した警 報装 置,交 通 状 況

表 示 ランプ装 置 と,電 光 案内 板 に送 るメ ッセー ジ,送 るべ き場所 等 を指 示す る装 置 を複 合 し

た装 置 で あ る。

④ ラジオ放 送局 用 タイ プライ タ

フ リー ウ ェイの交 通 状況 を ラジオ放 送局 に伝 達す るため の タ イ プ ライ タで あ る。

(c}組 織

① 事 故 管 理 チ ー ム(IncidentManagementteam)

警 察 … … 事故 に際 し,法 律 的 な処 理 方 法を 立案,指 示 す る。

トラフィック ・エンジニア…… コ ンピ ュー タ ・ア ウ トプ ッ トの内容 を分 析 して,交 通 渋滞 等 の

原 因 を分 析す る。

メンテナンス ・エ ンジニア ……事 故 状況 に応 じて けん 引車 の派遣,保 安担 当者 の派遣 を行 な

う。

これ らは それ ぞれ 異 な った分 野 の専 門 家 が1ヵ 所 に集 ま り,事 故 の早 期 発見 と とも に,解

決策 の立案 ・行動 を早 期 に行 な う組織 にな って い る。

② 電光 案 内板,オ ペ レー タ

事故 状 況 に もとつい て,適 切有 効 な メ ッセ ー ジを選択 し,指 示 す るオペ レー タ。

以 上 の ほ か に コン ピュー タ関係 の要 員 が い る。
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(d)保 守

現 在 は シス テ ム全 体 がテス ト段 階 なの で1カ 月 に1日 マ ンス リー ・メ ンテ ナ ンスを 行 ない,

毎 週 木 曜 日に1時 間 ウイ ク リー ・メ ンテナ ンス を行 な って お り,そ の間 は コ ンピ ュー タを ダ ウ

ン させ て い る。 ただ し電 光案 内板 の表示 は行 な っ てい る。

シス テ ム全 体 が完成 し,本 格 的 にシス テ ム稼動 させ る段 階 では,デ ュアル ・シス テ ムな どに

して24時 間 完 全稼 動 させ る こ とにな ろ う。

(3)交 通 状 況 の把握

自動 車 の検 出,コ ン ピ ュー タに よる処 理,計 算 結果 の表 示 に区別 で き る。

(a)自 動 車 の検 出(図2-52参 照)

① サ ン タモ ニ カ,サ ンジエ ゴ,ハ ー バ ーの42マ イル の フV－ ウェイ上 とそ の進 入 口に約%

～%マ 幽イル間 隔(平 均間 隔%マ イル ー約800m)に 検 出装置 が設置 され てい る。 この装 置

は 各 レー ン の交 通 セ ンサ とそれ に接続 したデ ィテ ク タ装 置か ら なる。

② セ ンサは6×6フ ィー ト(約L8m)の 線輪 で あ り道路 の中 に埋 め られ て い る。

イー ト

レーン

!

フィー ト

セ ン サ ー の 断 面

(誘 導 コ イ ル)

図2-52

③ 自動車 が セ ンサ の上 を通 過 す る と

線 輪 の イ ン ダク タ ンスが変 化 し,ル

ー プの 両端 の電 圧 が右 の 図 の よ うに

変 動 す る。

電

圧

ll
-一 一 一_一 ー ー ー ー 一 一 ー ー 一

1

1
-一 ー ー 一 一 一 一 一 一 ー ト 一-

ll

ll

ll

一 一

1

●一 自 動 車 の 通 過 層 一
時間
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④ セ ンサの 出力 の上下 を カッ ト

オ フ し,デ ィテ クタ の出 力を 矩

形波 にす る。

⑤ トラ ンス ミッタでは デ ィテク

タか らの矩形 波 を,右 図 の よ う

に660HZお よび2460HZの

2つ の周波 数 にお き かえ て

(frequencyshift),電 話

回 線 を通 じて中 央 の コン ピュ ー

タに送 る。

⑥ 電 話 回線1回 線 当 た り12個

の デ ィテク タ出 力 を重 畳 させ て

い る。

⑦ 現 在628の デ ィテクタ装 置 と

65回 線 の電話 回線 を使 用 して

い る。

(b)コ ン ピュー タに よ る処理

デ ィテ ク タ

出 力

電

圧

2460

HZ

トランスミッタ

660

HZ

カ ットオフ

カッ トオ フ

主要 な プ ログ ラムは二 つ あ る。第一 の プ ログ ラムはVolume(自 動車 の 量),Occupancy

(道 路 の占有 状況)を 測定 す る もので,フ リー ウ ェイでの交 通 の流 れ の状 態を 計算 す るプ ログ

ラ ムであ る。

第二 の プ ログ ラムは 自然 渋滞 と事 故 とを探 知 す るた め の ロジ ックが組 み込 まれ た プ ログ ラム

であ る。 これ に よって コン ピュ ー タが継 続 的 に二 つ の隣接 した 検 出装置 上 の 自動 車 の流 れ を比

較 して い る。 も し上 流 と下 流 の検 出装 置 の間 で流 れ に変化 を記 録 したな らば,何 らか の事 故 が

発生 した事 を意 味 す る もの であ る。

① 交 通 の量 と道路 の 占有 状況 を測 定す る プ ログ ラム。

イ・65本 の電 話 回線 に よ

って 送 られ て きた628

のデ ィテク タの信 号 は右

図 の よ うに15回/秒 自動 車 がい な い状態

(20秒 ご と)の 頻 度 で

自動 車 の有 無(つ ま り周

波数 の差)を 検 出す る。.◇ レス

この頻度 は 平均 す る と65

マイル/時 間(約104km/時 間)の ス ピ ー ドの 自動車 が一 つの セ ンサ上 を 通過 す る間 に3

～4回 感知 され る こ とにな る。

1:、

」

H、`.、 、 、,、`-

●`

自 動 車 が 通 過 した

、,..、 自動 車 力

～
1　 「

1秒
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ロ.自 動 車 の存在 を示 すパ ル ス の断続性 とそのパ ルス の数 が全 体 のパ ル ス の数 の何%を 占め

るか に よ りVolumeとOccupancyを 計 算す る。

ハ・VolumeOecupancyRateは 各20秒 ご との 自動 車 の存 在 を示 す 数 を調 べ て 次 の

式 に よって計算 す る。

あ る20秒 間(t)に お け るパ ルス の数 をPt,次 の20秒 間(t+1)に お け るパ ル

ス の数 をPt+1と 順次 きめ,VolumeOccupancyRateを 連 続 す る3つ のPt+i

の移 動平 均 値 で定 義 し,

Pt十Pt十1十Pt十2
VolumeOccupancyRate=3

の 式 で 表 わ して い る 。

② 事 故 と 自然 渋 滞 を 探 知 す る プ ロ グ ラ ム。

イ.前 記 で計 算 処 理 さ れ たVolumeOccupancyRateの 結 果 の デ ー タ を 利 用 して 分 析

処 理 を す る 。

ロ・ カ リ フ ォル ニ ア ・デ ィテ ク シ ョ ン ・ロ ジ ック に よ っ て 事 故 と 自然 渋 滞 と を探 知 して い る。

ハ.カ リ フ ォル ニ ア ・デ ィテ ク シ ョ ン ・ロ ジ ック

あ る 検 出 装 置 と 次 の 検 出 装 置 と の 区 間 をi,そ の 検 出 装 置 と ま た 次 の 検 出 装 置 と の 区 間

をi+1と い うよ うに 順 次 定 義 す る。'あ る区 間iに お け るVolumeOccupancyRateを

(occi),ま たi・+1に お け る そ れ を(occi+1)… … … と す る 。

つ ぎ の三 つ の 方 程 式 か ら な る,k、,k2,k。 の 三 つ の 定 数 を カ リ フ ォル ニ ア ・デ ィテ

ク シ ョ ン ・ロ ジ ック と呼 ん で い る。

(OCCi)t-(OCCi十1)t>K,

(OCCi)t-(OCCi十1)t
_>K2(
OCCi)t

(OCCi十1)t-B-(OCCi十1)t

(OCCt十1)t-B

ω

回

>K3り

(Bは この場 合20秒)

(イ)式はあ る時 間tに おけ るi地 点 のVolumeOccupancyRateの 差 を求 め てお り,

そ の差 があ る値K、 より大 きい と きは,i地 点 とi+1地 点 の間 で何 か異 常 の あ る ことを

万ミして い る。

(ロ)式はi地 点 とi+1地 点 のVolumeOccupancyRateの 変 化率 を示 して い る。ま

た←→式 はi+1地 点 で,あ る時 間tと,そ れ よ りB秒 だけ前 の時 間t-Bに お け るVolume

OccupancyRateの 変化 率 を求 め た もので あ る。

二.フ リー ・ウェイ の交通 状況 が平 常 の場 合 に は この三 つ の定 数 はい ず れ も小 さ く,ま た一 定

値 を示 し,事 故 に よる渋滞 の場 合 は事 故 の あ る区 間 の前後 で定 数 の 値 が大 き くか わ る。 自
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然 渋滞 な らば定 数 の値 は高 くな るが変 化 はあ ま りな い。

図2-53は そ の概 念 図 であ る。

(平 常) (事 故 の時)

事 故

図2-53

(自 然渋体)

な お次 項(c)で説 明す るが,こ れ らの 各定数 がそ れ ぞれ どの程度 の値 の とき,実 際 の道 路状

態 が ど うなる か につ いて種 々 の実 験 が行 な われ て来 た 。

(c)計 算 結果 の表示

① ステ イタス ・ボ ー ドへ の表 示

イ.こ の ボ ー ドは(図2-50)の よ うに三 つ の フ リー ウ ェイ の道路 図 が描 かれ て お り,そ の

道 路上 の各検 出地点 のVolumeOccupancyRateを 赤,黄,緑 の3色 の ラン プで表

示 で きる よ うに なっ てい る。

ロ.3色 の ラン プ とVolumeOccupancyRateの 関 係 は通 常は 次 の基 準 で 利 用 され て

い る。

緑 色 ラン プ … ……1496以 下(Rate)

黄 色 ラン プ …… …14%～24%(〃')

赤 色 ラン プ … ……24%以 上(〃)

緑 色 ランプ が点灯 してい る場 合 は 自動 車 は ス ムー ズ に流れ てい るが,赤 色 ラン プが点 灯

してい る場 合 には渋 滞 の状 態 が起 ってい る こ とを表 わ してい る。

ハ.今 まで の実 験 か ら自動車 のス ピー ドとVolumeOccupancyRateと の関 係 は1次の

よ うな状 態 で あ る こ とが 判明 した。

Ratel4%以 下 の場 合 … …… 自動車 のス ピー ド50マ イル/時

"14%～24%の 場 合 … 〃30～50マ イル/時

〃24%以 下 の場 合 … …… 〃30マ イル/時

二・ 表示 ランプ の基準 は オペ レー タが コン ソー ルか ら指 示 して 変更 で き る,し たが って,こ

の方法 に よっ て フ リー ウ ェイ上 の 自動車 の ス ピー ドを知 る こ とが で き る。

ホ ・ス テ イタス ・ボ ー ドの表 示 ラ ンプは20秒 ごと に更新 され る。
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一
●

② 警 報装 置 の作 動

イ.コ ン ピ ュー タに よ って事故 の発生 が 発見 され る とた だちに コン トロー ル ・セ ン タの警 報

装置 が 自動的 に作動 す る。 これ に よ って関係 者 は 行 動 を起 こす(後 述 ・電 光 案 内板 に よ る

警報 参 照)

ロ・ この シス テ ム の実 験 に よ って従来 警察 が行 な って い た場合 には12分 ～15分 か か って

いた 事故 発見 時 間 が2分43秒 ～6分43秒(平 均4分)に 短 縮 す る こ とが で き た。 また

事故 発見 率 につ い て も全事 故 の84.5%～88.396を 記録 した。

(4)レ ス ポ ンス の態勢(事 故 処理)

コ ンピ ュー タ に よって渋 滞 が探 知 され た な らば渋滞 の原 因 が何 であ るか を把 握 し,事 故 で あ る

な らば その 関係 機 関 に連 絡 し,現 場 に急行 させ早 期 に解 決 を図 らな けれ ば な らな い。 そ のた め の

手 段 と して 現在 ハ イ ウ ェイ ・パ トロール の巡 回,ヘ リ コプ タの活用,け ん 引車 の巡 回 を行 な って

い る。

(a)ヘ リコ プタ ーの 活用

① コン ピュー タセ ン タでは前述 の如 く警 察 官,交 通 エ ンジニ ア,メ ンテ ナ ンス の専 門家 で構

成 した事 故 管理 チー ム が常 に交通 状 況 を管理 してい る。 ステ イタス ・ボ ー ド上 に赤 ラン プが

点 灯 し,警 報 装置 が鳴 る とヘ リコプ タを現 場 に急 行 させ る。

② ヘ リコプ タの カメ ラで現 場 の状 況 を映 し,ヘ リコプ タに搭載 した無 指向 性送 信 ア ン テナ に

よ り,ロ ス ア ンゼル ス市 郊外 のMtLeeの 頂上 にあ る中継所 を経 由 して コ ントロール ・セ ン

タに送 られ,モ ニ タ ・テ レ ビに映 し出 され る。 な お モ ニ タされ た画像 は,日 付,時 間 を 加 え

てVTRに 収 録 され,今 後 の研 究に 利用 され る。

③ 事 故 管理 チ ームは モ ニ タ ・テ レ ビを通 じて現 場 の状 況 を把 握 し次 の 行動 を起 こす。

④ ヘ リコプ タは6:30～9:30お よび15:30～18:30の ラ ッシ ュ ・ア ワー に毎

日飛 行 して交通 状況 を観 察 して い る。

(b)け ん引 車 の巡 回

① 現在5台 のけ ん 引車 が常時 全長42マ イル の フ リー ウェイを6マ イノレ～8マ イル(10kO .

～13km)間 隔 で巡 回 して い る。 事故 が起 こる と コ ン トロール ・セ ンタ か ら,無 線 で連 絡 さ

れ,も よ りのけ ん 引車 が現場 へ 急行 す る。

② け ん引車 の巡 回 シス テ ムを取 り入 れ る こ とに よ り事 故 発生 か らけ ん 引車 が現 場 に到 着 す る

まで の所要 時間 が次 の よ うに大幅 に短 縮 された。

(事 故発見) (けん引車に連絡) (けん引車の到着) 合 計

・システ ム採 用 前 15分 5分 15分 35分

シス テ ム採 用 後 4分 1分 7分 12分
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t

⑤ ドライバへ の警 報,お よび そ の他 の情 報 の伝 達

(a)ラ ジ オ に よる放 送

① ロス ア ンゼル ス地区 にあ る8つ の ラジオ放 送 局 に コ ン トロール ・セ ンタか らテ レタ イプ に

よ り15分 ご と にメ ッセ ー ジを 送信 す る。 メ ッセ ージの内容 は 次 の よ うに時 間,場 所,交 通

情 報 等 であ る。

FREEWAYSANDIEGO

TRAVELTIME7MINUTEAy・ERAGE

② コン ピ ュー タのア ウ トプ ッ トを 見て オ ペ レー タが テ レタ イ プに よ り15分 ご とに メ ッセー

ジを送 るが ラ ジオ放 送 は 約5～6分 後 に行 なわ れ る。

③ 利点 は 交通 状況 を1度 に 多 くの ドライバ に伝 達 でき る ことであ る。

(b}フ リー ウェイ進入 ロ ラン プ表 示

① この ランプ表示装 置 は コ ン ピ ュータ(交 通 監視 用)に よる リアル タイ ム処 理 に よって赤 ラ

ンプ(停 止せ よ)と 緑 ランプ(進 入 せ よ)の 表 示 を行 ない フ リー ウェイ への 自動 車 の進 入 を

コン トロールす る装 置 で ある。 現 在 ハ ーパ フ リー ウェイ に23台 設置 され て い る。

② コン ピュー タ と ラン プ表示 装置 との間 は電 話 回 線 に よる2ウ ェイ ・コ ミ ュニ ケ ー シ ョン方

式 で情 報 の交 換を して い る。 コ ン ピュ ータへ の送信 情 報は 交通 セ ンサに よ り探 知 した フ リー

ウェイ に進 入 す る 自動 車 の量 で((3),交 通 状 況 の把握 参照),ラ ンプ表 示装 置 へ の送信 情 報

は 「停 止 せ よ」,「 進 入 せ よ」 な どの情報 であ る。

③ ラ ンプ表示 の利 点は 自動車 の進 入 を コン トロール す るこ とに よ って フ リー ウ ェイ の能 力を

効 果的 に活用 し,自 然 渋 滞 の解 消,第 二 の事 故(事 故 に よ り誘 発 す る事 故)の 防止 を行 な う

もので あ る。 実験 の結 果 フ リー ウ ェイの処 理 能 力 に関 して次 の よ うな効 果 が表 わ れ てい る。

稼 動 前1車 線1時 間1,500台 処 理(自 動車 のス ピー ド10～15マ イル/時)

稼 動 後1車 線1時 間1,800台 処 理(自 動 車 のス ピー ド 50マ イル/時)

(c}電 光 案 内 板(ChangeableMassageSign)'に よる警 報

① フ リー ウ ェイを走 る 自動 車 に対 して警 報 とか その他 通行 に関す る情 報 を表 示 す る装 置 であ
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る。 現在 サ ン タモ ニ カ ・フ リー ウ ェイに0.75マ イル ～1マ イル(1.2knt～1.6km)間 隔 に

35台 設置 され てい る。

電 光 案 内板機 能 は 次 の とお りであ る。;

表示 文 字 数32文 字(16文 字上 下段)

表 示 文 字 英 数 字

可 視 距 離1,000フ ィー ト(約300m)

② 操作 手 順(図2-54電 光案 内板 コン トロール室 参 照)

イ.コ ン ピ ュー タ(交 通監 視 用 －Sigma5)の 計 算 結果 に よ りコ ン ソールoi)フ リー ウ ェイ

図 板上 に赤 ランプ が点滅 し,警 報 装 置 がな ってオペ レー タに渋 滞 が 発生 した 場所 を知 らせ

る。1

ロ.オ ペ レー タは現 場 の状 況 を 確認 して,コ ン ソール よ り,記 憶 装置 にあ るメ ッセ ー ジを所

定 の電 光案 内 板 に送 信 す る。 そ れか ら約2.4秒 後 に電光 案 内板 に表示 され る。

③ メ ッセ ージ の種類

イ.定 型的 な メ ッセ ー ジは100種 類 あ り,記 憶 装置(磁 気 デ ィス ク装 置)に ス トア され て

お り,コ ン ソー ル上 のボ タ ンで指 示 で きる。 それ以 外 の メ ッセ ー ジは オペ レー タが 自分 自

身で作 りタイ プ ライ タか ら送 る。

ロ・ メ ッセ ージ には警 報 に 関す るもの と,案 内 に関 す る ものが あ る。

O警 報 に 関 す る ものは 危険度(重 要度)か ら次 の プ ライ オ リテ ィで 表示 され る。

④ 通行 を 妨 げ る貨物 に 関す る情 報

◎ 事故 現場 まで の距離

◎遅 れ て い る時間

㊤ 遅れ て い る理 由

㊧ 場所(何 か の理 由 に よ り変更 す べ き道路,イ ン ター チ ェ ンジ の名称)

表 示例

・事故 が 発生 した 場合

CAUTION

SLOWINGAHEAD

・原 因 が判明 した場 合

ACCIDENTAHEAD

LEFTLANE

STRANDEDCAR

RIGHTLANEAHEAD

o案 内 に関 す るもの として は朝 夕 の ラ ッシ ュ ・ア ワー にお げ る所要 時 間 の表 示,建 設,補

修 工 事に 関す る道 路 閉 鎖状 況 の表 示等 であ る。

表示 例

一301一



7MINUTESTO

HARBORFREEWAY

LANEl234X

BLOCKED

④ 現 状 の 問題 点(実 験 結 果')

電 光 案 内板 の メ ッセ ー ジは オペ レー タの判 断 で行 な って お り,適 切 な メ ッセ ージ の選択 に

は詳 しい 事故 現場 の状 況 を よ り早 く把 握す る こ とが必 要 であ る。

現 在 では

o事 故 照合 パ トロール組織(VPU==VerificationPatrolUnits)か らの連 絡

Oヘ リコプ タに よ るモ ニ タ ・テ レ ビへ の投 映

oCHP(CariforniaHighwayPatrol)か らの無 線 を利 用 しての 連絡

等 の方 法 で情 報収 集 を してお り,中 間 に上 記 の 人達 が 介入 す る ため,早 い情 報収集 が で きず,

平 均4分,最 高10分 の時 間 が かxっ てい る。

これ を改善 す るた め地上 固定 カメ ラの設置,電 光 案 内 板 メ ッセ ー ジの 自動作 成 表示 の検 討

が進 め られ てい る。

な お,こ の シス テ ムは機 器 の製 造 が遅 れ たNめ,1973年4月 か ら実 験 を 開始 した が,

現 在 メ ッセ ー ジの 内容 に つい て は カ リフ ォル ニア大 学 で研 究 中 であ る。 シス テ ムの 完成 は

1974年 中 頃 に 予定 され てい る。

(6)故 障 車 に対 す るサ ー ビス

現在42マ イル フ リー ウェイ地域 では1日 平 均約300件 の故 障 車が 発生 してい る。 これ らの

ほ とん どは,自 動 車 の老 朽 化 が原 因 で あ るが これ ら の ドライバ に対 す るサ ー ビス も また 交通 渋 滞

の解 消,事 故 防止 の重 要 な機能 で あ る。

この シス テ ムでは コ ン ピュー タを 中心 と した 電子 機 器装 置 に よ って 自動的 に 事故 探 知 す る方法

を とって い る たぬ 現実 に交通 渋 滞 が発 生 しな い と事故 を発 見 で きな い し,警 報 を発す る こ とも

で きな い。故 障 車 は必 ず しも渋滞 を 引 き起 こす とは 限 らない。 した が っ て これ を カバ ーす る方 法

と して サ ー ビス ・パ トロール の巡 回 お よ びフ リー ウェ イ電 話 設備 が あ る。

(a)サ ー ビス ・パ トロール の巡 回

この方 法は きわ めて有 効 な 方法 で著 しい効 果 を あげ てい る。以 前 は 自動 車 が故 障 した場 合 そ

の解 決 に 約52分 か か ってい た が,フ リー ウェイ上 にサ ー ビス ・パ トロール が4マ イル(6.4

㎞)間 隔 で巡 回す るこ とに よ り約24分 間 で解決 で き る よ うに な った。 サ ー ビス ・パ トロー ル

の コス トは約10$/件 で あ る。

(b)フ リー ウ ェイの電 話設 備

① フ リー ウ ェイ電 話 設備 は三 つ の フ リー ウェ イの道路 わ きに沿 って,%マ イル(400m)

間 隔 に設置 され てい る。 自動車 が故 障 した 場 合 には,こ の電 話 を使 って 助け を求 め る こ とが

で きる。
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② 現在 の と ころ,そ の能 力 は十 分 に生 か され てい ない 。 助け を必 要 とす る ドライバ の約20

%し か 利用 してい な い が,そ の 原因 は装 置 そ の もの に欠 陥 があ るのでは な く,

oサ ー ビス ・パ トロール へ の コンタ ク トを しぶ る。

oサ ー ビス ・パ トロール の コス トを 自己負 担 しな けれ ば な らな い とい う心 配 。

な どの 理 由 であ り,一 般 的 には ドライバ 自身 が解 決す る とい う態度 に よってい る。

σ)将 来計 画

(a)フ リー ウェイの拡 張

シス テ ムの対 象 範 囲は三 つ の フ リー ウ ェイの42マ イル であ るが,こ れ を さら に拡張 し100

マ イル,200マ イ ル にす る計 画 が あ る。 現在,実 験結 果 に も とつい て,シ ス テ ム の効 果 問

題 点 に関す る提 案 書 を州 政府 に 出 してい る。 これ が許 可 され資金 面 で問題 がな くなれ ば約2年

の間 に完成 す るであ ろ う。

(b)機 能 拡張 計 画 一

① 電光 案 内板 コン トロール シ ス テム

イ・ 地上 固定 カ メラの設 置

これ は フ リー ウ ェイに沿 って約2台/マ イル(約800沈 に1台)間 隔 に地上 固定 カ メ

ラを設 置 す る計 画 であ る。 この装置 に よ って24時 間 継続 的 に フ リー ウ ェイ上 を 監視 す る

こ とが でき,渋 滞 が発 生 した場 所 の状況 を即 座 に把握 す る こ とが で きる。

ロ・ 電光 案 内板 メ ッセ ー ジの 自動作成 表 示

この方法 は コ ン ピ ュータ が収集 した トラ フ ィク ・デ ータを基 礎 と して コン ピ ュー タ に よ

っ て 自動 的 に メ ッセ ー ジを作成 し,電 光 案 内板 に送 信,表 示 す るもの であ る。 人手 が介 入

しない た め事 故 状 況 に応 じた早 い メ ッセ ー ジの表示 が 可能 にな る。 これ に ともない交 通 監

視用 コ ン ピュー タ と電 光 案 内板 用 ミニ コ ンビ 三ータ間 は1200B/Sの 通 信 回線 で接続

し,ミ ニ コン ピ ュー タの記憶 容 量16KWを32KWに 拡 張す る。

② フリー ウ ェイ進入 ロ ランプ の増 設

現在 この装 置 は23カ 所 に設置 され てい る が,増 設 を行 な い,最 終 的 には500マ イル

(800伽)に 約500台 の設置 を行な う予定 であ る。 ロス ア ンゼル ス 周辺 に75台,そ の

ほ か の地域 に400台 で あ り,3～4年 以 内 に設置 す る予定 で あ る。

③ フ リー ウ ェイ ・ラジ オ(RoadsideRadio)の 検討

この装置 は フ リー ウ ェイ沿 い に ラジオ を設 置 して フ リー ウェ イ上 の ドライバに 対 してよ り

早 く交 通情 報 を伝 え る手段 であ り,設 置 した場 合 の効 果,問 題 点 な どの検 討 が行 な わ れてい る。
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資 料 一 覧

(1)LosAngelesareaFreewaysurveillanceandcontrolProject

(2)A・Lookatthe42-milesLoop

(3)BulbMatrixchangeableMessagesignsoperationalcharacteristics.
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